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　　全国「山の日」協議会へのお誘い

全国「山の日」協議会会長

谷垣禎一

　国民の祝日「山の日」は、来年2016年8月11日から施行されることになりました。「海の日」とともに
「山の日」を祝日とする国は、我が国以外に例を見ません。意義は、「山に親しむ機会を得て、山の恩
恵に感謝する」です。

　ご存知の方もいらっしゃることと存じますが、私どもは、7年前より日本の主要な山岳団体を中心に、
「山の日」制定協議会を設け、国民の祝日としての「山の日」制定に取り組んでまいりました。
また、2013年11月には、新たに民、官、政および諸分野に拡大しての組織、全国「山の日」制定協議会
を発足し、登山・レジャー分野だけではない「山の日」の意義を、全国へ向けて発信をしております。

　一方で2013年4月からは、衆参両院の国会議員も超党派「山の日」制定議員連盟を立ち上げ、勉強
会を重ね、100名を超える議員が賛同し参加するようになりました。そして2014年1月からの通常国会
で、祝日「山の日」の法案を提出すべく努力を重ねておりましたところ、2014年4月25日に衆議院本会議
で、さらに同年5月23日には参議院本会議で本法案を可決することができました。これにより、2016年8
月11日に、最初の国民の祝日「山の日」を迎えることができるようになりました。

　しかしながら、国民全体のご理解を得るためには、さらに多くのみなさまと、この活動をより活発に
展開してまいる必要がございます。諸分野・職種・専門にかかわらず、国家の屋台骨「山」は、海とと
もに国民の生活に大きな影響をおよぼしているからに他なりません。このために、2014年5月28日に本会
の総会を開催し、会の名称を変更して、全国「山の日」協議会といたしました。

　つきましては、この全国「山の日」協議会にご参加いただき、「山の日」の意義のみならず、子供達
の自然体験、地域活性、環境、森林・水資源、安全、文化・観光、その他、継続する多くの課題解決に
向けてご意見を頂戴し、情報の共有をいたし、ご一緒に、この活動を盛り上げていただきたいと存じま
す。

2015年11月
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　　はじめに

全国「山の日」フォーラム実行委員会 
幹事会　幹事長

磯野剛太
（全国「山の日」協議会 事務局長）

　『全国「山の日」フォーラム』は、2015年3月28日と29日の2日間にわたり、東京国際フォーラムで開催
されました。
　一般の登山・自然愛好者はもとより、国、地方自治体、企業、各種法人、各種団体、個人など、多方
面からご参集いただき、来場者数は、約18,000人（＊来場者向けの資料配布数から算出）を数え、「山
の日」を周知する第一歩とすることができました。
　初めに、本フォーラム開催にお力添え下さった皆々様に、深く御礼申し上げます。

　長い間の「山の日」制定運動や各種呼び掛けについては、別の機会にいたします。
　2012年6月には、2002年の国連国際山岳年からの10年目を記念し、国際山岳年＋10シンポジウム2012が
開催され、「みんなで山を考えよう」という題名で、五つのセッションでの研究発表がされました。こ
の中には、東日本大震災を踏まえた「災害と山の生活」、「山と人と安全」、「山の自然保護」があり、
「山の日」制定機運への前章となりました。
　また、2012年10月には、『「山の日」ネットワーク東京会議』が開催され、日本山岳協会、日本山岳
会、日本勤労者山岳連盟、日本山岳ガイド協会、日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラストの5団体で
つくる、「山の日」制定協議会が呼びかけ、国、地方自治体、政治、学術、企業、各種団体、個人など
の各方面から、およそ120名が参加し、「山」に係るシンポジムと「山の日」制定の呼び掛けを行いまし
た。

　この機運に呼応して、2013年4月には、国会で超党派「山の日」制定議員連盟が発足し、さらには、こ
の運動を全国的規模で展開するために、2013年11月に至って政官民による全国「山の日」制定協議会が
発足しました。
　それらの活動の結果、2014年5月23日に、8月11日を「山の日」とする「国民の祝日に関する法律の一
部を改正する法律案が国会で可決され、2016年8月11日より施行されることとなりました。
　こうして、2016年8月11日から新たな国民の祝日として「山の日」が生まれます。
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　しかしながら国民全体への周知は、法案可決が円滑に行われたのとは裏腹に、甚だ不足しております。
　このために私たちは、改めて、国、地方自治体、企業、各種団体、個人など、山に係わる広範な人々
の力をひとつにし、制定へ向けての組織から目的を変えて、現在の全国「山の日」協議会となり、祝日
の周知、情報共有、記念大会開催地の選定への協力・共催等々への役割を担うことにいたしました。
　同時に、将来へ向けて、この「山の日」をつうじて山と自然に係る諸問題を提起し、その解決が、国
民の利益となるために、継続的に全国各地に向けて発信していくことが求められております。
　今回の全国「山の日」フォーラムの開催は、その端緒となるものであります。

　全国「山の日」協議会の設立趣意書には、以下の文章があります。
『日本は国土の７割近くを山地がしめる山の国です。日本人は、古くから山に畏敬の念を抱き、森林の
恵みに感謝し、自然とともに生きてきました。山の恵みは清流を生み、田畑を潤してわが国を囲む海へ
と流れ、深く日常生活とかかわりながら、 豊かな心をも育んできました。
　・・・・・・・・・・・・・・・中　略・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
富士山の世界文化遺産登録は、その文化、伝統、信仰、景観への憧れ、すぐれた芸術の創出など、様々
な要素を世界が大切な財産と認めたからです。その一方で、 山はいま多くの問題をかかえています。山
林の荒廃、良質な水源・資源等の確保、 各種開発と環境保全、動植物保護と適正管理、観光等地域活性
化と適正利用、登山 愛好者の遭難事故多発、東北の山々の除染など。将来を見据えた「山」のビジョン 
が求められています。』

　本フォーラムでは、「シンポジウム」「トークショー」「出展ブース」という三つの手段を有機的に
関連させて展開いたしました。これは、大人から子どもまで、楽しみながら、山への親しみと問題意識
を持っていただくことを念頭に置いたものです。そして、これらが「山の日」のさらなる盛り上がりへ
と、継続させていきたいとの期待もありました。講義、討議、出展、出演の皆様には、このような趣旨
に快くお応えいただき、また、経済的にもご協力をいただき、心より感謝を申し上げます。

　このフォーラムの開催が、参加なさった皆々様はもとより、国民のひとりひとりが山を考え、問題意
識を持ち、そしてその問題解決の成果として、「山の日」の意義である「山に親しむ機会を得て　山の
恩恵に感謝すること」を、真に実現できますことを祈念いたし、本報告書の巻頭のご挨拶とさせていた
だきます。

2015年11月
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開催趣旨

そもそもなぜ、私たちはこのフォーラムに関与するのか。
それは更なる周知が必要であるとの認識からです。
「山の日」は法的には制定されましたが、残念ながら国民全体へのその周知はまだ充分ではありません。新たに制
定されたこの祝日を、山が心と身体の健康に欠くことのできない国民の財産であることを一人ひとりが再認識し、
美しく豊かな自然を守り、次世代に引き継ぐことを国民誰もが再確認する日とするためには、更なる周知が必要で
あると考え、その一助とするため、このイベントを開催することといたしました。￼

私たちは、国、地方自治体、民間団体、学術団体、企業など、山に係る広範な人々の力をひとつにしてフォーラム
を開催し、 国民に向けて「山の日」の周知を図ります。これが私たちのミッションです。

私たちはこのフォーラムを、次の３つの催しを有機的に関連させて展開することにしました。
●コンベンションゾーンにおけるシンポジウム
『「山の日」と地方創生』、『山と自然の安全を考える』の２つをテーマに、行政・民間・有識者のそれぞれの立場
から、山と自然に関する各種課題を提起し、さらにパネルディスカッションにより有機的な取り組みを模索し、継続的
な議論の契機とします。
●プレゼンテーションゾーンにおけるトークショー
登山家・クライマー・山岳ガイド・モデル・女優・お笑いタレント・漫画家・音楽家・文化人らによるトークショー
によって、アミューズメントとしての山の多様性、スポーツとしての山の可能性、文化としての山の読み解きなどを
模索します。
●エキシビジョンゾーンにおける出展ブース
560㎡の広大なスペースに、行政、企業、関係団体のブースを設け、サービス・商品・情報・地域のアピールを発信し、
併せて、「山の日」に伴う経済波及効果を検証します。

事業名称	 全国「山の日」フォーラム
会　　場	 東京国際フォーラム
	 ホールD1　ホールD5　地上広場　ロビーギャラリー
開 催 日	 平成27年３月28日（土）〜３月29日（日）
主　　唱	 全国「山の日」協議会
主　　催	 全国「山の日」フォーラム実行委員会
	 【構成団体】全国「山の日」協議会　警察庁　消防庁　文部科学省　林野庁
	 国土交通省観光庁　環境省　東京都
後　　援	 読売新聞社　毎日新聞社　共同通信社　NHK
	 朝日新聞社　日本経済新聞社　東京新聞
特別協賛	 日清食品ホールディングス株式会社　味の素株式会社　岩谷産業株式会社
協　　賛	 公益社団法人国土緑化推進機構　株式会社ICI石井スポーツ　
	 株式会社好日山荘　トヨタ自動車株式会社　日本ゴア株式会社　
	 日本山岳救助機構合同会社　株式会社モンベル

［ WHY ARE WE CLIMBING THIS MOUNTAIN? ］

［ MISSION ］

［ OPERATION ］

［ OVERVIEW ］
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開催の結果

今後の展望

一般登山愛好者、地方自治体、林業、観光業、運輸、自然保護団体、メーカー、リテール部門の皆様など多方面
からご参集いただいた方々から、大変有意義なフォーラムであったとのご意見を数多くいただきました。
概算来場者数は、18,000人でした。
この来場者数は、来場者向け資料の配布数から算出）したものです。
このうち、事前申込みが必要なシンポジウムの参加者数は743人、またトークショーの視聴者は400人でした。

私たちは、2015年春の全国「山の日」フォーラムを「山」を考え模索する第一歩とすることができたと確信して
おります。祝日「山の日」をどのように捉え、どのような課題があり、どのようにアピールするかをさらに考
え、諸官公庁地方自治体、関係諸団体、民間企業、そして参加者である国民（消費者）が共に考え、2016年8月
11日施行へ向けて、「山の日」周知のより良い方向性を、これからも生み出し続けます。
安全への対策、地域活性化、マーケットの拡大等、異なる分野を共有していくことで各種の波及効果を期待し、
全国各地での「山の日」に関わる各種イベント等との連携をより一層深めながら、次へのステップへと踏み出し
てまいります。

［ RESULT ］

［ PROSPECTS ］

消費者消費者

PROSPECTS

今後の展望

私たちは、2015年春の全国「山の日」フォーラムを「山」を考え

模索する第一歩とすることができたと確信しております。

そして夏休みや夏山シーズンに向けて、祝日「山の日」をどの

ように捉え、どのような課題があり、どのようにアピールするか

をさらに考えます。

諸官公庁、地方自治体、関係諸団体、民間企業、そして参加

者である国民（消費者）が共に考え、2016年8月11日施行へ向

けて、「山の日」周知のより良い方向性を、これからも生み出し

続けたいと考えます。

地域活性化、マーケットの拡大、安全への対策等、異なる分

野を共有していくことで、各種の波及効果が期待できます。

全国各地での「山の日」に関わる各種イベント等との連携をよ

り一層深めながら、次へのステップへと踏み出してまいります。

関係各
省庁

関係各
省庁

地方自
治体

地方自
治体

関連団
体

関連団
体

民間企
業

民間企
業

「山の日」周知「山の日」周知

「山」のビジョン「山」のビジョン

「山の日」実施「山の日」実施

2015年

2016年

将来
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地上広場のゲートドーム

各地から集ったゆるキャラたち

シンポジウムでの講義

課題の明確化と今後の展望が語られた

地上広場特設ステージの出演者

ロビーギャラリーで展開された出展ブース

出展ブース（環境省）

シンポジウムでのパネルディスカッション

PHOTO SHOOT
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メインテーマ

「山の日」と「地方創生」第１部　3月28日
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シンポジウムA

「山の日」から
地域の活力が

生まれる
丸川珠代

主催者挨拶
全国「山の日」フォーラム実行委員会

副会長/会長代行

　皆さま、こんにちは。ただ今ご
紹介をいただきました自由民主党
参議院議員の丸川珠代でございま
す。私は超党派の「山の日」議員
連盟の幹事長を、また本日の「全
国『山の日』フォーラム」の実行
委員会の副会長を務めさせていた
だいております。
　実は「山の日をつくりませんか」
ということを改めて議員の先輩方
に持ちかけた、言い出しっぺの一
人でございます。私自身は六甲
山の麓で育ちました。歩けばすぐ
そこに山があるという環境の中で
育ちましたが、決していわゆる山
岳派というような山登りをやって
いたわけではありません。けれど
も、山を愛する者の一人として、
きょう、このフォーラムが皆さま
のご参加のもとでこのように行わ
れること、本当にうれしく、感謝
をしております。
　また、本日このフォーラムに講
師としてご参加をいただいている
皆さま、こちらにお座りでござい
ますけれども、お忙しいなかおい
でをいただきましたこと、改めて
感謝を申し上げます。ありがとう
ございます。
　このフォーラムは平成28年から
祝日となります「山の日」への関
心を高めるとともに、山に親しむ
機会を提供し、山の恩恵への気づ
きを促すことを目的として、初め
て開催をさせていただきます。大
人から子どもまで、楽しみながら
山への親しみと正しい理解を持っ
ていただくとともに、「山の日」の
さらなる盛り上がりへぜひつなげ
ていきたいというふうに期待をし
ているところであります。
　日本は国土の7割近くを山地が
占める山の国です。日本人は古く
から山に畏敬の念を抱き、そして

森林の恵みに感謝して、山の自然
と共に生きてきました。皆さまご
承知のように、日本を代表する山
である富士山は、信仰の対象であ
り、また芸術の源泉として世界的
に大切な財産であるという評価を
受けまして、世界遺産に登録をさ
れました。
　しかしその一方で、今、山は大
変多くの課題を抱えております。
地域の活性化、そして森林の荒廃
を食い止めるためにどうするべき
か、また水源としての山、資源の
確保など、開発と環境保全のバラ
ンスをどうやってとっていくのか
など、将来を見据えた山への展望
が求められている、そういうとき
でもあります。また大雨による土
石流や、また御嶽山の噴火、自然
災害によって多くの人命が失われ
るということもございました。山
の恐ろしさを改めて私たちは思い
知らされたとともに、日本人とし
て山と共に生きていく運命にある
のだ、ということも再認識したと
ころでございます。
　こうした課題に対して、このフ
ォーラムは2日間わたって4部構成
で有識者の皆さまをお迎えして、
講演、パネルディスカッションに
より議論を進めてまいります。本
日は『「山の日」と「地方創生」』
ということをテーマとしまして、
エコツーリズムや地域活性化、観
光振興についてご議論をいただき
ます。
　皆さまもよく新聞紙面等で目
にしておられると思いますけれど
も、観光を取り巻く昨今の状況は
大きく変化をしております。一番
に挙げられるのは、訪日外国人の
お客さまが大変増えたということ
です。2012年には800万人でした
が、昨年は1300万人と、2年間で

丸川珠代（まるかわ　たまよ）
参議院議員
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500万人も増加しました。このよう
な訪日旅行市場の拡大をさらに継
続させるとともに、実はこの訪日
外国人の方たちは、あるルート、
特定のところに集中をしておられ
る傾向があります。ゴールデンル
ートといいますけれども、こうし
たゴールデンルート以外の地域
の需要をどうやって掘り起こして
アピールをしていくか、全国津々
浦々、素晴らしい山があり、地域
があり、そうしたところをどうや
って皆さまに幅広く世界に訴えて
いくかということも大きなテーマ
になります。
　自然や景勝地を見て回る観光と
いうのは外国人にも大変人気が高
いと聞いております。北海道であ
りますとか、あるいは、私はこの
前、立山黒部アルペンルートを視
察致しましたけれども、猛吹雪の
中を台湾から来たお客さまが｢雪
だ、雪だ｣と言って外に出て大喜
びをする、というような話も聞い
ております。さまざまなこうした
人気の高い山というのもあります
し、「山の日」を契機として、こう

した山を活用して地方創生にも資
するような活発な議論が行われれ
ば大変うれしいと思っております。
　また、明日は山の安全をテーマ
として、登山者の山岳遭難事故や
自然災害への対策、また子どもた
ちの自然体験機会の創出、高齢者
の健康増進などについてご議論を
いただきます。
　このフォーラムを通じてご参加
の皆様方が山を考え、また、その
成果として「山の日」の制定の背
景にあります、山に親しむ機会を
得て山の恩恵に感謝する、その契
機となれば誠に幸いであります。
私自身、「山の日」の制定に携わ
ってきましたが、一人の子を持つ
親でもございます。美しく豊かな
自然を守り、次世代に引き継がれ
るよう、さらに頑張ってまいりた
いと思っています。
　最後になりましたが、本日のシ
ンポジウムの開催にご尽力をいた
だきました関係者の皆さま、本当
にありがとうございます。ご参加
いただきました皆さま方が有意義
な時間を過ごされ、そしてまたご

健勝で山に登っていただき、山に
触れあっていただくことをご祈念
申し上げまして、私のご挨拶とさ
せていただきます。本日は誠にあ
りがとうございます。

（終了）
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シンポジウムA	 講演Ⅰ 　皆さん、こんにちは。今登壇し
ていた丸川先生とは随分、見た目
はギャップがあると思いますけれ
ども、普段自然ガイドをしており
ますので、こういう格好で、服装
でお話しさせていただきます。
　トップバッターということでち
ょっと私も緊張しています。普段
はこういう屋根のあるところでは
なくて、屋根のないところでは人
前でお話しすることが多いので
す。私は山といっても知床。山岳
ガイドも昔はしていたのですが、
今はどちらかというと平地でガ
イドをしていることが多いです。
その視点でという部分と、もう一
つ、山という部分。皆さんは普段
山についてどう考えられています
か。日本人にとって山は意外と身
近なものだと思いますけれども、
山の資源性という部分のお話から
させていただきます。
　テーマ的にもエコツーリズムと
いう部分になります。エコツーリ
ズム、皆さんは言葉を聞いたこと
はありますか？　自然とかその地
域の資源を利用してお客さまに楽
しんでもらう、というのがエコツ
ーリズムの基本にはなりますけれ
ども、その資源性について、日本
における山の資源性について、ま
ずお話しさせていただきます。
　まず皆さん、日本というのはど
ういう国だというイメージを持た
れていますか？　最初は世界から
見た日本という部分をお話しさせ
ていただきます。先ほど外国人観
光客の方も増えているということ
ですから、やはり世界から見て日
本はどういう国かというのも捉え
ておく必要があると思います。
　どうです、皆さん、なにか思い
つきます？　日本というと海に囲
まれた島国というのが、多分、日

本の一般的なイメージかなと思い
ます。日本は海に囲まれた、そん
な大きな陸地ではないです。この
「海」という部分が随分強調され
ることが多いような気がします。
　次にこういう言葉はどうです？
　「生まれて初めて海を見る」とい
う言葉と「生まれて初めて山を見
る」という言葉を聞いたときに、
「山」と「海」という部分だと、
皆さんはどちらを経験したことが
ありますか？　周りにいる人とか
でこの言葉を聞いたことはないで
す？「生まれて初めて海を見た」
とか「生まれて初めて山を見た」
という部分。
　私の経験でいうと「生まれて
初めて海を見た」という人のほう
が多いと思います。ただ、沖縄み
たいなところは高い山がないで
すから、一部の島では「山、見た
ことない」という言い方になるか
もしれないですけど、日本全国的
に見ると「生まれて初めて海を見
た」という方はいると思います。
「山」という方はほとんどいない
はずですよね。
　邪馬台国と引っかけたんです
けど、実は日本は山大国ニッポン
なのです。これはどういうことか
というと、国土の60％以上が山地
です。火山地とか丘陵を含めると
75％にもなります。標高が500メ
ートル以上の地域が30％で、1000
メートル超えると6.4％です。もう
一つ、日本の特徴は火山です。世
界に活火山が1548ありますけれど
も、そのうちの108、約7％が日本
に存在しています。実は日本とい
うと、確かに豊かな海もあるので
すが、山にも恵まれている国でも
あります。
　これは図が見にくいかもしれ
ないですが、右端のほうに日本が

エコツーリズム
でつなぐ

山の恵みと人
松田光輝

知床ネイチャーオフィス代表
日本エコツーリズム協会理事

松田光輝（まつだ　みつき）
（公財）日本野鳥の会、（公財）知床財団を
経て、（株）知床ネイチャーオフィスを起業。
知床の自然を科学的な視点で捉え、わかり
やすく観光客に伝えるガイドであるととも
に、知床におけるエコツーリズムのキーマ
ンとしても活動している。
環境省エコツーリズム推進アドバイザー、
NPO法人日本エコツーリズム協会理事、
NPO法人知床斜里町観光協会副会長など
を務める他、全国各地のエコツアーガイド
養成セミナーなどで講師としても活動。
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あります。この茶色っぽいところ
が世界の山地の分布です。たくさ
んある地域もありますけれども、
日本を見ていただくとほとんど山
地です。世界的に見ると、山が多
い、火山も多いというのが日本の
特徴でもあります。日本は、自然
資源でいうと、海と山の両方を持
っていることになります。イメー
ジ的にいうと、「日本は海に浮か
ぶ山」という表現をしてもおかし
くないんですよね。
　私は知床から来ていますので、
知床の宣伝に知床の写真ばかり
使いますが、これは知床半島で
す。知床に来られたことがある方
はいますか？　ありがとうござい
ます。何人か手を挙げていただき
ましたけど、期待以上に少なかっ
たですね。ぜひ知床に来ていただ
ければと思います。知床は日本を
小さくしたといいますか、凝縮し
たような感じです。見た目は、長
さは70キロぐらいの細長い半島で
すが、自然が非常に豊かです。ち
なみに私はここをフィールドとし
て、私の会社では年間大体2万人ぐ
らいのお客さまをガイドでご案内
しています。
　山のお話に戻ります。日本人は
大体、物心がついたときにはもう
山を見ているのです。意外とその
山に対して身近すぎて考える機会
が、昔は山というのは信仰の対象
になっていましたけども、私たち
現代人はあまり考える機会がなく
なってきているのかなという気が
します。
　ここから山がもたらす恩恵とい
う部分で少しお話をします。日本
は３つの海に囲まれた細長い半島
です。陸地、島の中央部には高い
山がずーっと連なっている環境で
す。これによって、下のほうに書

いてある以外にも恩恵を受けて
いる部分はありますけれども、代
表的な部分でいうとまず、多様な
気象条件を日本にもたらしている
のです。これは皆さん、あまり実
感されないですか？　ニュースを
見ていると、太平洋と日本海側で
は、天候とか雪の降る量とか、冬
でも全然違いますよね。日本はそ
んなに広くないですから、単なる
平らな陸地だとこれだけの気候の
差はなかったはずです。
　あとは急峻な地形。山があるこ
とによって、日本は清流が非常に
多いです。おいしい水が得られる
というのが日本の特徴です。これ
は山だけではなく、次の森も左右
しています。湿潤な気候と山によ
って清流がつくりだされて、なお
かつ、豊かな森が育まれているの
が特徴です。日本の森林は面積
の割合でいうと70％ぐらいですけ
ど、世界的に見ると、世界では30
％ぐらいしか森林はないのです。
（日本は）非常に森の豊かなとこ
ろです。
　日本がこんなに恵まれている
というのも、実は世界的に見ても
山が関係している、日本の山以外
のものが関係しているのです。話
が長くなるので、ほかの話できな
いので、少しだけ触れます。皆さ
んが知っている山、エベレストが
あります。ヒマラヤ山脈があるこ
とによって、日本の気象条件とい
いますか、自然は良くなっている
と思ってください。ヒマラヤがな
かったら日本はこんなに自然が豊
かではなかったのです。もっと聞
きたい方は、ぜひ知床に来ていた
だければ、そのときにお話ししま
す。山がいろいろな部分で作用し
ているということをちょっと知っ
ておいていただければと思います。

　もう一つは、スピーディーなエ
ネルギー循環です。自然が豊かに
なるためには、エネルギー、栄養
ですが、この循環が非常に大事で
す。この辺の作用も山が助けてい
るところがあります。
　山から生き物の話にいきます。
知床は世界的に見てもクマの密度
が非常に高いです。世界でも密度
でいうと5本の指に入ります。もう
少し分かりやすくいうと、条件が
合えば、自分が立っているところ
を基点にして、半径400メートル
以内に10頭以上いることがありま
す。大体、知床の場合、3日滞在し
ていただければクマが見れます。
3日滞在してクマが見れないという
方はよっぽど普段の行いが悪い方
だと思いますので、見れなかった
方は帰ってから生活態度を改めて
いただければと思います。非常に
クマの密度が高いです。
　下のほうに書いてありますけ
ど、アラスカにもヒグマは住んで
いますが、実は知床のヒグマの行
動圏はアラスカのクマの10分の1で
す。狭い範囲しか動いていない。
これは自然が狭いからというわけ
ではないのです。山と海があるお
かげで食べ物が豊富なので、そん
なに努力しなくてもいいのです。
　皆さんのイメージでいうと、ア
ラスカは広大な自然があって自然
が豊かだろうというイメージがあ
るかもしれないですけど、実は日
本の自然のほうがアラスカよりも
豊かな部分があります。その証拠
に、知床のクマは簡単に餌が捕れ
るのであまり動いていない。これ
はどうしてかというと、アラスカ
はずっと同じ環境が続きます。分
かります？　同じ環境が続くと、
ある季節には餌がたくさんあるけ
ど、ある季節になると餌が全然な



15

くなって、かなり広範囲を動かな
いと駄目だということです。もう一
つは、アラスカも山はあるけど、日
本は海からすぐに山なので、ちょ
っと山のほうに移動しただけで環
境が変わったりとか、餌の種類を
変えることができる。山があるこ
とによって動物が高密度に住める
というのも日本の特徴です。
　山がもたらすという部分では、
海が豊かということもやはり山が
あるからです。ここも少しだけ触
れておきます。知床に来ていただ
くと、シャチも多いときだとクル
ーズで70頭ぐらい見れることがあ
ります。シャチが、です。時季は
限定されますけど。シャチとか、
あと海には、これはマッコウクジ
ラですが、こういう大きなクジラ
の仲間が、知床だけではなく日本
近海には住んでいます。これも山
があるからなのです。どういうこ
とかというと－－。
　これはカラフトマスという魚で
す。このカラフトマスが知床では
海と山をつないでいます。もとも
とは海には栄養はないです。山
にある森が栄養をつくって、それ
が川の水に流れていって、最後、
海でその栄養をもとにしてプラン
クトンが増えていって、魚が増え
て、アザラシとかクジラの仲間と
かも生活できます。
　実はそれだけでは駄目で、今
後、山を守っていくうえでは川を
守る。これも皆さんにちょっと知
っておいていただければと思い
ます。それぞれの地域に海と山を
つなぐ生き物がいます。知床でい
うと、これはカラフトマスとかシ
ロザケという魚ですけれども、川
で産まれて海に下っていきます。
写真が見にくいかもしれないです
が、黒いのは全部カラフトマスで

す。カラフトマスはサケを少し小
さくしたものです。サケもたくさ
ん上ってきますけど、川を埋めつ
くすぐらい上ってきます。
　要は、知床の自然が豊かという
のは、森でつくられた栄養が海に
流れていって、海でサケやマスが
大きくなって、それが川を上って
きて動物たちに食べられて、ふん
を介して、また森に栄養が還元し
ているのです。エネルギー循環と
いうのはすごく大事です。栄養が
速いスピードで広い範囲を回ると
いうことが自然を豊かにします。
これは経済と一緒だと思っていた
だければと思います。
　皆さん、経済で聞くと少しピン
ときますか？　リーマンショック
がありました。リーマンショック
で皆さん、貧乏になりました？　
いきなり貧乏になっていないです
よね。でも「経済が停滞して大変
だ、大変だ」とニュースで聞いた
と思います。経済が豊かか豊かで
はないか、景気がいいか悪いかと
いうのは、お金がいきなりなくな
るのではなくて、お金が循環しな
くなると景気が悪くなるのです。
お金が循環すると景気が良くなり
ます。自然界も同じで、自然界に
はお金はないです。栄養、エネル
ギーが循環することによって豊か
になるのです。それを速めている
のは、山という存在が非常に大き
いです。
　知床にはこういうサケ、マスが
いますが、今、日本の川はほとん
ど護岸されていて、海からたくさ
んの魚が上ってこれる環境はかな
り減っています。でも、そういう
環境はまだ各地に残っているはず
です。今後大切なのは、山の自然
を守っていくためにはいかに川を
大事にするか。要は海と山をつな

げるパイプですが、これも守って
いかなければ山は豊かになってい
かないです。
　知床にはああいう大きな魚が上
ってきます。これはシマフクロウ
で、世界で一番の大きなフクロウ
です。翼を広げると180センチにな
ります。こういうのも住めるという
のは、海と山がつながっているか
らなのです。非常に生き物が豊か
なところです。今は知床の例でお
話してますけれども、日本全体で
言えることです。ただ、その中で
も知床は際だって自然が豊かです
が、世界的に見ても日本は動物が
非常に多いところだと思ってくだ
さい。皆さんのイメージだと、多
分野生動物というとアフリカをイ
メージするかもしれないですが、
実際に陸地の面積に対しての種類
数とか個体数、密度、これは実は
アフリカよりも日本のほうが高い
です。なかなか普段の生活だと野
生動物を見る機会はあまりないか
もしれないですが、知床とか小笠
原とかに来ていただくと、その辺
は実感しやすいかもしれないです。
　人との関わりの部分をこれから
少しお話をさせていただきます。
ほかの方は山と人のつながりの部
分をお話しするのが多いと思い、
私は資源性の部分からお話をした
のですが、人が受けている山の恩
恵をエコツーリズムの視点からお
話しさせていただきます。
　これも知床の写真です。羅臼
岳という山です。山に登られてい
る方は多いですか？　皆さん、羅
臼岳は登りに来たことはあります
か？　ありがとうございます。知
床には羅臼岳、斜里岳、少し離れ
たところに雌阿寒岳という日本百
名山の山があって、本州からもた
くさんの方が来られます。もし来
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られたら、ここはお勧めです。ス
イスとまではいわないですけど、
スイスにちょっと近い景色です。
多分上高地にもこういう景色があ
ると思いますけれどもね。
　これは羅臼湖というところ。今
見えている水面自体は羅臼湖では
ないけど、羅臼湖に行く途中に沼
があって、そこから見た羅臼岳で
す。こういう湖や沼越しに山が見
れる場所が知床にあります。本州
でもそういう場所は何箇所かある
と思います。実はこういう景色も
スイスに近い景色ですよね。スイ
スに行かれたことがある方はお分
かりだと思いますけれども、ただ
日本とスイスの違うところは、ス
イスのほうが山肌が岩になってい
ます。日本のほうが植物が生えて
いるので岩肌は少ないです。
　日本人にとって山の利用はどう
なっているか。これは昨年、ど忘
れをしましたが、2年前のデータで
すか、日本の登山人口で860万人い
ます。登山人口とは年に1回以上登
山をした人の人口です。日本の人
口が1億2700万人ですから、7パー
セントぐらいの方が山に登られて
いることになります。この数字を
多いと思うか少ないと思うか。多
分ここに集まられている方はもっ
ともっと山の豊かさを知ってもら
い利用してもらいたいという方だ
と思いますので、数字を増やすべ
きだと思っていると思います。私
も数字的にいうと、もっともっと
増やしていく必要があると思いま
す。最初のほうでお話をしました
けど、日本の山地の占める割合は
7割とかですから、もっと利用して
もらってもいいと思います。そし
て、その恩恵を知ってもらう。
　この数字ですけれども、ピーク
でいうと2009年が1230万人登って

いましたので、そこからみたら落
ち込んでます。特に大きかったの
は東日本大震災です。日本全体が
レクリエーションするような雰囲
気でなくなったときに一気に落ち
てしまい、回復傾向にあります。
ただ増えている人は、利用者の増
えている割合ですが、60代以上の
方ばかりです。若い人はあまり利
用していない。そういう部分では
若い人がもっともっと利用できる
ような環境、仕組みが必要だと思
います。
　山を楽しむ人というのは、全員
とはいわないですけど、ほとんど
の人がきれいな景色を見たりとか
山頂に登ることが目的になってい
ると思いますが、もっともっと山
の利用というのは多様化していっ
ていいと思います。ピークハント
ではなくて新たな利用という部分
でいうと、いい写真がぱっと見つ
からなかったので分かりにくいか
もしれないですけど、これは雲海
の写真です。最近北海道では雲海
テラスが有名になってるのを知っ
てますか？　ニセコとかですね。
こんな雲海が簡単に見れる国とい
うのもそんなにないです。簡単に
といっても朝早く起きないと駄目
ですけどね。
　ちなみに知床だと、時季にもよ
りますけれども、夏至のときだと
朝2時ぐらいに起きて行かないと
駄目です。3時になるともう明るく
なります。でも、すごいきれいで
す。知床の雲海ですね。宣伝まで
に少しお話をしておくと、この写
真はちょっと分かりにくいけど、
雲海の先に国後島が見えます。
太陽が上ってくるときは、雲海は
最初は青白いですが、紫色になっ
て、赤紫になって、ピンク色にな
ります。最後、雲海の先に見える

国後島の山々が雲海の上に出てい
るのですけど、その上に山の稜線
が光って、上ってくるのです。山
を登らなくても、山頂をきわめな
くても、いろんな楽しみ方がある
はずです。このセッションではな
く、次のセッションでは森という
テーマでいろいろお話が出てくる
と思いますが、山頂に行かなくて
もこういう雲海が見れるところも
あります。
　山を楽しんでもらうために今後
どういうことが必要か、少し触れ
ておきたいと思います。日本人で
いうと、山を知っている人はたく
さんいますけれども、理解してい
る人は少ないのではないかと思い
ます。今後山の知名度を、要は、
山を知ってもらうというよりも山
の認知度を上げてかなければなら
ないと私は考えています。
　これはどういうことかという
と、山に登ったときの楽しさとい
う部分です。単なる景色がきれい
というだけではなくて、もっとい
ろんな側面から山を知ってもらわ
ないと、山に登ってもらえる人を
増やすのは非常に難しいと思いま
す。そのためには、この会場の中
にも来てると思いますけれども、
特に自然ガイドが大事になってき
ます。いきなり自然を楽しむのに
山に行こうという方は少ないと思
います。森に行こうとか、そうい
う方のほうが多いと思います。そ
ういう部分では、自然ガイドが山
を知らなければ山へ導くことがで
きないと思います。自然ガイドだ
けでなく、山のガイドも、さらにも
っと魅力とか山の豊かさについて
知る必要があると思います。今回
のフォーラムとは視点が違ったお
話だったかもしれないですが、あ
えて私が最初に山の資源性につい
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てお話をさせていただいたのは、
その部分にあると思ってください。
　山の魅力といいますか、登った
ときの魅力を知っている方は多
いかもしれないですが、山がどう
いうものを日本にもたらしている
か、世界から見たら日本はどうい
う国かということを知らない方が
多いと思います。この辺も山を今
後楽しんでもらう人を増やすため
の一つのヒントといいますか、突
破口になっていくと思います。
　ただ、私が少し懸念している
のは、山の場合は、利用者が増え
て利用も多様化していくことによ
って、ルールづくりも同時にきち
っと進めていかなければならない
と思います。山に対しての利用者
のビギナーが増えたり、世界遺産
になってから富士山で問題になり
ましたが、普段山登りをしてない
方が登るようになって、トラブル
といいますか、事故が増えたりと
か、環境に対してという部分もあ
りました。
　あとは、最近出てきているのが
トレイルランニングです。この中
でもされている方はいますか？　
個人的に、私はトレイルランニン
グに反対はしてないです。ただ今
後の部分でいうと、きちっとすみ
分けをしないと、トレイルランニ
ングを楽しむ人も中途半端だと思
いますし、山でのんびりと静かな
雰囲気を楽しむ人も中途半端にな
ってしまうと思います。私は両方
の使い方があっていいと思います
ので、そういう部分ではすみ分け
が大事になってくると思います。
　一つ、参考になるかもしれない
ですが、知床ではそういったすみ
分けを、時季によってはたくさん
人を入れたりとか、クマが多くて
問題が起きるような時季などは利

用者を限定したりとか、そういう
場所も設けています。
　最後に、これも皆さん、実感を
したことはありますか？　山に登
ることによって車と同じ、もしくは
車よりも速いスピードで日本を旅
することができるという、知って
ます？　強いていえば、歩いて北
へ旅することができるのが登山の
魅力なのです。
　これはどういうことかというと、
日本は、北海道は亜寒帯という寒
いところの環境で、沖縄は亜熱帯
で、熱帯に近い環境です。山に登
ることは北に行くのと同じなんで
すよ。それが短時間でできます。
　その一番最たる例が、屋久島
へ行くと一日で日本を旅すること
ができます。屋久島が世界遺産に
登録された理由の一つは、一つの
小さな島に亜寒帯から亜熱帯とい
う、北海道から沖縄までの環境が
あるのが特徴の一つです。特徴と
いうか、評価されている部分の一
つです。これはどういうことかと
いうと、海にマングローブがありま
す。マングローブを見て、屋久島
の高い山に登ると、標高ごとに九
州、西日本、東日本、最後は北海
道と同じ環境になります。歩いて
一日で、日本中の自然といいます
か、森林環境を体験することがで
きます。そういった部分で山という
のは、山に登ることによって乗り物
に乗るのと同じぐらい、もしくはそ
れ以上のスピードで自然を楽しむ
ことができるということも知ってい
ただければなと思います。
　お時間になりました。ちょっと
話が中途半端なところがあったか
もしれないですけれども、このあ
とのパネルディスカッションでも
付随してお話しさせていただけれ
ばと思います。ご清聴ありがとう

ございました。
（終了）
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シンポジウムA	 講演Ⅱ 　こんにちは。日本ロングトレイ
ル協議会の中村です。きょうは滋
賀県の田舎から出てきました。新
幹線から富士山がきれいに見えま
した。遠くに南アルプスもちょっ
と見えるんですね。こんないい日
に部屋でしゃべるというのは少し
違うなと思いながら、日本にでき
る「山の日」にちなんで、ロングト
レイルのお話を聞いていただきた
いと思います。
　「広がるロングトレイル」。ロン
グトレイルという名前を聞いたこ
とはあります？（PPを見ながら）
これはヨーロッパのモンブラン山
群にあるトレイルです。トレイル
は最近流行っていますけど、もと
もと登山道とか山道ということで
す。山旅の道といったほうがいい
かもわかりません。北アルプスに
ある登山道を「薬師岳トレイル」
なんていわないですよね。南アル
プスの登山道を「トレイル」なん
ていわないです。八ヶ岳の登山道
を「トレイル」とはあまりいわない
ですよね。しかし、ロングトレイ
ルというと「ああ、そうか、トレイ
ルか」という。私を含めて日本人
には、このあたりの言葉に馴染み
が少ないですけれど、きょうの私
の話の中で、「ああ、ロングトレイ
ルというのはそういうことか」と
少しでもご理解いただければいい
かなあと思います。

　これは皆さんもご存じかと思
いますけど、日本のアウトドアの
トレンドは大体こんな流れです。
最近は山ガール。山ボーイもいま
す。山ガールの後を追いかけてい
くのが、山ボーイといわれている
ようです。
　富士山登山。美しい山です。年
間40万人近くが行きます。日本の

アウトドア業界も「富士山」「富
士山登山」と言います。人があま
りに多くてゴミが出る。し尿の処
理も大変といわれている。登山者
が多いと、ゴミもどうしても増え
る。山の業界、アウトドア業界は
環境保全を言わなくてはいけない
のに、みんな「富士登山装備」の
販売に力を入れています。
　中高年登山。きょうは誰も来ら
れていません。皆さんはお若いで
すから。（笑い）
　野外フェスティバルというのが
あります。これはアウトドアウェ
アを着て、夏にコンサートを聴き
にいく。それによってアウトドア
ウェアがすごく売れている。テン
トも売れているのです。
　これは槍ヶ岳。下から上まで人
がつながっています。

　少しデータの勉強です。これは
日本のざっとしたアウトドア人口で
す。先ほどの講演とはと若干違い
ますけど、登山1000万人とよく言わ
れます。某山の出版社が「増える
登山人口」という特集をして、1000
万人超えたと。僕は編集長に電話
をして「このデータはおかしい。登
山人口が1000万人もいたら、山の
本はもっと売れてるやろ！」と言い
ました。「その通り、ごもっとも」
と言ってました。（笑い）
　アメリカのバックパッキング、
ハイキングの人口は、約4500万人
います。しかし登山人口は250万人
しかいない。どういうことかとい
うと、ヨーロッパ・アメリカで登山
というと岩と氷と雪が対象なんで
す。明確に区別しているのです。
日本の場合は高尾山も登山です。
富士山も登山です。冬の槍ヶ岳も
登山です。ところが中身は全然違
う。それを一緒にしているからち

広がる
ロングトレイル

中村　達
日本ロングトレイル協議会

代表委員

中村　達（なかむら　とおる）
アウトドアジャーナリスト・プロデューサー。
日本ロングトレイル協議会代表委員、安藤
百福センター副センター長、国際自然環境
アウトドア専門学校顧問、日本山岳ガイド
協会特別委員ほか。
アウトドアズの普及と地域活性化のため
に、ロングトレイルの制作を提唱している。
著書に「アウトドアズマーケティングの
歩き方」「アウトドアズがライフスタイル
になる日」など。中学時代から登山をはじ
め、カラコルム登山をはじめ国内外の登山
多数。日本山岳会会員。

講演内容
「ロングトレイルが注目されている。ロ
ングトレイルは「山旅の道」だが自然、健
康、癒し、地域観光活性化、外国人観光
客の誘客、雇用、教育、自己啓発など様々
な要素が内在している。「山の日」「地方
創生」「外国人観光客」そして「東京オリ
ンピック」とも深い関わりが発生する。ま
た、日本ロングトレイル協議会には現在
15のロングトレイル管理団体が加入して
いる。それぞれの特徴、利用の実態や地域
観光の活性化、そして将来展望などについ
て解説する。
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ょっと混乱してしまうのです。
　1000万人の登山人口があったら
10人に1人です。赤ちゃんと寝たき
りのお年寄りなど運動が難しい人
を除いたら、10人に1人が山に登っ
ているということになります。実
際はそんなに登っているわけがな
い。これだけでこの調査がおかし
いと思うのですが、日本にはこれ
しかデータがないのです。「山の
日」ができて「日本の登山人口」
などと声高に言っていますけど、
このデータしかないのです。「山の
日」を契機にして、もう少ししっ
かりしたデータをとる必要がある
と思います。

　先ほどトレイルランニングが少
し出ましたが、「トレイルランニ
ング」がブームと言われてますけ
ど、実際は20万人くらいです。業
界では「さほど増えないだろう」
と言われています。どうしてかと
いうと「やっぱりハードだ」「危
険だ」という声が出てきた。そう
いうことで、言われているわりに
は意外と少ないというのが私の印
象です。
最後に国内観光旅行。これが6000
万人ぐらいになっています。こう
いう人たちが自然志向になってき
たというのが私の考え方です。
　次にこれは、「アウトドアはよ
く売れてますよ。ほかのスポーツ
に比べて、結構頑張ってますね」
というデータです。ここ5年間ずっ
と伸び続けているのは、アウトド
アだけなのです。

　これは北アルプスの縦走路で
す。燕岳のあたりから槍ヶ岳に向
けた登山道です。これがトレイル
ですね。これは日本で最高のトレ
イルの一つだと思います。薬師岳

です。槍ヶ岳です。白馬北方稜線
です。これも日本の最高のトレイ
ルのひとつだと僕は思います。き
っと、ロングトレイルと言えるの
でしょう。まだ、一般的にはそう
は言いませんけど。これは朝日岳
のあたりです。これはヨーロッパ
のトレイルです。
　先ほどの北アルプスのトレイル
ですが、ロングトレイルだと思い
ますけど、ただ私たちが言ってい
るロングトレイルとは少し違う。
なにが違うかというと、年間（を
通して）歩けない。7月、8月、9
月、10月。山小屋が営業している
シーズンがそのぐらいですから、
あとは、一般的にはテントがない
と登れないですね。もう一つは、
「山の日」のテーマである「地域
の活性化」という意味では、いろ
いろな観光事業者がトレイルによ
って、あるいは道によって、生業
ができるということが必要です。
雇用の創出も重要です。というこ
とで、我々が言うロングトレイル
と、北アルプスあるいは南アルプ
ス、中央アルプス、八ヶ岳の縦走
路とは少し属性が違うのかなとい
う気がします。

　これはヨーロッパの（トレイ
ル）ですね。こんな雰囲気です。
子どもたちも歩いています。面
白いのは、海外のトレイルは自転
車も歩くのも共存していることで
す。日本みたいに「これはやって
はいけない」、あるいは「これは
ダメ」というのがあまりない。「な
んでもいいよ」という感じです。
なぜか。観光だからです。どんど
んお客さんに来てほしい、いっぱ
いお金を使って、というのがヨー
ロッパのトレイル（観光）の実情
のように思います。

　ちょっとまとめてみました。
我々が言うロングトレイルとは山
旅の道。ロングトレイルは実は定
義がないのです。いま、日本ロン
グトレイル協議会のメンバーは15
団体、つまり15ルート入っていま
すけど、何キロがロングとかいう
定義はありません。「3日くらいか
かるかな」とか。最短で40キロぐ
らい、最長では二百数十キロがロ
ングトレイルの実態です。
　地域観光の活性化に役立ち、な
おかつ、地域の雇用をつくりまし
ょうというのが、ロングトレイル
協議会の一つの目的です。
　現在のメンバーは、信越トレイ
ル（NPO法人信越トレイルクラ
ブ）、八ヶ岳山麓スーパートレイル
（NPO法人八ヶ岳スーパートレイ
ルクラブ）、高島トレイル（NPO
法人高島トレイル運営協議会）、
十勝ロングトレイル（十勝ロング
トレイル委員会）、浅間ロングトレ
イル（浅間ロングトレイル制作委
員会）、塩の道トレイル（塩の道ト
レイル委員会）、霧が峰・美ヶ原中
央分水嶺トレイル（霧が峰・美ヶ
原中央分水嶺トレイル委員会）、北
根室ランチウェイ、国東半島峯道
ロングトレイル、安藤百福センタ
ートレイル、白山白川郷ロングト
レイル、美ヶ原高原ロングトレイ
ル、今計画中の広島トレイル、南
房総トレイル、南アルプストレイ
ル。これだけのトレイルが我々の
現在の仲間です。それ以外に「入
りたい」というところが約20トレ
イルぐらいあります。長野県がど
うしても多いですが、こういう雰
囲気です。

　さて、ロングトレイルがどうし
て注目されたかというと、実は『日
経トレンディ』で1位になったこと
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が大きい。ちょうど3年前の秋に私
が過労でひっくり返りまして、信
州の病院に入院していました。そ
のときに関係者が病室に来まして
「えらいことです」と。日経トレン
ディを持ってきまして、「1位にな
りました」と。ボーッとしているか
ら「なんやね」と言ったら、「これ
ですと」と。これだったのです。
ロングトレイルが「2013年にヒッ
トするもの」の第1位です。こんな
記事が出た。それ以降、いろんな
本でロングトレイルの特集が組ま
れました。『モノマガジン』にも掲
載されました。これ（『PEAKS』）
は「山の話題」で、今年の2月号で
す。この特集では1位が「山の日」
です。2位がロングトレイルです。
新聞にも数多く報道され、今でも
取材があります。

　これは、国東半島峯道ロングト
レイルです。去年開通しました。
約80キロあります。比叡山の天台
宗のお寺が多いようです。ここは
修験者の道の一部分もトレイルに
なっていますで。標高はせいぜい
800メートルです。地域再生の切
り札にしようということで、今、
山岳ガイドのクラブが形成されつ
つあります。お坊さんのお説教が
あったりします。林道も歩きます
し、里山も歩きます。子どもたち
が迎えてくれます。ここはおもて
なしのところでして、歩くイベン
トがあるという告知だけで、子ど
もたちが待っていてくれた。この
集落の子どもたちが全員来まし
た、5人です。こういうフォーラム
をロングトレイルがある地域で必
ず開催しています。
　国東半島のことは、こう言って
はなんですが、僕はあまり知らな
かった。人口が決して多くない地

域で450人も集まりました。ちょっ
とびっくりしました。もちろん、地
元紙やTVはかなり大々的に報道し
ます。このフォーラムは地域の人
たちに知ってもらうため、理解し
てもらうために、大変重要なこと
と考えています。いま、大変注目
されているロングトレイルの一つ
です。

　この種のロングトレイルフォー
ラムを、これまでに全国で9回開催
してきました。
　次が北根室ランチウェイです。
先ほどの講演にもありましたが、
知床のすぐ近くです。簡単に言え
ば、このおじさんが中心になって
つくったのです。牧場主です。こ
こは観光で食べなくても、酪農で
やっていけるのですが、将来を考
えていくと、観光で人に来てもら
う必要がある。それで。自分たち
の牧場を歩けるようにトレイルを
整備しました。牧場主に呼びかけ
て、牧場の中も歩くようなトレイ
ルをつくったのです。約80キロあ
ります。
　口蹄疫の予防のために消毒して
トレイルに入ります。ウシがいま
す。女の人が「わー、かわいい」
と言うのですが、牧場主は経済動
物と割り切って、そういう感情、
もたないようにしていると、以前
聞いたことがあります。「かわい
いですか？」と言ったら、「別に」
と返ってきました。若い方が多い
ですが、「ウシさん、カワイイ、キ
ャンディーあげる」とやってはい
けない。牛が病気にかからないよ
う「ハイカーには、そういう教育
からしなければならないので大変
だ」とトレイルの関係者は言って
いました。
　こういうところを歩きます。採

草地です。ウシが見ています。ク
マよけの鐘がある。これも手製で
す。「クマ、いますか？」と聞き
ますと、この辺の人は必ず「いま
す」と、当たり前のように言いま
す。熊に馴染みのない私たちは、
ビビッてしまいます。これはシン
バルです。バーンと鳴ってクマ除
けになる。遊び心でつくっておら
れるのですね。面白いですね。こ
れはシンバルをたたいているとこ
ろです。
　人間が通るところにウシが入ら
ないようにと、こういうふうにいろ
んな形のゲートを設けています。
今はここに（使わなくなった牛舎）
安く泊まれるようになっています。
こういうところを歩きます。最後
は西別岳を経由して、摩周岳に登
ります。摩周湖が下に見え、そこ
を目指して下りていきます。これ
は摩周岳です。こういうコースで
す。トレイルランチもあります。

　これは八ヶ岳山麓スーパート
レイルです。八ヶ岳をぐるっと回
ります。冬もトレイルを歩いてい
ます。フォーラムも開催していま
す。
　これが信越トレイルです。ご存
知の方も多いかと思います。80キ
ロあります。今計画していますの
が、右のほうにずーっと行って、
新潟に入って、苗場山あたりまで
という長大なものになります。250
キロぐらいまで延ばそうという計
画です。完成にはかなり時間がか
かると思いますが夢があります。
地元の期待もあります。これが信
越トレイルの道標看板ですね。こ
ういう人がガイドをしています。
この山が鍋倉山という、信越トレ
イルのランドマークです。それで
も1200メートルぐらいです。
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　これは高島トレイル。高島屋の
出身地はここといわれています。
だから高島トレイルは商売がうま
い。約80キロあります。高島トレイ
ルも延伸しようと計画しています。
中央分水嶺を歩きます。日本列島
を背中のように、背骨のように貫い
ているんですね。左側は日本海に
流れて、右側は太平洋に流れる。
だから分水嶺ですね。これが日本
列島をずっと貫いています。その
一部を歩くというのが高島トレイル
です。こういう雰囲気です。ここは
日本列島の中で日本海から抜ける
風が強いといわれています。だか
ら木は低木ばかりで、草原状にな
っています。標高が1000メートル
に満たないところでは、珍しいと
いわれています。そういうところで
す。ブナの原生林もあります。冬も
当然歩いています。これはツアー
です。お弁当ですね。このお弁当
の売り上げは350万円ぐらいあると
いわれています。

　これは美ヶ原です。みなさんご
存知の美しの塔ですね。ぐるーっ
と回ると約40キロのトレイルです。
　十勝ロングトレイルです。農地
を縫って歩きますので、どうして
もアスファルトの道が多くなりま
すが、風景が雄大でとても気持ち
がいい。北海道らしい景観がす
ばらしいと思います。こういう地
道や山道もあります。白雲山にも
登ります。この辺もクマがいると
言っていました。冬はクロスカン
トリースキーでトレイルを歩きま
す。北海道ならではですね。これ
は然別湖です。

　これは百福センターと言いまし
て、チキンラーメンを発明した安
藤百福さんを記念してできた、自

然体験活動指導者の研修施設で
す。この施設は安藤スポーツ･食文
化振興財団が運営しています。指
導者のトレーニングや地元の人た
ちにも利用いただこうと、トレイ
ルが整備されました。ここは25キ
ロですけど、八ヶ岳山麓スーパー
トレイルと浅間トレイルをつなぐ
ジョイントトレイルがあるので、
それをたすと60キロぐらいのトレ
イルになります。ぜひみなさん、
いらしてください。晴れれば北ア
ルプスが見えます。これは北アル
プスです。槍ヶ岳から白馬まで見
えます。素晴らしい景観です。作
家の島崎藤村もこのあたりを歩い
ただろうと思われます。浅間山も
目の前に見えます。

　美ヶ原高原トレイル。これは松
本市が整備しているトレイルで
す。先ほどの八ヶ岳や中央分水嶺
霧ヶ峰美ヶ原トレイルと少しかぶ
ります。
　浅間ロングトレイルです。浅間
山麓をぐるっと一周するトレイル
です。200キロ近くあります。これ
は懐古園です。嬬恋村からはキャ
ベツ畑を見ながら歩くというトレ
イルです。もちろん浅間山の近く
まで登ります。
　塩の道トレイル。糸魚川から
塩尻までのトレイルです。一部完
成していないところもありますけ
ど、イベントをやったり、あるいは
呼びかけてツアーを企画していま
す。できたばかりです。糸魚川か
ら北アルプスの山麓の塩の道を歩
いていきます。

　これが白山白川郷トレイルで
す。去年一部ができたばかりで
す。岐阜県の石徹白というところ
から白山に登って、白川郷に下り

て富山まで抜ける。これも約80キ
ロです。そういうトレイルです。
こういうところを歩きます。これ
は白川郷の集落です。こんな道も
あります。ここは環境省や営林署
などと一緒に整備をされたトレイ
ルです。これはドロノキ。非常に
珍しい、ドロノキが密生している
ところです。逆コースからですけ
ど、ここをずっと行くと白山に上
がります。お弁当ですね。「値段
設定を失敗した」と言っていまし
た。これは1200円かかったと。高
島が800円ぐらいです。（北根室）
ランチウェイが500円ぐらいです。
1200円は高いですよね。「800円や
なあ」と言ったのですけど、おい
しかったです。
　今、日本ロングトレイル協議会
に加入しているだけでも、これだ
けのロングトレイルがあります。
　これは今環境省が一生懸命整備
をされている、みちのく潮風トレ
イルです。700キロあります。復興
を支援するために整備中のトレイ
ルです。

　あまり時間がないのですが、超
特急で少しだけ海外のトレイルに
触れておきます。これはアメリカ
のトレイルです。アメリカのトレイ
ルは3500キロあるものもあります。
全部歩くのに半年かかります。パ
シフィック・クレスト・トレイルは
5000キロあります。普通では行け
ないですね。こんな雰囲気です。
　イギリスのトレイルはフットパ
スといいます。これだけのトレイ
ルが、フットパスがあるのです
が、ロングトレイルもあります。21
あります。全部で22.5万キロあるの
です。経済効果が大体1兆3000億円
ぐらいと言われています。ものす
ごいです。国中至るところにトレ
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イルがある。ライフスタイルの中
にしっかり入っています。取り込
まれていると言った方がいいかも
しれません。そうなるまでに、歴
史は300年ぐらいかかっています。
産業革命以降ですから、そのぐら
い長い時間がかかるのですね。
　歩く権利というのがありまし
て、right of wayですね。国民は
みんなどこでも歩ける、ゴルフ場
も人の庭も公園も歩いていいです
よ、ただし、ここを歩いてくださ
いと、歩く道は決まっている。歩
くのは国民の権利で、戦後、法律
ができたのですね。そして歩くこ
とが生活文化として、しっかり根
付き、そこに産業が発生して、雇
用も生まれている。フットパスに
よる経済効果は、1兆数千円億円に
のぼるとも言われています。
フットパスはこんな感じですね。
行政と地域とボランティアが支え
ているのがフットパスです。こん
な風景ですね。
　ヨーロッパでは、北欧から地中
海まで歩けるようなロングトレイ
ルがあります。

　これはヨーロッパアルプスで
す。今、ポールを使うノルディッ
クウォークが非常に盛んです。や
はり健康のために、このようなス
タイルで歩いています。
　こういうトレイルがありますね。
氷河の上にもトレイルがありま
す。また、先ほどもお話ししまし
たが、ヨーロッパアルプスのトレ
イルでは、マウンテンバイクと歩く
ということが、共存をしています。
　ちょっと余談になりますが、日
本はスキー場がスキー人口の減少
で大変だと言われています。ヨー
ロッパでは、スキー場は、夏は快
適なアウトドアフィールドとして

利用されている。基本的にマウン
テンバイクはオーケーです。だか
らリフトの横にマウンテンバイク
が載せられるようにしてある。つ
まり観光なんです。海外からのア
ウトドア型観光客は大歓迎という
ふうに見えます。日本では許可さ
れそうもないことを、山岳地、い
や山岳を観光ということでとらえ
ていると思います。だから、案内
表示や看板もビジュアル的に大変
オシャレでかっこいい。

　日本でいつも問題になるのが、
看板が整備できないか、統一でき
ないかということ。この議論がす
ごくあるのですけど、日本には統
一するような法律もありません。
だからバラバラなんです。トレイ
ルの整備をやっていくうえでも、
それから何よりも、歩く人たちが
気持ちよく歩けるような看板の整
備が必要だと思います。多すぎる
看板は困りますけど、最小限、最
低限でいいので、しっかり整備す
る、そして、統一基準をつくって
おくことが重要です。
　先ほどのご挨拶にもありました
ように、外国人観光客が増えてき
ます。今は地方都市や温泉地へ行
っている。ヨーロッパの人たち、ア
メリカの人たちの動向を見ていま
すと、この先は、自然に行きたい、
あるいは山に登りたい、歩いてみ
たいという要望が多くなると思い
ます。そういう人たちが安心して
歩けるような、外国語表記のガイ
ドブックや地図、ホームページ、
道路標の整備などが必要となりま
す。それらがないと、外国人観光
客が来て、歩いてくれ、それが地
域の活性化につながる、というこ
とはなかなか難しいと思います。
この辺も大きな課題かと思います。

　ロングトレイルというのは、ブ
ームのようにも見えますが、決し
て一過性のものではなく、そして
同時に、簡単にできるものではあ
りません。最澄さんがつくった比
叡山の道、空海さんの高野山の
道。これらの信仰の道は、1200年
以上の歴史があります。
　お話ししましたロングトレイル
は、整備されて、まだせいぜい10
年です。これがきちんと出来るに
は50年、100年ぐらいの歳月がかか
るだろうと思います。だから、次
の世代に、次の次の世代に、どの
ようにつないでいくかが、大きな
課題でもあります。
　ロングトレイルを推進してい
ますと、いろんなことが見えてき
ます。山の日ができた。地方の創
生、それから、外国のお客さんが
たくさん日本にやってくる。オリ
ンピックではさらに増えるだろう
と思います。そういう中で、外国
の人たちがパックを背負って、地
域を、日本の山を、日本の自然を
歩いてくれれば、国の品格も少し
は上がるかなぁ、と期待をしてい
ます。トレイルを走ってご説明し
ましたが、時間が来ましたのでま
た機会がありましたら、ゆっくり
ご説明したいと思います。どうも
ありがとうございました。

（終了）
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シンポジウムA	 講演Ⅲ 　こんにちは。今、中村さんから
信州に偏っているという話があり
ましたが、信州は上高地からまい
りました、上條と申します。私は
画面でやるという能力はありませ
んので、30分つらいかもしれませ
んが、つまらない話をお聞きいた
だきたいと思います。
　一昨年だったか、先ほどの丸川
さんたちもそうですが、超党派の
国会議員の皆さんが上高地合宿を
執り行いました。そのときに山の
日について話をさせていただきま
したが、来年の平成28年度から国
民の祝日として山の日が制定され
たことは、山を控える我々からし
ますと、まずもって心からうれし
く、お礼を申し上げます。
　私は上高地町会長という立場
ですので、少し町会の話をさせて
いただきます。当町会はすべて山
の中です。標高でいいますと1200
メートルの坂巻から3000メートル
の槍・穂高岳までを含む、その中
にある上高地の観光旅館組合、北
アルプス山小屋友交会、また国、
県、市を含めた官庁関係、それか
ら運輸関係で構成をされていま
す。発足は安曇村当時の昭和57
年、1982年です。そのときは上高
地区ということで組織化されたの
ですが、平成17年に松本市と合
併をしまして、山の中で町会とい
う名は少し違和感もあるかもしれ
ませんが、旧松本市に合わせまし
た。この3月12日に上高地の第34回
総会を済ませたところです。
　きょうのタイトルはお手持ちの
通りですが、途中で変更をさせら
れたところもありまして、不安も
ありますが、一生懸命させていた
だきたいと思います。
　ご承知のように、昭和9年、1934
年ですが、中部山岳国立公園に指

定をされました。昨年80周年を迎
えました。
　僕のプロフィルにもありますよ
うに、歳を重ねただけ山の中で過
ごしたが、家に入った昭和47年以
降の施策とその領域を主に話をさ
せていただきたいと思います。
　全国に先駆けまして昭和50年
に上高地マイカー規制を始めまし
た。最初は混雑する30日間でした
が、平成8年からは通年マイカー
規制になっています。その当時は
マイカーブームのころで、夏は毎
日道路へ出て、また私は帰ったば
かりで一番若いころだったもので
すから、道路で車の誘導とかをお
客さんに怒られながらした記憶が
あります。ご承知のように上高地
は袋小路ですので、いくら来てい
ただいてもどこかへ抜けていくと
ころではありませんので、どうに
もならない。また駐車場も道も広
げるわけにもいかないということ
もありまして、自分たちが音をあ
げて「マイカー規制をしないです
か」といったのが最初だったと思
います。
　また、平成9年には安房トンネル
が開通をし、飛騨側からの車が随
分入るようになり、渋滞が問題化
しました。そのために平成16年か
らは観光バス規制というものも、
今年は年間34日だったと思います
が、始まりました。もちろん混雑
するときは実際に効果を感じたわ
けですが、昨年は来訪者が大幅ダ
ウンをいたしました。原因はいち
いち申し上げませんが、多々あり
ました。今後は人が押し寄せる現
象は非常に考えにくい。というの
は、人口減もありますし、趣向の
多様化もありますし、各大学の山
岳部を見ていても大変少ない人数
です。そんなところから、あまり

滞在型利用と
外国人の受け入れ

上條敏昭
上高地町会長

上條敏昭（かみじょう　としてる）
昭和24年、上高地への峠口安曇村島々に
て長男として誕生。
地元の小学校中学校併設校、高校にて学
び、その後、唯一安曇野を離れ東京の大学
にて4年間を過ごし、都会の風に触れる。
昭和47年、家業である上高地徳澤園の営
業に携わる。職業柄少しは山を学んだが、
冬はスキーに傾注、インストラクターをし
て過ごす。
平成8年に法人化して、（有）徳澤園代表取
締役。
平成11年、安曇村議会議員。平成15年よ
り議長。平成17年松本市と合併。安曇村
最後の議長として安曇村130年歴史に幕
を閉じる。
平成19年より5年間、安曇地区協議会長
（安曇自治区長）。
平成24年、日本アルプス観光（株）非常勤
代表取締役。
平成25年、上高地町会長（5代目）、現在
に至る。
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人が押し寄せるということはない
だろうと思います。そんな面から
も規制の解除という話があります
が、今後は検証が必要ではないか
という気がいたします。
　ちなみに、昨年26年度上高地へ
の利用者数は127万7800人でした。
1年前の25年は138万4500人でした
ので、対前年比で92.3％でした。こ
こ数年、宿泊者数は上高地へ来て
いただいている来訪者の約10％で
すので、大体12万人ぐらいかなと
思います。こういういろんな原因
はあるのですが、規制をした当時
は、お客さんにとりましても時間
的な予定がついたので非常にいい
こともあったのですが、同時に乗
り換えなくてはいけないという、
特に年齢を重ねた方は乗り換える
のが面倒だという話も随分お聞き
しました。
　同じ安曇地区にある乗鞍でもマ
イカー規制が平成15年から始まっ
たのですが、上高地とちょっと違
うのは、最初の年から通年規制で
した。その通年規制をしてから地
域が非常に疲弊してしまったとい
うことをお聞きしています。一度
決めてしまった規制を緩和するこ
との難しさも痛感しています。
　多くの人が訪れてくれるように
なりましたので規制の話が持ち上
がったわけですが、現場では対処
しなければならない問題も当然生
じるようになりました。それはごみ
問題でした。上高地は昭和30年代
に大衆化され、世界に誇る山岳観
光地ともてはやされたころです。
昭和38年に美化清掃を行うために
「上高地を美しくする会」を地元
民で結成しました。今でも隔週水
曜日、2週間に一遍、ごみ掃除をし
ています。一昨年、50周年の記念
式典の実施をいたしましたが、環

境美化の最先地としての名をはせ
ていると自分は思っています。
　併せて、人や車の入山数制限
という話が出たころでもありまし
た。最終的には、結論的に申し上
げますと、多様な人が多様な目的
で訪れる適正な収容量とかキャパ
シティーをどう定めるかというこ
とには、なかなか名案がなかった
ということです。しかし先ほども
申し上げましたように、今はそん
なに押し寄せる時代でもありませ
んので、そんな心配もないかと思
います。むしろ、たくさんの観光
地がありますので、集中は緩和さ
れ、人はばらついて、人口減少も
伴って、それを数的には外国人が
埋めているという感があります。
　上高地は中部山岳国立公園の中
にありますが、きのうの新聞に載
っていましたが、妙高戸隠連山国
立公園が全国で32カ所目の国立公
園に指定されたと。国立公園の出
発点というのを勉強しましたら、
二つあるのですが、国立公園の観
点は世界各国から観光として人を
呼び込むということが第1点、第2
点は外国人向けの保養地というこ
とを教えてもらいました。
　きょうは「外国人の受け入れ」
というのも一つのタイトルですの
で、上高地の外国人の実態を少し
報告させていただきます。ちなみ
に上高地の観光旅館組合の施設
への外国人宿泊数ですが、決して
多くはないです。平成25年で3842
人、26年が6717人です。パーセン
トでいえば175％になってはいま
すが、決して多くないといったの
は、きょうは観光庁の方もお見え
のようですが、これも昨日の新聞
に載っていましたが、外国人の宿
泊数は過去最高の4482万人と。
長野県は64万人。東京がトップで

す。2位が大阪。北海道、京都と
続いて、長野県は14位と載ってい
ました。費目別では、ツアーで銀
座へ行く人たちのことをよくテレ
ビで見ますが、「買い物」がトッ
プだそうです。前年トップだった
「宿泊費」は2番目に落ちたという
話でした。
　実は3、4年前に、「アジアから
信州に誘客を」というラジオ番組
に出させてもらいました。少し資
料が古いですが、県の平成21年度
の外国人宿泊者数調査結果により
ますと、最も多く訪れた市町村が
白馬村でした。そういう意味では
白馬村は海外からの観光客誘致に
成功している地域ではないかと思
います。
　先日、白馬の知人に今はどうな
っているかということを確かめま
したら、11月に神城地震がありま
したので、日本人は減っているけ
ども海外の人は増えているという
話でした。お客さんとしてだけで
はなくて、経営に携わっている人
もかなりいるとお聞きしました。
白馬のある地域では大小90軒の営
業施設があるといいますが、その
うち30％は海外の人がやっている
という話でした。これも冬だけの
人が多くて、年間を通してやると
いうのは10軒ほどだという話をお
聞きしています。当然いい話ばか
りではなくて、多くの課題がある
ということもお聞きしています。
時間がありませんので、これは省
きますが。
　きょうは上高地の話ですので戻
します。地域別で見れば、上高地
はアジアが50％ぐらいです。国別
で見れば台湾がダントツです。ヨ
ーロッパ、北米と続きます。月別
では10月。先ほど雪を見に来ると
いう話がありましたが、上高地は
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基本的にはその時期は入れません
ので、紅葉目的だろうと思います。
　もう1点、横尾という場所がある
のですが、横尾地区には夏に常駐
の相談員がいます。その報告を聞
きますと、去年8月2日には、土曜
日だったのですが、100人以上の韓
国人登山者が通過して、他国の人
もかなり見かけたという話です。
韓国旅行会社の行程は、槍沢から
槍ヶ岳に登って、キレットを越え
て、前穂へ行って、岳沢に下る。
これが定番になっているようです
が、私も山を全く知らないわけで
はありませんが、これは団体で行
くにはかなり難コースだと思いま
す。行程から見て、槍ヶ岳へ行く
場合には横尾を9時には通過してく
ださいという呼びかけが重要だと
おっしゃっていました。
　これらの状況を見ますと、北ア
ルプスへの入山者を含め、かなり
の外国人が来ていることが推測
できます。いつだったですか、こ
れはひいき目に見られるかもしれ
ませんが、隣の韓国からの訪問先
は東京、京都、北アルプスと聞い
たことがあります。しかし、日本
と韓国との山岳環境や登山のル
ール、マナーの違いを理解したう
えで訪問していただきたい、楽し
んでほしいと思ったことも事実で
す。というのも一つ言いますと、
銀座での買い物ツアーでもないの
に、槍へ行くというのに背広と革
靴で来た人がおりました。「どう
してですか」と聞いたら、あちら
の山では山麓にはレンタルショッ
プがあって、そこで全部着替えて
行けるということでしたが、上高
地はそんなところではありません
ので、その辺も理解して来ていた
だければと思ったわけです。
　一般的に言えば、旅行形態とし

てはアジア系の人は団体が多く、
山登りの人もいますが、日帰りが
中心です。ゴールデンウィークを
過ぎたころは河童橋の上では日本
語があまりありません、外の言葉
だけです。欧米人は家族または少
人数で何泊か滞在するという形
態が多いようです。さらに大勢の
人を迎えようということなら、お
迎えするホスピタリティーの面か
ら、また実際に空路・陸路の交通
面での準備が必要になろうかと思
います。
　そんなときに、先月松本と札幌
と鹿児島の3市長トークというのが
ありました。「新・三都物語（ビ
ジット３）」とおっしゃっていまし
たが、外国人誘客のために超広域
観光を提案されていました。例え
ば国際空港がある新千歳空港から
入国し、北海道を観光して、フジ
ドリームエアラインズで松本へ来
て、松本で観光して、福岡へ行っ
て、鹿児島から出国するというコ
ースでした。松本では北アルプス
の山に親しんでいただき、登れな
い人もいらっしゃいますので、松
本城か何かに上っていただいて、
北アルプスを見ていただければい
いかなと思います。まさにこれが
本日のメーンテーマの山の日を通
じて地方創生。多くの人が地方へ
足を向けてくれる一つのきっかけ
になればと思います。
　一昨日、超多忙で有名な松本市
長さんですが、今のようなことを
話したいと了解を得てまいりまし
たし、「いい機会なので大いにＰ
Ｒしてこい」と送り出されてまい
りました。
　なお言えば、松本駅に立って、
外国人にとって親切な案内になっ
ているかの検証も必要だと思いま
す。大変乗り換えが多いというこ

と、公共交通で行くには乗り換え
なければいけないということがあ
りますので、これはちょっと見な
ければいけない部分ではないかと
思います。
　上高地が抱える問題ですが、大
変いっぱいあるのですが、昨年、
日本とスイス国交樹立150周年を迎
えました。昭和47年当時の安曇村
とグリンデルワルドが姉妹提携し
た縁で、昨年グリンデルワルドの
村長さんと私は3回会う機会があり
ました。そのときの話でグリンデ
ルワルドの山岳観光の話を聞かせ
ていただきました。こういうこと
をおっしゃっていました。「先人
は100年先の観光を見据えて、ア
イガーをくりぬいてユングフラウ
ヨッホまで登山電車をつくりまし
た。だから今の観光があるんです
よ」と。
　意欲を感じたのは今後100年後の
地域観光に向けての話です。それ
はケーブルを架けるという取り組
みでした。景観だとか保護に気を
配りながら、木を切ることもなく、
高い鉄塔を建てて、目的地に早く
到達できるようにというものでし
たが、観光振興の一環として、3年
議論をしたそうです。7割の賛成を
得たとおっしゃっていました。
　思い出したのは、安曇村当時、
沢渡からの登山電車構想がありま
した。そのときにおっしゃってい
たことの一つに、併せて、登山電
車よりもケーブルのほうが安くで
きるし、運輸関係者が協力してく
れなければ難しいと。
　地域課題の解決の糸口は現場
にあると考えますので、先ほども
申し上げましたように、現場での
課題はたくさんありますが、自分
たちでできることは自分たちで、
自助共助で頑張るべきだというこ
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とはもちろん分かっていますが、
国、長野県、松本市に保全整備を
お願いしなければ、地域特性であ
る山とか川とか森からの恵みが得
られる地域としての未来へつなげ
ていけないと考えます。
　以前、河童橋の脇に一つの看板
が立っていました。朽ちてなくな
ってしまったか、あるいはあるか
もしれませんが、「この自然を子
孫の代まで残す」という内容でし
た。手段はともかく、グリンデル
ワルドの100年先構想が一つのヒン
トを与えてくれているのではない
かと思います。きょうは環境省の
方も大勢いらっしゃいますし、官
庁関係の方もいらっしゃると思い
ますので、みんなで今後の上高地
を考え、共有しあった上高地ビジ
ョンが早く動き出してほしいと願
います。
　上高地ビジョンの中に滞在型利
用と記された部分がありますが、
これもきょうのタイトルの一つで
すが、上高地の利用者数を見れ
ば、平成16年の観光バス規制以
降、大体130万人から150万人で推
移しています。宿泊者数は長期的
に減少傾向にあります。滞在時間
が長いほど利用者の満足度は高ま
り、宿泊者増にもつながるといわ
れていますので、そのためには滞
在型の利用を進めていく必要があ
ろうかと思います。この件につき
ましては組合でも個々の企業でも
いろいろ検討をしております。
　泊まっていただくには、夕方の
景色とか夜空とか早朝の燃えるよ
うな山々というインパクトだけで
はちょっと弱いのかなと最近思っ
ています。ちょっと個人的な話に
なって申し訳ありませんが、先代
のうちのパンフレットにこういう
ふうに書いてありました。「東京

を朝たてば日の高いうちに徳沢に
つきます」と。今はその日のうち
に涸沢や稜線の小屋まで行けま
す。アクセスが十分よくなってい
る証しではないかと思います。そ
うはいってもうちも泊まってもら
わなくては困りますので、体力が
ついていけなくなって、各駅停車
でとまらなければいけなくなった
ときにはどうぞお泊まりください
と、こんなふうに申しております。
　そんな視点から考えますと、上
高地から北アルプスへ行かれる方
は、そういう縦の線で見たときに
は少なくとも2、3泊はしていただ
けると思います。それは地域に滞
在してもらえると思いますが、問
題なのは、観光目的で、横の線で
上高地に何日か、あるいはもっと
滞在してもらうにはどうしたらい
いかということ。（これは）ちょっ
と難しいのかなと考えられます。
　安曇には上高地、乗鞍、白骨と
いう三つの観光地があります。そ
こではスポーツもできますし、ト
レッキングもできますし、見ると
ころもたくさんありますし、温泉
もあります。一度安曇に入っても
らったら安曇から出さす必要はな
いのではないかという議論を以
前、安曇村当時にしたことがあり
ます。固有名詞がいっぱい出て分
からない方には申し訳ないです
が、沢渡というところがあるので
すが、いずれは沢渡をハブ駐車場
として機能できればいいかなと思
います。
　そんな時間の過ごし方をしても
らえればうれしいわけですが、上
高地の課題の一つでもあった道を
よくしてくれ、便利にしてくれた
ことには感謝はありますが、逆に
いえば、行きやすさは帰りやすさ
の裏返しということで、他地域へ

出ていってしまうということも現
実です。先ほどのグリンデルワル
ドの話ですが、3割の反対者の意見
は「通過地点になってしまう」と
いうことで、（それが反対の）原
因でした。
　そんな折に、他国出身者ならで
はの視点から、日本を20年以上見
つめてきたというアメリカ人の方
から「スピード感よりも充実感が
体験できることが求められる」と
いう話を伺いました。確かに目的
地に早く着くというメリットはあ
りますが、体験からいえば、上高
地は「あれしちゃいけない、これ
しちゃいけない」ということがち
ょっと気になります。最近はガイ
ドの組織が充実してきていますの
で、その季節季節に応じた自然の
恵みを教えてくれる人たちがおり
ますので、体力にあった、ゆっく
りした時間を過ごしていただくこ
とができると思います。
　少し抵抗がありますし、時間が
ないのであまり言いませんが、自
分の徳沢のことをちょっと話させ
ていただきます。徳沢といえば春
のニリンソウかなと思います。少
し遅めの浅春、5月中旬です。人
のフレーズを借りれば、ハルニレ
の萌ゆる若葉の噴水を伴い、体感
してほしい素晴らしい時季です。
また秋は、稜線から下り始める紅
葉の動きとか、日本の山は白い雪
がかぶったときというのは本当に
きれいなんですね。そんなときの
穂高は絶品ですので、どうぞお出
かけをしていただきたいと思いま
す。宣伝になりました。
　一時、山は中高年ばかりとよく
聞きましたが、最近は山ガールブ
ームというのが手伝って、若い人
たちを多く見受けられるようにな
り、うれしい限りです。先ほども
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お話をされていましたが、特に多
く見受けられるのは、女性が男性
を引っ張ってくる。リーダーシッ
プをとるのは女性が多いような気
がします。当時は「中高年の人た
ちがみんな死んじゃったら、上高
地に来る人はどうなっちゃうんだ
ろう」と余計な心配をしたことが
あったのですが、最近はそういう
ことで継続ができるような状況に
なっていると思います。
　ただ子どもの代までを考えれ
ば、一つのきっかけは大人がつく
る必要があるのではないかと思い
ます。昨年、長野県内のインター
アクト地区大会を高校生が主体で
上高地でやりました。300人ぐら
い来てくれました。地元でありな
がらここへ来たことがないという
人が多かったのですが、ポジティ
ブな感想文が多くて安泰を覚えま
した。上高地ビジョンの中で環境
学習の推進ということで、学習旅
行などで、自然体験のフィールド
として小梨平のキャンプ場の再整
備を検討することも共有していま
す。もしこの席に学校の先生がい
らっしゃいましたら、ぜひそんな
ことも考えていただければありが
たいと思います。
　時間ですので、取りまとめもし
ませんが、現地の状況の情報とさ
せていただきたいと思います。ど
うもありがとうございました。

（終了）

松田光輝

中村　達

上條敏昭

座長：渡邊法子
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シンポジウムA 　渡邊　皆さま、こんにちは。き
ょうは「みんなで山を考えよう！」
をテーマに開催されます「全国
『山の日』フォーラム」1日目と
いうことで、最初のディスカッシ
ョンになります。メインテーマを
「『山の日』と『地方創生』」とし
まして、「『山の日』から地域の
活力が生まれる」ということで、
知床ネイチャーオフィス代表／日
本エコツーリズム協会理事の松田
光輝さん、日本ロングトレイル協
議会代表委員の中村達さん、そし
て上高地町会長の上條敏昭さん、3
名の方に現場での貴重なご講演を
いただきました。パネルディスカ
ッションでは、このお一人お一人
の皆さま方と、進行役の渡邊と申
しますけれども私と、それから会
場の皆さんと、きょう、このお時
間、みんなで山を考えようと思い
ますので、どうぞよろしくお願い
いたします。みんなで考えようと
いいましても、時間が40分。時間
が少し押しましたので三十数分に
なるかと思いますので、ポイント
を絞ってお話を進めさせていただ
きます。
　私も伊豆稲取に3年間住んだこと
がございます。観光協会の事務局
長としてまちづくりのお仕事をさ
せていただきましたけれども、伊
豆といえば海の印象が強いのです
が、先ほど来、先生方のお話の中
にもありましたように、半島です
ので山も近くにあり、その山の中
には江戸を築城するときの築城石
の石を切り出した石丁場が数百年
の歴史を越えて残っていたり、あ
るいは地元の人が山焼きをして残
している大きなススキの野原、高
原がありましたりと、山の資源を
観光に生かす、あるいは地域活性
化に活かしていくという必要性を

本当に感じてきた者の一人でござ
います。
　その中でもたくさんの課題が
ありましたので、きょうは3点に
絞ってお話を進めさせていただき
たいと思います。きょうのお話の
中にもそれぞれ出てきましたけれ
ども、素晴らしい景色、あるいは
数々の歴史資源・文化資源がある
だけでは伝わらないという部分で
すと、やはり人づくりという点が
大変に重要な課題になってくるか
と思われます。たくさんの地域の
資源をどのようにして内側の、地
域（自分の地域）の方に伝えてい
くのか、あるいは外の方にもお伝
えしながら、来ていただくのか、
あるいは一緒になって、自然を守
りながらその地域資源を活かして
いくという仕組みづくりができな
いものだろうか。そういったこと
を中心に、これまでのご経験をも
とに、それぞれの地域のお話や、
あるいはたくさんの事例をご存じ
だと思いますので、お一人お一人
からお話を伺ってまいりたいと思
います。
　最初に松田さん、ガイドさん
を養成してこられたということか
ら、どういったことに取り組んで
きたのか、あるいは地域の皆さま
とはどういった取り組みがなされ
てきたのか、簡単に教えていただ
ければと思います。
　松田　私が経験している部分で
いうと、最初は苦労したというこ
とです。私がガイドとして食べる
ような仕事をしだしたのは今から
20年近く前になりますけれども、
当初は地域からはこういうガイド
という仕事が一切認められなかっ
たのです。逆に悪者にされたとい
いますか。どういうことかという
と、自然を見せるのにお金をとる

パネルディスカッション

座長

渡邊法子
アイ・エス・ケー合同会社代表

パネリスト

松田光輝

中村　達

上條敏昭

渡邊法子（わたなべ　のりこ）
2003年よりNPO法人全国まちづくりサ
ポートセンター事務局長。
2007年「稲取温泉観光協会」事務局長
全国公募により1281名の中から選ばれ就
任。稲取温泉観光協会を主体とし地域住民
を主軸にした地域企業「稲取温泉観光合同
会社」を設立し旅行業登録。自立型の地域
企業を実現。
2010年京都府丹後半島の京丹後市観光協
会事務局長に就任。2010年10月、市内既
存の「道の駅」に着地型旅行部門を新設。
2011年4月よりアイ・エス・ケー合同会
社代表。
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ということは評判が落ちるのでや
めろという声だったのです。それ
が続けていくことによって、お客
さまの評判が地域の人たちの耳に
も入り、認められるようになった
のはそれからです。今は時代的に
そういう環境ではないので、地域
の人たちに話していくというのは
私が始めたときよりは難しくはな
いとは思いますが、地域の人たち
を説得するためには精神論だけで
は長続きはしないと思います。
　大事になるのは、やはり食べて
いけるかどうかというのは重要な
問題ですし、今知床で地域の人
にガイドが受け入れられている要
素の一つは、地元の若い人がガイ
ドになっているわけではないです
が、ほかから入ってきてはいます
が、若い人たちがいるということ
です。それで食べているという。
それが大きな要素だと思います。
　人を育てるという部分では、こ
れを一言でいうのは非常に難しい
ですが、根本にあるのは、若い人
が食べられる環境をつくってあげ
なければ育っていかないと思いま
す。私が今までやってきて思うの
は、継続は力なりだと。要は継続
してやっていかなければ、大きな
ものにならないですし、確実なも
のにもなっていかないと思います。
　渡邊　ありがとうございます。
継続していく「事業化」という
か、そういう仕組みづくりが必要
であるというお話になるかと思い
ます。全国各地のいろいろな事例
をご存じの中村先生、こういった
事例があるよというようなことが
あれば、ご紹介いただければあり
がたいです。
　中村　ロングトレイルが地域で
支持されているのは、やはり雇用
が発生するんですね。それは第1に

ガイド業。これはどういうことか
というと、今のところ個人のお客
さまがあまりない。ほとんどツア
ーです。それから学校関係。あし
たのセッションであると思います
が、子どもたちの自然体験学習、
野外学習というのを学校が推進
しはじめています。今までは森の
中で葉っぱを見るだけだった。そ
れが少し山へ入って、トレイルを
歩いて体験学習するのが多くなっ
てきたのですね。そして、山では
トムラウシの遭難事故があったの
で、それ以降は山岳ガイドをちゃ
んとつけなさいとなった。それが
あって今、学校とか団体の需要が
多い。そういう意味では、ようや
く地域の山岳ガイドや自然ガイド
が、なんとか食べられるような状
況が生まれてきたと思います。
　渡邊　ありがとうございます。
地域のガイドということですけれ
ども、その地域でガイドを担う方
がいるのか、あるいはそれを育て
るような仕組みがあるのかとい
うことになりますと、行政の取り
組みですとか、そういったことと
絡んでくることが多いかと思いま
す。上高地の町では、行政関係と
ガイド養成みたいなことでなにか
事例はございますか。
　上條　ガイドの養成というか、
今先生方がおっしゃいましたが、
現地に行けばどうにかなるだろ
う、現地の人はなんでも知ってい
るだろうというのが最初の出発点
ではありました。ですので、我々
は北アルプス上高地周辺に住んで
いますので、自分のエリアは、暗
黙のうちではありますが各々の地
域での守備範囲内で自分達がガイ
ドをやったほうがいいかなんて思
い、最初はそういう取り組みでし
た。しかし、今は随分たくさんの

方が上高地にも入られまして、そ
れぞれの分野でガイドのお仕事を
されたおります。ただ、生活がで
きるぐらいの給料になっているか
という現実的な話になりますと、
まだなかなかそこまではいってい
ないようなお話を伺いますが、数
だけは随分多くなってきているよ
うに伺っております。
　渡邊　各地域でガイド養成は
とても大切だということで、私も
皆さんといろいろな取り組みを始
めますけれども、先ほど来、課金
システムだったり、雇用につなが
るなりの現実的なものにつなげて
いくまでには時間がかかるという
ことが実情だと思います。それは
忍耐強く、担い手となる、あるい
はその核をつくっていこうという
人たちがその地域にいないと実現
できないということがあるかと思
います。地域の中だけでやろうと
思うとなかなか進みにくいという
ことも考えられると思います。よ
その地域からそういった担い手に
なっていただけるような方がいら
っしゃればと思う地域も多いと思
います。知床の場合、若手のガイ
ドさんはどういったところから来
て、知床を学んで、ガイドにまで
成長しているのか、その辺のとこ
ろを伺いたいと思います。
　松田　私はもともと生まれも育
ちも知床です。一時、ちょっと出
てはいるのですけれども。知床で
地元のガイドは私一人だけです。
今、通年通してガイドをやってい
る人間は30人から40人ぐらいいる
のですけど、地元出は1人だけで
す。やはりほかの地域から憧れて
来ます。知床はなぜガイドが集ま
ってくるかというと、通年で雇用
する仕組みが、全部の会社という
わけではないですけど、私の会社
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でいうと通年で雇用しています。
今のこのご時世といいますか、
若い人も堅実になっているような
気がします。一時期から見たら、
ガイドを志望している人はちょっ
と減ったかなと。リーマンショッ
クときに「ガイドを募集したらガ
イドになりたいと思う人間は増え
るのかな」と思ったのですが、逆
でした。なぜ増えると思ったかと
いうと、就職口がないので、きっ
とガイドとかも志望してくるだろ
うと思ったら、例年よりも落ちた
のです。これはどうしてかという
と、より堅実に生きようと、みん
ながそれぞれ、若い人が考えたの
で、不安定な仕事には就きたくな
いというのがあったと思うのです
よね。今、また少しずつ変わって
きています。具体的な数字でいう
と、そんなに大々的に公募はしな
いですが、公募すると、私の会社
ですと1人から2人の枠で50人から
60人ぐらい応募してきます。
　渡邊　50人、60人が応募されて
きて、どのぐらいの人数を採られ
ているのですか。
　松田　年によりますけど、1人か
ら2人ですね。
　渡邊　決めてはなんでしょうか。
　松田　採用するうえで、です
か。これは年によって変わってき
て、今、私含めて8名スタッフがい
ますが、いろんなお客さまが来ま
すし、自然環境も多様です。ガイ
ドの仕事といってもただお客さま
を案内するだけではなくて、いろ
んなことを考えていかなければな
らないので、簡単にいうと、私の
中で会社の仕事を四つに区分して
います。その中で今一番どこが弱
いのか、それを補える人間を採る
ような形ですね。
　渡邊　本当に理想的な、ガイド

業で成立している会社・企業があ
るという地域は、日本ではそう数
はないと思いますが、知床の場合
は、今おっしゃったように何社か
あるわけですね。何社ぐらいあり
ますか。
　松田　私どもの会社のように複
数人いる会社は3社だけです。あと
は個人です。個人でやっている方
というのは、私の会社ではないで
すが、ほかの会社で働いていて、
力をつけて独立したという形です。
　渡邊　自然の恵みとかそういっ
たものも語れて、そして安全も確
保しながら案内をするには、それ
なりの知見が必要だと思います。
ロングトレイルのほうで、先ほど
素晴らしい景色を見ていてなん
だか私も歩きに行きたくなりまし
た。ガイドさんというのは団体が
多い、学生さんにつく場合が多い
ということですが、ガイド養成を
されるような仕組みを持って、取
り組んでいるところでは、対象は
一般のお客さまというよりも教育
旅行とか団体向けのガイドさんを
養成されている傾向が強いのでし
ょうか。
　中村　団体向けではないです。
各トレイルが今取り組んでいるの
は、ガイド協会の山岳ガイドの資
格を取ろうということがベースで
す。ただ、需要は今のところ、学
校団体とか職域団体とか、ある
いは旅行社とか、そういったとこ
ろ。ツアーがガイドの仕事になっ
ている。
　ガイドの雇用とは別のことを言
いますが、日本はアウトドア産業
というのは、みんなが気がつかな
い、注目されないぐらいイメージ
は小さいのです。ところが、アメ
リカではアウトドア業界の雇用人
口は600万人以上ある。一番大き

い。2番目が保険と金融です。それ
ぐらいアメリカではアウトドア産
業が大きい。日本がそうなったら
いいなと思うのですけど、ようや
く、少し近づいてきたようです。
僕が顧問をしているアウトドアの
専門学校がありますけど、数年前
まで新入学生はシングルだったん
ですよ。10人ぐらいですよ。自然
環境とか野外という学科だけで
は集まらない。ところが山岳プロ
学科をつくったら急に集まりまし
て、今年は40人です。というよう
な状況が生まれている。つまり、
食べられるということが出口とし
てようやく見えてきた、という感
じがしますね。
　渡邊　ぜひアメリカのように、
日本でも山を、先ほどの歩く旅と
か、そういったものが本当にプロ
フェッショナルなガイドさんと共
に楽しめるような時代が来ればど
んなにいいかと思う一人です。
　先ほど上高地の事例の中でお話
がありましたが、最近は外国の方
も増えていると。外国から来られ
る方、あるいは都会から来られる
方にしても、数時間をちょっと楽
しむのではなくて、滞在時間を長
くしていただくことでその地域の
魅力とかそういったものをもっと
味わっていただく、そういったこ
とが考えられていくと思います。
まずインバウンドのほうでご紹介
をいただきたいと思います。先ほ
ど上高地のほうでは徐々に増えて
いるような、いないような、ただ
課題はたくさんあるというお話が
ございました。最も必要な課題は
どんなことであるとお考えでしょ
うか。
　上條　先ほどもちょっと申し上
げましたが、外国人のインバウン
ドで成功しているところは長野県
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内では白馬ではないかという話を
させていただきました。特に人数
的に、河童橋の上ではゴールデン
ウィークのあとは日本人がいない
ぐらい、台湾の方がすごく多いで
す。まず声がでかくてというか。
これはよく言われるのですが、ほ
かの例をとりますと、とあるとこ
ろでは日本人のお客さんが少なく
なってしまったがために海外の方
をそういうふうに入れたことによ
り、マナーはどうなったかはよく
存じませんが、逆に日本人のお客
さんが減ってしまったという事例
もありました。ですので、必ずし
も私どもは否定するわけではない
のですが、数だけ来ればいいとい
う話ではなく、デメリットもあるの
ではないかと感じております。
　先ほどの白馬の例ですが、一年
中いないということで、なかなか
村に税金というか、お金が上がら
ないという悩みをおっしゃってお
りました。ただ、ごみとかそうい
うものだけは出していくというこ
とで、それが一つの悩みであるが
ために、条例のようなものもつく
らなければいけないのではないか
ということが一つの今後の課題で
あろうかと思います。上高地では
今のところそんなに支障になるよ
うなことはなくて、かえって教え
ていただくようなことも多くござ
います。
　渡邊　なるべく多くの方に来て
いただきたいと思う反面、文化の
違いもございますし、マナーとか
ルールとか、そういったことを正
しくお伝えしていくのは大変難し
いことだと思います。北海道もイ
ンバウンドツアーが今たくさん増
えていると伺っています。知床の
ほうにインバウンドツアーの皆さ
ん、あるいは富裕層の皆さんが行

かれていると思いますが、状況と
して、あるいはガイドの「業」と
してはどのような実態であるか、
具体的にお聞かせいただければと
思います。
　松田　知床は増えてきてはい
ますが、ほかの地域から見ると増
え方は少ないほうだと思います。
理由としては、国内に入ってきて
から、または知床まで来るのに結
構大変なんですよね。飛行機の関
係とか、その先の二次交通の関係
で、そんなに極端には増えていな
いです。
　ただ、冬場は夏場よりもガイド
の需要が今は増えています。これ
はどうしてか。なにを求めて知床
まで来るかというと、かなりお金
と時間をかけて苦労して来られる
目的はなにかというと、流氷が見
たいとか、パウダースノウの中で
遊びたいとか。そういう目的を持
って来ています。それは個人では
なかなか、冬のアクティビティー
というか、楽しむというのは難し
いです。ましてや雪のない地域か
ら来ていますので雪のことは分か
らない、怖さとかどういう装備を
していいかというのが分からない
ので、ガイドの需要というのが増
えているのは事実です。
　私どもが案内するときに、例え
ば一日に、複数のプログラムで、
多いときに半分ぐらいが、要は50
人以上が外国のお客さまという日
もあります。これはちょっと今、私
のほうでも困っているというか、
過渡期だと思っています。という
のも、外国人のお客さまは満足さ
れていますが、外国人のお客さ
まと日本人のお客さまがいると、
私たちガイドは自然について説明
するというのも仕事で売りですか
ら、それが同じ時間だと半分にな

ってしまう。英語でしゃべって、
日本語でもしゃべるという。かと
いって、今、外国人と日本人を分
けてご案内するほど外国人の需要
が毎日コンスタントにあるかとい
うと、そこまではいっていない。
今、これを早くなんとか解消しな
いと、逆に日本人のお客さまが減
ってしまうなと危惧しています。
　渡邊　先ほどの講演でも100年
先の観光というお話がありまし
たが、現実の中でどう進めていく
かということが、課題と対策が追
いかけっこのような感じがいたし
ます。ロングトレイルの協会のい
ろいろな目的を先ほど伺ったとき
に、地域活性化というのが入って
いましたが、よく聞かれるのが、
観光客がとにかく泊まってくれな
いという話があります。滞在をし
ていただけるお客さまづくりに対
してどのような工夫が効果的か、
さまざまな地域でいろんな取り組
みがなされていると思います。先
ほどご紹介があったように、夜、
あるいは早朝にいろいろな景色を
見るなどとか。ロングトレイルの
ほうでなにか、こんな取り組みが
あったよというようなことがあれ
ばご紹介いただければと思います。
　中村　ロングトレイルは距離が
100キロ、200キロあります。イメ
ージとして、ロングトレイルに行
ったら全部歩かなくてはいけない
と思っている人が多いのです。ち
ょっとずつでいいんです。全部歩
く必要は全くない。一方で、今、
各トレイルとも進めているのが、
いわゆるスルーハイク。一気に歩
きましょうというツアーです。A
点からB点まで一気に行きましょ
う、3泊、4泊でトレイルを歩き通
しましょう、というツアーです。そ
れはいつも満杯なんです。すぐ埋
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まるのです。女性から埋まるので
す。男性が少数というツアーもあ
るようです。女の人が今は強いで
すよ。そういう状況です。そんな
トレッキングツアーを始めている。
　ただ、ちょっと問題があって、
泊まり場をどうするかですね。テ
ントへ泊まってしまうと地域にお
金が落ちないじゃないかという意
見もあるのです。ところが若い人
たちはテントに泊まりたがる。だ
から今はその中間的なことをやっ
ているケースが多いです。ただ、
我々はテント場を造ってください
と提案しています。テントに泊ま
る人が増えてくれば、必ず民宿と
か、山小屋とか、ロッジとか、ペ
ンションとか、ホテルに泊まる人
も増えてくる、だから地域の活性
化につながると言っています。
　渡邊　ある地域で、車で来た方
だけ、2台まで1泊0円で宿泊できる
という取り組みをしたところがあり
ましたが、それでもなぜそれが成
立するかというと、温泉に入って
くれるし、近くの居酒屋へ入って
くださるというような発想かと思い
ます。先ほどの外国人の誘客の取
り組みでいえば、先ほどのご講演
にもありましたように、ガイドブッ
クとか地図も英語でつくられたも
のが必要ですし、また、1泊、2泊し
ていただくためには、入り口とし、
いろいろな地域にお金を落として
いただけるような環境づくりをし
ながら泊まっていただけるように、
一歩一歩の積み重ねがじきにお客
さまを迎え入れたときに、その地
域のおもてなしの表現につながっ
ていくのかなと思います。
　夜の滞在につきましては、私も
昔、星空クワガタウォッチングと
か、夜でないと見られないツアー
を、地元の地域の観光協会と観光

合同会社という旅行会社をつくっ
て取り組んだことがありました。
夜のツアーはやればやるだけ魅力
があって、いつもお申し込みが入
るというような状況でした。知床
も夜のツアーがあると伺いました
が、どんなツアーをやっていらっ
しゃるのか、ちょっと伺いたいと
思います。
　松田　夏と冬とでは内容が変
わってくるのですが、夏は、知床
は動物がいるところですから、動
物を見るツアーと星を見るツアー
です。星を見るツアー以外に月
を見るツアーというのもやってい
ます。もともとは月を見るツアー
はやるつもりはなかったのです。
そんなにお客さんが集まらない
だろうと。ただ星のツアーを毎日
できるかというと、毎日はできま
せん。月が出てくると星の数が極
端に減っちゃうのですよね。満天
の星空、流れ星とうたうと、星が
少ないときにそれで集めてしまう
と評判を落としてしまうので、基
本的に星がきれいに見られるとき
だけスターウォッチングのツアー
で、それ以外の日はムーンウォッ
チングという形です。なにかやっ
てほしいというお客さまもいます
ので、ムーンウォッチングという
ことでやっていたのです。最初は
ほとんど人は集まらなかったので
すが、最近は、これは女性の影響
で、月を楽しみたいという女性が
いて、参加しているのはカップル
が多いですけれども、今はムーン
ウォッチングも人数が増えてきて
います。
　冬はなにか特定のもの、特別
なものを見るというわけではなく
て、幻想的な雰囲気を楽しみま
しょうというツアーが売れていま
す。これはどういうものかという

と、夜は森の中を歩くのに、雪が
あると雪明かりでライトが要らな
いのです。月が出ているとものす
ごく明るくて、お客さまは皆さん、
びっくりします。夜は暗いイメー
ジしか持っていないんですよね。
なおかつ、パウダースノウです
から、そこで転げ回ったりとかす
る。前は冬は夜のツアーは集まら
なかったのですが、今は比率でい
うと冬のほうが観光客の方は少な
いのですが、参加率はもしかして
冬のほうが高いかもしれないです。
　渡邊　とっても意外な、冬の夜
のほうがツアーの参加率が高いと
いうことです。上高地のほうでも
先ほど滞在型にするための対策と
いいますか、課題が多いというよ
うなお話がございましたが、なに
かこれまでの取り組みなどで夜、
あるいは滞在していただくための
仕組みづくりをなさってきたこと
はございましたか。
　上條　ご承知のように上高地
はシーズン営業ですので、冬は11
月15日をもってクローズします。
その半年間の営業の中で一番お
客さんの少ないのが6月でした。6
月は梅雨というイメージがあろう
かと思いますが、先ほどもちょっ
とお話させていただいたように、
6月は大変自然が豊かで、花がき
れいな、いい時季なんですね。そ
の時季になんでお客さんがこん
なに少ないんだろうということで
考えて、私が青年部長のときです
からもう30年も前の話ですが、6
月をイベント月間といたしまして
「見つめよう上高地」というイベ
ントをやりました。今話があった
ように、自然の中のイベントです
ので派手なことは一つもできませ
んし、その中に星を見る会とか、
歩いて自然ウォッチングとか、ス



33

ケッチ教室とか、そういうイベン
トをやりました。メインのイベン
トは昨年30周年で終わらせました
が、上高地の音楽祭でした。これ
により6月はかなりお客さんも増え
ましたし、滞在する方も増えまし
た。そういうイベント的なことの
要素で多くなったことはあろうか
と思います。
　夜は上高地の平らはいいですけ
ど、きょうは山小屋の方もお見え
になっていますが、星はきれいか
もしれませんけど、崖みたいなと
ころもありますし、あまりライトが
あるわけじゃないですし、落ちて
しまってもいけないですから、テ
ラスから見たりというようなことで
やっていただいていると思います。
　渡邊　山を楽しんでいただくに
あたっては、イベント的なものだ
けではなくて、その空間を楽しん
でいただいたり、あるいは、最初
に申し上げましたが、事業化をし
ながら、ガイドさんがついて説明
を聞きながら星空を眺める、ある
いはパウダースノウの中で遊ぶと
いうようなことも、今後ますます
そういった仕組みづくりが各地で
広がることを祈っております。
　そのツアーに大体喜んで参加し
てくださるのがお子さま連れとい
うことになります。これまでのご
講演にありましたように、あるい
はこれからの「山の日」を迎えて
いくにあたって、お子さまと一緒
になってこの日を、海と山の国に
住んでいる日本人でありながら、
山の恩恵を少しでも我が子と、あ
るいは地域に訪れてきたお子さ
んたちと感じていくというような
ことも必要になってくると思いま
す。子どもたちが山や森と親しむ
機会がなかなかあるようでありま
せん。学校では修学旅行とかなに

かの機会に少しはご縁があるのか
もしれませんけれども、受け入れ
る地域の側でお子さんたちに山に
親しんでいただくきっかけづくり
も考えていかなければいけないと
思います。どのようなことに取り
組んできたのか、またこれからこ
んなことを取り組んだらいいので
はないかというようなご意見がご
ざいましたら、中村さんからお聞
かせください。
　中村　ロングトレイルというの
は基本的に山歩きです。もちろん
楽なところもありますが、それな
りの山。中には白山の山頂へ登る
トレイルもありますし、ピークハ
ンティングもあります。だから、ト
レイルだから楽だとは限らない。
それなりにハードです。ただそう
いう長い道ですから、八ヶ岳のス
ーパートレイルは200キロあります
が、学校の修学旅行や体験学習で
の利用が増えてきているのです。
子どもたちにテーマをだして、宿
題を与える。　　　
　今回は20キロだけ君たちは歩き
ました、あとの180キロは一生かけ
て歩いてください、という宿題を
与えるようにしているのです。だ
から長い時がかかるものなんです
よ。きょう行ってあした終わると
いう、そんなものではなく、でき
れば一生かけてやってほしい。100
人行ったら2人くらいしかしないか
も分からないけど、そういうテー
マを与えていこうという学校の取
り組みが少し始まってきたので、
面白いと思います。
　渡邊　素晴らしいお話をありが
とうございました。そういった宿
題を出されて、多分2人どころじ
ゃないと思います（笑い）。私は
実は修学旅行で上高地へ行って、
上高地がとてもすてきで、今まで

に4回ぐらい訪れました。やはり
修学旅行がきっかけだったなと思
いますと、若いころにそういう自
然とか、人もそうですけれども、
出会いがその人の人生にとって大
きな、さまざまな面で重要になる
のかなと思いますので、次世代の
ことを考えると、子どもたちが大
切だと感じます。上高地ではなに
か、そういったお子さま方への取
り組みみたいなものがありますか。
　上條　先ほどの最後に申し上げ
ましたが、学校教育の中で自然体
験フィールドというものを、上高
地の小梨平というキャンプ場で整
備するという話を地域で共有して
います。きょうは環境省の方もお
見えですが、そういう方向で、取
りあえず、松本市の学校の子ども
たちをぜひそういうところで体験
させていくということが必要では
ないかと思います。
　私どもの徳沢のキャンプ場でも
そうですが、親子のキャンプの生
活を見ていると大変ほほ笑ましい
光景をいつも拝見出来ます。カレ
ーライスをつくるのにも、お父さ
んとお子さんが一緒になってつく
ったりしているとか、最近ではじ
か火で火をおこすことはあまりで
きなくなってしまったのですが、
「火をおこしてこういうふうにや
って、雨が降ってきたときにはこ
ういうふうにするんだよ」という
知恵とか、そういうものも山は教
えてくれるんだなと。自分の身は
自分で守るということを勉強がで
きる場ではないかと思います。
　先ほど申し上げましたように、
山ガールの人たちができて、また
親子の子どもさんたちが親の理解
を得て、自然に親しむお子さんた
ちを育てていくことで、継続がで
きていくのではないかと前向きに
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捉えさせていただいております。
　渡邊　ありがとうございまし
た。時間もだんだんなくなってま
いりました。最後にお三方にお一
人ずつ、きょうの「山の日」を考え
るというテーマのシンポジウムで3
点にわたって私から質問させてい
ただきましたが、それ以外にこれ
だけは言っておきたかったという
ことがございましたら、少しお話
をしていただき、まとめてまいり
たいと思います。よろしくお願い
いたします。知床の松田さんから
お願いします。
　松田　今、子どもたちの教育と
いう部分のお話が出ましたので、
知床の部分を少しだけご説明さ
せていただきます。知床では、こ
れは地域全体がそういう意識に
なっているわけではないですが、
子どもたちは将来の広告塔だと考
えています。田舎の子どもたちと
いうのはほとんど地元にとどまら
ないです。仕事がないから都会に
行ってしまうのですよね。そのと
きに、地元のことを知らないで出
ていってしまうとどういうことが
起こるかというと、例えば同僚に
「今度知床に遊びに行くんだけれ
ども、お前知床出身だけど、どん
なところだ」と聞かれたときに、
「なんにもなくて面白くないとこ
ろだぞ」と言われたら、行こうと
しないですよね。逆に、「1日だけ
だったら楽しめない、2泊とか3泊
しないと本物の知床、楽しめない
よ」と言われれば、「じゃあ2泊し
ようか、3泊しようか」ということ
になってくると思います。
　地域を売っていくにはいろいろ
な宣伝方法はあると思いますが、
一番重要なのは口コミだと思いま
す。そこで口コミで使えるのは子
どもたちです。これは将来的にな

りますけども。知床では今、高校
では選択制なのですが、知床概論
という知床の自然を学ぶコースが
あります。週2コマです。これは私
どもも協力してやっています。中
学生は、中学1年生に上がると授
業の一環として世界自然遺産体験
学習ということで、クラスごとに
クルーズ船をチャーターして、ク
マを見たりとか、知床の本物の自
然を見せようということをやって
います。小学校とかでもやってい
ます。こういうのは全部の子ども
が共感するとは限らないですが、
やらないと、実際に地域のことを
分からないで出ていってしまいま
すので。私は子どもたちの教育と
いうのは非常に大事だと思います
し、それぞれの地域がそれをして
こなかったから地域が注目を浴び
ないという現状が生まれていると
思います。
　渡邊　中村さん、お願いいたし
ます。
　中村　ロングトレイルだけでは
なく、いわゆる健康というワード
がアウトドアアクティビティーに
入ったのはごく最近です。それに
環境が入ってきた、教育が入って
きた。考えてみたら、歩くという
ことをキーワードにいろんなこと
が出てきた。地方創生とか、地域
の活性化とか、人材の雇用とか、
教育とか、環境保護とか、いろん
なコンテンツが出てきた。そうい
うことを、歩く旅を通してしっか
り考えられる時代になったのかな
と思います。
　ロングトレイルづくりは、歩く
ということを次代に継ぐ、50年、
100年で見ていくような視点が非常
に大事だとつくづく思います。そ
う意味でも、最澄さんや空海さん
たちは偉大だと思います。

　上條　私は地元で営業をさせ
ていただいているほうの立場で
あります。そんな観点から申し上
げますと、一昔前は「上高地は行
ってもなかなか泊まれないし、あ
まり親切でもないし」というよう
な声もよく聞きました。殿様商売
だというような話もよく聞きまし
た。今はどんなところへ行っても
本当に親切になっていると思いま
す。来られるお客様も、大変素晴
らしいおうちに住んで生活をされ
ている方も多いと思います。です
ので、その人たちに負けないよう
に、ある程度自分たちも投資をし
なければいけないだろうと。とい
うことのなかで、お迎えの姿勢が
昔とは違ってきていると思ってお
ります。ですので、私は山へ行っ
てもフロントへも立たせてもらえ
ませんし、裏でごみ片付けをする
ぐらいがせいぜいのことです。今
は若い世代に移ってきております
ので、それがある意味、利口なや
り方ではないかと勝手に思ってお
ります。ありがとうございました。
　渡邊　ありがとうございまし
た。本日、皆さんと私たちで考
え、いろいろと過ごしたこの数時
間ですけれども、来年から施行さ
れます「山の日」がお一人でも多
くの方々にとってお子さまや皆さ
んともに山に親しむ機会となり、
そして山に恩恵を感じながら感謝
をできるような、そんな日になっ
ていただきますように心から願い
まして、ご登壇の3人の先生方と渡
邊のパネルディスカッションをこ
れで終わらせていただきます。大
変長い時間ご清聴ありがとうござ
いました。

（終了）
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シンポジウムB

「山の日」から
「新しい森林の創生」

が見える
磯野剛太

主催者挨拶
全国「山の日」協議会事務局長

佐野加奈
ミス日本 みどりの女神

　磯野　皆さん、こんにちは。全
国「山の日」協議会という任意組
織がございまして、そちらの事務
局長をさせていただいております
磯野と申します。この「山の日」
のいろんなイベント行事につきま
して、そのほかのお役所ですと
か、あるいはいろんな団体とご一
緒になりまして、「山の日」を皆さ
まにより知っていただくという運
動をしております。
　きょうは東京国際フォーラムで
このフォーラムを開催するという
ことで、第1番目のセッションで
は、「山の日」からの地方創生。
地方創生というと最近の政治の皆
さんのお話みたいですけれども、
地域の活性化ということをお話を
申し上げております。
　きょうのこれからのセッション
は、シンポジウムとしては2番目に
なりますが、「山の日」から「新し
い森林の創生」。日本は山と海の国
ですが、その中で申しますと一番
大きい部分を占めておりますのが
森林です。この森林、森をこれから
どうしていこうかということがきょ
うの午後の課題になります。
　そういう意味できょうは4人の先
生方に、この森林を一つのターゲ
ットとしていろんな方法、あるい
はいろんな新しい方向性、そうい
うことをお話しいただき、皆さま
にもご一緒に「山の日」を通じて
考えていただこうと、このように
思っておりますので、ぜひ最後ま
でゆっくりお聞きになっていただ
ければと思います。
　きょう協賛をいただいておりま
す団体の中で、国土緑化推進機構
さんという「緑の募金」で有名な
団体でございますけれども、そち
らのほうでミス日本の中から「み
どりの女神」をお選びになってお

ります。きょうの座長をお務めに
なる先生のお弟子さんにもなると
伺っておりますけれども、ご紹介
を申し上げます。佐野加奈さん。
「ミス日本　みどりの女神」とい
うことで、どうぞこちらにお上が
りください。
　本日のシンポジウムの座長は宮
林先生ですけれども、同じ学校な
んですね。自己紹介を。

　佐野　ただ今ご紹介をいただき
ました、今年度「ミス日本　みど
りの女神」を受賞いたしました、
佐野加奈と申します。「ミス日本
　みどりの女神」という賞は今年
度から新設された賞でございま
す。木のぬくもりや暖かさ、そし
て重要性を皆さんに知っていただ
けるような活動を1年間やらせてい
ただきます。また農林水産省様か
ら「みどりの広報大使」としても
任命していただきました。「みど
りの女神」、そして「みどりの広
報大使」として今後の活動に期待
と希望でいっぱいです。よろしく
お願いいたします。

　磯野　どうもありがとうござい
ます。今年なったばかりということ
で、「みどりの女神」というより山の
ほうで、「海の日」の女王はいるら
しいので、今度は「山の日」の女王
というのをやっていただければと思
います。ただ「山の日」は、日本中、
山の神様は女神が多いのですね。富
士山もそうですけれども。なので、
なかなか女人禁制のところが多く
て厳しいかもしれませんけれども、
がんばっていただこうと思います。
（みどりの女神に対して）どうもあ
りがとうございます。（聴講者に対
して）どうもありがとうございます。

（終了）
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シンポジウムB	 講演Ⅰ 　皆さん、こんにちは。岡山県の
西粟倉村という小さな村で産業観
光課長をさせていただいておりま
す、上山と申します。どうぞよろ
しくお願いいたします。
　きょうは、タイトルB「『山の
日』から『新しい森林の創生』が
見える」ということで、村の中で
今「百年の森づくり」という事業
をやっておりまして、その中でい
ろいろと起きている地域づくりの
話をさせていただけたらと思いま
す。どちらかというと、小さな村
に都会から来て一生懸命がんば
って新しい風を起こしてくださっ
ている皆さんの紹介にもなるかも
しれませんが、その辺は聞きなが
らご理解をいただけたらと思いま
す。
　まず、岡山県の西粟倉村という
のはどこかという話にどうしても
なるのですが、中国山地のすごく
山の中にあります。ちょうどここ
に村があります。鳥取県と岡山県
がありまして、隣が兵庫県で、ち
ょうど中国山地の真ん中の山の中
です。人口は1500人ほどで、面積
は58平方キロと本当に小さいで
す。東京都が1300万人ちょっとぐ
らいですから、万分の一みたいな
話になります。面積が小さいうえ
に、実はこの辺は中国山地の山の
中ということで、ほとんど山なの
です。平地はほとんどなくて、山
が95％を占めるようなところでご
ざいます。
　これが村を撮った写真です。こ
ういうふうに周りは全部山で、こ
こにすっと平地がありまして、農
地がちょこちょこっとこういうふ
うにあります。こういう谷あいに
集落があるような小さな村です。
ちょっと見ていただいたら分か
るように、これは広葉樹ではなく

て、スギとかヒノキの人工林がか
なり山の上の尾根のほうまで植え
てあります。先ほど村の面積で95
％が山林という話をさせていただ
きましたが、その85％がスギ・ヒ
ノキの人工林です。人が人工的に
つくった森ですので、自然のもの
ではないので、絶えず人が手を入
れてやらないと維持が難しいとい
う山です。
　一見、こうやって見ると非常に
きれいに見えますが、実はこうい
う山が結構あります。スギ・ヒノ
キを植えますと、適当に間伐をし
てやって、光を入れてやって、あ
あいう地面に草が生えるようにき
ちっと保水力を上げていくという
のが本来山があるべき姿ですが、
皆さんがご存じのように、今、山
の木の値段が下がったり、山を管
理される方が高齢化してなかなか
山に行けないということがありま
して、こういう山が結構いろんな
ところで、西粟倉だけでなく、全
国的にできてきています。
　西粟倉村は先ほど見ていただい
たように小さな村です。皆さんも
ご存じの平成に大合併がございま
して、全国の市町村がかなり合併
したのですが、西粟倉村は住民の6
割、7割ぐらいの方が「合併せずに
自主自立でやりたい」と言われた
ので合併をしなかったのですね。
そうすると人口1500人の村がどう
やって生きていくのかということ
になり、村の大部分を占めますこ
ういう山を一つずつ整備していく
ことで、そこで働く人、それから
こういう木を間伐したときに山か
ら出てくる木を置いておくわけに
はいきませんので、そこにもっと
付加価値をつけて売ったらどうだ
ろうということで、「百年の森林
構想」というのを2008年に立てま

百年の森林づくり
から始まる
地域づくり

上山隆浩
岡山県西粟倉村

産業観光課長

上山隆浩（うえやま　たかひろ）
岡山県西粟倉村役場　産業観光課長
岡山県出身。1960年生まれ。
西粟倉村内の地域資源を活かしながら地
域活性化に取り組む。「百年の森林構想」
の推進や「環境モデル都市構想」「バイオ
マス産業都市構想」を掲げ、小水力発電事
業の収益を新たな再生エネルギーの導入
や二酸化炭素の削減に再投資することで、
村の地域資源を活用した新たな地域経営
モデルの構築と魅力ある中山間地の将来
像を提示したいと考え、実現に向け力を注
いでいる。
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して、2009年からそういう事業を
始めております。
　「百年の森林構想」というの
は、これから百年がんばろうとい
う話ではなくて、私のおじいさん
とかお父さんが戦後に、特に昭
和30年代に植えて、今ちょうど50
年、60年になっている木を、材価
が安いとかいろんなことを思いな
がらここでやめるのではなくて、
もう50年、みんなでがんばってし
っかり整備して美しい山をつくっ
ていこう、そうすることで地域も
上質な田舎になっていこうという
ようなことです。これから50年が
んばろうねという意味合いで「百
年の森林構想」を立てております。
　「百年の森林構想」ですが、森
林を持っている方から山をお預か
りをさせていただいて、村がきっ
ちり管理をさせていただいて、森
林組合という山を整備する組合が
あるのですが、そちらに回して、
適切な山にしてからまた森林所有
者さんにお返ししようという計画
になっております。
　こういった形で、山に行きまし
て、最初に見ていただいたような
山を間伐することで、きっちりと
日が入るようにしたりしながら、
道もちゃんと入れて、適切に管理
ができるような形にしてお返しを
する。当然木を切りますと木材が
出ますので、これをちゃんと山か
ら出して、製品にして、売ってい
こうという形で今進めております。
　ここに映っておりますが、これ
は役場の職員ですが、こういった
職員が一つ一つの山の現場に行き
まして、道の入れ方もこうしたほ
うがいいよねという形で、災害が
起こらないような道づくりも含め
ながら整備を進めております。
　これは村と山林をお持ちの方と

のお約束でやっていることです。
山を管理しましょうねというの
は、山をお持ちの方と、私のよう
な村の職員と、山を整備する森林
組合の3者で、山主さんとのお約
束事をさせていただいています。
契約期間は一応10年間ということ
で、10年間は村がきっちり見させ
ていただきますよと。その中で先
ほど写真で見ていただいたような
間伐をするのですが、森林所有者
さんにお金をいただくということ
はなくて、村のほうで山の整備を
進めさせていただく。ただし、先
ほど見ていただいたように、山の
木が売れますと収入がございます
ので、村と所有者の方と2分の1で
分配をして、2分の1は所有者さん
の利益になり、2分の1は村の利益
になって、村は次の山の整備にそ
のお金を使うというお約束事にな
っております。
　村が管理する森林につきまして
は、皆さんはご存じかもしれません
が、FSCという国際森林認証とい
う、生物多様性に対応し働く方も
安全に働けるという意味合いの国
際認証があるのですけれども、そ
ういった認証をとりながら森林整
備を進めさせていただいています。
　実はこの事業には、村とか地元
の森林組合だけではなくて、都会
から来られた若い方たちが入られ
ておられます。ここにプレーヤー
が4人います。まず森林所有者の
方、森林整備の管理をする役場が
あって、森林を整備していく森林
組合があるわけですが、第4のプレ
ーヤーがいます。この森林整備を
していったときに山から出てくる
間伐材に付加価値をつけて、今ま
でだと市場に行って競ってもらっ
て買ってもらっていたのですが、
そうではなくて、この間伐材を有

効に活用していろんな商品をつく
って、東京とか都会の方に買って
いただくということを一生懸命や
るプレーヤーが、川下の流通部分
にできております。ここにいろん
な若い方が参入をされて、それぞ
れのアイデアを出されて、地域の
振興に活躍をされています。こう
いうスキームが非常に珍しいとい
うことで、全国でお声を掛けてい
ただいてお話をさせていただく機
会が増えました。以前は、山は所
有者さんと山をする人ということ
だったのですが、そこに新しいプ
レーヤーの方を入れて活性化を進
めているところです。
　その活性化のパートナーで「ト
ビムシ」という会社です。森林経
営の最適化の支援をしたり、先ほ
ど言いましたように、出てくる地
域の間伐材とか、それ以外の地域
資源を活用した商品開発を行った
り、森林整備をしたりするときに
どうしてもお金が必要になります
ので、そういったものをファンド
で調達したりという形で、東京に
今、本社があります。そういった
プレーヤーができております。
　ファンドの活用ですが、東京
の方もかなりファンドをしていた
だいています。「共有の森ファン
ド」というファンドは、林業機械
を買うのにファンドでお金をいた
だいて、その林業機械で山を整備
するという形でお力を貸していた
だくファンド。「ワリバシファン
ド」は、間伐材をつくりますと、
間伐材ではなかなか建物になる材
とか柱になる材というのは少ない
ですが、そういったものを取った
後にどうしても端の材が出ますの
で、それを割り箸で活用していた
だく、そういったところを応援し
ていただくファンド。「ユカハリフ
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ァンド」はこれも間伐材で、後ほ
ど説明をいたします。こういう間
伐材を商品化していくためにいろ
んな方から応援をしていただくと
いう形で、お金が地域の活性化に
もつながっております。
　トビムシの子会社で「西粟倉・
森の学校」というのが現地にござ
います。現地で直接間伐材をこう
いう床張りの材とかそういった付
加価値のあるものに変えたり、こ
ういうような形でツアーを実施し
て、西粟倉村に来ていただいて西
粟倉村を体験していただく。それ
から、ここに若い女性が映ってい
ますが、新たに西粟倉で起業した
いという方のインキュベーターの
機能も持って、いろいろな若い方
がここでがんばっていただくよう
な体制をつくっていく。こういう
会社が西粟倉にもできております。
　森林を中心にこういう会社がで
きておりまして、そこからどんど
んネットワークが広がっていきま
す。新しい会社で、これも間伐材
を使うのですが、木を活用すると
いうことでこういう大型の遊戯を
つくったり店舗改装をしたり、こ
れは大学で、大学の中のベンチを
つくったりという、こういう会社
が出来上がりました。もう一つは
ヒノキ材を使う家具の会社で「よ
うび」という会社ですが、こうい
うヒノキを使った家具でウインザ
ーチェアなどをつくります。この
ように木を使うという若い方がど
んどん増えてこられました。この
方たちは皆さんIターンです。こう
いった形で、森林を整備するなか
で生まれてくるというところで、
村が一生懸命整備をしているので
あればそこの木材を使ったりその
地域で起業したいという方たちが
増えてきています。

　間伐材を使うというのは非常に
重要なことです。先ほど見ていた
だいた木ですが、悪い木から切っ
ていって良い森をつくるというの
が間伐です。悪い木を切りますの
で、例えば100本木を切っても、こ
ういう壁材とか柱材になるのは2割
ぐらいしかない。そうすると残り
の8割は有効に使う方法を別個に
考えないといけない。こういった
「ユカハリ」という、普通田舎で
はこういう使い方をしませんので
若い方が発想しないとできないの
ですが、こういう節のある間伐材
を、これは90㎝角で、ここにある
フロアマットのように敷き詰めて
いく、そうすることで家の中の床
が木質化できるというものです。
店舗とかオフィスでこういうふう
に使っていただくような商品開発
が若い方だからこそできるという
ことです。東京都内ではいろいろ
なところでご利用いただいており
ます。こういった商品開発をした
り、マンションではこういう形で床
に使っていただき壁に使っていた
だくという形で、商品開発が進ん
だ中で使っていただいております。
　こういう形で使っていただく
と、残りの端材はこういう割り箸
にと、ぐるぐる巡るということで
す。こういういった形で間伐材を
利用していただいて使っていただ
く。割り箸は環境に良くないとい
う話がよく出たり、もったいない
という話があるのですが、決して
そうではないのです。間伐材を使
っていただくことで間伐がより進
んで、さっき見ていただいたよう
な山がどんどんよくなっていくと
理解をしていただいたほうがいい
かと思います。
　そうしていると、既に山だけで
はなく、地域でこういう日本酒を

造って、出張日本酒バーというの
ですが、こういったことをする若
者が来たり、食用の油をつくった
り、オーガニックコットンで染め
物をしたりと、今ローカルベンチ
ャーが13社ぐらいになりました。
　森林でがんばろうということ
で、6年ぐらいで大体117名ぐらい
を雇用創出しております。こうい
った若い方がIターンで、6年ぐら
いで51名、ご家族も含めて入られ
ています。西粟倉の人口は1500人
です。東京都だと1300万人という
ことで、「万」違います。50人増
えたということは、東京でいうと
50万人の人が増えたということに
なります。それぐらい地域にはイ
ンパクトがあります。一人二人で
もこうやって入っていただけると
非常にありがたいです。
　木というのはいろいろ使えま
す。まず地域の子どもたちに木
を使っていただきたいということ
で、これは東京のおもちゃ美術館
と一緒にやっているのですが、ウ
ッドスタート事業に取り組んでい
ます。新宿区も確かやられている
のかな。赤ちゃんが生まれてきた
ら最初に、地域の木を使って地域
の若い人たちがつくったおもちゃ
を差し上げて、おもちゃで遊んで
いただいて、ご家族で木につい
て、森について考えてもらおうと
いう内容です。こちらは廃校にな
った体育館です。木のおもちゃば
かりを集めて「おもちゃフェステ
ィバル」というので木に親しんで
いただく。西粟倉みたいな田舎の
ところでもなかなか親しむ機会が
ないので、こういう機会をつくっ
て森について考えていただく。
　そういう事業をやっております
と、これは無印良品ですが、今、
店舗でこういったものをされてお
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ります。さっきのおもちゃフェス
ティバルの小型版で、無印良品店
舗内に西粟倉でこういうものをつ
くってご提供させていただく。そ
れからこういった形で、西粟倉に
一緒に行っていろんな西粟倉の体
験をするというツアーも派生的に
発生していく。ということで、単
純に森なんですが、いろんなとこ
ろで地域づくりに役立てられると
いうことでございます。
　これは小学校の子どもたちで
す。子どもたちも「百年の森林」
について考えようということで、
今、校外学習で「百年の森林の公
園ってどうやってつくったらいい
だろう」ということを一生懸命考
えています。「百年の森林公園づ
くり」ということで、こういう形で
子どもたちも地域や森のことを考
えるようになっていく。
　実は、ニッセイ緑の財団がおこ
なっている「学校の森・子どもサ
ミット」というのがありますが、そ
こでうちの子どもたちも発表をさ
せていただきます。自分たちの地
域のことをこういった形で多くの
皆さんに発表をするというのは、
非常に子どもたちに自信になりま
す。そうした子たちが大きくなっ
たときに西粟倉に戻って活躍して
くれるとか、そういう期待も持っ
ています。
　データの中で一つだけ。この
「百年の森林構想」に関連して、
これは先ほど言いましたが、これ
が西粟倉の人口動態で、これが
付近の市町の人口動態です。この
「百年の森林づくり事業」をやり
始めてから、平成24年から西粟倉
村の人口動態は若干減ってはいる
のですが、水平に、横ばいという
形に段々変わってきております。
そういった意味でも事業変化があ

ったかなと認識しております。
　林業の活性化を進めていくな
かでそうやって地域の活性化もあ
わせて進めてきたわけでございま
すが、この中で今一番大きく取り
組んでおりますのは木材の流れで
す。今までは木材市場に木が流れ
ていって、そこで買い取りをして
いただいて値段を決めていただく
のですが、西粟倉村の場合は全
量を自分たちの中で売ってしまお
うと。木材市場には出さずに、先
ほど言いました付加価値をつける
森の学校とかそういったところに
売ったり、これにも使わないもう
一つ悪い木はこういった合板とか
集成材等に売ったり、それにも使
えないC材というチップになるよ
うな木があります。ここをもう少
し有効に活用できないかというこ
とで、はやりといえばはやりです
が、木質バイオマスというところ
に活用しております。
　ただ、西粟倉の場合は発電を
するとかそういった理由ではなく
て、地域で使えるものを地域で使
うということです。地域の中に温
泉施設がございますので、そこで
ボイラーの燃料として使う。温泉
施設のボイラーで年間23万リッタ
ーぐらいの灯油を燃やすわけです
が、これが1000立米ぐらいの木材
で8割補充することができます。そ
うするとCO2の排出削減も370トン
ぐらい排出を削減することが可能
になります。併せて、後ほどちょ
っと出ますが、灯油代と比較して
も非常に低コストで運営できます
ので、コストの削減にもなる。
　併せて、村楽エナジーという、
これもローカルベンチャーです
が、薪をつくって、これを温泉に
供給して、こういうふうに燃やし
ていただいて熱にするという事業

をするようなローカルベンチャー
も生まれることができます。こう
いう1メートルの長さで末口が14セ
ンチくらいの薪をこういうふうに
投入して燃やすのですが、これで
温泉を沸かしていく。ボイラーな
ので、みなさんが思うようにチッ
プが流れていくのではなくて、彼
もIターンで来た若者ですが、彼が
管理をしながら日に何回か投入し
ていくというような雇用も生まれ
るという形になっています。
　村が考えていますのは、こうい
った形で出てくる間伐材を、先ほ
どのように製品にできるものは製
品にし、どうしても製品にできな
いものは燃やしていこうと。そう
すると灯油とかそういったものの
代替になります。薪ボイラーがで
きましたのでここはできているの
ですが、こういった形で木を集め
て、ローカルベンチャーの会社が
それを管理する。また安定的に出
る木については大きなボイラーな
んかをつくって、こういう観光施
設とかお年寄りの施設とか、そう
いったところに熱を供給すること
で生活コストも削減できるし、新
しい産業もつくれる。決して大規
模なものではないですが、地域で
持続的に循環できる量を確保し
ながら事業をやっていくという形
で、最後はエネルギー自給率の100
％を目指そうという形で今進めて
おります。
　「百年の森林づくり事業」から
始めたのですが、こういった形で
地域づくりそのものになっており
まして、現在では地域の資源を使
いながら、それ以外にも環境とか
水とかの地域資源を有効に活用し
ていくということと、いろんな形
で入ってこられる若い方とか地域
の住民の方も含めて、「人」とい
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うところで地域づくりを進めてい
る。森林というのはその一つのツ
ールとして非常に大きかったと考
えております。森林整備の話は全
然しませんでしたが、森林整備を
するなかでいろいろと出てくるも
のを有効に活用しながら、しかも
背伸びをすることなく、小さな経
済でもいいので地域の中で回して
いくということで取り組みをして
おります。
　もし西のほうに来られることが
あれば、ぜひお立ち寄りいただい
て、見ていただけたらと考えてお
ります。本日はどうもありがとう
ございました。

（終了）

上山隆浩

今井通子

川又正人

座長：宮林茂幸
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シンポジウムB	 講演Ⅱ 　皆さま、こんにちは。それでは
演題「森林セラピーのすすめ」に
沿って、画像を見ながら話をさせ
ていただきます。私は若いころ、
［画像でルートを示しながら］マ
ッターホルンの北壁、アイガーの
北壁［赤い岩壁のビバークサイト
画像］で泊まってここ［斜度120度
の岩壁画像］を登ったり、グラン
ジョラスの北壁を登り山頂で今の
夫と結婚式を挙げたりと、様々行
なっていました。パラグライダー
でキリマンジェロの山頂から飛ん
だりもしました。という冒険・探検
も含めて、「山の日」にはぴったり
の山でいろいろ活動をしていたの
です。それは今も続けています。
　これは［画像］オーストリーチ
ロルの山です。この人［画像］に
注目してほしいのですが、［次々
の画像］一生懸命登っています、
登っています、登っています。真
ん中にいらっしゃる方が、82歳、
女性、両膝人工関節ですが登頂さ
れました。ヴィルトシュピッツェ
はオーストリーチロルで一番高い
山ですが、その隣にある3019メー
トルの山へご案内した時の画像で
す。こちらはイタリーで、ガイド
組合に行ってハーネスやヘルメッ
トを借り、［ロッククライミング中
の画像］で、この方にちょっと注
目してください。みんなで登りま
す、登ります、登ります、山頂に
着きました。下ります。［画像中
の］この人がザイルを持って一歩
足を出すとガイドさんがザイルを
出すので、この方はただ斜めに歩
いて行くだけで下へ下りられる。
ほかの人たち－－例えばこの方は自
分で、ワイヤーがこう張ってある
ので、それにハーネスから出てい
る二本のビレーに付いたカラビナ
を引っかけて、上がったり下りた

りする。というヴィア・フェラータ
という登下行をしています。この
画像は皆さんをお連れしたもので
す。何を隠そう、先ほどの「注目
してください」という方は、1回脳
卒中になられて、高次機能障害を
来し、まったく口もきけないし、
動くこともできなかった方なので
すが、私とご一緒に今4年目ですけ
ど、あっちこっちの山に登られて
いるうちにすっかり回復されて、
まだちょっと時々物忘れはあるの
ですが、それは年のせいみたいな
もので、しゃべるのもかなり普通
にしゃべれるようになられました。
　現在でもこのような形で、各地
の登山、登攀、沢登り等へ私は皆
様を御案内していますが、一方、
先ほど磯野が申しましたように、
日本は山の中でも森林が一番多い
部分を占めるという先進諸国中3
番目の森林王国ですので、人知れ
ず非常に大きな能力がある森林と
の付き合い方にも力を注いでいま
す。特に人間の健康維持増進、そ
して癒やし、またはいろいろな機
能障害に対してのリハビリ、その
他も含め、森は非常に大切だとい
うことをこれからお話したいと思
います。
　きっかけはマッターホルンの北
壁。これは趣味で登ったのです
が。若山美子さんという方と二人
で登ったとき、周りを見てびっく
りしたことがありました。それは
何かというと、ヨーロッパに行け
ば、ヨーロッパの人たちはガンガ
ン山に登っているんだろう、岩場
も数珠つなぎじゃないかと思って
いたら、岩壁登攀は一部の人しか
していなくて、ほとんどの人が森
とか草原地帯にいました。
　この画像はアルプスのアルプ、
もしくはアルムという中腹の部分

森林セラピーの
すすめ
今井通子

森林セラピーソサエティ前理事長
国際自然・森林医学会会長

今井通子（いまい　みちこ）
1942年東京都生まれ。1966年東京女子
医科大学卒業。医学博士。東京農業大学客
員教授。（公社）日本山岳ガイド協会副会
長。2007年3月まで東京女子医大腎総合
医療センター泌尿器科非常勤講師を勤める。
東京女子医科大学在学中に山岳部に入部
し、登山を始める。
1967年女性パーティーとして世界初、欧
州アルプス・マッターホルン北壁登攀に成
功。69年アイガー北壁、71年グランドジ
ョラス北壁と、女性として世界初の欧州三
大北壁完登者となる。
79年ネパールヒマラヤ・ダウラギリの
Ⅱ、Ⅲ、Ⅴ峰縦走登山隊長として男性16
名を率いてクロス縦走を成功させる。
85年チョモランマ峰北壁に挑み、冬期世
界最高到達点を記録。
2007年1月、南極観測50周年記念事業の
一環として南極視察団が作られ、毛利衛氏・
立松和平氏らと共に南極昭和基地に滞在。
71年より始めた国内・海外トレッキング
ツアー講師を現在も務め、また、講演・執
筆活動などもこなす。
著書は「山は私の学校だった」（山と渓谷
社）など多数。
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ですが、そこで何をしているかと
いうと、ベンチに座って本を読ん
でいたり、4人集まって女性たちが
ずっとしゃべっていたりとか、1回
脳卒中になって手が震えているよ
うなおじいさんがずーっとベンチ
に座って、行きは上を向いて見て
いて、みんなが帰るころには下を
向いて首を振っているだけ等々、
人々の多くがアルプを楽しんでい
たのです。「なんだ、これは」と
思いました。「この人たちは山に
登らないのか」と。当時日本では
山といえば登るものだと思ってい
ましたから、途中で帰るなんても
ってのほかだったのです。
　帰ってから調べました。そうし
たらヨーロッパは18世紀から19世
紀の産業革命で都会の空気が非常
に悪くなりました。主に子どもた
ちやお年寄りがぜんそくになった
りし、スロバキアでは1848年から
全土に遊歩道をつくりました。森
の中や田舎の村内の畑等々を通る
道を、若者たちがトレースするよ
うになりました。
　ドイツでは、1896年にミュンヘ
ン郊外の高校生たちが自分たち
で、「大人は文明開発と言ってい
るけど、人間は自然から生まれた
のに自然の中で生きていけなくな
っては困る」ということで、山側
の農家へ行って、自然との付き合
い方を教わるという企画を実施
し、1901年には別の高校生が、16
世紀にイギリスにあった散策手法
の名前を使って、これらの行為を
ワンダーフォーゲルと呼び、それ
がどんどんドイツから周囲の国へ
広がりました。
　1936年にはフランスでバカンス
法が出来ました。これは労働者に
対するおまけみたいな形で始まっ
たのですが、第一次産業の時代は

日中は外で仕事をして、太陽の光
をいっぱい浴び、夜は星をいただ
いて眠るという人たちだったので
すが、産業革命後はみんなオフィ
スや工場で働く事で、昼間も屋内
にいる。この環境が人間にどうい
う影響を与えるかということを考
えて、彼らはバカンス法をつくっ
たのです。従って山中は、目的と
する山を登る場ではなく、日光浴
の場と庶民が考えるよう仕向けら
れていたので、山に登る人たちが
少ないのは当たり前だったのです
ね。
　それとは別に、人間環境留意目
的－－自分の周りの環境に思いを致
した人たちが、例えば健康管理で
精神的・肉体的・社会的な健康回
復のために、もしくは休養、余暇
活動、気晴らし、行楽、娯楽、こう
いうことで山に来る。だから、画
像のこの人たちは丘のようなとこ
ろしか行かないのです。この画像
では赤ちゃんを連れています。
　1972年は、日本では公害問題が
いろいろと取りざたされているこ
ろでした。世界のテーブルにはま
だ乗っていなかったのですが、そ
のとき既に国連人間環境会議がス
トックホルムで行われました。私
たちが知っている1992年の地球サ
ミットの20年も前です。そこで人
間環境宣言がなされています。
　その宣言は、「人は環境の創造
物であると同時に、環境の形成者
である」と。しかも産業革命以降
ずっと、どんどん人工的な環境を
つくっていくことによって「人間と
人間環境に計り知れない害をもた
らしてしまった」と。都会をはじめ
とする環境の害を人間たちに向け
ていた時期があるのです。その後
地球サミットのころは「地球に優
しく」などといっていますけれど

もね。その害とは何か。「水、大
気、地球、及び生物の危険なレベ
ルに達した汚染……」と。ここで
一番言いたかったのは、「特に生
活環境、労働環境における人間の
肉体的、精神的、社会的健康に害
を与える甚だしい欠陥である」と。
　要は、彼らは都会にいるだけで
自分が被害を受けているというこ
とを72年当時から知っていたので
す。特に北欧の人たち。また、北
欧は森林が多いところなので、森
林が疲弊していくのを見て、自然
環境をリメークしてくれるシステ
ムが破綻してきたと気がついたの
です。彼らは、文明の利器の弊害
で大気汚染や水質汚濁等が進み、
自然という大気や水を生産し、あ
らゆる生命を循環させている生命
維持装置のキャパでは追いつかな
い自然破壊を、人間が行なってい
ると考えました。
　ところで日本はこれに関連した
事項としてどうしたか。人間環境
宣言から10年後、それは生命のた
めの場としての森から始まりまし
た。1982年、「森林浴」という言
葉を当時の林野庁長官の秋山さん
という方がつくられました。これ
はロシアの学者が1930年にフィト
ンチッドという－－フィトンという
のは植物、チッドというのは殺す
という意味ですが、要するに森林
が発散する揮発性物質の中に殺菌
作用等があり、それを総称してフ
ィトンチッドといい、これを人間
が浴びることは健康に良いのでは
ないだろうかということを提唱し
ました。その後日本の学者がタイ
ワンヒノキからヒノキチオールの
抽出に成功し、なおかつ、それに
殺菌作用・防腐作用があるという
ことまで科学的に分析しました。
それをもとに秋山さんはきっと人
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間の体にいいだろうということで
「森林浴」と。
　皆さんはご存じかと思います
が、「浴」という言葉は、日光浴、
海水浴等、昔からあります。日光
浴は骨を作るために必要です。海
水浴は、海水を皮膚病治療に役立
てました。そこで「森林浴」とい
う言葉を作りましたが、当時はま
だ何を浴び、それがどう健康に結
びつくのかは解明されていません
でした。
　当時はそういうものを測る機器
がなかったのです。1990年代に
なってから研究者たちの努力で、
いろいろなことが分かってきまし
た。一部だけご紹介します。血液
検査の結果、都会にいるときと森
林の中にいるときで、森林の中に
いるときには血中のコルチゾール
が下がるのです。コルチゾール
というのはストレスホルモンなの
で、ストレスがかかっていると上
がります。皆さんは例えば何か個
別のストレスを感じて胃が痛いと
いうこともあるでしょうが、意識
しなくても都会にいるだけで体の
ほうはストレスを感じている。た
だ慣れてしまっているので気がつ
かないだけです。
　NK細胞というのがあるのです
が、これはがんを殺すための抗が
んタンパク質を活性化させる細胞
です。運動前と運動後になってい
ます。これは初期のデータですの
で、運動をしようがしまいがとい
うのが最近は分かってきたのです
けれども、都会にいるときは何を
しようとNK細胞は画像の棒グラ
フの高さを示し、これだけしかな
い。森の中では3、４時間たちます
と数も増えますし、活発に動くよ
うになります。
　NK細胞は免疫細胞です。昔か

ら風邪をひいたら森へ行けばいい
と言われてきた所以です。但し、
風邪をひいて、インフルエンザだ
ったりして、森へ来てコンコンと
咳をしたりして登ったりすると、
山に一緒に来た人たちが迷惑しま
す。（笑い）
　特に免疫細胞のNK細胞につい
ては、もともとこれだけあった人
が森に行ったらここまで上がりま
した。翌日にもう1回森に行ったら
なお上がりました。帰ってきて1週
間たっても森へ行く前より上がっ
た状態です。さらに1カ月たちまし
た。でもまだ上がった状態です。
すなわち、森に1カ月に2日間続け
て行くとNK細胞が前より活性化し
たままの状態が続きますので、健
康維持増進、特にがんになりにく
かったり、炎症性の疾患になりに
くかったりということを維持でき
る。これは男の人でも女の人でも
同じデータが出ています。
　こうしたデータを出したとき
に、先ほど言いましたように1972
年に人間環境宣言をしている欧
米諸国は「なるほど、森は科学さ
れた。やっぱり自然の中にいるほ
うが人間というのはノーマルな形
で、都会にいることのほうが害を
浴びている形になるのだ」と気づ
いたのです。従って、こういった
データが出た途端に彼らは飛びつ
いてきました。これはアメリカの
新聞、これはカナダの最大手の新
聞です。日本は森を科学した等が
書かれています。今は高齢者の高
血圧に関する研究を行なっている
のですが、去年・おととしの分が
今年の3月になってから論文として
発表され、アメリカのジャーナリ
ズムや学者、ヨーロッパ等からど
んどん、「その内容についてもっ
と詳しく知りたい」という話が来

ています。
　日本はこのデータの重要性にあ
まり気付いていません。日本では
公害問題をローカルな問題として
収めてしまったので、自分たちが
都会にいることだけで浴びている
害について誰も検証をしてきませ
んでした。
　 私 た ち は 世 界 に 向 け て 、
International Society of Nature 
and Forest Medicine、略称INFOM
という医学会をつくりました。世界
13カ国、今は33名の科学委員（理
事）と一緒にやっています。
　彼らだけではなく、例えばこの
画像はカナダのジョンストンキャ
ニオンで滝を巡る旅をしたときで
すが、「森林セラピーをぜひ教え
てくれ」とガイドさんに言われま
した。こっちが客なのにと思いま
したが、実践しました。そうした
らすぐに「私たちは今まで森林を
半分だけしか活用してこなかった
ことになるね」という言葉が返っ
てきました。これは森林が人の健
康に役立つということ、都市部の
“害”をガイドさんでもちゃんと
知っているということの一例です。
　フィンランドでは、「うちのほう
が森林率は高い」というプライド
があるから、森林セラピー基地を
二つつくりました。韓国は、前大
統領の時に3カ所の森林セラピー基
地をつくって、現大統領も二つつ
くりました。日本は2006年から森
林セラピー基地を全国につくって
きまして、ここに書いてある14年4
月までで57カ所で、今年発表され
るのがあと3カ所ありますので、今
年は60カ所になります。
　「森の中に行きましょう」と言
っても、「日本の森は鬱閉してい
て怖いよ」というところのほうが
多い。でも森林セラピーロード
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は、それをこうやっていろいろな
ところに－－これはチップロード
ですね、板張りですね、木段です
ね、こういう尾根にも手すりをつ
けますね、みたいな形に整備して
あります。
　森林セラピーでは森の中をどう
歩くかではなく、どういう行動を
とるかなのです。中に入ります。
まず深呼吸をします。深呼吸が飽
きたらヤッホーコールに変えたり
もします。座ります。やっぱり深
呼吸もします。五感を駆使して森
の中のいろいろな音を聞いたり、
風を感じたり、自然に土や森の匂
いが感じられるようになったり。
　この60カ所の森は、今はNPO法
人森林セラピーソサエティが認定
をしている特別な森で、ほとんど
が90〜95％ぐらいが森だけの奥地
の市町村で、中には県が一つ入っ
ているのですが、33都道県にあり
ます。この森がどれだけ優れたフ
ィトンチッドがいっぱいの森なの
かということと、人間を被験者に
して、都会と森林でその人たちの
ストレス値がどれぐらい変わった
のかというデータを採ったうえで
出来上がっている森です。
　大きな木を頭にして寝たりする
と、これが結構気持ちが良いで
す。こんなふうに木が見える。こ
ういう写真をずっと出していまし
たら、最近はテレビを見ても大木
を下からアップで狙う映像がはや
り始めていますね。一番最初のこ
ろは、今から10年近く前、NHK
でカメラマンさんに「アップでこ
こから狙ってください」と言った
ら、「こんな狙い方もできるんで
すか」と言われた時代があった。
広葉樹を下から見るとこんな感じ
に見えたりもします。こういうプ
ラットホームのところでみんなで

寝る。
　滝。滝のところには単に森林の
持つフィトンチッドがあるだけで
はなくて、暴れ水から出るマイナ
スイオンも多くなり空気がさらに
キリット感じられます。もともと
森林には生まれたばかりの酸素が
あるのですが、マイナスイオンに
よる血圧などのコントロールにも
なってくれて、さらに気持ちがい
いのですね。こういうプラットホ
ームをいっぱい持っているところ
や、周りじゅうが森林の中の丘の
上で寝転んだりとか。ここでかな
り過ごすとそれだけでだいぶスト
レスが低減して、NK細胞が賦活す
るという状態になります。
　ところが一般人がこの写真の
一枚を見てなんと言ったかとい
うと、「おお、すごいですね。ま
だ黄色いテープ、貼っていないん
ですね」と。なんだか分かりまし
た？　殺人現場で黄色いテープが
貼ってあってみたいな。世の中の
人たちは都会に慣れすぎて、森の
中で大人数人が寝転んでいる状
態を殺人現場の検証前のように捉
え、異常に感じるのかなと思った
りします。
　各地に森林セラピー基地なるも
のを増設していきましたら、これ
が意外なことに「これを聖域とし
て」と言われる方がありました。
私に言わせれば「人寄せパンダと
して」と言ったほうがいいと思い
ますが、誰も来なかった奥地の村
に人が来るようになりました。そ
の人たちが口コミで、特に女性は
必ず3人には自分のしたことを言
う。男性はあまり言わないといわ
れていますが、私は「テレホン人
生相談」をニッポン放送でずっと
やっているのですが、最近男性も
口コミを言うようになってきて、

むしろ口コミ情報というのは男性
のほうが多いみたいな時代に変わ
ってきました。という事で、各地
で各方面に広がりを見せています。
　この場所は九州のうきは市です
が、セラピーロードへ行く途中の
山間に「つづら棚田」という名前
の棚田があります。森林セラピー
に来た人たちが「うわっ、すごい
棚田があるー」と感動し、春に始
まった森林セラピーで、その年の
秋には、たまたまシルバーウィー
クがあったということもあるので
すが、人がほとんど来なかった森
に、棚田を見るために2万4000人の
人が来てしまったそうです。現在
も1万7000、1万8000人で推移をし
ているとのこと。しかも地元の方
がいろいろがんばった。実は私は
森林セラピー基地を造設された地
元の方々には一番最初から、森林
セラピーに来た人からは、地元の
経済活動に結び付く事をしてほし
いと言っていました。まず「森林
セラピー弁当」をつくってくれと
言って、地元の食材でセラピー弁
当をつくってもらったのですね。
それがだんだん広がって、今で
はみんな競ってつくるようになっ
て、素晴らしいものになってきま
した。結局何が起こったかという
と、うきは市ではJRの駅弁にまで
育てあげてしまったというような
状態になりました。
　滝。皆さんは観光地で有名どこ
ろの滝にはよくいらっしゃるでし
ょう。だけど、有名ではなくても
ものすごく立派な滝がある森林セ
ラピーロードが各所にあります。
これは五段の滝で、「五重の滝」
という名前です。こちらの滝は水
が多いときは二本に見えますが、
水が少なくなると三つに割れてお
り、名称は三滝です。森は天水を
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保持し、地下水を作り、沢となる
水源ですから、いろんな滝が森の
中には隠れています。ロードの設
置でそういうところも通れるよう
になり、新たに美しい滝を見るチ
ャンスも出来ました。
　この画像は、例えば春に来た
人が「オオヤマレンゲ、きれいだ
わ」と言ったら、「今度は秋に来
てください。紅葉なのに実もなっ
ているし花も咲いているマルバの
木っていうのがありますから、ぜ
ひこれ、見に来てください」と、
森林セラピーガイドさんが再来訪
を促せば観光地とは異なり、人々
が二度三度同じ場所を訪れる事
になります。自然の風物は日々変
化しますので、二度と同じ姿は見
る事が出来ません。特に森の四季
折々の姿は、目玉となる物が無数
です。ここは森林鉄道があったの
で、木曽五木の名前を五つつけた
鉄道を走らせたりもしています。
リピーターを呼び込む手段を森自
身が持っています。
　森林セラピーの実践について
は、まず屋内で都会から来た時の
ままの血圧・脈拍・ストレス値の
測定をします。外に出てウォーミ
ングアップ体操をして、それが終
わって森の中へ、帰ってきてクー
ルダウン体操後、また各種測定を
します。どれぐらいストレス値が
下がったかが楽しみです。上がっ
ても、いいストレスの上がり方と
いうのがあります。美しい景色を
見て、興奮して上がった場合は御
自身でも解るでしょうからいい上
り方となります。
　さらにセラピー弁当。普通に見
えるけど、このサンドイッチのこ
こ入っているのはイノブタです。
というように各地それぞれの特徴
あるお弁当です。

　私は当初から言っていたことが
あります。それは「健康のK」「観
光のK」－－この二つは都会から
森に行った人たちが持って帰るも
の、そして「経済のK」「環境の
K」－－これはその地元にいる人た
ちがもらうというか、つくるものと
いうふうに考えると、日頃都市の害
を浴びている人々は癒され、楽し
め、地元は経済活動が出来、それ
をさせてくれる森をさらに整備で
き、自然の豊かさが保たれるという
自然と人との循環が成立します。
　皆さんがどこかに行ってボラン
ティアで草刈りをしましたとか、
いろんなことをやりましたと。い
いのですが、あれは結構地元の人
は大変なのです。「来た人に豚汁
をつくってあげなきゃ」とかいろ
んなことになってしまう。森林が
持っている特別な空気を吸わせ
ていただいたことに対してお金を
ちゃんと払えば、地元はそれを使
ってさらに森を整備する。（森を
整備すれば）もっと人が来てくれ
るから、もっと森を整備してくれ
る。チップロードも、チップをど
んどん使って、森を整備してくれ
る。そして非常に整備された森が
あるというのは環境にもいいこと
になる。これは自動的についてく
るのですね。都会から行った人は
健康も観光ももらえるわけですか
ら、それは地元と都会との交流に
加え、森という自然にも良い事と
なり、オーバーに言えば地球環境
保全につながり、「山の日」の意
味の一つの、次世代にも自然の豊
かな地球を渡せる事にもなるのだ
と思います。
　私たちは4Kに参画しましょう。
「過労」、「汚い」じゃなくて違う
4Kですよ。プラス、これは先ほど
のお話にもありましたけれども、

地元には木を使った木質バイオマ
スエネルギーはじめ、色々ありま
す。中でもその地その地にある特
色のある木を使った商品は、60カ
所も行けば本当にいろんなものが
あります。そういうものを私たち
がお土産に買って帰る。森林セラ
ピーをやって、それから温泉に入
って、道の駅に寄って帰ってくれ
ば、地元も私たちも楽しく暮らせ
る。そこには何があるのかといっ
たら、「森が要です」という形に
なるのです。
　森には何かをしに行くのではな
く、森に何かをされに行く、これ
が森林セラピーです。走りにいく
とか登りにいくとかは、森や山で
筋力や心肺機能を強化する事にな
りますが、これを目的とする行動
は、既に皆様が良く御存知の事で
あり、今後も続けていただきたい
事です。何もしないで、空気を吸
いにいくような状態で、眠るよう
な状態で行くと、環境がいいから
自分たちの体の健康維持増進をし
てもらえるという形になる森林セ
ラピーは、今まで無かった新しい
概念です。
　最後になりますが、赤沢の自
然休養林で2015年5月17日には、
INFOM認定の森林医学認定医が同
行する医師と歩く森林セラピー、
そして子どもさんのために森林
教室も含めたイベントを行ないま
す。森林セラピーに興味を持たれ
た方は参加されてはいかがでしょ
うか。ということで私の話を終わ
ります。どうもご清聴ありがとう
ございました。

（終了）
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シンポジウムB	 講演Ⅲ 　こんにちは。私は川又と申しま
す。岩手県盛岡市から来ました。
私はこれから「視覚障害者のため
の『森の探検隊』」のお話をした
いと思います。今までの登山対象
の山ではなく、里、俗に里山とい
うところで、私は林業をなりわい
としています。その場のことにつ
いてお話したいと思います。
　これは岩手山の遠望です。ちょ
うど東側から西に向かって撮った
写真です。この尾根の手前側に私
どもの森林があります。有限会社
川又林業という会社を立ち上げま
して、そこで代表取締役をやって
います。平成24年まで神奈川県に
いました。神奈川県から岩手県にU
ターンしました。
　この写真は、平成23年4月23日の
宮古市田老地区の震災直後の写真
です。これを撮るのも車から撮っ
たのですが、とても堂々と外に出
て撮れるような感じはしませんで
した。この津波に対しまして、平
成23年3月11日の大震災に対しまし
て、皆さまより多大なるご支援を
いただきましたこと、誠にありが
とうございます。この場をお借り
しまして御礼申し上げたいと思い
ます。先ほど見た写真から4年たち
ましたが、ようやくかさ上げが始
まって、まだまだ復興にはほど遠
く、仮設住宅に住んでいる方がた
くさんおいでです。
　いち早くこの災害に対して日本
山岳ガイド協会様が緊急医療援
助隊を派遣してくださいました。
私のふるさとの海岸部が壊滅的な
被害を受けたのですが、私にはど
うすることもできませんでした。
いち早く日本山岳ガイド協会様が
援助隊を立ち上げてくださいまし
た。ところが日本山岳ガイド協会
様も発電機や燃料は持っていませ

んでした。神奈川にいた私に要請
がありましたので、喜んで提供さ
せていただきました。この場をお
借りしまして日本山岳ガイド協会
様にも御礼を申し上げます。あり
がとうございました。
　きょうのお話のあらすじは、林
業を取り巻く状況、広葉樹林の楽
しさ、森の探検隊発足の経緯、森
の探検隊の活動をお話していきた
いと思います。
　これは岩手県岩泉町にある平
庭高原で、ブナの二次林です。こ
れは緑のフィルターを通して写し
たのではなく、緑がいっぱいとい
いますか、本当に気持ちのいい、
FSCとセラピー基地をとっている
森林です。皆さんも機会がありま
したら一度おいでください。
　私は平成24年5月まで神奈川県
にいました。神奈川県も山北町は
ずっと山の中です。それから盛岡
に移動をしました。移動をしたの
は、自家所有林がありますので自
家所有林の経営と、森林整備がさ
れていない山がほとんどなもので
すから、私が山を整備して次世代
に渡さないと引き受けないのでは
ないかと危惧しましたので、岩手
に戻って、森林整備に精を出して
います。
　実際に山に入ったらこんな山な
んですね。ここは針葉樹を植えた
のですが、手入れをしていかない
と目指す山林はできません。それ
は広葉樹もそうです。この森林は
コナラの広葉樹林で50年ぐらいた
っていますが、シイタケの原木に
は太く、家具をつくる用材には細
いのです。ですから、山は放って
おいても山林になるわけではなく
て、手入れをしないと山林にはな
りません。このようにして山に入
ったのですが、実際に伐る木で、

森・川・里から見る
森づくり

視覚障害者のための
「森の探検隊」

川又正人
岩手県盛岡市在住

林業家

川又正人（かわかみ　まさと）
盛岡市在住の自伐林家。
27年間、神奈川県山北町で林業事業を営
む。指導林家、森林インストラクターとし
ても活躍し、「全国植樹祭記念かながわ未
来につなぐ森づくり賞」を受賞。
平成23年東日本大震災を機に故郷の岩手
県に戻り、実家の数百ヘクタールの山林
を引き継ぎ、岩手で「生業としての林業経
営」を実践する。
盛岡市に視覚障害者対象の「手でみる博物
館」を運営、また障害者を対象とした「森
の探検隊」を開催。

（有）川又林業代表取締役、森林施業プラ
ンナー、NPO法人視覚障害者のための手
でみる博物館理事長、NPO法人日本メイ
プル協会事務局長。
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お金になる木はなかったが、最初
に道を入れてアクセスが良い山を
つくらなければならないというこ
とで機械を入れて、自分たちで作
業道をつくっています。
　お話をしたように山林をつくる
には長い年月がかかりますので、
きょうあすに樹種の転換をしたと
しても、それが実際に使えるのは
80年とか100年先なのですね。です
から綿密な計画性が必要なのと、
自分たちはどんな森をつくってい
きたいのかということがないと山
林はできないのです。
　これから先50年も100年も待っ
ていられませんので、今ある山林
を活用することになります。この
広葉樹林の利用です。この広葉樹
林は見方を変えると宝の山です。
何が宝かというと、いろんな樹木
が育っています。それから林内に
はいろんな動物がいます。またい
ろんな草花が咲いています。それ
から四季折々の景観が非常に良く
楽しみになります。ダジャレです
が、「広葉樹林が山ほどあった」
という感じです。
　これらは自分で撮った写真です
が、皆さんはお分かりですよね。
夏毛のトウホクノウサギです。こ
ちらはカモシカ。今はニホンジカ
もだいぶ増えてきまして、これか
ら日本の森はシカに食い尽くされ
るだろうと思います。私はこの間
まで神奈川県にいましたが、神奈
川県はシカの対策では日本で一番
かなと思っています。
　この左側の写真はなんの足跡
か分かりますか？　これはツキノ
ワグマです。神奈川にしばらくい
ましたが、ツキノワグマは見たこ
とはなかったです。丹沢山系には
50頭ぐらいしかいないといわれて
いますが、盛岡に帰ったら、いる

わ、いるわ、本当にいます。会っ
て、「待ってくれ」と言っても、向
こうは待たないですね、逃げてい
きます。
　こちらの雪の上の足跡は何か分
かりますか？　これはカモシカで
す。カモシカのひづめはシカに比
べたら開き加減ですね。それであ
の急斜面を猛スピードで下ってく
るわけです。これがブレーキの役
割をするのでしょうね。シカもひ
づめが割れてますが開いていませ
ん。けれども、カモシカは開いて
います。
　春の植物ではカタクリがあった
り、皆さんはお分かりだと思いま
すが、群落になって春の雪解けを
待ち焦がれているような状況で
す。シラネアオイとかクマガイソ
ウもふんだんにありまして、なか
なかきれいな景観を形づくってい
ます。
　森の探検隊を始めたいきさつ
は、私は神奈川にしばらくいて、
「丹沢森の仲間たち」という森林
ボランティア団体を結成して活動
をしていました。今年で15年か16
年になるだろうと思います。それ
から日本メイプル協会を設立し
まして、盛岡でイタヤカエデの植
栽を始め、40年後にメープルサッ
プ、メープルシロップをとろうと
思ってやっています。あと40年は
生きたいなと思っているところで
す。
　国際視覚障害者援護協会という
社会福祉法人が東京の板橋区にあ
りますが、そこが発展途上国の視
覚障害の留学生を引き受けていま
す。引き受けて6カ月後に学校の入
学試験があるのです。ですから極
めて優秀な方を招聘して、そして
日本でのはり・きゅう・あんまマッ
サージの資格をとって、母国に帰

しているのです。立派な国際交流
というか、このような民間外交は
他にはないだろうと思います。
　「丹沢森の仲間たち」は、森林
教室を多いときは1回に150名ぐら
いを引き受けました。これは山北
にある所有する山林ですが、ここ
でもう15年やっていますから、か
なりの回数の森林教室を開催して
います。
　そのときに視覚障害者のため
の森林教室を開いたことがありま
す。この一番端にいるアイマスク
をしているのは県職員の女性で
す。彼女は3時間目隠しをして疑似
体験をしました。皆さんに今、目
隠しをして出口のほうに向かって
歩いてくださいと言っても、多分1
歩も歩けないのではないでしょう
か。視覚を遮られると、皆さんは
恐怖でその場にうずくまってしま
うと思います。
　メープルの植樹祭は盛岡で平成
18年から、今年で10回目を迎えま
す。この伝統衣装を着た子は視覚
障害者です。又地域が応援してく
れます。岩泉町長さんが飛び入り
参加をしてくれたり、盛岡市役所
さんが応援してくれたりして開催
しております。
　これは視覚障害者留学生が私ど
ものところに研修に来たところで
す。早春の雪山体験、スノーシュ
ーを履いて歩いて、つららを取っ
て食べているところです。ちなみ
に一番大きく顔が映っている方は
キルギスの女性です。真ん中にい
るのはベトナムの女性で、男の方
はマレーシアの男性です。ベトナ
ムとかマレーシアは雪を見る機会
がほとんどないということで、非
常に喜んでくれました。
　皆さんは「百聞は一見に如か
ず」という格言を知っていると思
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います。百回聞くよりも一回見た
ほうが分かるということですね。
視覚障害者の場合は触らないと分
からない世界です。ですから「百
聞は一触に如かず」ということ
で、とにかく触らせます。これは
DNA模型。私は顕微鏡写真でしか
見たことはないですが、それも高
性能の顕微鏡で見ることしかでき
ませんが、この赤と白と青の模型
はその1億倍の模型です。それから
スライド左側の上のほうは鑑真和
尚です。唐招提寺に祭られていま
すが、中国から日本に6回、盲目に
なっても日本に仏教を伝えるため
にいらしてくださった中国の方で
すね。
　この自由に触る事が出来るとこ
ろは「視覚障害者のための手でみ
る博物館」とよんでいます。大き
いものは小さく、小さいものは大
きくして触らせないと分かりませ
ん。アリは触っても分からないで
す。ですからアリは拡大して触っ
てもらえば分かります。それでは
太陽系を触るにはどうするのか。
太陽系は縮小します。縮小して、
縮小して、そこにある太陽は1ｍ40
ｃｍで、これは10億分の1です。10
億分の1というのはどのぐらいの大
きさかというと、地球と月が38万
ｋｍですから38ｃｍで、大きさは
小豆と大豆ぐらいの大きさです。
そうすると太陽はなんと150ｍ先
にあるんですね。ですから太陽は
偉大なんですね。このようにする
と視覚障害者も触って分かるわけ
です。宇宙を触って分かるわけで
す。「百聞は一触に如かず」をモ
ットーに、こういうことをして理
解を助ける手だてをしています。
　探検隊の始まりは、先ほどお話
をしたように、広葉樹の森が宝の
山に見えたとお話ししました。経

済的にはあまりメリットがないの
ですが、広葉樹の多様性という宝
の山です。毎日現場へ出掛けるの
ですが、それを自分だけが楽しん
でいてはもったいないと。移動に
困難性を伴う視覚障害者、森から
一番遠いところにいる人と分かち
合いたいとの思いで、「視覚障害
者のための森の探検隊」を始めま
した。盛岡市内には視覚障害者が
800名弱います。岩手県視覚障害者
福祉協会の協力を得て、平成26年4
月から探検隊を開始しました。
　さてどんなことを毎月やるので
しょうか。4月はカタゴのおひた
し。カタゴというのは方言ですか
ら皆さんには分からないかもしれ
ませんね、カタクリのことです。
　5月のタランボウはタラの芽で
す。7月のミズというのはウワバミ
ソウです。8月にバームクーヘン。
9月はバードコール。それから10
月は秋田名物のたんぽづくり。11
月の森林調査はメジャーを持って
いって、輪尺を持っていってきち
んと測ります。この森には木がど
れぐらいのあるのかということを
分かってもらうためにします。12
月には燻製づくり。1月はクマ鍋で
す。クマ鍋を食べたことがある人
は少ないと思いますが、クマ鍋を
食べます。2月のスノーシューはす
ごくいい道具です。それから3月は
メープルサップの収穫です。
　スナップ写真です。カタクリは
手で触って、これは優しく優しく
触らないと花が取れてしまいま
す。2枚の葉っぱのうちの1枚だけ
いただくのです。2枚採らない。生
きていますからね。2枚のうち1枚
だけ。もちろん食べるのは3枚か
4枚です。それを採っておひたし
にして食べます。少し天然の甘み
があって、メカブと違う、山菜の

ぬるっとしたという感じ。なかな
か食べる機会が皆さんにはないか
と思いますし、皆さんが食べると
すぐなくなり絶えてしまいますの
で、食べないでください。
　それからタランボウです。タラ
の芽を採ります。素手のほうが感
覚が鋭敏ですから、トゲにもめげ
ずタラの芽を採って、即、天ぷら
にして食べます。これはおいしい
です。
　シイタケ狩り。私の山林には
今、2200本ぐらい原木シイタケを
仕込んでいますので、触れば採れ
ます。手を差し出して原木をなぞ
ると採れるぐらいです。皆さんも
見て知っているのでしょうが、シ
イタケというのは原木の上だけで
はなくて下のほうにも逆さにかさ
が開いて生えるのですね。それら
も視覚障害者の方はなかなか経験
する機会がなくて、「シイタケも
逆さまに生えるんだね」と言われ
ます。
　ミズです。こんなにたくさんあ
ると視覚障害者は手で触って問題
なく採れます。これを採って、湯
がいて、からしじょうゆで食べる
と最高です。みずみずしくて、体
がきれいになったような感じがし
ます。
　これはたんぽ。切ればきりた
んぽですが、切らないのは「たん
ぽ」と言います。全盲の女子にた
んぽの串をつくってもらう。危な
くないですよ、位置関係は分か
りますし。その代わりきれいな串
ではないです。個性豊かな串で
す。それから地場産のクルミを割
って、中をむいて、すり鉢ですっ
て、たんぽのみそだれをクルミで
つくるのです。このたれの焼けた
匂いはとても香ばしいです。
　スノーシューを履いて野山を歩
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きます。これは全盲女子80歳の方
が初めてスノーシューを履いて歩
いているところです。このように
何気なく歩いていますが、皆さん
に先ほどお話をしたように、実際
は目隠しして出るところに（出口
に）行けないですよ。ここ（この
会場）だと出口に人が殺到して、
誰か下敷きになって、踏んづけら
れるのが関の山です。山では私
の後ろのポケットにラジオを入れ
て、それで誘導します。それを頼
りに歩いてくるのです。
　80歳の好奇心といいますか。先
ほども話をしましたが「百聞は一
触に如かず」。この（スライドの）
下に「触欲」と書いていたのを見
ましたか？　「触欲」は触る欲で
す。視覚障害者はみんな触って認
識するかというと、触りたくない
人、触れない人もいます。だから
いかにその人の好奇心を刺激し
て、触るように持っていくか。誘
導も、視覚障害者に慣れている人
は肩に手を置くということを分か
ると思いますが、皆さんは初めて
誘導するときに「危ない」と言っ
て抱きしめると思います。そうす
ると視覚障害者の方はびっくりし
てしまいます。ですから誘導の仕
方もあるわけで、そこも少し慣れ
ないとなかなかガイドはできない
です。
　スノーシューを履く。夏と比べ
て冬は転倒したときにより安全で
す。ですから私も夏ほど気を使っ
て誘導しなくても、後ろのポケッ
トにラジオを入れたぐらいですみ
ます。冬は楽ですし、転倒しても
心配ないです。
　全盲の女子の80歳。我々も年を
とると目が悪くなりますし、足は
言うことを聞かなくなります。彼
女は、全盲にもかかわらず80歳で

新しいものに挑戦しようという意
気込みは本当に素晴らしいです。
歌を詠んでくれました。「スノー
シューに操られながら歩み出し　
せせらぎの音　我を励ます」とい
う歌を詠んでくれました。
　これは3月に行ったメープルサッ
プ。メープルサップというのは、
カナダのメープルシロップはこれ
を煮詰めて40分の1にしたもので、
日本でもイタヤカエデやウリハダ
カエデ、カエデ類からはこの樹液
が採れます。視覚障害者の方は
スノーシューを履いて30分ぐらい
歩いて、現場まで行って、カエデ
の、メープルの木からもらった命
の水だという表現をしました。ま
ったくその通りです。本当に真の
水といいますか、そういう感じが
するメープルサップです。
　森の探検隊の感想文です。皆
さんは点字を見たことはあります
か？　点字で読み書きする事はと
ても大変なのです。6点が基本で点
筆で凹に押すか、点字機で凹を書
きます。読むときはひっくり返し
て凸を読むのです。ですから書く
と読むのは反対になるわけです。
こういう大変な事を先に紹介した
外国から来た留学生は、日本式の
点字を覚えて、3年間で医療専門用
語を覚えて、それで資格試験に合
格して母国に帰るのです。この人
たちの能力と努力、人間の持つ能
力は、素晴らしいと思いました。
　（80歳全盲女性は）「80歳にし
て生まれて初めてシイタケ狩りを
した。森の『探検隊』は山に戯れ
る喜びと幸せを感じさせてくれま
した」と。また、もう一人は「しば
らくして今度は白い花が咲いてい
た。私が小さい頃は雨ふり花と言
っていたものだ。二輪草と言うら
しい。濃いブルーのスミレも見つ

かり、遠い昔が蘇ってきた。まだ
色がはっきりと確認できたことが
とても嬉しかった」という感想文
でした。
　まとめです。山はそんなに仕掛
けをしなくて誰でも楽しむことが
できます。視覚障害者でも楽しむ
ことができます。特に今は2ｍ50ｃ
ｍの作業道を入れさせてもらって
いますので、だれにも邪魔をされ
ずに歩くことができます。森の探
検隊が視覚障害者の屋外に出掛け
る契機になれば私は非常にうれし
いです。ただ雪上の足跡ですが、
あれが素手で分かるというのは難
しいのです。なぜ難しいかという
と、体温でとけてしまうので、あ
れを認識するのは非常に難しいで
す。道や沢の音が季節によって違
うこと。言い換えれば道も声を出
します。踏んだ足音で｢ここはどん
な木が生えているのかな｣という
のが分かるというのですから、な
かなか面白いと思います。森は誰
でも受け入れてくれます。私は広
葉樹の山林でがっかりしたのです
が、こういうふうに誰かのために
少しでもお役に立てば、非常にう
れしく思います。その中でも一番
楽しんでいたのは私なのかなと思
いました。ご清聴ありがとうござ
いました。

（終了）
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シンポジウムB 　宮林　皆さん、こんにちは。今
日は、「山の日」のシンポジウム、
フォーラムということで、大変お
めでとうございます。念願の「山
の日」ができたということで、私
も大変喜んでおります。
　日本には森林がたくさんあっ
て、国土の70％近くが森林です。
「山」という言葉は、農山村で農
家の皆さんが「山に行ってくる
よ」と言ったときには「畑」を指
す場合もありますが、大体が「森
林」を指すのです。「森林に行く
よ」と言わず「山に行く」と言っ
ておりますので、「山」という言
葉は日本では、登山をするような
大きな山と同時に、森林も「山」
の中に入るものと理解をしており
ます。
　３名の先生方からお話を伺いま
した。その中で共通していること
は、森林の持っている機能がいか
に素晴らしいものかということが
分かったと思います。私たちは、
森林機能となると最近は地球規模
の環境問題の中で、CO2の吸収・
固定とか、あるいは国土防災や水
源涵養とかという比較的大きなテ
ーマを議論していたのですが、人
間の暮らしと健康にとって森林は
非常にプラスに働いている。私た
ちの健康な暮らしの背景にあるの
が森林の持つ機能であるというこ
とが明らかにされたと思います。
　その森林の価値についてもうち
ょっと深く、先生方に聞いていき
たいと思います。特に、上山さん
のところはほとんどが針葉樹で、
今は間伐の大事なときにあるけれ
ども、材価の低迷などで、森に手
が入らずに大変だという中で、山
で食えるような村をつくっていこ
うとしている。森林の経済的な展
開は分かるのですが、その地域の

人たちの暮らしにとっての森の価
値というものは一体どんなものな
のか、どのように評価したらいい
のでしょうか。
　上山　山というのはそもそも、
僕たちが子どものときからきちっ
とあって、おじいさんやおばあさ
ん、それからお父さんやお母さん
が植えて育ててきたというところ
がベースの部分にあります。これ
を一つの財産としてきちっと管理
をしていく。しかも、自分たちの
ときには経済的な価値はあまりな
いけど、将来にわたって、自分の
世代、その次の世代に適正に管理
してきちっと受け渡していくとい
うことが、そこで生きていく人間
の務めのようなところがあります。
　もう一つは、身近にあるもので
すから、自分たちがそこで作業を
やめてしまうと、その地域に対し
て環境とか、さっき国土の保全と
いう話がありましたが、災害を誘
発したりする側面も持っている部
分がある。住民の方が安全に生き
ていくためには、そういった部分
をやっていかないといけない。そ
れは価値といえるのかどうかは別
にして。
　あともう一つは、先ほど川又さ
んのお話にもありましたが、なん
らかの形で生態系が変わっていく
のです。うちの村でもすごくシカ
が増えて、クマも増えています。
今、間伐をして下草を生やそうと
しても、日が入って緑が生えそう
になるとシカが全部食べる。それ
ぐらい生態系も変わりつつある。
そういったこともそこを管理する
住民としてきちっとやっていかな
いといけない、というような、価
値とは違う部分で責任感というの
か、地域を守っていくという部分
があります。

パネルディスカッション

座長

宮林茂幸
東京農業大学教授

パネリスト

上山隆浩

今井通子

川又正人

宮林成幸（みやばやし　しげゆき）
長野県生まれ。東京農業大学教授。専門
は、森林政策学、山村経済学、森林レクリ
エーション学、村おこし論など。美しい森
林づくり全国推進会議事務局長、東京都・
神奈川県の森林審議会委員、多摩川源流
大学運営委員長、世田谷川場ふるさと公
社「里山自然学校長」など多様なセクター
で、森づくりや地域づくりの再生を進めて
いる。
主な著書：①「森林レクリエーションとむ
らおこし・やまづくり」単著（全国林業普
及協会）、②「森林教育のすすめ方」共著
（全国林業普及協会）など多数
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　宮林　おそらく地域の人たち皆
さんは若いころ、山の中に入って
いろいろなことを経験していると
思います。薪を採ったり、山菜を
採ったり、あるいは子どもたちは
いろいろな遊びをしたりというこ
とで、暮らしや遊びの中で山との
つながりがかなりあったと思いま
すが、今はどのような状況にある
のでしょうか。
　上山　今は、暮らしの中で山
というのはほとんどなくなってし
まって、子どもたちも、最近はあ
あいう形でやってくださっている
のですが、以前はテレビゲームが
多かった。子どもたちが山の中に
入って公園を考えたりするという
のは最近のことですし、まだまだ
一般的ではないし、ご家庭でもそ
んなに山の話をすることはないの
で、そういった部分をベースとし
ていろんな政策の中で考えていた
だくような形をとっているという
のが現実です。
　宮林　ありがとうございます。
まさにそれを裏付けたようなお話
が今井先生からあったと思いま
す。都市では体がどんどんと自然
に悪くなっていく、1カ月に2回ぐ
らい森林に入るとだいぶ回復力が
あるというようなお話がありまし
た。今井先生、今のお話を聞くと
地域の人たちもあまり入っていな
いそうです。でもそこにいればい
いのですか？　暮らしていること
でもNK細胞は活性化するのでしょ
うか……。
　今井　データとしてはザックリ
とした広範囲なものですが、県レ
ベルでデータを採りますと森林率
の高い県は癌（肺癌・乳癌・子宮
癌・前立腺癌・腎臓癌・大腸癌）
の死亡率が低くなっています。ビ
ッグデータでもっと細かく採る予

定はありますが、INFOMはそんな
にお金がないので先の話になると
思うのです（笑い）。ですから、
現場の近くに住んでいらっしゃる
方々は、今さら森に入らなくても
長寿の方が多いと思います。
　私どもは、国際的な医学会
INFOMで研究者らのデータを把握
していますが、一方でNPO法人森
林セラピーソサエティで国内の森
林セラピー基地の認定をしている
のですが、先ほど57カ所あると申
し上げた認定済みの森林セラピー
基地では現役時代は都市部で仕事
をされて60歳ぐらいになって戻っ
てこられたUターンの方や、若い
人に多いですが、Iターンの方とか
が森林セラピーガイド、もしくは
森林セラピスト資格を取られ森に
入ってこられたりしています。ず
っと体に害があるところにいたの
に、戻ってきて、毎日そこで仕事
をされることで健康も一緒にもら
っちゃうという、すごい得なこと
をやっている方もそこそこいらっ
しゃいます。
　宮林　日本のこれからの社会を
見ますと、少子高齢化社会に向か
っていくということがあります。
ということからすると、ふるさと
回帰ではありませんが、ふるさと
に帰っていくことによって、一カ
月に1回ないし2回くらいは、良い
みどり環境の中で健康を回復しな
がら暮らし、そして日常性か戻る
ような生活循環を考えますと、地
方創生と森林セラピーを組み合
わせ、その中に人間の健康再生と
いうようなところにも結び付ける
と、大変健康的な森林（山）の利
用につながるといえます。
　今井先生がおっしゃるように森
林はいろいろな機能を持っている
のですが、先生からみた森林の価

値というのは、かつて森林はまさ
に「天然のホスピタルだ」という
言い方をされましたが、それに間
違いはないですか。
　今井　そうですね。私たちの力
不足でまだ人間に対する健康維
持・増進に関する森林の効力の全
部が解明できてはいませんが、と
いっても、科学なんて自然の2％ぐ
らいを解明できたらいいところで
すが。その範囲でいいますと、ホ
スピタルまではいかないですが、
保健所ぐらいまではいっています。
　今までは皆さんが一番心配して
いらっしゃるようなメタボリック
シンドローム等の生活習慣病に対
してストレスの緩和や、血圧の正
常化機能等は予防医学に有効で
す。今、宮林先生が高齢社会とお
っしゃいましたけれども、これか
ら先は高齢者の認知症に対する森
林の持つ寄与部分にも注目する必
要があります。実際になる方は全
国民の3.2％ぐらいなのでそんなに
心配はいらないのですが、なって
しまった方にとっては100％ですか
ら、これはならないほうがいいわ
けです。
　こういう認知障害の方には五感
を駆使することで脳を活性化させ
る事が有効とは考えられます。先
ほどのお話に目隠しをしたらうん
ぬんというお話がありましたが、
健常者は目が87、88％情報を得
て、それで行動を決めているので
すけど、目が見えなかったらどう
するかというと、耳で音をキャッチ
するとか、鼻で香りを探るとか、肌
への風の触れ方でも太陽の光の暖
かさでもいいのですが、それらを
複合的に駆使しフォローできる。
全体を駆使して人間は自分の行動
というものを決めているのです。
しかし都会にいると、人工の光が
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必要以上にまぶしかったり、ヒー
ターとかクーラーとかで温度を肌
で感じることも鈍ってしまったり、
香りも街の雑多なにおいで判断力
が全体的に鈍ってしまう。
　それを元へ戻すという意味で、
森林の中へ行くだけで認知障害に
対してもかなり有効なのではない
かという予想の下、今の次の実験
に入ろうとしているところです。
科学のほうが追いつかないほど、
千差万別、多岐多様の能力を森林
は持っています。
　宮林　森林は千差万別で、多様
であり、まさに森羅万象、全ての
元に関わる機能を持つということ
です。今、「五感」という言葉が
ありましたが、川又さんのところ
は触るという、まさに五感をうま
く使いながら森林体験を展開をし
ていますけれども、今もお話があ
りましたような、目が悪い方が触
るなかで一番気をつけなければい
けないこと、あるいは森の中に入
って何に一番関心を持って接する
のか、その点についてお話いただ
けるでしょうか。
　川又　認識するのでは触覚が
一番大切だろうといわれてもいま
す。例えば小さい赤ちゃんは母親
にしがみつくといいますか、それ
は命の危険を感じてしがみつくの
でしょう。触覚はある意味で原始
的な感覚ですが、非常に有効な
感覚だと私は思っています。それ
で、できるだけ物に触って認識し
てもらう。そうすると、テレビゲ
ームなんかのバーチャルな世界
ではなく、私たち人間が進化して
きた過程で受け入れたり捨てたり
したものがいっぱいあるのでしょ
うが、その中の統合性といいます
か、そういう感覚も受け継がれる
のかと。今井先生を前にしてそん

なことを言ってはなんですが、そ
んな感じを思っています。ただそ
れはあくまでも私の感覚ですから
間違っているのかもしれません。
　宮林　私たちは今、断片的にい
ろいろなものに触りすぎていて、
例えば、テレビゲームとか、ある
いはパソコンというのはそのいい
例で、部分的なパーツをつなげて
いくということはうまくできてい
ると思います。ところが一つのも
のをトータルに、例えば、自分の
体についてトータルで感じとるこ
とができるかというとうまくいか
ない。ところが、森の中での体験
は、一つのものをトータルに、全
体がつながった統一的な観点でふ
れあうことができる。それが、森
の中で体験できるすばらしさだと
思います。今井先生、その辺につ
いては医学的な立場からどう評価
できますか。
　今井　言い切れないというか、
データがまだはっきりないのです
が。脳の構造として、まず視覚、
聴覚、触覚、味覚というのは1回
中央部のところにある記憶の中枢
のところに入って、そこから辺縁
に出ていくのですが、嗅覚だけは
直に辺縁で、次の行動がすぐで
きるというふうにできているので
すね。多分それは動物であるとき
に一番危険性を感じるとき。人間
も昔は立っていなくて動物として
は草むらの中にいたかもしれない
ので、見えないような状況のとき
でもにおいだけはするから、相手
のにおい（で次の行動がすぐでき
る）。襲ってくるにおいか、餌に
なるにおいかみたいな、それだけ
はすごく早いのです。それを考え
ると、今おっしゃっているゲーム
とか目で見て触るだけみたいな二
つだけのもので頭の中で考えて

は、頭がもったいない。
　宮林　脳と五感を働かせるとい
うことですね。
　今井　人間の脳というのは、指
示待ち症候群なのです。指示して
くれたらなんでもやろうとして待
っている。待っているのに一部だ
けを駆使してしまうと、ほかが疲
弊してしまうのです。
　宮林　そういう意味では、これ
からテレビからにおいが出てくる
とか、ゲームからにおいが出てく
るとまた違う感覚があるというこ
とになりますが。まさに森林の中
に入れば、トータルとして感じる
ことが可能となるので、テレビや
ゲームあるいは日常的な生活で感
じることができないことを体験す
ることにつながると思います。
　森林の価値という問題につい
ては、今井先生が言っているよう
に、具体的なところは科学的に分
析しなくてはならいというのはそ
の通りですけれども、今私たちが
分かるところでいうと、人間の健
康、そして人間の活動・行動に対
して相当大きく影響があるのは間
違いないといえるのではないでし
ょうか。
　養老孟司さんがこんなことを言
っています。「千差万別、たくさ
んの動物がいるけれども、森から
逃げていって、森を痛めつけてい
るのは人間だけで、ほとんど森の
中で暮らしてがんばっている。そ
れは全部森の機能を賢く使い、う
まく循環させながら、森とつきあ
っている」という話をしているの
です。まさに私たちはその点につ
いてもう1回考え直しながら、森の
価値を科学的にサーベイ、つまり
科学的に明らかにしながらつきあ
うことが必要だと思います。
　次に、森から木材に移りたいと
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思います。上山さんのところでは
木材をふんだんに使うプロジェク
トをたくさんつくっています。木
材に対しての価値についてどのよ
うにお考えですか？
　上山　木材を使うというので
は、さっき先生からもありました
が、生涯木育というのを一つのテ
ーマに掲げています。赤ちゃんに
おもちゃを最初に渡したときは、
赤ちゃんは遊ばないです。なめる
とか、食べる。食べるというのは
おかしいですが。大人が思うよう
な遊び方は赤ちゃんはしないで
す。だから発想は自由で、五感で
楽しむみたいなのがある。そうい
ったところから始まって、当然健
康もありますが、おもちゃフェス
ティバルなんかをやると、お父さ
んやお母さんが子どもさんと一緒
に来られていても、スマホなんか
は一切見ません。子どもさんと2時
間でも3時間でも遊んでいる。公園
で見るお母さんは子どもだけ遊ば
せて、自分はスマホをしていると
か、結構そういう姿があるわけで
す。単純に木材の価値というより
も、そういったような一つのコミ
ュニケーションとか創造性とか、
そういったものをつくっていくと
いうのが事業の中の一つの価値で
もあります。
　それから子どもたちが木材の中
で勉強すると、一般的には精神が
落ち着いていいところもあります
が、地域のこととか環境のことを
考えていくことに進んでいく。単
純に木材だけが持っている価値で
はなくて、社会的な価値とか副次
的な効果が非常に大きいので、そ
ういう意味で木材をかなり使って
いるというところがあります。
　宮林　木材を使うということ
が森林にとっていいということ、

そして森林にとっていいというこ
とは、結果的に環境を良くする。
環境を良くするということは、水
を良くしたり国土を守ったり、そ
して我々が入りやすい森をつくり
あげていくということにつながる
と思います。先ほどの話だと、大
半はスギ・ヒノキが植わっている
ようですが、将来的にどんな山に
しようなどという目標はあります
か。
　上山　あります。まず、財産も
ありますからきちっとした優良材
はつくっていく。しかも、先ほど
見ていただいたような写真ではな
くて、環境にきちっと配慮した山
にしていく。それが保水力を高め
ていったりと。山がベースで土も
水も全部出てくるのですね。なの
で、山を一つきちっと整備してい
くということで水も空気も土もす
べて生き返りますので、それがま
ずベースです。だから、山を一つ
の経済林として捉える部分できち
っとしていきますが、そういった
ものに耐えられる美しい環境の山
というのも一つのテーマになりま
す。そういったものが一つのビジ
ョンとしてあって、間伐とか道と
かそういったものを入れていく。
　どうしても経済林にならないぐ
らい上の高さのところまで植えて
しまっているのです。そういうと
ころはどちらにしても木を出せな
い。そういったところは、さっき言
いました生物多様性に配慮して広
葉樹林に切り替えていくというよ
うな形で、生き物に対する考え方
というのも持って、山に人間が入
っていくことでそういったものも
また楽しめるというような形のビ
ジョンを持って山づくりをしてお
ります。
　宮林　地域の一つの目標に向か

ってつくりあげていくということ
が大事だと思いますが、やはり拡
大状林では植えすぎたところがあ
りますので、その点については、
経済林と環境林などいうようにす
こし整理をして、長期的なデザイ
ンの中で修正を加えていくという
ようなお話でした。
　川又さんも入ったら広葉樹がす
ごく大きくなっていて、よくよく見
たらその広葉樹林や森林には宝が
たくさんあるとおっしゃっていま
したが、実際に活用するときには
どんな山（森）が一番いいのでし
ょう？
　川又　林業をやっている立場
から言えば、林業というのは単に
木を伐ったり売ったりするのでは
ないのです。皆さんは立派で太い
木が良いと思われるでしょうが、
林業では搬出しやすいところが勝
負になるのです。そんな立派な木
じゃなくてもいいのです。ですか
ら、奥のほうは、今お話をされた
ように山の上のほうは出せないで
すから、広葉樹といいますか、多
様性を求めたほうがいいのかなと
思います。ですから私の頭の中に
は、そのバランスですね。経済的
にいい山と環境的にいい山のバラ
ンス。山林に負荷をかけないその
バランスをいかにうまくとってい
くか、それが今の私の命題です。
　宮林　まさに地域の現状を踏
まえて最も使い勝手のいいバラン
スが重要ということでした。木材
を出すためには道がなくてはいけ
ませんので、搬出がしやすいとこ
ろが林業には経済林として一番い
いわけですが、山の頂まで植えて
しまっているところは修正してい
く、そうでないところはうまく頃合
いを見ながらといいますか、使い
勝手を見ながら整備していくとい
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うところに重点をおいて森林整備
を進めておられる。その結果でき
あがった山（森）は、おそらくどん
な山でも、宝が沢山ある。それは
人間と接していく上で、非常に大
きな力になるといったお話でした。
　今井先生が進めている森林セラ
ピー基地の中における森林には多
様な森林があると思いますが、そ
れは針葉樹林であって、広葉樹林
であっても別に関係ないのですか。
　今井　混淆林が一番いいです
ね。針葉樹もあり、広葉樹もあ
り、照葉樹もあり、灌木もたくさ
んあってと。それぞれがそれぞれ
に役割が違いますので、その役割
のすべてが人間には必要です。一
時、針葉樹を迫害するような運動
－－「広葉樹の森をつくりましょ
う」、言いたくないのですが「広
葉樹の中でも○○椎」みたいな、
一種類を「広範に植えましょう」
という方向にいったことがあるの
ですが、宮林先生がおっしゃるよ
うに多様の森、多様にあることの
ほうが人間の癒しにとっては良い
です。
　広葉樹は秋になると葉が枯れま
す。針葉樹と照葉樹は冬でも葉が
茂っていますので年間を通して新
しい空気、O2をつくってくれるの
は、これらです。揮発性の物質、
フィトンチッドといわれる香り物
質も一年中ずっと出しているのは
針葉樹や照葉樹ですが、針葉樹
の研究で、新芽の頃から7月頃ま
での精油量は徐々に多くなります
が、秋から冬には減少します。皆
さんは「針葉樹は葉っぱが細くて
駄目じゃないか」と言われるけれ
ども、松の葉っぱでもすっと縦に
切ってぴっと開いたら、細い葉っ
ぱも広葉樹と同じぐらいの面積が
ある。雨が降ったときは針葉樹の

森のほうが広葉樹の森より雨に当
たらない。というようなことで現
場へいらしていろいろ体験される
と、全部が全部大切なんだと気が
ついていただけるのではないかと
思います。
　宮林　まさに私たちは古くから
里山文化というものを受け継いで
きています。里山の中には広葉樹
が主体的にあり、薪や炭など暮ら
しのエネルギーを生産していまし
た。その裏山、もう一つ後ろの山
に針葉樹を抱えており、家の改築
などの時に活用してきました。こ
れは奥山と称しましたが、その里
山と奥山を機能的にうまく活用し
ていました。そのさらに奥には岳
とか峰と呼ばれる山があり、神様
が降臨するところということで聖
域でありました。まさにそのよう
な山の利用において私たちの先
祖は、森や木さらには森からの産
物、いわゆる山の恵みをうまく活
用してきておりました。そうした
関係が私たちの健康増進や健康
促進に、あるいは暮らしの文化を
形成するのに役立ち、計り知れな
い効果を享受することができまし
た。こうしたことが今になってよ
うやく多くの人に認識されるよう
になってきました。
　ところで、本日は、「山の日」記
念ということで、このパネルディ
スカッションのテーマは、「新し
い森林の創生」であります。おそ
らくこのテーマは、今、森林・林
業については、木材価格が大きく
下落して採算が合わずに低迷を続
けており、益々厳しい状況にある
という中で、森林が放置されてい
る。その放置されている森林を再
生することで私たちの健康的な暮
らしをはじめ、国土保全や水源涵
養など、国民の暮らしと国土環境

を再生していく。そういう手段に
この「山の日」が、一つのきっか
けにならないかという考え方があ
ると思います。そのようなかで本
日は大変プラスになるような色々
なお話があって、これを一つずつ
施策化していけば健全な森林創生
が見えてくるのではないかと思い
ます。
　さて、そういうなかでずばり
「新しい森林の創生」と言ったと
きにどんな手法・方向を持って、
あるいは森林整備に関する全体
的なフィロソフィーをどのように
持っていったらいいかということ
をお話していただきたいと思いま
す。まず川又さんからどうでしょ
うか。
　川又　私は森づくりは人だと思
います。どんな森も国民や県民か
ら支持されない限り、これはでき
ません。ですから私は森づくりは
人材といいますか、人づくりだと
思っています。
　宮林　川又さんのところは、人
材育成というのは具体的にやって
いらっしゃいますか。
　川又　気の遠くなるくらいやっ
ています。
　宮林　学生さん達も入ってい
るのはそういうことなのでしょう
ね。ありがとうございました。上
山さんはどうでしょうか？　上山
さんはちょっと視点が違うかもし
れませんけど。
　上山　ちょっと違うかもしれま
せんが、まず山を広く皆さんに知
っていただくということが非常に
重要なのかなと。こうやっていっ
ぱい来ていただいて話を聞いてい
ただきながらですが、森林そのも
のは岡山県にも東京都にもありま
して、活動というか、目指すとこ
ろはみんなそんなにずれていない



55

と思います。アプローチの手法は
違うと思いますが。さっきも川又
さんも言われましたが、そういっ
たところを実態として見ていただ
いて、広く理解をしていただいて
支援をしていただく。
　そういった形で地域を応援して
いただくという形が広がってくる
と、変な言い方ですが、先ほど4K
と出ましたが、きつい・汚いの4K
ですけれども、今、森林作業をす
る人は「作業員」という位置づけ
なのです。でも「フォレスター」
なんですよね。だからそこがやっ
ぱり。ちょっと視点をみんなで変
えて、本当に環境に優しく、地域
を守っていったり、国土を守って
いくためにやっている仕事なんだ
と。そういう位置づけにちょっと
変えて、価値をつけていくという
ことをやっていくことがこれから
の森林の創生には欠かせないこと
だと思います。
　宮林　今、たくさんの若者たち
が、森林の現場に入っていってお
ります。この２、３年ほどは、全国
でおそらく1000人を超す若者が入
っていく状況がありますので、か
なり大きな力になっていると思い
ますが、これを持続していくとい
うことが大事であると思います。
持続していくには各自がステータ
スを持って、「自分は最高の職に
ある」ということに対する評価を
周りの社会からも押し上げてあげ
ないとなかなか厳しいところがあ
るのかもしれません。具体的な問
題もあると思いますが、今日はそ
のことは議論の外ですのでまたい
ずれの機会にするとして、そうい
う仕事に対するステータスや意気
込みをどのようにつくり、評価す
るかが非常に重要なのだろうと思
います。

　今井さん、一つ聞きたいのは、
ちょっと話はずれますが、スギ花
粉で苦しんでいる人がいる。「森
は大変いいんだ、すばらしい」と
いうのは間違いありませんが、一
方で危険とか危ないというところ
もあると思うのです。そういった
ところとはどういうふうにコミュ
ニケーションをとっていったらい
いのか。
　今井　最初に申し上げたいの
は、スギ・ヒノキ、なんでもいいの
ですが、花粉はそのものだけでは
花粉症は起こしません。複合的に
NOxやSOxが（窒素酸化物や硫黄
酸化物が）、いわゆる車が出して
いる排気ガスとかとミックスをし
たときに悪さをします。というこ
とがまず一つ。
　森の営みを悪さだと思うのは、
人間の使い勝手によってだと思
いますから、人間のほうがそれに
対する防御をするのが当たり前
です。先ほどのお話の中でも、ス
ギ・ヒノキだけの森にしておくと
崖崩れが起こりやすいのは根っこ
が横に張りませんから、それで土
をかんでくれないので、災害にな
ってしまうのだけれども、直根だ
けではなくて、根が横に張る木が
間に入っていれば崖崩れは起こら
ないわけです。それはもともとは
自然がやってくれていたことなの
で、自然に戻せば治りますよね。
　私たちは森林セラピーをやって
いますが、セラピーロードはなる
べく石ころがゴロゴロしている所
や赤土、ずるずる滑る所はウッド
チップを敷いたり、木段・板張り
等で整備していただいています。
せっかくストレスを低減しに行っ
ているのに、足元に注意を集中す
るストレスは避けたいので。岩や
石、滑る赤土でもバランスよく歩

く事も身体能力を高める一つの行
為となる山登りとは違いますので。
　先ほどおもちゃの話が出ました
が、人間が手で持ったとき、同じ
温度だけど金物を触ると冷たい、
木材を触ると温かい。という事は
実験で分かっています。
　というようなこともあるので、
いろいろ木を使って森の中も整備
していくと、例えば子どもさんが
走って転んだときに膝も擦りむか
ないし、ごっつんとぶつけたとき
に、変な人工でつくった木の格好
をしている棒－－あれはプラスチッ
クですか、ありますよね、ああい
うのではなくて、本物の木にごつ
んとぶつかってもそんなにけがを
しない。木を使ったほうが安全性
も高まります。要は、木が悪さを
するのではなくて、こちら側の思
いがきちんとしていないと悪さに
なってしまう。
　宮林　なるほど。悪さとは、身
勝手がまずいんですね。森や山を
知らないままに入って得手勝手な
行動をする。良くありませんね。
　さて、新しい森林の創生につい
てですが、先ほど山に入ったらお
金を落としてくださいというお話
がありましたが、森林セラピーな
どではうまくいく事例もあります
が、それは別として、全体に森林
を創生していく場合の具体的なア
イデアはないですか。
　今井　要するに、人間というの
は欲深いから自分のためになる
と思ったらお金を払う。セラピー
ではなくと言われると非常にきつ
いですが、セラピーじゃなかった
ら、地元の方々には都会の人が何
かしたいなと思うことを造ってい
ただければ、そこにお金を持って
いきます。
　日本が世界とずれているなと思
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うところは、ボランティアならボ
ランティアと、そういう一つの言
葉が出てくると、一億総ボランテ
ィア活動しなくちゃいけないと思
ってしまうのです。ですが、ヨー
ロッパをはじめとした各国、アフ
リカも含めてヨーロッパからいろ
いろ学んだ国々は、特にフランス
がそうですが、「あの人がこれを
やるなら私は別なことをやろう」
と考えるようです。
　結局は、目的が決まっていれば
それに沿った何かをやればいい。
自分たちのために森林がいっぱ
いあることが目的だったら、即ち
「森林化社会をつくろう」と思っ
たら、その目的に合う事は種々あ
ると思います。
　例えば、自分は汗水垂らして作
業はしたくないと。でも、お金を
持っていけば地元の人にお金が落
ちて、税金が地元に入って、その
税金で森林が整備できる。その先
のことまでを考えると循環型の社
会になりますよね。森が自分で自
生し循環しながらやっているとこ
ろに人間が変なことをしてしまっ
たのだけど、人間がそこの一員と
して循環の中に入ろうとしたら、
お金を落とすしかない。それをや
ってあげられる。「いや、お金は
ない。でも行ってあげましょう」
という人たちはボランティアをし
にいってもいい、仕事をしにいっ
てもいいとは思いませんか。
　最終目的の「森林化社会」をつ
くりたかったら、その入り口はい
っぱいあると思うのです。でも、
今まではそれをこういう卓上にい
る人たちが都会で考えている。そ
れでは駄目で、現地にいる人たち
も真剣に自分で考えてほしいの
です。そうすると都会の人たちは
現地の人に従って、「じゃあ、こ

ういうふうにしたほうがいいのか
な」と思って、行くようになります
－－ということがもともとの考え方
です。
　但し、現地の人はそれが当り前
で気がつかない場合があります。
森があるところの人が気がつかな
い場合には私のように、例えば、
行ったときにおにぎりが2個しかな
かったから「森林セラピー弁当を
つくってください」と言う。向こう
の人たちは地元のものが自慢なの
です。だから自慢の品をいろいろ
入れた、地産地消のお弁当をちゃ
んとつくってくれるのです。それ
をみんなが食べて、ちょっと高く
て1000円でも、それがランチにな
ると1500円になっても、みんな食
べにいく。そういうふうになって
くると、今度は地元の人がちゃん
と考えて、JRさんに言えば「じゃ
あ、駅弁にしましょうか」、コー
ポさんとか色々なところに言えば
「じゃあ、そこで出しましょうか」
ということになる。
　今まで自分たちでやってきたこ
とでは、まず第1に都会人の気付
きの無さへの対応。国有林も含め
てですが、森は誰かの持ち物なの
に、ただで入って当たり前、都会
で買ったおにぎり等を持っていっ
てごみだけ捨てて帰ってきて当た
り前と思っている人たちがいる。
それに輪をかけて、ジャーナリス
トが「森の中で何か適当なこと
をやってもうけようとするやから
がいる」ということを書いたりす
る。この循環がまずはバツです。
都会の人は、お金を持っていって
払ってくるのが当たり前だという
感覚。
　ということと、セラピーは健康
がもらえるけれども、それ以外に
観光で行った場合には、紅葉の季

節、花の季節、その美しさがもら
えるとか。民俗－－そこの森を持っ
ている人たちが持っている民俗も
もらおうと思えば、いくらでももら
える。特に昔の家具なんかですご
く高級な家具とか、見にいっただ
けで楽しくなるような物とか、そ
ういうものもあります。そういう
観光もできます。
　一方で、地元の方にちょっと努
力をしてほしいのは、「まあ、いい
か」、「そこそこもうかっているか
ら」と楽な生活をしないで、ちゃ
んとみんなでチームを組んで、都
会の人が来るような作戦を立てる。
　セラピー基地の場合はこういう
ふうにしています。まず行政の方
が地元の人を説得するのです。そ
こに民間が協議会やNPO団体等を
くっついていって、次はこれをや
りますと。民間がやると初めから
言いに行くと、みんな信用しない
そうなので、行政が先に行って言
うと信用するそうです。その後を
民間に任せてやると、民間の人た
ちが一生懸命やる。その辺の説得
もあるので、4Kは今は７Kぐらい
まで来ているのですが、いろいろ
とやり方はあると思います。
　宮林　「森林化社会」とおっし
ゃっていましたが、「山の日」を
起点にして私たち全員が森林を
よくするんだ。それは自分のため
でもあり、次の世代のためでもあ
る。そのためにはお金を負担して
も良いだろう、「応分の負担は当
然だよ」－－という話ですね。
　都市の皆さんと農山村の皆さん
が同じ目的を持ちながら、同じ考
え方を持ちながら、よくするとき
にはwin-winの関係をどうつくって
いくか。交流とか連携とか、都市
交流とか山村交流とか、あるいは
企業交流とかいろいろな活動が進
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められていますが、森林や林業あ
るいは木材や山村などに共通の理
念を持ち、自らのため、次世代の
ために山を大切に守ることが大切
であるといえます。ところで上山
さん、都市と山村が交流とか企業
との交流による山（森）づくりな
どが参加になってきましたが、そ
れについてはどのように評価され
ますか。コメントはありますか。
　上山　今、先生が言われたよう
に、田舎側が都会側に「こういう
プラン」とか「こういうもの」と、
要するに都会の方や企業に提供で
きる内容をつくって出すというの
がベースだと僕も思っています。
　さっきのトビムシさんも東京に
会社があって、森の学校さんもま
ず都会の方の感性というもので都
会をフェーズにしているので、地
域の採用はほとんどなかった。全
部Iターンで、東京のほうから来ら
れる方ばかりなのですが、そうい
った方を中心に、本当に売ってい
けるもの、来ていただけるものと
いう企画・商品をつくって提示す
るということは絶対にやらないと
いけないことだと思っています。
　先ほどウッドスタート事業が
ありましたが、今、東京の会社と
ウッドスタート事業をやっていま
す。東京の会社の従業員さんにお
子さんができたときに西粟倉の木
のおもちゃを、西粟倉の村民と同
じように、東京の会社が福利厚生
で東京の会社の社員さんの子ども
さんにあげる。そのおもちゃを西
粟倉が提供する。併せてそういう
木育広場をその会社につくってい
く。提案できるものを都会のニー
ズに合わせて地域がどんどんつく
っていくことで、そこに経済が起
きて、木材が利用されていくとい
うような形をつくる。

　ファンドもそうです。ファンド
の方というのは応援ファンドなの
で、地域がどう変わっていくかを
自分のお金で見に来られます。東
京から1泊2日で、泊まりも含めて
ツアーにすると6万円の費用をご
自分が払って西粟倉に来て、現地
を見たり山を見たりしていく。た
だ、来たときに放っておくわけに
はいきませんので、そこの対応は
きっちりとやる。そういう形で交
流を進めていく。
　さっき先生が言いましたが、待
っていて来るものは何もないの
で、常に前向きに提案していく。
きょう、私がここに来させてもら
っているのは、皆さんに西粟倉を
知っていただいて、ぜひ来ていた
だくとか、床張りファンドを使っ
ていただくとか。一つの仕事で来
ています。そういう意味で、いろ
んな話題を提供していくというこ
とは必要なことだと思っています。
　宮林　ありがとうございまし
た。さすがに観光課長ですね。
宣伝しておりますので、ぜひ西粟
倉に行っていただければと思い
ます。まさにその通りだと思いま
す。川又さん、交流という関係に
ついてはどうでしょう。
　川又　私は盛岡に帰ってまだ2年
とちょっとなので、林業の施業の
仕方というのか、神奈川と全然違
うものですから、まずそこを私は
今のところ固めているというとこ
ろです。
　宮林　ありがとうございまし
た。もう時間が少なくなりました
が、フロアのほうから何かご質問
のある方はいらっしゃいますか。
せっかくの機会なので。今井先生
もいますので。個人的な疾病は困
りますけど（笑い）。よろしいで
すか。

　きょうのテーマである「新しい
森林の創生」ということで先生方
と議論をしてきました。本日はい
ろいろな提案が出てきました。そ
の提案を進めるうえで課題になる
こと、解決しなければならないこ
と、あるいは林野庁等に対する要
望などがありましたらご発言をお
願いします。まず上山さんからど
うぞ。
　上山　まず最大の課題は、山を
整備していくうえでは山を持って
おられる方の同意が必ず必要なの
です。皆さんの中にも田舎があっ
て山をお持ちだったり、山を持っ
ていることすら知らない方がいら
っしゃる可能性があります。西粟
倉の場合だと、今、村がとりまと
めをしている山主さんの数は1300
人です。1300人ですが、4割の方
が西粟倉以外にお住みです。し
かも、その方たちは60代とか70代
になってくるので、代が変わるの
です。その方の40代息子さんなん
かは山があること自体が分からな
い。というようなことで集約化が
遅れ、結局山が整備できないとい
うようなことも現実として始まっ
ています。
　なので、最大の課題としては、
皆さんが自分のところの山につい
て、田んぼもそうですが、田んぼ
も含めて、もう一度考えていただ
いて、自分で管理ができないよう
であれば、私どものようなやり方
をしているところとか森林組合
のようなところできちっと管理が
できるような形をつくっていただ
く。要するに、持っておられる方
の責任ですね。それはきちっと果
たしていただくというような気構
えをまず持っていただく。
　もう既に考えておられますが、
政策上どうしてもできない、分か



58

らないようなことがある。そうい
ったところは、公共の皆さんの環
境とか安全を守るために整備がで
きるというような方策を具体につ
くっていく、というようなところが
必要なのかなと思います。
　あとは地域のアイデアというと
ころを、広い意味で1本の政策では
なく、地域地域の個性にあった支
援ができるような体制があればい
いと思います。
　宮林　川又さん、どうでしょう。
　川又　専門的といいますか、込
み入った話になりますが、森林を
育成して、収穫は80年とか100年に
一度なんですね。ところが税金は
毎年来る。固定資産税、これには
まいってしまいますね。
　宮林　重要な課題です。了解で
す。今井先生、どうぞ。
　今井　日本はドイツ型の森林の
植え方を踏襲してきてしまいまし
た。先ほども「FSCの通りに」と
いうことで、外国のものばかりを
取り入れているところがあるので
すが、はっきり言って長い間森林
を育ててきながら、ドイツ方式は
失敗でしたよね。今使われている
FSCの規格は木材のための規格だ
から、森のためではない。あれで
いいなんて思うと、いい森はつく
れないと思います。そういう意味
では、できればオリジナルにと。
　本当のことを言うと、日本は亜
熱帯から寒帯まで全然違う種類の
木々を持っているわけだから、ロ
ーカル・ローカルで、皆さんのと
ころで地域の人たちが考えたルー
ルみたいなものを持つ。だけど地
域の人たちだけで考えると村社会
で小さくなってしまうので、それ
をどこかみんなのところで、政府
とかいわないで民活で、みんなの
ところで一回考える。「これはこ

ういう方法があってもいいんじゃ
ない」みたいにみんなで話し合う
と、お互いのいいとこ取りみたい
なことも、自分の地元にあったも
のもできる。そういうコミュニティ
ーをつくるというか、それが大切
だと思う。
　世界に対してもっとプライドを
持っていいんですよ。先進諸国の
中では2位か3位ぐらいの森林を持
っているのだし、その森林をそれ
だけ持っているというのは、自然
が豊か。CO2の吸収率を京都会議
のときに6％（削減）にしたが、
「森林を3.8％みてあげます」なん
て言われたぐらいの森林じゃない
んです。
　もちろん皆さんよくご存じだと
思いますが、森林には気候緩和機
能もあるし、災害防止というか、
大きな意味で水害だとか干ばつの
防止の機能もある。いろんな機能
があるわけで、それを多く持って
いるのが日本だから、もっと日本
がリーダーシップをとっていく方
向で考えたほうがいい。多種多様
な地域があって、多種多様なルー
ルがつくれるから、それをまた統
括した何かもう一つのもの、日本
式みたいなものを世界に発信でき
るぐらいにしていったほうがいい
と私は思います。
　宮林　ありがとうございまし
た。一つの結論が出たようです。
日本は素晴らしい自然と森林、山
を持っております。自信をもって
これを世界に出していく。そのた
めにはそれぞれの地域のありよう
を謙虚に、正しくきちっととわき
まえて、そしてそれをグレードア
ップし、森林科学にしながらステ
ップアップすることである。それ
は全員の参加論のなかでスタート
していけばいい。

　今、企業もCSRからCSVへとい
う、価値を共有しながらみんなで
つくりあげていこうという社会貢
献（協働・参加型）になってきま
した。それを進めるためには多様
なセクターが参加するプラットフ
ォーム型の展開が必要であり、こ
の山の協議会はまさにそういう場
にしていただいて、そこの議論か
らいろいろなアイデアを出しなが
ら、日本式、日本らしさの山、その
ための国民のかかわり方等が議論
されることを期待するものです。
　森林は、ある意味、生命の維
持装置であり、生命の源であると
ともに、生命全体を守っている大
きな装置で、それを守っていくの
が生命維持産業である林業であ
って、それを担っていくのが国民
であると考えます。山＝森林を守
るのは、山村民といいたいのです
が、今はもう国民全体の共通の課
題である。その課題をこの「山の
日」を起点に大きく押し上げて、
そして、今井先生がおっしゃった
「森林化社会」をつくりあげてい
くことが課題であると閉めたいと
思います。
　緑のシンデレラにお話を聞こ
うと思いましたが時間がありませ
ん。彼女は東京農大の現役学生で
す。うちの学生ですので、皆さん
よろしくお願いいたします。
　それではちょっと乱暴なまとめ
でありましたが、時間が来ました
のでこれで終わりたいと思いま
す。パネリストの皆さんにもう一度
大きな拍手をお願いいたします。
どうもありがとうございました。

（終了）
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メインテーマ

「山の日」と「山と自然の安全」第２部　3月29日
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　きょうは2日目であります。（メ
インテーマは）「『山の日』と『山
と自然の安全』」ということで、
Cのフォーラムということで皆さ
んにおいで願ったところであり
ます。本当にありがとうございま
す。来年8月11日には国民の祝日と
いうことでいよいよ実行されるわ
けです。昨年5月に決まりまして、
1年もたたないうちにこのようなフ
ォーラムができるということは、
やはり国民的な関心が非常にある
のではないかということかと思い
ます。
　武田信玄の「風林火山」とい
う、漢詩の中に「動かざるもの山
の如し」という一節があります。
今まで近代社会は動くものを相当
造りだしてきたわけであります。
飛行機、新幹線、大型客船、すべ
て動くものを人工的な手を加えて
造ってきたわけであります。しか
し、人間の生活というのはそうい
う人間が造りだしたものだけでは
満足しないわけであります。やは
り自然というものが大事ですし、
不動の文化、要するに動く文化か
ら不動文化、山のようにどっしり
構えている文化がまた必要にな
ってきたのだと思います。ですか
ら、「山の日」の祝日というは当
然あるべきものだと思っておりま
す。皆さんの本当に熱心な活動に
よりまして、これが制定できたと
いうのは、やはり皆さん方の日ご
ろの思いが天に通じたものと確信
しております。
　きのうのフォーラムは「『山の
日』と『地方創生』」という（メイ
ン）テーマで行いました。まさに
地方創生の潜在資源として山を使
っていくということも大事なこと
かと思います。
　きょう（のセッションC）は、

「『山の日』から『安全のための
地域整備を考えよう』」というこ
とです。素晴らしい山で、神々が
そこにすみかとして住んでいて
も、昨年の御嶽山噴火のように突
如としてすごいことになるわけで
あります。ですから、常に安全の
ための整備もしなければいけな
い、また安全のための教育もしな
ければいけないということです。
うまく山や自然を使っていくとい
うことも人間の知恵かと思いま
す。きょうは4名のその道のプロフ
ェッサーの皆さん方に安全のため
のお話を聞くことになっておりま
す。素晴らしい話になろうかと思
いますので、ご清聴をよろしくお
願いいたしまして、一言ごあいさ
つをいたします。本当にきょうは
ありがとうございます。

（終了）

シンポジウムC

「山の日」から
「安全のための地域

整備」を考えよう
藤原忠彦

主催者挨拶
全国「山の日」協議会副会長

藤原忠彦（ふじわら　ただひこ）
川上村長
全国町村会長
長野県町村会長
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シンポジウムC	 講演Ⅰ

山岳遭難救助の
現場から
宮﨑茂男

長野県警察本部山岳遭難救助隊長

　皆さん、こんにちは。長野県警
の山岳救助隊長の宮﨑です。き
ょうはこういう環境を与えていた
だきまして、ありがとうございま
す。先ほどの話ではないですが、
今日は非常に天気が良くて、こん
な日は長野県に来てもらえばいい
空気で気持ちが良かったのではな
いかと思います。私は今日長野か
ら出てきました。ちょっと時間が
あったので皇居の方面をぶらっと
してきまして、東京でも十分気持
ちがよかったです。朝から東京見
物をさせてもらってよかったので
すが、思いつきの行き当たりばっ
たりの行動でしたので、道に迷い
ながらここまで来ました。やはり
あらかじめ場所を調べ、地図を持
ち準備をしておかないと失敗をす
るのではないかと感じました。
　今回は遭難の現場の写真も見て
いただきながら、少しでも知識を
持ち帰っていただければと思いま
す。知識がつけば、今度は何をや
らなくてはいけないかということ
が分かると思います。そんな点で
少しでも参考にしていただければ
と思います。
　30分時間をいただきました。内
容は、遭難の発生状況等を少し
お話して、その後、救助活動の流
れをご説明します。あとは写真を
見ていただきながら事故の状況
をと。それから昨年御嶽山で大き
な災害がありました。現場状況も
見ていただきながら、自分たちで
はどうしようもできない場面に遭
遇するとなかなか対応は難しいと
思いますが、事前に意識を持って
もらうということも含めて写真を
見ていただきたいと思います。そ
れと今、長野県を含め各県や、国
で、イベントなどの、いろいろな
遭難の防止活動を始めています

ので、そんな点を少し紹介させて
いただきます。今回、私ども救助
する立場から二重遭難をなんとか
防ぎたいという考えもありますの
で、そんな部分も説明させていた
だいて、「山の日」を迎えていた
だければと思います。
　これは登山者の状況です。長
野県の数字で、ざっくりと登山者
の数を示したものです。この棒グ
ラフの一番伸びているのが北ア
ルプスです。やはり代表的は北ア
ルプスになります。これは御嶽山
とか浅間山とかそういう連峰とな
っていない山、いろいろな里山も
含めての山になります。そのほか
に、八ヶ岳とか後立山とか南アル
プス等になってきます。北アルプ
スは、特に槍・穂高連峰になりま
す。テレビ等でも非常に多く扱わ
れており、登山者にも魅力のある
山ということだと思います。
　登山者が増えている分、遭難も
年々増加をしました。ただ、昨年
は久しぶりに遭難の件数が減りま
した。去年は、特に槍・穂高連峰
は目立って登山者が減りました。
減った原因というのは天候が悪
かった影響かと思います。その部
分で減ったことが遭難の減少にも
つながったと思いますが、遭難は
今、全国的に非常に増えつつある
状態です。
　全国の発生の件数です。平成25
年では2000件を超えている状態で
す。ちなみに10年前は1300件とい
うことで、10年で800件ほど増え、
1.6倍に増えたということです。登
山者も増えてきていますが、今日
来ていらっしゃる方たちで私より
髪の毛の白い方が結構いらっしゃ
いますけれども、年配の方たちが
継続して登山をしているなかで、
一番は体力だと思いますが、衰え

宮﨑茂男（みやざき　しげお）
所属役職　長野県警察本部地域部山岳安
全対策課管理官兼次長（警視）
昭和36年7月9日、長野県上伊那郡中川村
に生まれる。長野県立赤穂高校を卒業し、
昭和55年4月に拝命。隊員歴は、昭和62
年4月以後、現在まで20年（累積年数）。
隊長としては、平成23年4月から現在ま
で4年間。
本部地域課において、所轄署、航空隊等と
連携を取り、救助活動全般を指揮してきた
が、3月20日に山岳安全対策課が新設さ
れ、同課で引き続き隊長を務める。
また、全国の安全登山講習会等で一般登山
者向けの講演を行っているほか、平成26
年4月からは、警察庁指定広域技能指導官
として、警察官の山岳救助技術の伝承等の
指導にも当たっている。
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てくるなかでの遭難というものが
割と多い部分になるのではないか
と思います。
　全国の遭難2000件の中で長野県
が占めているのかというと、14％
が長野県です。北アルプス等の高
い山を持っている、その山がまた
登山者の方たちには大衆化して、
長野県の遭難が非常に多いとい
うことです。長野県が全国発信も
含めて、防止対策をまだまだやっ
ていかなければいけないと思いま
す。ただ86％はほかの県で起きて
いるということを含めれば、長野
県だけではとてもできる話ではあ
りません。全国的に登山者の安全
意識を高めていくということが必
要ではないかと思います。
　これは救助の流れになります。
遭難した際に皆さんはどういうふ
うに通報すればいいのか、その後
どういうふうに救助されていくの
か、警察の仕組みを示していま
す。遭難者からすれば、今は携帯
電話の普及と通信エリアがどんど
んと拡大してきていることで非常
に110番が入りやすい状態になって
おります。110番の通報が6割から
7割近くになっています。今は皆さ
んの携帯電話には、位置情報が把
握できるGPS機能がついていると
思いますが、警察では110番を受け
ると、画面に地図がポンと出て遭
難者なり通報者がどこにいるかが
すぐに分かります。
　そして救助の段取りを始めま
す。管轄の警察署の救助隊員のほ
かに、長野県は遭難が多いので、
山小屋の人たちにも協力をしても
らい民間の救助隊が編成されてい
ます。民間隊員の出動費用は遭難
者負担ですが、民間の方にも協力
をしてもらっています。また、消
防救助隊も出動しております。

　これは日本山岳ガイド協会の
方たちが中心になってつくってい
ただいた「コンパス」の仕組みで
す。今日の岐阜県の講演の方もそ
うですが、登山届の必要性という
部分を含めて、遭難者がこれをや
っておいてもらわないとどうして
駄目なのか。遭難者が遭難した場
合に、ここで110番ができない、救
助要請が自分からできないという
状況になれば、警察なり消防に誰
からも通報が来ないわけです。最
後には下山してこない家族が心配
になって、家族から警察に連絡が
来るわけですが、家族が登山計画
を分かっていなければ、警察が捜
索願いを受けてもどこを捜索すれ
ばいいのか分かりません。「どこ
を探せばいいのですか」「どこに
救助にいけばいいのですか」とい
うことになってしまうわけです。
ですから、この計画書が必要なの
です。
　そのほかに計画書をつくる必要
性というのは、皆さん分かってい
らっしゃると思いますが、自分た
ちできちんと計画を立てて行動し
ないと失敗しますよということで
す。私が先ほどぶらっと皇居まで
行ってきたと。ここに来るのに道
に迷ったというのもそうなのです
が、ちゃんと計画性がないとそう
いう失敗になってしまいます。
　ここからは、救助現場の事例
を見ていただきながら、記憶に残
しておいていただければと思い
ます。これは北アルプスで遭難者
を背負って搬送しているところで
す。ヘリコプターでの救助活動が
主流になってきていますが、ご存
じの通り、山は樹林もあります。
高い山へ行けばガスもかかりま
す。風も強いです。いろんな条件
の中でできる救助活動をやるので

すが、ヘリコプターが駄目なら背
負って下ろさなくてはいけないと
いう場面がたくさんあります。
　次は穂高連峰の涸沢で、遭難者
を背負って、後ろから命綱をたぐ
りながら、遭難者と救助隊員が滑
落しないように活動をしておりま
す。車やヘリコプターで運ぶには
労力は要らないのですが、山はや
はり特殊な場所です。町部で具合
が悪くなった人を運ぶのとは全然
違うということです。
　次ですが、遭難現場は北アルプ
スみたいな高い山ばかりではなく
樹林の多い里山のほうがもしかし
たら多いのかもしれません。樹林
帯の中でもヘリコプターの救助活
動はしております。
　これは長野県の上田市内の樹
林帯の山です。ここで滑落があ
りました。このわずかに空いてい
るところにヘリコプターから隊員
が降りて、遭難者のつり上げをし
たのです。ここへ隊員が降下しま
した。ここが沢になっています。
沢でここをコロコロコロッと落ち
て、下まで倒れて落ちてしまった
という現場です。地元の消防隊員
が先に到着して、警察官もいます
が、先に地上の隊員が行って、応
急処置をしております。ヘリコプ
ターでの活動ですべてできるわけ
ではなくて、こうやって消防の方
たちや民間の人も協力して活動を
しています。
　ヘリコプターでつり上げるとな
ると、こういう樹林の中だと木が
邪魔になるのですが、わずかな空
間部分をぬって隊員が降りて、遭
難者を上げるということで、やは
り非常に命がけ。これは隊員も当
然訓練をするのですが、普通はや
る活動ではありません。救助活動
というのは、警察も消防もやむを
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得ずやっているのが現状です。
　もう一つ、救助現場です。これ
は北アルプスを代表する涸沢で
す。この下が涸沢。北アルプスの
北穂高岳から下ってくるルートの
途中で滑落をした遭難の現場にな
ります。遭難者は血だらけの状態
で、応急処置を取りあえずして、
コルセットもつけてあります。こ
こで対応をしてもらっているのは
警察官や消防ではありません。北
アルプスの高い山は警察官が常駐
しているわけではありません。天
気が良ければヘリコプターで行け
るのですが、それにしても時間が
かかります。そういう点で通報が
入って一番近くにいる山小屋の人
が協力をしてくれるシステムが出
来上がっているものですから、山
小屋の救助隊員に出動していただ
いて、こういう応急処置をしても
らっております。こういう厳しい
現場になりますと登山道上から滑
落してしまうという遭難が非常に
多いです。そういうなかで山小屋
の人たち、民間の人たちも命懸け
で活動をしていただいているとい
う現場です。
　これは消防のヘリになります。
機内に入れて、その後心臓のマ
ッサージをして、病院まで運ぶと
いうことです。病院まで向かう時
間は、10分もあれば病院に着きま
す。そういう点ではヘリコプター
で活動できれば対応は早くスムー
ズにいくのですが、やはりすべて
天気がいいわけではありません。
また、隊員のほうはそういうこと
で非常に危険な作業を強いられる
という状態です。
　これは動画と書いてあります
が、動画が動きませんので写真で
説明をします。現場の写真を見て
いただければと思います。北アル

プスの一番険しい部分になります
けれども、前穂高岳の岩場のルー
トで滑落した人の捜索救助です。
　通報は誰からもなく、家族が帰
ってこないという連絡のもとに調
べていったら、この下にテントが
張ってあった。ということで捜索
をしたら、この崖の下、沢筋で倒
れているのを発見。ただここが非
常に急な場所で、直接救助がで
きないということで、写真を撮っ
て、いったん航空隊に戻って、体
制を取り直しての活動をしました。
　この下が先ほどの遭難者が倒
れていた場所です。そこへ直接は
入れないということで、この上の
尾根筋、非常にやせた尾根筋です
けれども、ここへ隊員を降ろそう
ということで、ヘリコプターで隊
員を送り込みました。ここにワイ
ヤがついているのですけれども、
一人目の隊員が写真を撮ったので
すが、二人目の隊員が降りて、ヘ
リコプターがこの上で空中停止を
して隊員を一人降ろしたところで
す。こっちもこっちも崖、谷という
ことで、こういうわずかな場所へ
降りながら、自分たちの命綱をと
って活動をしております。
　4人の隊員が現場へ降りました。
遭難者はここに倒れております。
お亡くなりになった現場で、尾根
からロープを垂らして隊員が降り
て、現場へ向かいました。遭難者
の現場に行って、ここでお亡くな
りになっているものですから遭難
者を梱包して、最終的にはヘリで
つり上げました。
　こういう岩場では落石も非常に
多いです。落石というのはあまり
意識はすることはない方もいます
が、北アルプス等は落石の事故も
毎年何件かあります。そういう点
では、自分は大丈夫でも上からの

不可抗力という場所もやはりたく
さんあります。
　次は、これは冬の遭難現場にな
ります。記憶にありますか。八ヶ岳
の阿弥陀岳ですけれども、今年大
学生が二人、八ヶ岳でお亡くなり
になりました。最終的には雪の下
で発見ということなのですが、そ
もそもは道に迷ってしまい、歩き
回って、なんとかまたピークに戻
ろうと行動していたと思うのです。
　女性の学生とリーダーの学生
二人は行動ができないということ
で、ほかの仲間が救助要請に向
かい、二人は現場に残ったのです
が、結果的にはこの谷筋で遭難者
が発見になっております。そのと
きは雪の下に入っていましたが、
見つかったきっかけは、ここに手
袋が落ちていたからです。手袋
があったので、ここにいる可能性
があるということで隊員を降ろし
て、手袋等を回収。
　冬山は雪崩探知機ビーコンを持
って歩くのが原則です。この学生
たちはスキーをやるわけではない
のですが、登山スタイルとして当
然ビーコンを持っていました。こ
の手袋のところに降りた隊員がビ
ーコンの探査をしたら反応ありだ
ったのですが、反応の距離が遠か
ったことから、場所を下へ下へと
隊員が下りました。これはもう一
つの手袋になります。手袋が上の
ほうで発見になりまして、隊員が
ここからずっと探知しながら下り
て、この下の部分で発見というこ
とです。救助隊員もこういうとこ
ろへヘリで降りなくてはならず、
やはり隊員自体も大変な活動であ
ります。
　これは上から下を見た写真で
す。この下にずっと滑落してしま
ったということだと思います。
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　これは遭難者が発見になった
場所になります。この上に一人隊
員が残っております。さらにこの
ずっと上のほうから滑落してきた
と思います。ここに隊員を残して
ある理由というのは雪崩の対策な
のです。ここで遭難者のビーコン
の反応があったので掘り起こしを
するということで、当然そこでの
作業が30分、40分とかかるので
すが、雪崩が出てくる可能性が当
然あるわけです。「万が一、雪崩
が出る」のではないのです。「当
然、雪崩が出る」と思って私たち
は活動をしていますので、配置を
一人、ここに雪崩の監視要員とい
うことで置いて、ほかの隊員が掘
り起こしをしたという状態です。
　結果的にはこの1メートルちょ
っと下になりますが、お二人とも
ロープで結びあっていました。当
然、リーダーからしてみれば後輩
の1年生を落としてはいけないとい
うことで、ロープで結んでの活動
だったと思うのですが、ビバーク
が2晩という、厳冬期の八ヶ岳で最
終的にはとても耐えられなかった
という部分だと思います。雪崩の
現場にはなるのですが、上のほう
にグローブとかそういうものがあ
ったと考えますと、上のほうでの
滑落、その後に雪崩を誘発してこ
の下まで来て、雪崩の下になって
いたのかなというふうに思います。
　冬の登山と夏の登山はスタイ
ルが全然違います。そういう点で
は、冬に登る方たちはそれなりの
知識や技術や装備、体力が必要に
なります。夏は夏でまた違う部分
がありますが、今まで見てもらっ
た通りの部分が夏でも起こりうる
という遭難現場になります。
　ここからは、昨年の秋に御嶽山
の噴火という非常に大きな被災の

事故がありました。山岳遭難とし
ては統計には入りません。これは
災害の被災ということで警察の中
の統計のとり方が違います。ただ
登山者が被害に遭ってお亡くなり
になった、行方不明になったとい
う現場ですので、皆さんが登山を
する部分で参考にして見てもらえ
ればと思います。
　噴火がありました。救助隊員
は、火山用の救助の装備がなかっ
たので、防じんのマスクだけをし
て、自衛隊と消防や警察が連携を
して入りました。最終的には自衛
隊のヘリコプターでつり上げして
被災者を収容しております。
　これは上の山小屋での状況で
す。消防の方たちが処置をしてい
ただいておりますが、遭難者のほ
うは水を飲んだりとか、けが人の
処置をしてということで、現場の
ほうはこういう状態でした。
　もう一つはお亡くなりになった
現場です。ご遺体ですけれども、
火山灰の下になっております。こ
のような場所まで見ていただく
のは忍びないところではあります
が、実際に火山の被災があればこ
ういう状況がありうるということ
で、当然皆さんもそうですし、行
政側もそれなりの対応を考えなけ
ればいけないのではないかと思い
ます。まだ行方不明者が6名という
ことで残っております。そういう
点ではまたこれからも捜索が続く
状態であります。
　これはヘルメットの必要性で
す。ある程度皆さんはご存じかと
思います。今は北アプルスはヘル
メットをかぶってもらうようになり
ました。ぜひマイヘルメットを用
意していただければと思います。
　長野県の紹介です。一つは「コ
ンパス」という登山届の提出の仕

組みです。皆さんのきょうのチラ
シにも入っております。ぜひ活用
してみてください。全国のどこの
山にもこれからは通用するように
なりますので。
　「グレーディング」という山の
ランクづけをしました。これも長
野県のほかに、ほかの県も参考
にしていただくように今資料をつ
くっています。ぜひそういうこと
で、自分にあった山を選んで登山
をしていただければと。
　もう一つは、今日チラシに入れ
てありますが、寄付金（「ふるさ
と信州寄付金」）というものを長
野県は受け付けております。救助
活動もそうです、防止活動もそう
ですが、どうしても費用もかかり
ます。皆さんに遭難防止に、また
救助に一役買っていただくという
部分であれば、まずはそういう寄
付をしていただいて、それに基づ
いてまた私たちが体制を整えて、
できる範囲の防止活動等をしてい
きたいと思っております。
　今回お話をしたいろいろな部分
で私がちょっとこだわっていたの
が、「隊員は大変だ」ということ
です。その理由というのは、過去
に警察官・消防士の方がこれだけ
殉職を、最近だけでも9人が殉職
しております。岐阜県の防災ヘリ
が北アルプスで墜落、埼玉県の防
災ヘリが秩父の山系で墜落、去年
愛媛県警の警察官が石鎚山系で滑
落して亡くなっております。これ
もヘリコプターがらみの救助活動
ではあったのですが。そういうこ
とで今はヘリコプターで救助が非
常に簡単にできるようになりまし
た。けれども、やはりみんな命懸
けです。そういう点では1件でも減
らしたいというのが私たちの思い
であります。
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　このほかの場面でも、訓練で殉
職している警察官もおりますし、
また救助活動がうまくいかなくて
遭難者が亡くなったという事案も
あります。そういうことで、遭難
者も不幸ですけれども、やはり救
助する側も不幸な結果を招く場面
が非常にあります。私たちもそれ
は対策をしなければいけないので
すが、皆さんのご協力をいただけ
ればと思います。
　今はヘリコプターとか、さっき
言いました携帯電話が非常に普及
をしまして、遭難者の助かる率は
非常によくなっています。そうい

う点では、遭難は非常に伸びてい
ますけれども死亡事故はあまり伸
びていません。けれども、さっき
の話の通り、隊員は非常に大変な
思いをしております。ぜひ自分が
その1件にならないようにご協力を
お願いしたいと思います。登山者
の方には、まずは自分に責任があ
るということをしっかり自覚しても
らい、体力と知識と、技術とか装
備、こういうものを整えてもらいた
い。今日はまず知識ですよね。ま
ずは今日は知識でいいと思います
けれども、そこから備わるものが
いろいろとあると思いますので、

ぜひお願いしたいと思います。
　私どもは登山者を安全に導くた
めの情報発信等をしていきたいと
思っております。長野県警はホー
ムページに遭難の状況やらの統計
を示してあります。ぜひご覧をい
ただいて、また知識を広めていた
だければと思います。
　ちょっと時間をオーバーしてし
まいましてすみませんでした。そ
れでは私の講演は以上とさせてい
ただきます。ありがとうございま
した。

（終了）

宮﨑茂男

杉下　尚
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シンポジウムC	 講演Ⅱ 　皆さん、こんにちは。ただ今ご
紹介をいただきました岐阜県防災
課の杉下でございます。本日はこ
うしてお話をさせていただく機会
を頂戴しましたことに大変感謝を
申し上げますとともに、来年から
施行される「山の日」に向けまし
て、皆さんとご一緒に山について
考えることができればと思ってお
ります。
　さて、ここで私ども岐阜県につ
いて少しだけご紹介をさせていた
だきます。岐阜県は日本のほぼ中
央に位置しておりまして、県内は
大きく南北に二つの地域に区分さ
れます。県庁所在地の岐阜市が
ある南部の美濃地域は、広大な濃
尾平野に木曽三川と呼ばれる木曽
川、長良川、揖斐川が流れており
まして、特に長良川中流域は日本
の名水百選に選ばれるほど美しい
清流でございます。一方、北部の
飛騨地域のほうは、奥穂高岳ある
いは乗鞍岳など、標高3000メート
ルを超える山々が連なっておりま
して、毎年多くの登山客でにぎわ
っております。
　岐阜県では、私ども防災課と岐
阜県警察が各地区の遭難対策協議
会とともに、あるいは地元市町村
はもとより、県のスポーツ、環境、
観光部門、そして国の森林管理署
をはじめとした関係機関と連携を
しながら、山岳遭難防止対策の推
進に努めているところでございま
す。また、この4月からは防災課の
中に新たに山岳遭難・火山対策室
というところを設けまして、山岳
遭難と火山対策に取り組んでいく
こととしております。
　本日は題目が「登山届の現状と
これから」ということで、昨年7月
に岐阜県が制定しました山岳遭難
防止条例につきましてお話をさせ

ていただきたいと思います。使い
ます資料は、ご覧の正面のパワー
ポイントと同じ資料になります。袋
の中に画面のパワーポイントと同
じ資料が入っております。A4横置
きの山の写真が二つついた「登山
届の提出義務化について」という
資料と、併せまして、三つ折りの
少し小さい「登山届は必ず提出し
ましょう」というリーフレットの二
つを使いまして、これからご説明
をさせていただきたいと思います。
　それでは、お手元の資料をご覧
の方はA4横置きの資料の表紙をめ
くっていただきまして1ページをご
覧ください。画面のほうですと左
上のほうになります。まずは背景で
ございます。近年の登山ブームの
中で北アルプスへの登山者数も急
増しまして、大変ありがたいことで
ございます。ぜひとも多くの方々に
大自然を満喫していただきたいと
思います。一方、登山ルールやマ
ナーを守らない登山者も拡大し、
遭難事故も増加しております。
　こうした状況を憂慮しまして、
岐阜県議会でもここ4年ほどにわ
たりまして、会派を問わず遭難防
止対策について度々ご指摘をいた
だくとともに、登山届の義務化な
どについて議論・提案をいただい
てまいりました。またこれまで岐
阜県では、岐阜県警察や地元の遭
難対策協議会などの関係機関と連
携をいたしまして、登山者への安
全な登山の呼びかけや、登山ガイ
ドブック、あるいは遭難箇所を明
示した登山マップの作成・配布な
ど、さまざまな啓発活動を行って
まいりました。
　しかしながら県内の遭難事故
は依然として増加傾向にござい
ます。ご覧の画面の左側のほうに
折れ線グラフが書いてございます

登山届の現状と
これから
杉下　尚

岐阜県危機管理部防災課
救助・防災対策監

杉下　尚（すぎした　ひさし）
岐阜県高山市出身。1983年岐阜県入庁。
障害福祉課、行政改革課、医務課、東京事
務所などを経て、防災課は2度目の勤務。
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が、山岳遭難状況の推移の通り、
平成25年の遭難は93件、遭難者は
114人と、遭難件数・遭難者数とも
過去最高で、10年前の2倍を超えて
おります。
　こうしたことから昨年1月に関係
者からなる研究会を設けまして、
さらなる対策について検討を重ね
てまいりました。その際、登山の
自由への最大限の配慮が必要との
ご意見をいただく一方、県内の遭
難事故の6割を占める北アルプス
では技術や準備不足による登山者
の無謀な登山が多発しているとい
った意見が多く出されておりまし
た。また、北アルプスでの遭難者
のうち登山届を提出している割合
が6割に満たないという状況から、
登山届の提出の義務づけの根拠と
なる条例を制定するべきではない
かといったご意見も出されており
ました。
　こうしたことを踏まえまして、
遭難防止に資する規制のあり方に
ついて、過度に行政コストをかけ
ることなく、しっかりとしたかつ
公平な規制の可能性を検討し、北
アルプスの中でも特に危険な地域
を対象に、遭難防止を図るための
条例案を昨年の6月県議会に上程
し、全会一致で可決いただき、12
月から施行しているところでござ
います。
　次に画面左下になります。資料
左下です。条例の狙いでございま
す。この条例により期待される効
果は大きく二つあると考えており
ます。一つは登山者自らによる事
故の発生の防止でございます。登
山届の作成は山岳情報を把握した
うえで、自分の技術や体力にあっ
た計画づくりや、必要となる装備
品や食糧といった事前の準備につ
ながるものであり、その届け出を

義務づけることで、準備不足によ
る遭難事故の防止が期待できるも
のと考えております。二つ目は危
険箇所の明示でございます。届け
出義務の課される対象地域への登
山は十分な注意を要するエリアで
あること、そして登山時期により
過料の適用を区分することで、よ
り危険な場所があることを明確に
示すということでございます。
　次に右側の条例のポイントで
ございます。条例の対象エリアは
遭難事故が多い北アルプスの中
でも、特に事故が多い蒲田川とい
う川筋を対象エリアとしておりま
す。遭難件数が多く、危険性の高
い地域に限定しております。この
地域での遭難が北アルプスの9割を
占めているわけでございます。エ
リアの設定にあたっては、地元の
遭難対策協議会や山岳警備隊をは
じめ、多くの方々からご協力をい
ただきました。
　また一部報道などでは過料の適
用の規定につきましていろいろと
取り上げられておりますが、この
条例は過料をとることが目的では
なくて、あくまでも安全に登山を
楽しんでいただくことを切に願っ
てのものでございます。こうした
思いから条例施行と同時に罰則を
適用するのではなく、適用は最大2
年間猶予いたしまして、今後の登
山者の動向や遭難などの状況を勘
案しまして適用時期を判断してま
いります。
　この条例による過料はいわゆる
過ち料といわれるものでございま
して、法律的には地方自治法に基
づく秩序罰でございます。これは
刑法に規定される罰金や科料とい
う刑事罰とは異なるわけでござい
ます。ちなみに岐阜県は全国で3番
目に登山届の義務化を行った県と

なりますが、先行実施されている
他県では刑事罰が適用されており
ます。
　次に2ページをご覧ください。
ここからは「活火山における登山
届の提出義務化について」でござ
います。まずは左上、背景でござ
います。既に新聞やテレビでも報
じられているところでございます
が、昨年の御嶽山の噴火により、
迅速な安否確認や捜索救助に対す
る登山届の重要性が改めて全国的
に認知されてきております。この
ため条例の施行から間もないとこ
ろではありますが、人命尊重の観
点から、条例の改正案を昨年の12
月県議会に上程し、全会一致で可
決いただき、4月から施行するこ
ととしております。人の命は本当
に尊いものであります。また、自
然に人が勝ることは不可能です。
五つの活火山を有する岐阜県とし
ては、火山への登山の届け出を促
進することが急務と考え、地元自
治体、有識者および山岳関係者か
らなる検討会議を設けまして意見
交換を行ってまいりました。そし
て、条件が整い、できるところか
ら早急に登山届の提出を義務化す
ることが必要だと判断したわけで
ございます。
　次に資料の左下の条例の狙いで
ございます。活火山についても登
山者にあらかじめ危険なエリアを
明示し、活火山への登山の危険性
に高い意識を持っていただくとと
もに、さらに有事の際には迅速な
登山者の安否確認と捜索救助活動
を可能にするという点にその目的
があります。このため危険なエリ
アへの登山に対して必ず登山届を
提出いただくよう定めたものでご
ざいます。
　続いて右側の条例のポイントで
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ございます。改正条例では、活火
山のうち噴火警戒レベルに応じた
危険なエリアということで、既に
噴火警戒レベルの運用が行われて
おり、危険なエリアが明確になっ
ている御嶽山と焼岳について、ま
ずは届け出を義務づけるというこ
とでございます。御嶽山の場合は
入山規制の対象である火口から4
キロ以内を義務化し、また、火口
周辺規制の対象である火口から1キ
ロ以内を罰則の対象といたしまし
た。火山防災対策については、火
山ごとに自治体、国、火山の専門
家などによる協議会を設置して、
ここでの検討を通じて、火山ハザ
ードマップを作成し、噴火警戒レ
ベルの設定を行います。そしてこ
れに基づいて地元市町村が避難計
画の策定を行うという、これが防
災体制の一つの流れでございます。
　他の三つの活火山である乗鞍
岳、白山、アカンダナ山につきま
しても、今後こうした設定が整い
次第、つまり火山ハザードマップ
が作成され、噴火警戒レベルが運
用され、危険エリアが明確になっ
た時点で、条例の対象エリアに追
加し、登山届の義務化を検討して
まいります。
　次に3ページをお開き願います。
ここには条例の対象エリアを載せ
ております。後ほどご確認いただ
ければと思います。なお1点補足い
たしますと、右側の北アルプス地
区の真ん中あたりに白抜きの部分
がございます。⑤千石平園地とい
う部分でございます。ここは全長3
キロを超える日本唯一の2階建ての
ゴンドラで、標高2200メートルの
雲上までご案内をすることができ
る新穂高ロープウェイの終点付近
となっております。高山植物の花
をご覧いただくことができ、多く

の観光客が訪れております。この
ため条例の対象エリアから除いて
いる部分でございます。
　ここでいったんこの画面・資料
から離れまして、先ほどご案内をし
ましたリーフレットによりまして、
北アルプスにおける条例の運用に
ついて少々ご紹介をしたいと思い
ます。それでは三つ折りのリーフレ
ットの中身をお開き願います。
　真ん中ほどに登山届の提出方法
が記載されております。その方法
は大きく三つございまして、ご覧
の通り、ポストへの投函、オンライ
ンによる届け出、そして郵送、フ
ァクス、メールとなっております。
　ポストは、周知看板とともに対
象エリアには7箇所ございまして、
効率的・効果的に必要数を設置し
ております。このほか、対象エリア
外にも尾根づたいに歩く縦走登山
者を想定し設置しているものもご
ざいます。ポストは用紙や筆記用
具などを収納する引き出しと、格
納型の記入台付きで、雨や雪にも
耐久性のあるステンレス製の頑丈
なものでございます。加えて国立
公園内ということから環境にも配
慮した色使いといたしております。
　また、条例の施行により登山者
に極力混乱や不便が生じないよう
配慮いたしました。例えば登山届
の様式は従前のものをほぼそのま
ま活用しているほか、登山届の提
出方法についても届け出環境を充
実いたしました。
　具体的には、先ほど長野県の
隊長さんからもお話がありました
が、本日のこのフォーラムの事務
局を担っておられる日本山岳ガイ
ド協会が管理・運営される、オン
ラインによる登山届の受理システ
ム「コンパス」を活用するため、
昨年8月に岐阜県も同協会と協定を

締結するとともに、岐阜県も「コ
ンパス」による届け出を県への届
け出と見なすよう規則に定めまし
た。この協定により近隣県から岐
阜県に入山する登山者も含め、
「コンパス」により提出された登
山届を岐阜県でも閲覧することが
可能となりました。オンラインに
よる届け出は北アルプス山岳遭難
対策協議会でも以前から運用して
きておりますが、登山届の事前作
成を推進するうえでも、「コンパ
ス」とともに、その活用を今後さ
らに推奨していきたいと考えてお
ります。
　なお、登山届は、条例施行後、
県の公文書ということになりま
す。県の公文書規程や個人情報保
護条例に基づき、適切に受付・管
理・保存を行っております。
　また条例を施行する以上、登山
者にしっかりと登山届を提出して
いただくため、地元の北アルプス
山岳遭難対策協議会に登山指導を
委託することとしました。昨年秋
以降、新穂高登山指導センターに
おいて、土日および祝日に、登山
指導とともに登山届の提出を指導
いただいております。同様に登山
届の回収や管理についても同協議
会に委託させていただいておりま
す。しかし、県もデータ集計や統
計分析など、少しでもお手伝いを
しながら、現地の状況を学ばせて
いただくため、条例施行と同時に
県の職員を土日も含め週3日程度、
新穂高登山指導センターに派遣し
ております。
　また、登山届の有無を確認させ
ていただくため、ポストや新穂高
登山指導センターの窓口で登山届
を提出した方に、「届出済証」を
持参してもらう仕組みを導入いた
しました。「届出済証」はこのよ
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うな名刺サイズのものでございま
して、この「届出済証」には、山
小屋の連絡先とか、あるいは携帯
電話の不感地帯など、登山者にと
っても有益となる情報を載せてお
ります。罰則の適用まで最大2年間
猶予があることから、試行錯誤を
しながらよりよい運用体制を確立
していきたいと思っております。
　さて、登山を通して雄大な自然
がもたらす非日常の空間を満喫
し、心身ともにリフレッシュされ
る方も多くいらっしゃると思いま
す。また、登山そのものは国民の
共有財産である山を楽しむ行為で
あり、誰にも妨げることはできま
せん。しかしながら登山は自然に
身を委ねるがゆえに、ときにはそ
の猛威にさらされ、生命が危険に
脅かされることも決して珍しくあ
りません。今回岐阜県では遭難防
止に資する規制のあり方を検討す
るにあたり、登山者の生命・安全
を守ることと、登山者が有する登
山の自由を尊重することの相反す
る事項をどのように両立させるの
かが大きな論点となりました。結
果として、遭難事故の多い北アル
プスの特定地区において、登山届
の提出を義務づける条例を選択い
たしました。
　また、登山の自由を尊重する一
方で、忘れてならないのは山小屋
スタッフ、民間救助隊、そして警
察の山岳警備隊やヘリコプターに
携わる方々の存在です。山小屋の
経営者は既に2代目、3代目と代替
わりをされておりますが、1世紀近
くにわたり私財をなげうち山小屋
を築き、登山道の整備や迅速な救
助活動に大きな貢献をいただいて
おります。また、岐阜県警察を例
にとれば、岐阜県警察の山岳警備
隊におかれましては昭和39年に発

足され、昨年50周年を迎えられま
した。この間、民間救助隊ととも
に崇高な理念と使命感のもと、人
命救助と遭難防止に全力を尽くさ
れております。
　北アルプスにおける民間救助隊
については、昭和34年に北アルプ
ス山岳遭難対策協議会が立ち上げ
られると同時に、その付属機関と
して北飛山岳救助隊が発足されま
した。戦後、登山はスポーツとし
てブームを引き起こし、再び北ア
ルプスを中心とする登山が活発に
なりました。その一方で遭難事故
が相次ぐなか、昭和20年、30年当
時、救助活動の主力として活躍さ
れたのが民間救助隊である、現在
の北飛山岳救助隊の前身となる、
北飛山岳会と地元の消防団の方々
です。今日に至るまで、仕事を持
ちながら、救助要請があればご対
応をいただいているわけでござい
ます。
　危険箇所で滑落した登山者があ
るとすれば、救助に向かう民間救
助隊も警察官も消防職員も、そし
てヘリコプターにも危険が伴いま
す。救助にあたる方々も命懸けだ
ということを忘れてはいけないと
思うのです。
　再び資料に戻っていただきま
す。次の4ページをご覧ください。
「条例施行後の北アルプス」とい
う表題になります。昨年7月に条例
を制定して以来、関係者からは登
山届の提出状況はよくなったとの
声もいただいており、北アルプス
における遭難件数も制定前の上半
期は前年同期を上回るハイペース
でございましたが、下半期に入り
遭難件数は減少に転じました。
　北アルプスにおける登山届の提
出は昨年平成26年に初めて年間4
万人を突破しました。山小屋経営

者の方々にお尋ねしますと、平成
26年の登山者は、昨年8月の天候不
順が響き、前年に比べ1割から2割
減少したとのことです。そうした
なか、登山届の提出は、平成25年
が3万7620人に対して平成26年が4
万2172人と、対前年で約4500人、
12％の増となりました。この状況
は条例が施行された昨年12月以降
も同様に前年を上回るペースで推
移しており、ご覧の新聞報道の通
り、年末年始の9日間の比較では、
登山届の提出は対前年で21％の増
となっております。また、北アルプ
スの遭難者における登山届の提出
率も、平成25年の59％から平成26
年は73％と改善してきております。
　一方、県全体の遭難件数・遭難
者数についても、条例の制定前後
で比較しますと、ご覧の画面の右
上、少し小さいですが、ご覧の資
料の通り、制定前の平成25年7月
から平成26年2月までの8カ月間で
は、遭難は76件、遭難者は90人で
ございました。これに対し、制定
後の平成26年7月から平成27年2月
までの8カ月間では、遭難は63件、
遭難者は76人と減少してきてお
り、昨年10月以降の約半年間にな
りますが、昨日現在ということに
なりますけれども、山岳遭難によ
る岐阜県の死亡者は0人となって
おります。天候条件などが違うた
め短期間での単純な比較はできま
せん。今後のことも予測不可能で
はあります。また、御嶽山の噴火
を受け登山者自らの行動の変化も
考えられますが、現時点では、数
値的には、条例の対象外地域も含
め、条例の効果が現れつつあると
いえます。
　しかし登山届の作成時点では、
山中での急な天候の変化や体調
の変化などを予測することは不可
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能です。登山届の作成だけでは遭
難事故を完全に防止することは
できません。遭難を防止するため
には、入念な計画はもちろんのこ
と、早出早着など余裕のある日程
確保や、的確かつ迅速な状況判断
など、多岐にわたる取り組みが必
要でございます。これらについて
も引き続き普及・啓発に努めてい
かなければなりません。
　次に資料の5ページをご覧くださ
い。表題が「平成27年度の山岳遭
難防止対策」ということになって
おります。ここに記載しておりま
すのは、私ども防災課の山岳遭難
防止対策に関する平成27年度の予
算概要でございます。参考までに
添付いたしております。
　岐阜県では遭難防止について、
引き続き啓発用のポスター・チラ
シを作成するとともに、専門誌や
全国展開のスポーツ店を活用し、
広く県外への広報活動も展開して
まいります。近隣の長野県、富山
県、石川県さんとはこれまでも合
同で登山マップの作成や登山口な
どでの安全登山の呼びかけなどに
ついて連携をしてまいりましたが、
今後とも一層の連携と協力に努め
てまいりたいと考えております。
　また、登山に対する知識やモラ
ルの向上も大切でございます。首
都圏における安全登山に向けたセ
ミナーの開催などを通して登山者
のレベルアップを図るとともに、平
成27年度には新たに山のグレード
化の推進にも取り組んでまいりま
す。先ほど長野県さんからもお話
がありました山のグレード化とい
うことで、岐阜県もご指導をいた
だきながら取り組んでまいりたい
と思っております。登山者自らの
技術・装備レベルにあった山であ
るのかを事前に判断してもらうた

め、県内の主要な山々を対象とし
た山のルート別の難易度情報など
について、整備を進め、情報発信
をしていきたいと考えております。
　山に登る自由ももちろんござい
ますが、山を正しく恐れ、敬う気
持ちを忘れず、自立した登山者を
目指していくことも必要だといわ
れております。また登山届は登山
者と山岳警備隊、あるいは民間救
助隊とをつなぐ大切な情報でござ
います。
　最後になりましたが、登山者の
皆さまへの安全登山と登山届の提
出をお願い申し上げ、終わりとい
たします。ご清聴ありがとうござ
いました。

（終了）
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シンポジウムC	 講演Ⅲ

消防防災
ヘリコプター

による山岳救助
中山義明

長野県消防防災航空隊消防隊長

　皆さん、こんにちは。今ご紹介
がありました長野県消防防災航空
隊の消防隊長、中山と申します。
本日はこのような場におきまし
て、このような機会をいただき、
誠にありがとうございます。私の
講義の内容としましては、消防防
災航空隊の概要、山岳救助活動の
事例、救助等要請時の留意事項、
山岳救助事案を踏まえた注意喚
起といったような内容でご説明を
させていただきたいと思いますの
で、よろしくお願いいたします。
　まず、消防防災航空隊の歴史と
しまして、昭和41年に東京消防庁
に消防機関として初めて配置をさ
れております。昭和55年には北海
道防災ヘリが運航。このころまで
は消防ヘリというものは少なかっ
たのですが、平成7年阪神・淡路
大震災を機に、緊急消防援助隊と
消防ヘリの必要性が認識され、以
後、全国的に導入が進んできてい
る状況です。また、東日本大震災
の折には、全国の消防防災ヘリが
被災地で活動をしております。
　全国の消防防災ヘリコプターの
配備の状況としましては、これは
平成26年11月1日現在のものになり
ますが、45都道府県55団体で76機
の消防防災ヘリコプターが配備を
されております。これは日本地図
に表したものになります。ちょっ
と見にくくて申し訳ないですが、
水色の部分が3機以上、ピンクが2
機、黄色が1機、灰色がまだ配備さ
れていない県の状況となります。
　では、長野県消防防災航空隊の
経緯を少しお話ししたいと思いま
す。長野県消防防災航空隊は平成
9年4月に発足しまして、その年の9
月に消防防災航空隊の活動を開始
しております。平成27年4月で18年
目を迎えます。長野県は南北220キ

ロと長く、県土の約8割を森林が占
める県です。全国に23座ある3000
メートル級の山のうち15座を有
し、日本の百名山の数も29座で、
日本の屋根といわれています。そ
んな長野県のほぼ中心で、日本の
空港では最も標高が高いといわれ
ている松本空港を基地として、県
内を約30分でカバーをしています。
　長野県内のヘリコプターとい
うことで、これは私たち長野県消
防防災航空隊のヘリになります。
通称「アルプス」と呼んでおりま
す。赤色、水色、緑、オレンジ、白
にカラーリングされた機体です。
また、これは長野県警の航空隊の
ヘリで、「やまびこ1号」「やまび
こ2号」。そしてこれは信州ドクタ
ーヘリです。県内5機のヘリコプタ
ーで災害の対応をしています。
　警察、消防、ドクターヘリの特
性としましては、警察は捜査・捜
索・救助、消防は救助・消火・救
急、ドクターヘリに関しましては
救急・高度医療ということで、こ
のような特性を持っております。
この中の消防防災航空隊の活動内
容は、救急活動、救助活動、火災
防御活動災害応急対策活動。災害
応急対策活動というものは災害の
状況の把握、情報収集、また被災
地への緊急物資・医療品・医師等
の搬送の活動をいいます。そのほ
かに、自分たちの県だけでは対応
できない広域的な災害に対しまし
て広域航空応援。また一般行政活
動、これは県からの依頼の業務で
す。こういったことを任務として
活動をしております。
　そんな消防防災ヘリの要請です
が、これは119番。私たちは県下の
消防本部からの要請で出動をして
おります。そのほか他県の防災航
空隊、または長野県警さんからの

中山義明（なかやま　よしあき）
平成6年4月、南信州広域連合の飯田広
域消防本部の職員として任命される。 
平成12年〜平成17年の6年間、特別救助
隊に勤務し、平成23年3月に救急救命士
の資格を取得。平成25年4月長野県消防
防災航空隊に副隊長として入隊し、平成
26年4月長野県消防防災航空隊消防隊長
となる。
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要請によって出動をしているのが
現状です。
　緊急運航の要件としましては、
公共性－－市民の生命・身体・財産
を災害から保護することを目的と
しているか、緊急性－－差し迫った
必要性があるか、非代替性－－ヘリ
以外に適切な手段はないか、とい
うことを緊急運航の要件として活
動をしております。
　これは火災対応です。長野県で
は大規模火災とか林野火災が主な
出動の内容となります。これは消
防ヘリの下に最大で1200リットル
水を詰めるタンクをつけまして、
上空から散水をしている写真で
す。水をもらうには地上の消防隊
の協力が要ったり、自分でダム、
湖等から吸って災害に対応してい
るのが現状です。
　これは救急対応です。救急対
応といいましても、一般の救急、
転院搬送、ドクヘリ的運用という
ことです。ドクヘリ的運用は消防
防災ヘリに医師を搭乗させて、救
急の活動実施をする内容となりま
す。現在は長野県内ではドクター
ヘリが2機活動しているので、件
数的には少なくなってきておりま
す。これは病院での引き継ぎ、ま
たは地上の消防隊との連携の写真
となります。
　転院搬送ということでは、県内2
機のドクターヘリが活動はしてい
るのですが、ドクターヘリは機内
が少し狭いということで、消防防
災ヘリのほうが広いので、患者さ
んに多くの機材がついている場合
は防災ヘリが要請で対応をしてお
ります。
　これは救助対応です。救助対応
にも水難救助、山岳救助、捜索救
助ということで三つあります。こ
の写真は平成25年4月29日から5月1

日まで、救助するのに3日間かかっ
たときの写真となります。これは
北穂高岳の飛騨泣きという場所で
す。けがをされた方は足首を負傷
して動けなくなってしまったとい
うことで要請がかかって、この方
が畳半畳分ぐらいのスペースにい
た写真です。
　1日目は、2回上空に入ってトラ
イをしたのですが、やはり山は気
流が悪いので、気流で現場へは入
れないという状況で、天気は良か
ったのですが、2回トライしてあえ
なく松本空港にかえってきており
ます。2日目は、天候が曇り空でガ
スっていて現場に入れないという
状況だったのですが、私たちもこ
の方を絶対に救助したいというこ
とで、音だけでも聞かせてあげよ
うということで、近くまで飛んで
いきました。3日目には、やはり天
候がいいのは朝早いうち、日の出
とともにがいいということで、日
の出とともにトライして、なんと
かホバリングすることができて、
全員が生きて彼を家に帰すという
気持ちでがんばった、という現場
になります。
　長野県消防防災航空隊の出動の
件数としましては、これは運航を
開始したときから昨年平成26年ま
での件数となります。青いのが救
急の件数です。やはり始まったば
かりは救急の件数は多かったので
すが、先ほども申しましたけれど
も、長野県内に平成17年と23年に
それぞれドクターヘリが運航して
からは、救急の件数は少なくなっ
てきております。しかし、救助件
数に関しましては増加傾向にあり
ます。平成25年は全国で救助件数
が1位、総件数で2位という、とて
も出動が多い年でありました。
　平成26年の出動の統計となりま

す。やはり雪が降る前、また雪の
ない8月、9月、10月の山岳での救
助件数が多いのではないかなと。
出動の内訳としましても60％が山
岳の救助となっております。
　では、「主な遭難内容」と書い
てありますが、主な発生の内容と
原因についてちょっと説明させて
いただきたいと思います。発生の
内容としましては、やはり滑落、
転落、転倒、行動不能、道迷い、
急病といった内容が多く見受けら
れます。また発生の原因は、浮き
石に乗ってしまった、スリップし
てしまった、バランスを崩す、つ
まずき、疲労、疲れてしまったと
いうような原因が多くあります。
　そんな発生の内容を踏まえた救
助活動事例を少し紹介させていた
だければと思います。これは長野
市にあります太郎山というところ
です。太郎山ということころで、
72歳の男性が登山中に転倒をして
負傷してしまったという写真にな
ります。主訴としましては、左側
の目の下の部分を転倒したときに
強打して出血が見られるというこ
とで、降下した航空隊により、処
置としてガーゼおよび三角巾によ
る止血を行って、病院へ搬送した
という事例になります。
　次に、戸隠山。戸隠山というの
は、270〜400万年前に海底火山由
来の火成岩が山をつくっていると
考えられている山です。その山で
54歳の男性の方が100メートル滑落
をしてしまった。この左上の滑落
場所というところから滑って落ち
てきてしまったという状況です。
この方は運よく、下側にある笹藪
の固まりのところで止まったので
すが、この方の主訴は左下肢の骨
折。降りた隊員によって固定をし
て、ヘリに揚収し、病院へ搬送し
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たという事例となります。
　次に、鉢盛山というのはたくさ
んありますが、これは下伊那郡の
根羽村というところにある鉢盛山
になります。これは山の調査に来
ていた方43歳の男性が持病の発作
によって滑落をしたという現場に
なります。この方は首の痛みを訴
えておりまして、人間の中でも脊
柱や首というところは大事なとこ
ろですので、航空隊によって首の
固定をし、首の固定だけでは動い
てしまう可能性があるということ
で、こういったオレンジのショー
トボードというもので上半身が動
かないようにしっかりと固定をし
て、ヘリに上げたという事例にな
ります。
　湯川渓谷。これは長野県の南牧
村にあるところで、氷壁でアイス
クライミングが絶好の場所といわ
れるところで、毎年多くの方がア
イスクライミングをされに来る場
所となります。ここから45歳の男
性が約20メートル滑落をしてしま
ったという現場になります。私た
ちが着いたときには既に、地上隊
が全員でこのけがをされた方を囲
って処置をしていただいたという
写真になります。やはり高いとこ
ろから落ちると高エネルギーな外
傷が考えられるということで、こ
の方は脊髄損傷の疑いがあったと
いうことになりますので、全身を
動かないようにしっかりと固定を
して、酸素の投与とか保温等をし
っかりして、機内揚収、病院のほ
うへ搬送した事例となります。
　これも戸隠山です。2名パーティ
ーで登山中に1名が急に倒れてしま
ったということで、私たちが行っ
たときに既に脈なし・呼吸なしと
いうような状態でありました。大
至急隊員によりヘリに揚収しまし

て、気道－－空気の通り道の確保、
また心臓マッサージやAEDによる
心臓の解析、また口腔内に吐物等
がありましたので口腔内を吸引を
して、大至急病院へ運んだ写真に
なります。
　これは鋸岳です。24歳の男性が
道迷いということで要請がかかっ
てきております。この方は特に外
傷はなかったのですが、日没間近
ということもあってかなり不安な
様子でした。降りた隊員は特に処
置はしなかったのですが、優しい
言葉をかけてあげて救出をしたと
いう事例になります。
　今、活動事例を見ていただき
ましたが、消防防災のヘリの隊員
というのはどういった人がいるの
か。一人は救急の資格を持った救
急隊員の搭乗、また救急救命士の
資格を持った隊員が搭乗しており
ます。こういった隊員が搭乗する
ことで迅速な処置が可能となりま
す。消防の救助の目的ですが、迅
速な救急処置による要救助者の早
期社会復帰が消防の救助の最大の
目的となります。
　では、そんな救助の目的の中で
も早期発見・早期通報の大切さと
いうことでご説明をさせていただ
きます。皆さんも「救命の連鎖」
ということをどこかで聞いたこと
があるかと思いますが、この救命
の連鎖というものは、傷病者の命
を救い、社会復帰に導くために必
要となる一連の行いです。生活習
慣病の発症のリスクを下げること
や、早期認識と早期通報、また救
急隊等による処置、また病院に搬
送した後に専門家による集中治
療により社会復帰を目指すといっ
た、この一連の流れが救命の連鎖
というものになります。
　さて、これは56歳の男性の方が

単独登山中に天狗原分岐付近で
急に倒れて、通行人によって早期
発見・早期通報された事例となり
ます。通報されたときには、この
方の意識レベルは意識が少しもう
ろうとしておりまして、右半身に
まひがあるというような内容であ
りました。この方は単独登山だっ
たのですが、通行していた別の方
が倒れているのに気づき、早期発
見・早期通報され、しっかりとし
た場所を教えていただいたことに
より私たちも迅速な場所の特定や
迅速な処置－－酸素であったり保
温であったりといった処置をし、
早期に病院へ運んで高度な処置を
して、一命を取り留めたという話
を伺っております。
　初期症状としましては、ろれつ
が回らないとか片方の手足の感覚
がおかしい、また半身に力がはい
らないなどなど、人によって症状
の現れ方は違いがあると思います
が、やはり登山をしていて普段と
違う異変を感じたら、迷うことな
く通報することが大切なのではな
いかと思います。
　これはもう一つの事例としまし
て、八方尾根の第2ケルン付近、
68歳の男性が寒気と気持ち悪さ
で動けなくなってしまったという
ことで要請がかかってきました。
この赤丸のところです。この方は
夫婦で登山をされていて、旦那さ
んがおかしいと気づきまして、早
期通報をしてくれました。私たち
もなんとか発見することができま
して、素早い揚収をして、酸素投
与、また心電図測定をしながら搬
送をしました。当初、この方は、
ヘリコプターが降りられるような
広いところで降りて、地上の救急
隊に引き継ぐ予定ではありまし
た。しかし、救急救命士の観察所
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見で心電図にちょっと異常が見ら
れて、心疾患の疑いがあるのでは
ないかということで、急遽3次病
院への収容が望ましいということ
で、病院を変更して、高度な医療
ができる病院へ搬送したという事
例になります。病院収容後、この
方は急性心筋梗塞ということで緊
急手術になりまして、一命を取り
留めたということになります。
　この出動に対しまして映像があ
りますので、ご覧いただきたいと
思います。映像はないようです。
申し訳ありません。
　今までは事例等でご説明をさせ
ていただいたのですが、それでは
登山者にできることがなにかある
のではないかということを考えて
みました。
　一つ目としましては、自分に合
った山選び、また自分の体力にあ
った計画と、ヘルメット等の確実
な装備です。二つ目としましては
応急手当の習得です。何かあった
ときのためにということで、止血
法、固定法、三角巾の使い方、心
肺蘇生法、こういったことを、山
に限らず、普段からいろいろと取
得していただければいいと思いま
す。各都道府県の消防署等にお
きまして講習会を実施していると
思いますので、お住まいの近くの
消防署等に問い合わせをしていた
だければと思います。三番目とし
まして早期発見、早期通報です。
「普段と違う体の異変を感じたら
……」、「また仲間や登山者が倒
れてしまったら……」、「自分の持
病を仲間に知らせておく」。他人
に自分の病気を話しておく、知ら
せておくというのは大変かもしれ
ませんが、やはり仲間とかメンバ
ーに伝えて情報を共有しておくこ
とが、万が一のときに素早く対応

してもらえるのではないかと思い
ます。また、登山中は必要な薬を
持ち歩いたり、すぐに取り出せる
場所にしまっておくことが大切で
す。そういった心構えがあなたの
命を救います。ということで、ぜ
ひぜひ皆さんができることはある
と思いますので、しっかりと準備
等をしていただきたいと思います。
　救助要請の判断基準です。登山
は「自力下山」が原則であります
が、けがをして動けない、動くこ
とのできないような疲労、また身
の危険が迫っているようなときに
は、迷わず救助要請をしていただ
きたいと思います。また冬は特に
夜は寒く、体温維持するためのビ
バークの装備がなければ、たとえ
けがをしていなくとも命の危険が
ありますので、早めの救助要請を
していただきたいと思います。
　その要請に必要な情報は、こ
れはヘリを呼ぶときに必要な情報
ですが、まず一つ目としては「場
所」です。自分がいる場所－－
地図やコンパスを活用して、また
GPSを活用して自分がいる場所を
教えてください。また何かあった
ときに連絡をとりたいので、自分
の名前・連絡先を情報として教
えていただきたいと思います。二
つ目としましては「状況」です。
負傷している人の状態、けがの
状態、人数とか服の上下の色－
－「赤色、下は黒」といったよう
な服装の色、また装備品の色－
－「ヘルメットは白い色」「黄色
のヘルメットをかぶっています」
というような状況を教えていただ
きたいと思います。三つ目は「天
候」です。現場の天候や風を、
「晴れている」「曇り」「風が強
いです」「（風が）弱いです」と。
ヘリコプターは空ですので360度ど

こでも３Dのように動くことができ
るのですが、特に風、天候によっ
ては救助にいけない状況がありま
すので、こういった天候も教えて
いただければと思います。
　そしてヘリが近くに来たら、上
空から識別しやすい物を振ってく
ださい。タオル、身につけていな
い衣服、ツェルト、ライト等で自
分の居場所を教えていただければ
と思います。手を振るということ
もいいのですが、これは実際にあ
った事例ですけれども、実際に現
場に行ったら、登山の盛んな時季
でみんな手を振ってくれるのです
よね。誰が要救助者か、誰を助け
ていいのかが分からなかったとい
う現場もありました。周りに人が
いないような場所であれば大きく
手を振って合図をしていただけれ
ばいいのですが、なるべく自分の
持っているタオルとか色のついた
服、そういった物を振っていただ
ければ、早い発見につながります。
　また準備としまして、ヘリコプタ
ーは現場の状況に応じて人数や燃
料を調整して出動しております。
貴重品等の装備品はまとめて待機
をしていていただきたいと思いま
す。隊員は限られた時間の中で活
動をしています。燃料がなくなれ
ば救助はできませんし、負傷者の
状況によっては迅速な対応等が必
要な場合もありますので、準備等
をしていただきたいと思います。
　私たちも要請に応えるために、
活動事案の反省、活動方法の研
究や改良、想定訓練・連携訓練・
駐機訓練の実施、また消防防災ヘ
リとなりますとやはり地上の消防
隊と連携が必要となってきますの
で、そういった消防本部との意見
交換会等を実施して災害に備えて
いるのが現状です。
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　最後です。登山には必ずゴール
があり、またその達成感や満足感
が大きな魅力の一つといわれてお
ります。しかし、絶対に忘れては
いけないのはリスクの存在です。
近年では登山ブームの影響もあっ
て軽装での登山者も増加し、また
高い山ばかりだけではなく、日帰
りが可能で手軽に登れる山を目指
す人も多く、2000メートル以下の
山での遭難者も増加しているとい
われております。個人の体力や技

術的な面を評価し、体調管理はも
ちろんのこと、天候チェック、自
分に合った山選びや計画、確実な
装備をし、そういったものに不安
要素があればやめる勇気も持って
いただきたいと思います。せっか
くの休みだからといって急いで登
ってしまうのではなくて、そうい
った不安要素があればやめる勇
気も持っていただきたいと思いま
す。よく下山中に事故は起きると
いわれていますが、登山は登頂が

ゴールではなくて、家に帰って家
族や仲間にその山の素晴らしさを
話してあげる、そういった家路に
着くまでが登山だと思っていただ
ければと思います。
　私たちも全員の力で全力で助け
るためにがんばろうと思っており
ます。以上で終了させていただき
ます。ご清聴ありがとうございま
した。

（終了）

中山義明

座長：渡邉雄二
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シンポジウムC 　渡邉　それでは2時45分まで40分
間という時間をいただきましたの
で、今からパネルディスカッショ
ンを始めさせていただきたいと思
います。座って失礼いたします。
　フロアのきょうの参加者の方
を拝見いたしましたところ、当初
は、この場所柄、どちらかといえ
ば普通の方というか、一般の登山
愛好家の方たちがお集まりかと
思いましたが、実際にお顔を拝見
しますと、皆さん登山指導者のリ
ーダーの方ばかりで正直驚きまし
た。逆にうれしいことがありまし
て、皆さんがそれぞれの所属ある
いは地域に帰って、きょうのお話
などを伝達していただいて、今後
の安全対策の糧にしていただけれ
ばありがたいと思います。そうい
う意味では、きょうのお三人の方
の発表は大変素晴らしい中身だっ
たと思います。
　まず、宮﨑隊長さんには実際の
山岳遭難の現場を－－。私も特に
すごく衝撃的なことだったのです
が、学習院の八ヶ岳阿弥陀岳の事
故です。あの吉田君というのは私
のところの研修生で、3期修了－－
春・夏・冬の研修会を丸々7日間山
でやるのですが、その研修を2年次
のときに受けた学生でした。主将
で、部員を連れて八ヶ岳の合宿を
やったというところでの事故でし
た。私もついこの間の3月12日から
18日まで1週間冬山研修会をやった
わけですが、その中で、大学生の
事故がないようにということでそ
ういったお話をさせていただきま
した。
　そういった実際の事例と、それ
と非常に印象に残ったことは、隊
員の方は命懸けで救助している
んだということです。今年の正月
過ぎに、これは新潟県警ですが、

テレビで「命懸けでやっているん
だ」という発言が全国に放送さ
れました。私どもはそれを見てい
て、心の中で「よくぞ言っていた
だけた」と拍手を送った次第です
が、反面、国民の方の中にはその
報道機関に対して「その発言はい
かがなものか」と。両方に分かれ
るかとは思いますが、私はどちら
かといえば救助者側の立場に普段
はおりまして、研修会のときには
登山者側の立場におりますので、
両面、両方の意見がよく分かると
思っております。そのための施策
として長野県警が具体的に示して
いる安全登山の手引き等について
のお話をいただきました。
　また、岐阜県の山岳遭難防止
のための登山届の条例ですが、こ
れはよく山岳雑誌等にも案内広告
が載っていますし、この条例をめ
ぐっていろんな意見もありました
し、賛否両論があったわけです。
きょうのスライドにもありました
が、「この狙いは何か」というと
ころです。狙い。「この登山届を
出してもらう狙いはどこにある
か」ということをよく分かってい
ただければ、登山者側が反対する
理由は全くないと私は思っており
ます。「規制をする」というとこ
ろがやたら印象深く残ってしまい
ますが、今回の条例は「自らが安
全登山について学ぶ」という姿勢
を私たちに示唆していると思うの
です。ですから、条例の狙いをし
っかりするというところがこの登
山届条例を理解するところの出発
点かと思います。そういう意味で
はきょうの講義は大変分かりやす
く、条例に対する理解が変わった
と思います。
　消防隊長の中山さんからもさま
ざまな事例が、どちらかというと
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長野県の事例が二つあったわけで
す。山岳救助のほうは、いわゆる
警備隊のほうはどちらかといえば
2000メートルよりも高いところで、
消防隊員が行くところはどちらか
というとそれより標高が低い里山
あたりが中心というふうに私はい
ろんな会合で理解をしています。
その場合の具体的な救助要請の
仕方。結果的には110番でも119番
でもどちらでも構わないわけです
が、その自治体のヘリの状態－－例
えばヘリコプターというのは、車
でいう車検の期間がありまして、
1年間のうちで相当の期間が整備
で飛べないときがあるのですが、
そういうときはどちらかが整備に
入っていますので、警察ヘリが整
備に入っているときには消防防災
ヘリが、それでも足らないときに
は、近隣の都道府県と協定を結
んでいますので、隣の県のヘリコ
プターで来てもらったりするわけ
です。そういった消防防災と警察
のヘリとの関係、それと要請の仕
方、それと要請をしてヘリが来た
ときの要救助者側の対応の仕方と
いうようなことも学ばせていただ
きました。
　それぞれ中身が濃く、よくぞ30
分にまとまった講義だったなあ
と。すごく勉強をさせていただき
ました。
　三つの講義があったわけです
が、フロアの皆さんから何かご
質問があれば、その質問を一つ
のきっかけにしてディスカッショ
ンを深めていきたいと思います。
なお、質問される場合は、例えば
「栃木県のワタナベです」とか、
簡単な所属と誰に対してかという
ことで質問をしていただければ回
答しやすいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。質問があ

る場合は手を挙げていただけれ
ば、マイクをそちらに回します。
どうぞご質問のある方。せっかく
お見えになっているわけですか
ら、ぜひ貴重なご質問をしていた
だければと思います。
　（聴講者） 東京のジョウノシタと
申します。北アルプスは大変ファ
ンで、長野県・岐阜県の山はほと
んど、行ったところがないという
ぐらい出掛けております。年に数
回北アルプスに出掛けますので、
山のことは熟知しているつもりで
す。
　まず、この登山届についてです
が、実をいうと私は、登山届を正
確にすべて出しているわけではあ
りません。この登山届の重要性を
認識しましたので、今後は必ず登
山届を出していこうと考えており
ます。北アルプスでも慣れている
山では、同じ山に30回も50回も登
っているものですから、そこはい
いやということで、慣れている道
だから出さないというようなケー
スが非常に多いのですが、それも
含めて今後は、登山届は大事なも
のだという認識しましたので、き
ちんと出していきたいと思います。
　岐阜県の防災課の方にお伺いし
ます。先ほど登山届の対象エリア
の地図をいただきましたが、これ
は多分、新穂高温泉のロープウエ
ーの乗り場付近のことではないか
と思われるのですが、ここが条例
の対象外となっているようで、こ
の辺のところのご説明がなかった
ので再度伺いたいと思います。お
そらくこれは西穂のロープウエー
に観光客として上がる方が非常多
いと思うので、新穂高温泉から西
穂のロープウエーまで上がって、
西穂の小屋とか、あるいは独標、
西穂高岳に向かう登山者以外、そ

こで引き返す方が非常に多いので
はないかと思いますので、そうい
う方を対象にこういう対象外エリ
アを設けたのではないかと推測し
ますが、その辺のところをお伺い
したいです。
　渡邉　多分、千石平園地の関係
かなと。講義の中でちょっと触れ
られたことですが、改めてお願い
します。
　杉下　私どもの資料でいきます
と3ページのところですね。条例の
対象エリアというものがありまし
て、右側のほうに北アルプスの地
区の地図が載っております。その
ちょうど真ん中ほどに白抜きのと
ころがありまして、そこが今所長
さんがおっしゃられました⑤の千
石平園地というところで、条例の
対象外エリアとなっております。
　ここはロープウエーが二つあり
まして、乗り継いだところの終点
駅から降りますと高山植物の花が
あるということで、登山客という
ことではなくて、観光客がたくさ
ん訪れておられます。「お花畑」
といっているところですが、ここ
については対象外ということにし
ております。
　きょうは条例の全文を、難しい
文言が並んでおりますので、お持
ちはしておりませんが、そもそも
登山届を出す場合の定義ですが、
「登山者」ということになってお
ります。その他の登山をされない
観光客とか、あるいはこの辺は
温泉地でございますので、旅館・
ホテルへ単にお泊まりになられる
方、あるいは業務上いろいろな作
業をされる方がいらっしゃいます
が、そういった方は登山者ではな
いということで、その定義から外
しております。純然たる山登りを
される方については出してくださ
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いというお願いをしております。
　渡邉　ありがとうございまし
た。よろしいでしょうか。
　これも講義の中でお話がありま
したが、岐阜県は条例化した3番
目の県です。ほかの二つというの
は、群馬県の谷川岳と富山県の剱
岳がこの条例です。岐阜・富山・
長野の3県は県境を接しまして、3
県合同の遭難対策協議会というの
をやっています。私も富山県にい
るものですからその会合に参加し
ているのですが、富山県には剱岳
の登山条例があり、岐阜ではこう
なっています。では、長野では今
どんな取り組みになっているのか
ということを、宮﨑隊長さんから
「今、こんな感じだ」ということ
を、阿部知事の意向とかがあるの
で決まったことではなくても、ち
ょっとお話をしていただきたいと
思います。
　宮﨑　長野県も、富山、岐阜に
続きまして条例を作成中です。ま
だ具体的なお話はできません。た
だ、いずれにしろ、登山届という
ものを義務化する方向にはなって
おります。そういう点では、各県
がそれぞれの条例をつくって、そ
れぞれのエリアを決めてというこ
とで、皆さんはいっぱい勉強をし
ないと山へ安心して登れないの
かなというような気はしますが、
そんなに難しく考えなくてもいい
かと思います。出すものは出す、
やることはやるということを基本
にしてもらえれば、あとはそんな
に心配をする必要はないと思いま
す。多分、今年中にはなんらかの
形で発表されるようになると思い
ますので、よろしくお願いします。
　渡邉　ありがとうございまし
た。登山条例に関して、しかも登
山届に関してのお話が今出たもの

ですから、これに関連してどなた
かほかにご質問等がありましたら
挙手をお願いしたいと思います。
登山届に関してはよろしいでしょ
うか。どうぞ、お願いします。
　（聴講者） 静岡県警のサナダと
いいます。資料の訂正を一つお願
いしたいと思います。日本山岳ガ
イド協会のほうでつくった「山と
自然ネットワーク　コンパス」と
いう資料ですが、1ページをめく
っていただいて、締結済みの組織
の中に「静岡県」となっています
が、正しくは「静岡県警察」です
ので、訂正をお願いいたします。
　登山計画書の提出について話
をいただいて、非常に大切なもの
だということはお分かりになった
かと思います。実は富士山でも、
安全登山のためのガイドラインと
いうことで登山計画書を出して
もらうようにお願いをしていると
ころですが、せっかく登山届を出
していただいて、いろんな時季の
危険について連絡をとらせてもら
うと、「そんなことは要らない」
「登山届を出しているからいいじ
ゃないか」という登山者もたくさ
んいます。（登山計画書の）中を
見てみますと、出発時間がなかっ
たり、登頂のタイムリミットがな
かったり、下山する時間がなかっ
たり、持ち物にピッケルとかアイ
ゼンとかが記載されていなかった
り、レスキューシート等を持って
いないといったような登山者が非
常におられます。
　実際に登山計画を出すことでも
って安全が担保されるわけではな
く、登山計画をつくる段階で山を
調べて、その山に潜んでいるリス
クをしっかりと踏まえて届け出を
出すことに登山計画書の意義があ
りますので、その辺のところを一

つ、はき違えないようにしっかり
とした登山計画をつくっていただ
きたい。
　また、それこそ条例で出してお
りますが、現在の仕組みとしては
登る山を管轄するところへ提出を
しないといけませんが、今回日本
山岳ガイド協会でつくられた「コ
ンパス」であれば、日本国中ど
この山に登る場合でも、「コンパ
ス」だけ出していれば、すべての
県で確認はできます。一つ、その
辺を覚えていただきたいと思いま
す。お願いいたします。
　渡邉　静岡県警で山岳遭難救助
を担当しているサナダさんからの
ご意見でした。ありがとうござい
ました。ほかに登山届関係であり
ましたら。先に手が挙がりました
ので、まず後ろの方からどうぞ。
　（聴講者） 横浜のデガワと申し
ます。山岳遭難では多分、全国平
均で2割ぐらいが山菜採り遭難では
ないかと思うのですが、この方々
に対しての事前の安全対策等を長
野県および岐阜県のほうではどの
ように捉えているのか、考えてい
らっしゃるのかを知りたいです。
　渡邉　すみません、デガワさ
ん、具体的にどんなことか話して
もらってから質問を。
　（聴講者） 登山者は登山届を出
してくださいという流れになって
いるのですが、山菜採りの遭難も
かなりの割合であると思うので、
その方々に対しての対策というも
のを知りたいです。
　渡邉　山菜とかキノコとか、そ
ういうものですね。主に里山のこ
とだと思います。まず長野県のほ
うで里山の山菜採りに対する対応
をお願いします。
　宮﨑　先ほどの条例の部分では
そういうところはあまり触れてあ
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りません。多分できません。
　条例の話は別としまして、私は
いつも「登山届を誰に出すのか」
と。捜索は最終的には警察かもし
れません。だけど、先ほども言い
ましたが、本人が救助要請をでき
ないのです。山菜採りは特にそう
いう場面が多いです。山の谷筋に
入って山菜を採っている、電話は
通じません、家族が「夜になって
も帰ってこない」－－ということで
届け出になります。そういう点で
は、「コンパス」の仕組みでは緊
急連絡先のアドレスを入れれば、
家族のところへも入れたものが飛
んでいきます。
　ただ、山菜採りもそうですが、
日帰り登山ですよね。先ほどもち
ょっと言われましたが、例えば、
毎日そこの山へ行って採って帰っ
てくると。「毎日行っているよ」と
いう人はわざわざ計画を、「何時
何分に採って、何時何分から下山
を開始する」とまで言わなくても、
家族には「行って帰ってくるよ。
あそこの山へ行って帰ってくる」
ということさえ言っておいてもら
えれば、帰ってこないという時点
で、（家族が）「あそこの山に行
っている」と。登山口に行って車
を見てくれば、「車があった」と。
そうすれば「この筋にいる」とい
うことで捜索が始まります。「コン
パス」の仕組みは大いに使ってい
ただきたいのですが、山菜採りの
ような部分では、いつも言うので
すが、まずは家族に言っておいて
いただきたいと思います。
　「コンパス」の仕組みは、警察
がいつもその中を見て、登山者全
員を確認しているわけではありま
せん。そこは入れっぱなしになる
わけです。下山してこない人のも
のだけが発信されて、最初に家

族のところだけへ通報がいくので
す。そういう仕組みになっていま
すので警察には直接通報は来ま
せん。家族の人たちから通報が来
る。そのときに「どこに行ってい
る」ということをうちも初めて教
えてもらうという仕組みです。
　そういう点では、山菜採りの事
故は家族にきちんと出してもら
う。それは紙であろうが言葉であ
ろうが、家族が分かってさえもら
えればと。1泊や2泊のつもりで行
くのなら当然、「2泊3日の山菜採
りに行ってくる」と言ってもらわ
なくてはいけませんが、通常の日
帰りとかであれば、そういう部分
で分かるようにしてもらえればい
いと思います。
　渡邉　ありがとうございます。
山菜採り関係は、特にキノコなん
かは自分だけが知っている秘密
の場所なのですね。これは笑い話
ではなく本当の話ですが、じいち
ゃんが具合が悪くなって、「じい
ちゃん、あのマツタケのある場所
を教えてくれ」と。「まだ俺は行
くから教えん」と。そういう地域
柄、秘密で行くという場所もある
ものですから、なかなか難しいと
思うのです。同じ長野県でも消防
のほうが、「山菜採りでじいちゃ
ん・ばあちゃんがいなくなった」
というので出る機会は、県警の山
岳救助隊より消防のほうが多分多
いですよね。
　中山　そうですね、多いですね。
　渡邉　ちょっとした事例でもあ
ったら、あるいは困ったことでも
あったら、この機会に発表してい
ただければと思います。
　中山　里山に関しましては、や
はりキノコ採りで滑落してしまっ
たという事例は多くあります。一
番困るのは、冗談話で申し訳ない

ですが、マツタケをどうしても持
っていってくれと言われて、どこ
にしまって持っていこうかと。そ
んなことは冗談としまして、キノ
コ採り等に関しましてはやはり装
備というか。普段慣れている長靴
を履いて山に行かれたり、また目
立たない服装で山に入るというこ
とで、上空からの捜索には大変困
るような場合が多くあります。
　渡邉　ありがとうございまし
た。岐阜県では条例の対象エリア
というのが明確になっていますの
で、その条例としての登山届には
キノコ採りはもちろん入っていない
のですが、条例制定の過程の中で
こういった山菜とか里山問題が出
て、何か議論がありましたらご紹
介していいただければと思います。
　杉下　条例対象以外の一般的な
登山届については、先ほどの長野
県さんのおっしゃる通りで、私ど
もも同じでございます。ただ、条
例の対象エリアの中につきまして
は、今所長さんがおっしゃられた
ように、キノコ採り、山菜採り、あ
るいは狩猟の場合も、それは趣味
の範疇なのか、あるいは有害鳥獣
駆除を目的としたものなのか・ど
うなのか、あるいは森林保全を目
的とした樹木の伐採・植林・育林
はどうなのかと。ほかにもあるの
ですが、そういった細かなご質問
がまいりました。それにつきまし
ては、条例対象エリア内について
は条例の下に規則というものがあ
りまして、その中で規定をさせて
いただいております。
　キノコ採り・山菜採りについて
申し上げると、届け出が不要とな
る場合もある、それ以外は届け出
が必要ということです。北アルプ
スの中にも自己所有の土地があっ
て、自分の食生活というか、生計
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を立てるための植林とか育林に
付随する業務としてそこへ行か
れる場合がある。そういう場合は
「自分の山に行くんでしょ」「そ
れも、単なる楽しむ登山ではない
でしょ」ということで不要となる
場合もある。あるいは趣味の範疇
による狩猟ですと届け出は必要で
す。逆に有害鳥獣駆除を目的とし
た狩猟であれば、これは公共性が
高いので不要でしょう－－と、簡単
に言えばそういうような整理をし
ております。
　渡邉　ありがとうございまし
た。富山県の登山条例も群馬県の
登山条例も、そういういった細か
いことが結構書いてあります。例
えば、私が仕事で剱沢へ行く場合
には、登山届の条例では出さなく
ていいのですが、私は業務で行き
ますので一般的な登山届は出す。
例えば、山小屋の人たちが山小屋
の掘り出しにいく。5月15日前で
すと条例の山域に入ってしまうの
です。だけど、その人たちは別に
登山に行くわけではなくて業務で
行くわけですから、条例に基づく
登山届ではなく一般的な入山届は
出しますが、条例の規制は受けな
い。そういう細かいことが結構書
いてありますので、そういうこと
も含めて行政側は条例の中身を広
報する必要があると思います。
　持ち時間の半分以上が過ぎてし
ましました。登山届に関しては以
上でよろしいですか。
　これは私から。パネリストの方
に全然お話をしていないのです
が、先日の27日は御嶽山噴火の
事故から半年、ちょうど6カ月で
した。私も仕事で全国の警察・消
防・自衛官・民間救助隊の隊員の
人たちを対象とした、いわゆる山
岳遭難救助技術を教える教官の研

修会をやっているのです。普通の
隊員ではなく指導者・教官を育て
る研修をやっています。実際にあ
あいう事故が起きまして、私は1月
に、落ち着いた段階で、松本の駐
屯地と高崎の新町の駐屯地に行っ
て、実際に現場で指揮をした隊長
さんと現場で活動した隊員さんに
いろいろな話を聞いてきました。
　テレビではヘリコプターからの
映像がだいぶ出ていましたので、
我々もちょっとは山の中のことが
分かりますので想像をするのです
が、想像する以上の現場なので
す。火山灰に埋もれているご遺体
というか遭難者の方の写真が1枚出
て、皆さんはちょっとびっくりし
たかと思いますが、相当過酷な状
態でありました。
　遭難した人の実態もあります
が、救助に行った方は消防・自衛
官・警察の合同チームで行って、
素晴らしいと思いました。何が素
晴らしいかというと、あれだけの
災害現場に行って二重遭難事故が
一切ありませんでした。軽い高山
病になって、これは高山病になっ
たかどうかは分かりませんが、高
山病の症状を呈して、途中で隊員
が自力下山したとか、付き添いし
て下山したという事案はありまし
たが、いわゆる重篤な命にかかわ
るような、噴石に当たったとか、
火山灰の泥流に流されて窒息し
たとか、そういうようなことはな
かった。この日本の警察、消防、
自衛官の連携。突然27日に事故が
起きまして、28日に合同で集まっ
て、実際に三つの組織の統率が執
れたのは29日なのです。東京消防
庁のほうからも来ました。それは
素晴らしいと思いました。私は自
衛官の人たちから話を聞いて、日
本の救助者側の素晴らしさを感じ

たわけです。
　お話にありましたが、絶対に救
助者側が事故を起こしてはならな
いというのは、救助へ行く側の鉄
則なのです。逆に要救助者側はわ
りかし、先ほども計画書の中が曖
昧、いい加減だったりと。気楽な
気持ちで行って、あるいは持病の
薬を忘れて山小屋で意識を失っ
て倒れたとか、そういうことがあ
るのですね。救助隊側は本当に命
懸けでやっていて、訓練に訓練を
重ねています。ですから登山者側
も、先ほど静岡県警のサナダさん
からも話がありましたが、登山者
側のやるべきことをきちんとやら
なくてはいけないと思っています。
　基本的に火山の登山というの
は、大体国立公園内なのです。行
政が国立公園に指定して、行政が
国土を人々に開放しているわけで
す。どうぞここで自然に親しんで
くださいと。従いまして、火山を
含んでいる国立公園というのはハ
ザードのエリア観光なのです。危
険要素がいっぱいあるところの観
光地なのです。従いまして、行政
側としては火山に関して爆発とか
噴火とか、あっては困るわけです
が、それに関する予知をきちんと
しなければならない。もしまかり
間違ってそういった噴火災害が起
きたときには、それに対応する対
策を事前に立てておく必要がある
かと思います。これは行政側の責
務だと思います。国立公園に指定
して、そこを国民に解放している
ということは、きちんとハザード
を理解して、それに対応するリス
ク管理をすることだと思います。
　国民は何かあると「行政は何を
やっているんだ」という話になり
ますが、私たち登山者側の問題と
して考えれば、そういった危ない
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ところに行くんだと。煙が上がっ
ているところが結構たくさんある
わけですよね。今は活火山は110個
ある。110個あって、その110個の
うちの32個が百名山なのです。百
名山を登る愛好家の人は、百名山
の登頂が目的で、火山だというこ
とをあまり認識しないで行ってい
るかと思うのです。ですから、僕
はその辺が一番欠如していると思
っているのです。従いまして、登
山者側はそういったハザードエリ
アに自らの意思で行くんだという
ことをきちんと認識してもらいた
いと思います。
　講師の先生方からもお話があり
ましたが、そのためには事前にど
んな山なのか、ルートはどうか、
危険な状態があったらどこに逃げ
るべきか、どんな装備を持ってい
くべきか、何日くらいかかるか、
道迷いをしないためにはどういう
ルートをたどったらいいか、そう
いうところの学びをしなければな
らないと思います。これは火山に
限ったことではないのですが、登
山者側のハザードの認識とリスク
管理、これは今我々のほうがきち
っとやらなくてはならないなと思
っているのですけれども。
　これに関してフロアの方から何
かご意見があればぜひ共有した
いと思いますが、いかがでしょう
か。こんな取り組みをしていると
いうお話でも結構です。何か実践
例とか、あるいはこんな危ない事
例があったとかということがあれ
ば、この機会に発表していただけ
ればと思います。特にないでしょ
うか。では宮﨑隊長さんに、この
火山関係で長野県警のほうで何か
最近出た話とかがありましたら、
お願いしたいと思います。
　宮﨑　火山の部分はうちもまだ

あまり研究ができていません。と
いうのは、ちょっと分野が山岳遭
難とは違う、災害の部分というこ
ともあります。今回の御嶽山の捜
索も、雪が解けたら始めるのか、
そうはいってもまだレベルが3とい
うことで、入山規制の中に入るの
か、どうするのか。そういう方向
性もまだしっかり決まらないとい
うことで、捜索の具体的な日程や
態勢はできていません。
　皆さんからすれば、今の話の通
り、いろいろな山、火山帯に登り
ます。そういう点では少なくとも
決められたところまでの登山にと
どめてもらいたい。浅間山も頂上
まで行く人もおります。けれども、
「黒斑の前掛山まで」というもの
があったり、規制はかかっており
ます。そういう部分でいけば、ル
ールの中で安全にやってもらいた
い。あの事故の後、浅間山へ登る
人たちはヘルメットをだいぶかぶ
るようになっていただいているよ
うです。さっきも言いましたが、上
で滑落するのもヘルメットがあれ
ば助かる人が出てきています。活
火山に登るのであればせめて、自
分の意識づけとしてはヘルメット
をかぶっていただければなと。そ
れがほかの人の安全意識になって
いくのではないかと思います。
　渡邉　ありがとうございます。
御嶽山の遭難者で被災して亡くな
った方は57名いますが、57名中56
名が噴石による外傷性のけがで
す。1名が呼吸困難。私もいろいろ
なところでデータを調べて、その
ようなデータが出ました。結果的
にヘルメットをかぶれば－－という
ことですけれども。
　実は私も自衛隊に行ったとき
に、どんな装備をもって救助活動
をやったかということで、実際の

装備を借りて着てみました。防弾
チョッキ、鉄のヘルメット、その他
もろもろです。全部着けては捜索
活動はできないぐらい重いもので
す。自衛隊の装備は戦争の鉄砲玉
を対象にしていますから、我々が
登山用でかぶっているプラスチッ
クのヘルメットだと噴石が当たっ
ても割れてしまいます。割れるこ
とによって、その衝撃を負担して
くれますから、軽くてすむかと思
いますが。そんな実態があります。
　岐阜県さんは、先ほどもスライ
ドで見せてもらいましたが、今回
の火山の爆発による火山対応に対
して追加のご意見でもあれば、簡
単にお話していただければと思い
ます。
　杉下　繰り返しにはなるかもし
れませんが、先ほど御嶽山の場合
を例にとりまして義務化の対象範
囲と罰則の対象範囲を申し上げま
した。義務化のエリアは4キロ、そ
れから過料の対象エリアは1キロ
ということになっております。御
嶽山の場合、お亡くなりになられ
た方が57名というお話が出ました
が、1キロ以内で57名の方すべてが
お亡くなりになっておられます。
　御嶽山のハザードマップをつく
りましたが、水蒸気噴火の場合は
噴火してどこまで噴石が飛ぶ、あ
るいはマグマが噴火して流れ出る
とどこまで流れてくる－－いろいろ
なシミュレーションをしまして、
そういうのをハザードマップでつ
くるわけですね。それを気象庁の
ほうは噴火警戒レベルということ
で5段階で運用をいたします。その
レベルの一部が1キロとか4キロと
いう範囲になっています。岐阜県
の場合はその範囲をそのまま、4キ
ロというところを義務化の対象に
し、1キロという危ないところを過
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料の対象としましたということに
なっております。
　裏返すと、学者さん、先生方の
科学的なご意見なりを踏まえてつ
くられた気象庁の噴火警戒レベル
というものを当てはめて、1キロは
危ないですよと。実際、御嶽山の
噴火の際には、1キロの中で皆さん
が残念ながらお亡くなりになって
いる。4キロというのは、1キロを
越えて噴石などが飛んでくる、で
も4キロ以上は飛んでこないであろ
うと気象庁が示したところが4キロ
で、そういったところを義務化に
したということです。
　今後雪解けがあって、捜索が開
始されて、行方不明の方が見つか
った後、入山されることもあろう
かと思いますが、その際にはぜひ
ご自身の身を守るということも含
めて、届け出のほうをよろしくお
願いしたいと思っております。
　渡邉　ありがとうございまし
た。御嶽山関連で亡くなった方は
57名、現在までで行方不明の方は
6名。63名の死者・行方不明者がい
るわけです。話題にあまり出ない
のですが、負傷者は何名いたかと
いう話ですけれども、負傷者は、
助かった人ですが、69人です。69
人の人たちは、爆発した2日目の昼
－－11時52分に爆発して噴火して
いますから24時間後、翌日の昼頃
までに69名全員が救助されていま
す。もちろん消防・警察・自衛隊
の世話になった方もいるし、山小
屋の人たちの案内で無事に下がっ
た人もいるのですが、69名の方が
幸いに、ザックを頭にしたとか、
布団をかぶって下山したとか、い
ろいろ事例がありますが、そんな
ことでありました。
　約20日間捜索活動が行われたわ
けですが、警察・消防・自衛官を

含めて延べ2万人の捜索隊に活動し
ていただきました。冒頭申し上げ
ましたが、その2万人の方がいわゆ
る二重遭難に遭わなかったという
ことは、日本の救助関係者の危機
管理能力の高さを改めて知った次
第です。
　事故が起きれば、使命感や情熱
をもって救助隊の方は出掛けてい
くわけですが、命懸けで登山者の
命を助けるべく来ているわけです
ので、逆に我々も、登山者側も、
きちんと命を守る教育をして、ま
た教育を受けて、安全に楽しい山
登りをしたいと思います。
　駅のポスターやいろんな観光地
のポスターに素晴らしい山の写真
が映って、展示されて、皆さんを
山の世界に呼んでくれますが、あ
のように山が晴れるのは、うまく
いって1週間に一遍ぐらいのこと
だと。1週間に一遍晴れるというこ
とは、7日間の1日だけが晴れて、6
日間は風が強かったり、寒かった
り、雨が降ったり、雪が降ったり、
雷が鳴ったりする。そういう現場
に我々は行くんだということを認
識して、これから共に学びあっ
て、いい登山ができるように、安
全登山の遂行に向けて努力をした
いと思います。
　ちょうど時間になりました。3
名のパネリストの方、本当にあり
がとうございました。またフロア
の方、冒頭に申し上げましたが本
当に素晴らしい指導者の方ばかり
ですので、私がここでコーディネ
ートをする必要は全くないのです
が、ご協力をいただきありがとう
ございました。今後ともよろしく
お願いいたします。

（終了）
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　皆さん、こんにちは。この東京
国際フォーラムで開催されます
「全国『山の日』フォーラム」です
が、三つの分野に分かれておりま
して、こちらホールD5で開催しま
すのはシンポジウムです。
　このシンポジウムは2日間にわた
りまして、最初の1日、昨日は「山
の日」ということを通じて地域の
活性化ということと、日本は海と
山の国ですが、その山の中で森林
の占める面積割合は7割を超えてお
りまして、この森林をどういうふ
うに新しく創生していくかという
ことを議論いたしました。
　そして本日は、二つのセッショ
ンに分かれておりまして、最初は
「山の日」の遭難、あるいはそれ
に伴う救助の問題ですとか、安全
をどうしていくかということがテ
ーマでございました。それに引き
続き、この午後のセッションは、
みんなでその安全をどうしていく
かということ、山の危険をまず考
え、そしていろいろな方面での議
論をしていただきます。
　この「山の日」は来年の2016年
8月11日に祝日として制定されて
おりますけれども、その祝日とい
う意味は、山に親しみ、そして山
の恩恵に感謝をするという意義
を持ってはおります。ただその裏
には、実は海と山の日本の中で山
に関しましてはいろんな課題が
あるだろうと。山は単に登山をす
る人たち、あるいは山好きの人た
ちだけのものではなくて、森林も
あり、森林資源もあり、そして大
事な水資源の源でもありますし、
さらには里から川になり、川から
海に流れ込むという意味では、現
在海の人たちからも、山がどのぐ
らい整備されているか、あるいは
山がどのぐらい豊かであるかとい

うことが注目されております。山
が荒れますと海も荒れてしまいま
す。漁場も、そして養殖も駄目に
なってしまうのですね。
　そういう意味で、皆さんには山
に伴ういろんなことをこれからご
一緒に考えていただいて、来年か
ら祝日は始まりますけれども、そ
れを一つのきっかけにして、皆さ
ん家族で、あるいは親子で山に行
っていただき、そして親しんでい
ただいて、さらには山を考えなが
ら、将来の日本をどういうふうに
みんなでしていこうかというとこ
ろまでつなげていただければと思
っております。
　きょうは4人の講師の皆さまがそ
れぞれに講義とパネルディスカッ
ションをしていただきます。最後
までゆっくり聞いていただければ
と存じます。どうもありがとうご
ざいます。

（終了）

シンポジウムD

「山の日」から
「安全のための

知識と方法」
を考えよう

磯野剛太
主催者挨拶

全国「山の日」協議会事務局長
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　こんにちは。今ご紹介にあずか
りました村越です。後半の座長を
務めますが、きょうは3人の方々に
かなり広範なお話をしていただく
ので、整理があったほうがいいか
なと思いまして、ちょっとだけ整
理をしたいと思います。
　シンポジウムのこのセッション
のタイトルは「『安全のための知
識と方法』を考えよう」です。と
いうことは、そこには安全上の課
題があるということになります。
安全上の課題とは何かというと、
平たく言うと「遭難」です。その
辺のことをちょっと整理しておこ
うと思います。
　これはよく出てくるグラフです
が、山岳遭難者の推移です。よく
言われているように1990年代後半
から増加傾向がほとんど止まらな
い。前年に比べてちょっと下がっ
た年はありますが、基本的には増
加しているということが見てとれ
ます。一昨年になりますか、2400
近い遭難者がいます。この図は色
がなくて見にくいですが、一番上
が遭難者数、二番目が中高年の遭
難数、ちょっと下がって途中から
上がってくるような図（折れ線）
は道迷い遭難です。道迷いの遭難
が現在の遭難数の中の大体40％を
占めるということが、遭難の現状
として、指摘をされています。
　もうちょっと細かく、どういう
遭難があるかということを見た
のがこの図です。これを「遭難態
様」というふうに警察庁の資料で
は呼んでおります。先ほどの資料
にありますように道迷い遭難は大
体40％ぐらい、続いて多いのが転
倒、滑落、そして疲労、病気、転
落。転落は滑落と区別がしにくい
ので一緒に扱うこともあります。
この上位6態様合わせておおむね

85％ぐらい。山に行くと何がある
か分からないといいますが、安全
上の課題ということでいえば、基
本的にはこの六つでかなりの部分
を占めているということになりま
す。あとは雪崩とか落雷とかで、
こういうのは逆にニュースになる
ぐらい限られているわけで、遭難
数でいうと1％も満たないぐらいな
感じになります。
　こういう遭難が常に同じよう
にどこでも起こっているかという
と、そうではありません。これは
地域、高い山と低い山で今言っ
た六つの態様がどういうふうに分
布しているかを見たものです。男
性と女性で分けてあります。上が
男性、下が女性です。これを見ま
すと大体実感通りですが、上位
の二つ、道迷いと転倒というのは
どこでも同じように起こっている
わけではなくて、男性も女性も同
じように道迷いに関しては低山で
多く、高い山では実はほとんどな
い。一方で転倒のほうは若干とい
うか、数としては低山のほうが少
なく、高山のほうが多いです。
　年齢と性で分けてみると面白い
ことがいっぱい分かります。これ
は男性の遭難です。下のほうに0〜
80まであります。これは何歳代と
いうことです。0というのは0歳〜9
歳までです。これを見ますと、60
歳代でいろいろな遭難がたくさん
あることは一般にも知られている
通りですが、例えば一番上のこの
ラインは道迷い遭難ですが、これ
はどの年代層でも同じように発生
している。それに対して例えばこ
の薄い緑の転倒は、60歳代で極端
に多いということも分かると思い
ます。つまり、いろんな遭難態様
がありますが、年齢とか性別によ
って随分発生傾向は違うというこ

より有意義に
聴講していただく

ために
村越　真

静岡大学教授

村越　真（むらこし　まこと）
1960年静岡生まれ。静岡大学教育学部・
防災総合センター教授、附属静岡小学校
長。オリエンテーリング日本選手権15
連覇（1980-1994）、通算22勝、アジ
ア環太平洋選手権者（1986、1996）。
（社）日本オリエンテーリング協会業務執
行理事、国立登山研修所調査専門委員。
専門分野は空間認知・ナヴィゲーション・
リスク認知・安全教育。2001年以降、道
迷いを中心に山岳遭難も研究テーマとし、
その研究成果を読図やリスクマネージメン
ト・山岳遭難対策講習・講演などで実践に
還元している。主著書は「山岳読図大全」
（山と渓谷社）、「子どもたちには危険が
いっぱい」（山と渓谷社）、「山岳ナヴィゲ
ーション」エイ出版社。

シンポジウムD
イントロダクション
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とです。一方で女性はどうかとい
うと、女性も大体同じような傾向
でやはり60歳代で多いのですが、
女性の場合、さらに転倒が60歳代
で突出しています。
　つまりこうやって見ると遭難と
いうのはいろいろあって、そこに
至る経緯というのはさまざまなわ
けですが、ある態様の遭難を増や
すような要因が、年齢だったり、
性だったり、地域だったりという
ようなものがあるということです。
　その遭難の態様を模式図的に示
したものがこれです。真ん中に遭
難する人が書いてあります。四角
の大きさは発生数に、比例という
ほどではないですが、大体そんな
感じで書いてあります。道迷いが
多くて、次が転倒で、滑落・転落
があるということです。それから
人間の近くに書いてあるものは人
間的な要素が多い遭難態様です。
端のほうに書いてある落雷とか雪
崩とか落石とか鉄砲水とか、これ
は最終的には人間にダメージが加
わるのですが、あまり人間に関与
のないところで発生し、一方的に
人間にダメージを与えるというよ
うな遭難です。
　では、こんな遭難はどうして起
こるのだろうか。先ほども年齢と
か性別とか少し要因を挙げました
けれども、遭難につながる要因と
いうのは、もちろん細かく見てい
けばたくさんありますが、大きく
分けると3種類ぐらいしかないと考
えられます。
　一つは気温・天候・気圧。一言
でいえば気象現象です。その背後
には当然季節や地域差というもの
があります。こういうものが、例
えば悪天候は道迷いにつながって
いるし、当然、鉄砲水には直接的
な影響がある。気温が高ければ熱

中症、低ければ低体温症、という
ふうに遭難態様に影響を与えてい
ます。これが一つ。
　もう一つは、簡単にいうと地面
です。路面であったり傾斜であっ
たり。傾斜があれば当然転ぶと
か、滑り落ちるとか、転落すると
いうことがあります。路面が悪け
れば転倒する、転んで骨折をする
というようなことが生じます。
　三つ目は人間自身。人間自身
は大きく分けると、（一つの側面
は）認知。どういうふうに考えた
り知識を持っているかということ
で、道迷いなんかはそれに大きく
影響を受けています。もう一つの
側面は生理状態で、これは運動生
理的な面です。体力だったり、循
環器の働きだったりということで
す。そういうものがうまく機能し
ないと転倒のようなものにつなが
ったり、低体温とか熱中症につな
がります。ですから大きく分けて
三つぐらいの要素があるというこ
とになります。
　これからお話をいただく3人の先
生は、それぞれこういう要因に対
応してお話をし、ヒントをいただ
きます。まずは飯田先生の領域で
いいますと気温とか天候とか、そ
ういう気象現象の話になります。
山本先生は運動生理ですので、
人間的な要素ということになりま
す。石井先生は教育者でいらっし
ゃいますので－－こういう要因が
あることは我々はここで分かって
いるけれども、最終的には登山者
自身がなんで遭難するのか、どう
いう要因が遭難につながり、それ
がどういうふうに展開するのか。
そういう知識がなければそれに対
して備えることはできないわけで
す。そういうときに、石井先生が
日ごろから登山ということでかか

わっているのは中学校の生徒さん
で、言ってみれば山の素人です。
そういう素人が山の危険とか安
全についてどういう知識を持って
いるのか、どういう状態にあるの
か、また、そこにどういう教育の
余地があるのか、そんなところに
つながるお話をいただけるのでは
ないかと思います。
　今ちょっと知識の話が出ました
が、私は専門が道迷いですが、ど
うして道迷いに至るか、これを知
らないと防ぎようがないわけです
ね。知らないとプロセスがブラッ
クボックスになってます。でも知
っている人であれば－－例えば環
境。獣道が多いとか作業道が多
い、あるいは高山帯でいうと砂礫
地があって道が分かりにくい、そ
ういうものが道迷いのリスクを増
やしている。あるいはそういうも
のが適切に管理されていない。ま
た人間側の要素としては、そうい
う迷いやすい環境に対してのナビ
ゲーションスキル、読図のスキル
とか知識がない。あるいはそのた
めの装備、端的にいえば地図やコ
ンパスを持っていなければ当然遭
難に至りやすくなります。こうい
うことを知って、なおかつ、それ
に対応した知識とかスキルがない
と道迷い遭難に至ってしまうわけ
です。
　また、道迷いをしてしまっても
すぐにそれが遭難につながるわけ
ではありません。道を間違える。
そして、それが発展して道迷いに
なる。でも、復帰して何事もなか
ったように下りてくる人はいるわ
けです。でも、必ずしもみんなが
そうやって道を間違えたときに無
事に下りてくるわけではなくて、
遭難して救助隊のお世話になる。
でも、無事に救出される人もいま
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す。また、けがをする、死亡する
という人もいます。
　その途中には、簡単にいうとこ
んなプロセスが考えられます。そ
のプロセスの進行を止めるために
は読図スキルであったり、的確な
判断だったり、装備だったり、連
絡手段だったり、こういういろん
な要素がその安全上の課題をなく
し、山から下りてくるというところ
につながっています。こういう知
識がやはり登山者には必要とされ
ると考えられます。
　これは道迷いの例でお話をしま
したけれども、これからお話をい
ただく3人の先生方の中には、一
番最初に挙げたような数々の対応
の遭難に対して、その背後にどう
いう要素があるのか、また我々は
山の安全を確保するために何を知
らなければいけないのか、そうい
うお話をしていただけると思いま
す。以上で私のイントロダクショ
ンを終わります。ありがとうござ
いました。

（終了）

座長：村越　真

石井弘之
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シンポジウムD	 講演Ⅰ 　こんにちは。成城学園中学校高
等学校で校長をしております石井
でございます。高級スーパーマー
ケットとは何の関係もございませ
んが、覚えやすいので成城石井と
いうふうに記憶していただけると
幸いです。私は山の専門家ではあ
りませんし、ありきたりの話しか
申し上げられませんので、トイレ
に行かれるのでしたら私の話の間
がよかろうかと思います。
　本日この国際フォーラムでは、
「山の日」のイベント以外に「よみ
うりGENKIフェスタ」という催し
物が行われています。私立の中高
受験の合同説明会なのですが、私
も先ほどまでそこにおりました。
ご存知のように少子化が進んで、
中学校受験も生徒獲得の競争が激
しくなっているわけです。各学校
ともそれぞれどんな特徴があるの
かということを、知恵を絞って必
死にアピールしている状態です。
　私ども成城学園でも自分たちの
学校の魅力をなんとか伝えようと
しているのですが、その中の一つ
が「自然と親しむ教育」というも
のです。学校の創設者、澤柳政太
郎が四つの教育目標を掲げたの
ですが、そのうちの一つが「自然
と親しむ教育」というものです。
学園自体が今でも古い武蔵野の自
然を残した中にありますが、さら
に行事でそれを具体化しているの
が、中1で行われる「海の学校」、
中2で行われる「山の学校」、さら
に希望制で行っている「スキー学
校」になります。
　スキーについては今日の話のメ
インではありませんが、関連しま
すので先に少しだけ触れておきた
いと思います。成城学園がスキー
に関心を持ったのは非常に早い時
期で、1930年、昭和5年にオースト

リアの有名なスキーヤーでありま
したハンネス・シュナイダーを招
いて研修を既に行っています。昭
和5年のことですから、もちろん日
本には今のようなスキー場はなか
った時代です。登山にしてもスキ
ーにしてももともとはヨーロッパの
上流階級の人たちのたしなみだっ
たわけですが、おそらく成城学園
は当時そういう海外の新しい文化
に敏感に反応していたのだろうと
思われます。登山もスキーも日本
全体では人気の盛衰はありました
が、成城学園としては何十年、ど
ちらもやめることなく、ありがたい
ことに大きな事故もなく、続けて
きた大事な行事になっています。
　本題に入ります。本日の会は
「山の日」の制定との関連で催さ
れているわけですから、登山とい
うこと、それからその安全という
面にできるだけ絞って、我々の活
動を紹介していこうと思います。
　安全教育という点では、広い意
味での意識づけ、これが第一にな
ります。成城学園では登山をする
前年に、中学1年生で「海の学校」
を行っているのですが、これが
「命の教育」の初めの一歩となり
ます。単なる臨海学校ではありま
せん。もちろん楽しい企画もあり
ますが、それと並行して、心臓マ
ッサージ、人工呼吸、さらにAED
の使用法なども学ばせています。
そういう心肺蘇生教育を受講し
て、中学1年生に「ウォーターセー
フティー」という、日本ライフセー
ビング協会が授与する資格として
は一番下のものですが、全員にこ
れを取得させています。
　これは小さくて見えにくいかと
思いますが、「海の学校」が終わ
ったときに全員に記念に渡してい
るものです。キーホルダーになっ

子供達の
自然体験活動と

安全対策
石井弘之

成城学園中学校高等学校　校長

石井弘之（いしい　ひろゆき）
1980年4月より成城学園中学校教諭。学
園がおこなってきた「山の学校」で初め
て槍ヶ岳・白馬岳登山。その後、槍ヶ岳に
は20数回、白馬岳には10回くらい行事の
付添いや個人的な楽しみとして登ってき
た。北鎌尾根ルートを味わったり、白馬岳
大雪渓をスキーで楽しんだりしてきた。
1986年穂高町（現安曇野市）に衝動的に
自宅を購入、ますます北アルプスに惚れ
る。1988年4月より1年間、研修と称し
てインド・ネパール・パキスタンを放浪。
ヒマラヤの軽いトレッキングを経験する。
1991年4月より9年間アルザス成城学園
（フランス）勤務。ヨーロッパ・アルプス
のトレッキングも経験する。2012年より
成城学園中学校高等学校副校長。2014年
より校長。
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ていて、この中にフェースシール
ドが入っており、安全にマウス・
トゥー・マウスができるようにな
っています。学園内にAEDもたく
さんありますし、学園内のどんな
場所からでも3分以内にAEDを使
えるようにしているとか、AEDの
地図を作るとか、そういうような
こともしております。こういう命
の大切さを子どもたちにきちんと
認識させることが、まず安全教育
の出発点になると思います。
　次に、山に行く前の指導というも
のが重要です。中学2年生の7月下
旬に「山の学校」を行っています。
その準備のために5月の遠足でも登
山をやります。最近は丹沢の大山
に登っています。そのときに生徒の
体力面、精神面、そういう様子を
観察します。普段の体育の時間と
か部活動で元気に活躍している生
徒が必ずしも山に向いているとは
限らない。意外におとなしい生徒
が強かったりもするんですね。集
中力があるか、指示にすぐ反応で
きるか、危険行為を犯さないか、高
所恐怖症は大丈夫か、歩き方や道
具の使い方はどうか、そういうこと
をいろいろと観察します。
　生徒は放っておくとすぐに、石
を投げたりとか友だちを押すふり
をしたりとかして、遊び始めてし
まいます。体力の余っている生徒
ほどそういうことをしがちなのは
お分かりかとは思いますが、それ
だけではなく、今の中学生は、例
えば靴のひもをきちんと結ぶとい
うことができない子がいたりもす
るんです。ということで、そういう
行動をよく見て、生徒一人ひとり
を把握するというのが登山をさせ
るうえで重要かと思います。
　成城学園の「山の学校」はいず
れも北アルプスにある山に登りま

すが、三つのコースを設けて、そ
れをさらに八つの班に分けていま
す。それぞれ30名程度のチームで
行動しています。厳しい順に、槍
ヶ岳、白馬岳、唐松岳に登ってい
ます。槍は4泊で、白馬と唐松は3
泊で実施をしています。最初の班
が出発するのが7月22日、最後の班
が帰ってくるのが7月30日で9日間
にわたる大行事です。山岳部とい
うことではなく、中学生全員にこ
ういう登山を実施しているのはお
そらく全国で成城学園だけだろう
と思います。
　生徒のコース選びですが、まず
一応希望はとります。学年全体の
教師で検討をして、コースを振り
分けます。生徒の希望通りになる
わけではありません。普段の授業
や部活動での様子、本人および保
護者の意見、大山登山での観察
の結果、そういうものを組み合わ
せてコースを決めていきます。長
時間の山行になりますから、集中
力のもたない生徒は厳しいコース
には行かせられません。また付き
添いの教員やガイドさんの話を聞
き逃さず、命令にすぐに従える、
そういう力も必要になります。も
ちろん体力は大事なのですが、そ
れだけで決めるわけではありませ
ん。一番楽な唐松班といえども北
アルプスの山ですから軽いわけで
はないのですが、240名の生徒を最
も適したコースに振り分けるのが
安全という点では極めて重要なこ
とになります。ですから、安全の
第一というのはやはり身の丈に合
った山を選んでいくという、そこ
にあるのではないかと思います。
　余談ですけれども、運動部など
に入っている生徒は一番つらい槍
ヶ岳班を希望しないと上級生から
怒られるということがあるのです

ね。それから歴史のある行事です
から、お母さんが中学生のときに
槍ヶ岳に登っていたりすると、子
どもは「自分も槍ヶ岳に行かなく
ちゃ」と、そういうプレッシャーの
中でコースを選ぶわけなので、行
き先を選ぶだけでも本当に様々な
ドラマがあります。
　次に付き添いについて話をし
たいと思います。私は国語の教員
ですが、もちろん登山を基準に採
用されたわけではありません、国
語を教えるということで採用され
たわけです。ほかの教員ももちろ
ん同様です。つまり、もともと登
山に関して素人の教員が「山の学
校」を計画して、付き添って、次
の年の準備をしているわけです。
　ただありがたいことに、100人
からいる教員集団ですから、何人
かはもともと山に詳しい教員がい
ました。私が知っているこの三十
数年でも、大学時代に山岳部のキ
ャプテンだった人もいました。そ
れから岩登りが好きで、ヒマラヤ
のマナスル遠征隊に参加したこと
のある教員もいました。どちらも
数学の教員です。たまたま得られ
た人材なのですが、こういう人た
ちの知恵と経験はまず本当に貴
重になります。成城学園の「山の
学校」は数学科が支えているとい
う、そういう側面もあります。
　しかし、最初に申し上げた通
り、大概の教員は登山に対しては
素人です。ですから、成城学園で
は登山のための研修の予算をきち
んと計上しています。秋や春に何
人かの教員で登山の研修をするこ
とがあります。場合によってはプ
ロのガイドさんの教えを受けなが
ら、山での経験を増やしていく。
また、「山の学校」の最中でも、
付き添いではなくて、それとは別



90

に、研修費を使って本隊に同行す
る教員もいます。これは生徒の世
話とか指導はしないんです。次の
登山のリーダーになるためにいろ
んな知識を学んでもらう。先輩教
員の動きを見たりとか、ガイドさ
んの話を聞いたりとかして、一緒
に同行しながら勉強をしてもらう
ということをやっています。
　先ほど申し上げたスキーに関し
ても、成城学園では教員のための
研修費を予算化しています。体育
の教員に対してではなく、一般の
教員に対して登山やスキーのため
の予算を確保している学校という
のはそう多くはないのではないか
と思います。これが長い間大きな
事故なく、安全に登山ができる環
境の支えになっているのではない
かと思います。同時に、教員が使
う道具に関しても予算化していま
す。
　登山のコースに関しても、教員
の中で考えながら決めています。
さっき申し上げた槍・白馬・唐松
はここのところ何十年か定番にな
っていますが、近年の大きな変更
は白馬岳班です。ご存知の方も多
いと思いますが、白馬岳には素晴
らしい大雪渓があります。我々も
長い間、猿倉から大雪渓を登って
反対側の栂池に下るというコース
で行っていました。しかし、残念
ながら大雪渓ではかなりの頻度
で落石があります。時々事故が起
きるというのも現状です。ですか
ら、「学校登山」と限定をします
と、このコースを続けて良いかど
うかということを検討せざるを得
ませんでした。その結果、現在は
栂池側から登って同じコースを帰
るというルートにしています。
　これですと、登りは大雪渓を使
っていたコースより2時間以上長く

なってしまうので心配をしたので
すが、体力面というのは、中学生
は結構努力で克服できるのです。
けれども、落石は根性では防げま
せんから、やはりルート選びとい
うのは重要になると思います。何
回か下見を行って栂池からのコー
スに変えました。実は栂池のゴン
ドラを降りたすぐのところに、あ
の一体が国立公園になる前に造っ
た成城学園の小屋があるのです。
それも非常に大きな支えになりま
した。
　付き添いの態勢は、槍ヶ岳班で
言いますと、生徒三十数名に対し
て教員5人ぐらい、それからガイド
さん3人という大人8人です。です
から大人1人に対して生徒4人ぐら
いで登っています。目が行き届く
範囲かと考えてやっています。ガ
イドさんについては現在この三つ
のコースともアトラストレックとい
う登山専門のツアー会社に依頼し
ています。一番最初にごあいさつ
をされた磯野さんが代表をなさっ
ている会社です。この手助けとい
うものが本当に大きなものです。
　ただ、派遣されるガイドさんを
そのまま受け入れているわけでは
ありません。毎年「山の学校」が
終わった後、学校側からガイドさ
んについての評価をアトラストレ
ックにお伝えしています。あくま
でも学校が主体になるという覚悟
が大事なのです。お年寄りのツア
ーとか、あるいは百戦錬磨の登山
客に向いているガイドさんでも、
初めて山に行く中学生に向いて
いるガイドさんとは限りませんか
ら、場合によっては「翌年からこ
の方は外してください」という要
望を申し上げたこともあります。
また、そういうやりとりが山での
安全という点では信頼を生むんで

す。磯野さんとの信頼関係という
のは、この「山の学校」にとって
は本当に大きなものです。実施の
ひと月前ほどに保護者向けの講演
会もお願いしています。近年は低
体温症のお話などを磯野さんから
頂戴することが多いかと思います。
　余談ですけれども、付き添いと
いう点では時々うれしいことがあ
ります。何かといいますと、卒業
生が付き添いに来てくれることが
あるんです。何年か前に、成城学
園に併設されている成城大学があ
りますが、そこのワンゲルに入っ
た卒業生が付き添いに来てくれま
した。ここ数年毎年来てくれてま
すが、その中の一人はその後登山
用品のモンベルに就職をするとい
うこともありました。
　それから、長い間中国に赴任し
ていた卒業生がいるのですが、毎
年「山の学校」の最中に休暇をと
って中国からわざわざ帰国して、
付き添いをしてくださる方がいた
んです。そして昨年ついに、その
人のお子さんが中学2年生になって
「山の学校」に参加して、お父さ
んは付き添いとして参加して、親
子で一緒に槍ヶ岳に登るというう
れしいこともありました。生徒とし
ての目線で付き添いに来てくださ
るというのも、大きな意味では安
全につながっているかと思います。
　山では、特に中学生ですから、
具体的で単純な指示が大事です。
生徒はいろいろと危険なことをや
らかしますが、自分でそれを危険
だと思っていないことが多いんで
す。それを事前にもちろんまとめ
て伝えてはいますが、中学生はそ
んなことはすぐに忘れてしまいま
す。ですから、まずいことをした
時にすぐにその場で注意をするこ
とが大事です。犬と同じです。で



91

すから、生徒にすぐに注意できる
ように、そういう項目を短くまとめ
たプリントをつくって、付き添い
に配布をしています。
　全部で15項目ありますが、簡単
なのは「走るな」というのがありま
す。生徒は遅れると前の人間に追
いつこうとしてすぐに走ろうとす
るんです。下りでこれをやると、
転倒の原因になりますから危険で
す。それから「振り向くな」とい
うのもあります。おしゃべりに夢
中になって、時々後ろの生徒とし
ゃべろうとして振り向くやつがい
るんですね。荷物の重さに振り回
されて足を踏み外してしまったと
いう生徒も実際にいます。中2とい
うのはまだ体重が30キロ台の子も
いますから、5キロの荷物といって
も結構大変なんです。「休憩時に
荷物を谷側に置くな」というのも
あります。ガイドさんが実際に何
十メートルも崖を下ってその荷物
を回収してくださったこともあり
ます。ほかにも「手に荷物を持つ
な」とか、「石を蹴ったり投げた
りするな」とか。そういうのを付き
添いは持って同行しています。付
き添いも素人ですから、何を注意
したら良いかということを集団で
徹底しておくことが大事です。
　次に道具についてです。これ
までいろんな会社にお願いしてき
たのですが、ここ数年はカンダハ
ーというお店に道具を紹介しても
らっています。成城学園の「山の
学校」がどのように行われている
かということをきちんと理解して
道具を販売してくださっているの
で、これも非常にありがたいつな
がりです。ただ、これも製品が悪
かったようなときにははっきりと
お伝えをして、なあなあにならな
いように気をつけています。

　先ほど申し上げた大山の遠足の
前に、生徒に登山靴と雨具を購入
させます。遠足で実際に道具に慣
れさせ、本番のコースをその後に
決めて、そのコースに合った大き
さのザックをその後に買わせると
いうふうにしています。学校の紹
介でなくて各自で買ってもよいこ
とにしているのですが、できるだ
けこちらで事前に確認をします。
保護者は値段が高いものほど良い
ものだと思ってしまうんですね。
実際に履いてきた登山靴が、雪山
用の異常に重くてごついものを履
いてきたというようなこともありま
したから、できるだけ道具につい
ては事前にこちらでチェックをす
るようにしています。雨具は実際
に装着をさせて、使い勝手なんか
も勉強させることをしています。
　購入させる際も学校で展示会
をちゃんと行って、生徒だけでは
なくて保護者にも来てもらって、
それを見てもらいます。ちょっと
気を抜くとコンビニで売っている
ビニール雨具かなんかを持ってく
るような子もいますので、道具に
ついてはとにかく神経を使ってや
っています。ただ、一式購入する
となると結構な金額になりますの
で、そういう点ではやはり私立の
学校だからこそできることなのか
もしれません。
　父母の会というのがありまし
て、そこが毎年文化祭のバザー
で、ザックなどは下の学年が購入
できるようにと集めたりもしてく
れています。ただ、これも気をつ
けなくてはいけないことがありま
して、登山靴をバザーに出す人が
いるんですが、登山靴も何年か使
っていますと靴底が劣化してぱか
ぱかはがれてしまうことがありま
す。実際にそういうようなことも

ありまして、「なるべくバザーに
靴は出さないでくださいね」とい
うことまで気を使わなくてはなら
ないのですが、そんなふうにして
道具については対処しています。
　道具という点では、昨年からヘ
ルメットを使わせることにいたし
ました。昨年は実験的に槍ヶ岳班
だけ、学校がヘルメットを購入し
て貸し出すという形で実施をしま
した。いろいろ議論をして、唐松
岳班までかぶらせるのはちょっと
過剰かなあという意見もありまし
たが、来年度からは全部のコース
でヘルメットを着用することを義
務にしようということを、職員会
議でこの前決めました。直接身に
つけるものですからレンタル方式
はやめて、登山靴と同じように個
人持ちということで進めようかと
思っています。
　実際に登山に行く前日に、前日
登校というものをやっています。
これも安全のためにはすごく大事
です。まず、登山に行くその格好
で前日に学校に来させます。必要
な道具はそろっているかどうか、
逆に無駄なものを持っていない
か、健康状態はどうかということ
をチェックします。大概荷物は重
量オーバーです。山小屋に泊まる
のに缶詰を5個も6個も持っていた
り、最近は指導が行き届いて減っ
てきましたが、中2ぐらいですとお
しゃれですので、ヘアドライヤー
をザックの中に忍ばせていたりな
んていう子もいるのです。とにか
く登山に必要のないものを全部取
り除かせます。学校でバネばかり
を用意して、一人ひとりのザック
をつるして、「お前のは何キロだ
から駄目だ」というふうにやって
います。
　教員が用意している道具もあり
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ます。最近はガイドさんがいろん
なものを持ってきてくださるので
徐々に減らしていますが、必要に
応じてトランシーバーを持ってい
ったり、あるいは酸素飽和度をチ
ェックするパルスオキシメーター
を持っていったり、医薬品とか、
予備の雨具とか、予備の靴ひも
とか、そういうものを持っていっ
たりします。登山に関係ないので
すが、ハウスダストなんかで咳が
出て眠れないような子がいますの
で、そのためにマスクの束を持っ
ていったりとか。そういう点では何
が必要かということをよく考えて
準備はしています。全部そういう
のは事務室が把握して、毎年きち
んと運営できるようにしています。
　近年頭の痛いのが天候不順で
す。私が教師になったころは7月
下旬というのは本当に天候が安定
していました。八つの班がすべて
登頂できるというのが当たり前で
した。最近は温暖化の影響なので
しょうか、7月下旬の天候もまった
く当てにできない状態になってし
まいました。ゲリラ豪雨なんてい
うのも発生しています。都会だけ
ではなくて山でもそういう状態で
す。天候が悪化したときの「撤退
する」という決断、これが重要で
す。何度も山に登ってガイドさん
と対等にお話ができる教員がいて
はじめて、そういう決断が可能に
なるのです。何かをやめるという
のは何かをやるよりも勇気が必要
です。ですから、その決断という
のが本当に大きいです。ガイドさ
ん任せにしないというのがやはり
生徒を預かっている学校の基本か
と思います。
　十分気をつけていても不測の事
態は起きまして、最悪の場合はヘ
リコプターでの救助を要請するこ

ともありました。私の知っているこ
の三十数年で4回ほどありました。
ありがたいことにと言いますか、
もったいないことにと言いましょう
か、いずれも結果的には大事には
至りませんでした。山頂の診療所
で「盲腸じゃないか」と診断され
て、ヘリを要請したのですが、便
秘でした。鼻血が止まらなかった
子も、松本に着いたらピンピンし
ていたなんていう感じです。しか
し、最終的にはヘリコプターなど
のお世話になるということも一応
は念頭において計画を立てておく
ということが必要かと思います。
そのための保険に入っておくこと
も必要なことかと思います。
　「山の学校」が終わった後、必
ず反省会をやります。生徒の振り
分けはどうだったか、付き添いの
態勢はどうだったか、ガイドさん
に問題はなかったか、道具はどう
だったか、山小屋との関係はどう
だったかというようなことをいち
いちチェックします。小さな事故
でも報告をしてお互いに確認し合
います。こういう次年度への申し
送りみたいなことが、当たり前の
ことですけれども、大事になりま
す。ヘルメットを着用することに
しようというのもこういう反省会
から提案されたことです。
　槍ヶ岳班の2泊目に燕山荘に泊
まりますが、実はオーナーの赤沼
さんは成城学園が併設している成
城大学のご出身なんです。ですか
ら、本当に親身に生徒に対しても
教員に対しても接してくださいま
すし、それ以外の山小屋の方も長
い付き合いですのでいろいろと親
切にしてくださっています。白馬
班の2泊目は頂上小屋に泊まるので
すが、そこの診療所には成城学園
を高校までで卒業して、大学は昭

和医大に行ったという卒業生が、
何年か診療所のチーフとして勤務
されていて、そのお世話になると
いうこともありました。
　そういう点では本当にもういろ
んな方のありがたいつながりの中
でこういう行事がやれているので
はないかなあと思います。50年を
超えました奇妙な学校行事だと思
うのですが、それが安全に維持さ
れてきたのはそういう多くの皆さ
ん方のおかげだと本当に感謝する
ばかりです。
　私の無駄話はこんなところで終
わりにしたいと思います。ご清聴
ありがとうございました。

（終了）
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シンポジウムD	 講演Ⅱ ○はじめに
　こんにちは、山本です。私は、
登山者の体力の面から事故防止を
考えたいと思います。最初に要旨
を言っておきますと、副題にある
ようにいわゆる「ベテラン」こそ
危ないことを認識しよう、という
ことです。
　この会場に来られている方は
熱心な方で、登山経験も豊富だと
思います。でも私が言いたいのは
「そういう人でも危ない」という
ことなのです。これは上から目線
で言っているわけではなく、私自
身も含めてみんなでその意味を考
えようということです。
　登山は想像以上にハードな運動
です。しかし、その認識ができて
いない人が大部分です。多くの人
は真面目に登山に取り組んではい
るものの、行く山の大変さを客観
的に把握する手段がない。このた
め、認識をしたくてもどう認識し
ていいかがわからない。
　その結果として、役立つような
トレーニングもできていないので
す。下界でトレーニングをしてい
る人は多いのですが、それが役立
っていないために山でトラブルが

起こり、事故につながる。
　きょう言いたいことは三つで
す。第一に、登山の大変さがどの
程度かを、具体的な数値で示すこ
と。第二に、自分が登山をする上
でどの程度の体力を持っているか
をチェックするテスト方法を示す
こと。第三がトレーニングの話で
す。なお、おおよその内容は『山と
渓谷』の2014年11月号に書いたの
で、持っている方はご覧ください。

○ベテランの事故が一番多い
　ここに示したのは長野県の事故
様相です。長野県には高山が多
く、登山も本格的なものになりま
す。そういう山では転落・滑落・
転倒といった、転ぶことに関連し
た事故が非常に多くなり、半数以
上を占めている。その次には病気
が多い。特に最近では、心臓疾患
による事故が増えています。
　私は、体力やトレーニングのこ
とが専門です。その視点から言う
と、転ぶ事故というのは脚力が弱
いために起こります。一方、心臓
の病気は心肺能力が低いために
起こる。事故を起こす人は60歳以
上の中高年で多く、上りでは心臓

登山者に必要な
体力とトレーニング

－いわゆる「ベテラン」
こそ危ないことを

認識しよう－
山本正嘉

鹿屋体育大学教授
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1984年より国際武道大学助手、講師、助
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ポーツトレーニング教育研究センター助教
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行った。登山は中学生時代に始め、ヒマラ
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著は『登山の運動生理学百科』（東京新聞
出版局）。2001年に秩父宮記念山岳賞を
受賞。（公社）日本山岳ガイド協会理事
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突然死が、下りでは転ぶ事故が多
い。だから上りも下りも油断がで
きないということになります。

　この図は、ベテランこそが危な
いことを示した証拠資料です。長
野県の山岳総合センターと遭難防
止協会が、去年の夏に県内の山で
遭難した83名の方にアンケート調
査を依頼したところ、92％の方が
回答してくださった。遭難者の生
の声が反映している非常に貴重な
資料です。それをお借りしてきま
した。
　年齢で言うと、60～70代の遭難
が多いことがわかります。登山経
験でいうと、驚いたことに10年以
上という人が突出して多い。経験
の浅い中高年者や、若者の間で遭
難が多発しているわけではないの
です。
　登山経験が10年以上で事故を起
こした60～70代の方の特徴を、こ
の枠内にまとめてみました。これ
らのデータをどう解釈をするかは
人によって違うでしょう。しかし
言えることは、10年以上の登山経
験があっても事故は防げないこと
です。そもそも中高年の場合、10

年経てば体力は10年分落ちること
も考えなければなりません。
　ベテランとは本来、めったなこ
とでは事故を起こさない人のこと
です。ですから登山経験が長くて
一見ベテランに見える人、「いわ
ゆる」ベテランが危ないというこ
とになるのです。なぜこのような
現象が起こるのか、どうすれば解
決できるのかということを、お話
していきたいと思います。

○登山はどれくらいきつい運動か
　登山というのは思ったよりもハ
ードな運動なのですが、それが認
識できいないために事故が多発し
ているのです。この表を見てくだ
さい。「メッツ」という言葉が出
てきますが、これはぜひ覚えてく
ださい。
　1メッツというのは、今皆さんが
じっと座っているときに使ってい
るエネルギーのことです。ゆっく
り歩いたら2メッツですが、これは
安静時の2倍のエネルギーを使うと
いう意味です。健康のために多く
の人が励行している速歩きは4～5
メッツで、安静時の4～5倍のエネ
ルギーを使う。

　登山はどうでしょうか。ハイキ
ングは6メッツです。これは下界の
運動でいうとジョギングと歩行を
交互に行うことに相当します。つ
まりハイキングでさえ、速歩きよ
りはかなりきつい運動なのです。
夏の北アルプス縦走のような、あ
る程度本格的な登山になると7メッ
ツ。これはジョギングに相当しま
す。たとえば、北アルプスの縦走
を6時間する場合、単純にいえば6
時間ジョギングをやるのと同じで
す。それを60～70歳代の中高年の
方がやっているのです。
　雪山や岩山になると8メッツの運
動強度で、ランニングに相当しま
す。たとえば百名山の一つ、剱岳
の一般ルートはランニングレベル
の運動です。しかし、こういう認
識ができている人は少ない。
　この表で、6メッツと7メッツと
の間に点線を引いていますが、次
のような意味があります。6メッツ
台までの運動ならば、普段あまり
運動をしていない人が、いきなり
やっても危険性は小さい。
　一方、7メッツ以上、つまり夏の
北アルプスの縦走になると、普段
から運動不足で、かつ心臓に潜在
的に問題がある人が行うと、突然
死の危険が非常に高まるのです。
　夏山の北アルプス縦走は7メッツ
台で、ジョギングレベルの運動で
す。ジョギングの愛好家でも、市
民マラソンなどで倒れてしまった
という話を時々聞きます。山でも
同じで、心臓の弱い人にとっては
安全保障外の運動なのです。
　そういうきつい運動を、山の場
合ですから1時間や2時間では終わ
らず、6時間とか8時間とかやらな
いといけない。この点の認識が足
りないのです。
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○4割のベテランが体力不足
　そういうきつい運動をやってい
る中高年登山者の方は、実際にど
れぐらいの体力を持っているので
しょうか。ということで、実際に
体力測定をしてみたことがありま
す。国立登山研修所で毎年やって
いる中高年安全登山指導者講習会
という、中高年のリーダー層の研
修会に行って、164名の体力測定を
しました。男女とも平均年齢は59
歳でした。
　たとえば「30秒間椅子立ち上が
りテスト」といって、30秒間で何
回座ったり立ったりできるかとい
う脚力テストをすると、男性で30
秒間で33回、女性でも31回できま
した。これは下界の一般人のレベ
ルから見れば非常に強いのです。
体力年齢で見ると、20歳よりもも
っと若いという評価になります。
　この結果だけを見れば問題ない
ように思えます。しかし、その体
力は実際の山で役立っているので
しょうか。この164名全員に「あ
なたの場合、初心者向け、一般向
け、健脚向けコースのそれぞれ
で、身体にどのようなトラブルが
起こりますか？」というアンケート

をしてみました。そうしたらこの
図のようなデータが出てきました。
　リーダー層の方ですから、さす
がに初心者コースでトラブルを起
こす人はいません。しかし一般コ
ースではややトラブルが増えて
きます。そして最も深刻なのが、
右側に示した健脚コースの場合
です。健脚コースではトラブルが
急増していることがわかるでしょ
う。多いものから順にいうと、①
筋肉痛、②膝の痛み、③下りで足
がガクガクになる、④上りでの息
切れ、です。
　さきほど長野県の事故の話をし
ましたが、その時に見たデータを
思い出してください。一番多い事
故が転ぶ事故で、これには脚力不
足が関わっていると言いました。
一方、この図のワースト3である
①～③も、脚力不足によるトラブ
ルです。また転ぶ事故に次いで多
いのが病気、特に心臓関係の事故
で、その遠因は心肺能力の不足に
あると言いました。一方、この図
の4番目に「登りの息切れ」が来
ています。つまり現代の事故様相
と、この図に示したトラブル様相
とはぴったり一致しているのです。

　登山経験が豊富な中高年登山者
の体力は、同年代の一般人に比べ
たらたしかに強い。しかし、それ
が通用しているのは、せいぜい一
般コースぐらいまでで、健脚コー
スになると通用しなくなる人が4割
もいる。リーダー層でさえこのよ
うな状況だということは非常に深
刻な問題です。
　登山の事故が起こると、ベテラ
ンが「体力不足が問題だ」とよく
コメントします。でも、言っている
当人も実は危ないかもしれないの
です。こういうことを言っている
私自身も改めて、全ての登山者が
謙虚に反省をしなくてはいけない
と思います。

○トレーニングの盲点
　次に、トレーニングの現状と盲
点について話をします。もう10年
以上前ですが、中高年登山の元祖
と言われる岩崎元郎さんが、「中
高年の登山学」をNHKの教育番組
でやっていました。これが人気番
組となり百名山がはやりだした。
この時の番組テキストに添付して
行ったアンケート調査結果を紹介
します。
　アンケートは7000人あまりから
返ってきました。この番組の人気
のほどがわかります。それを見る
と、まずトレーニングをしている
という人が7割います。その内容
は、ウオーキングが8割ぐらい。階
段昇降のような面白みのない運動
も3割くらいの人がやっていまし
た。やはり真面目な人が多いわけ
です。
　ところが、これらのトレーニン
グが実際の登山で役立っているの
かを分析してみると、役立ってい
ないという結果が出ました。トレ
ーニングをやっていることと、そ



96

れが山で役立つかどうかは別問題
なのです。
　なぜウオーキングは役立たない
のでしょうか。最初の方で話した
ように、ウオーキングというのは
4～5メッツの運動です。けれども
百名山のほとんどは本格的な登山
で、7～8メッツの運動です。だか
ら平地ウォーキングをしているだ
けでは、実際の山で太刀打ちでき
るようにはならないのです。
　また、登山によく似た階段上り
には、なぜ効果がないのでしょう
か。実は、階段上り自体の強度は
8メッツで、本格的な登山と同等
なのです。何が足りないかとい
うと、運動量が全く足りないので
す。普通の駅の階段は、高さが5
～6メートルしかない。これを10回
上ったとしても50～60メートルに
すぎません。山での負荷量には到
底及びませんから通用しないので
す。
　平地ウォーキングも階段上りも
健康にはよい。しかし、それだけ
では山では通用しないという認識
が必要です。「登山仕様」、つま
り登山に役立つやり方を考えない
と、問題は解決しないのです。

○登山のエネルギー方程式をつくる
　ここまで、現代の中高年登山者
の体力の弱点やトレーニングの盲
点について、いろいろな角度から
データで見てきました。ここから
は、これらの問題をどうやって解
決するかという話をします。
　まず、登山が大変な運動という
ことはわかっていただけたと思い
ますが、どれくらい大変なのかと
いうことを、もっと科学的な数値
で表すことができれば、より説得
力があると思います。そこで、登
山中に消費するエネルギーを測る
研究をしてきました。
　この写真にあるようなマスクを
つけて山の中を歩くと、どれだけ
エネルギーを使っているかがわか
ります。私も含めていろんな人が
いろんな山に行って測った結果を
もとに、この図のように登山のエ
ネルギー方程式をつくりました。
　エネルギーというのは登山の
「大変さ」を表すよい指標になりま
す。この方程式の中身ですが、三
つの構成要素があります。①は歩
く時間の要素で、長くなるほどエ
ネルギーを使い、大変さが増す。
②は歩く距離の要素で、水平、上

方、下方という三つの要素があり、
それぞれ長くなるほど大変さが増
す。③は重さの要素で、自分の体
重とザック重量が関係し、重くな
るほどエネルギーを使う。
　①と②は、あるコースを標準タ
イム通りに歩くのであれば、誰が
歩こうが同じ値となります。そこ
で、そのコース固有の性質（大変
さ）を表す値という意味で「コー
ス定数」という名をつけました。
一方、③はその人の体重や背負っ
ているザックの重さによって変わ
りますから、登山者側の情報とい
ことになります。

○エネルギー方程式の活用
　この式を使うと、登山者にとっ
て役立つ情報がいろいろと得られ
ます。ガイドブックには初心者向
け、一般向け、健脚向けなどと、
体力度が★の数で書いてありま
す。そのグレーディングは、その
山に詳しい方が経験的につけたも
のです。ところが今の方程式を使
うと、それをもっと具体的に細か
い数値で、科学的に表すことが可
能です。
　たとえば、この表にはいくつか
の百名山の例を示しました。蔵王
山の場合、歩行時間が2.8時間でコ
ース定数は11となります。立山の
場合は、歩行時間が4.8時間でコー
ス定数は19。ですから星の数は同
じ2つですが、後者の方が2倍近い
エネルギーを使う。
　至仏山と富士山のところを見て
も、星の数は3つと同じですが、使
うエネルギーは2倍以上違います。
ベテランが経験的につけた★印の
数と、そのコースで消費するエネ
ルギーとはおおよそ対応するので
すが、それをより定量的な数値で
もっと細かく表せるのです。富士
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山などはこの値から、体力的に非
常に厳しい山だということもわか
ります。
　また、次のような利点がありま
す。吉田口五合目から富士山頂を
往復する場合、コース定数は41、
つまりほぼ40です。体重が60キロ
の人だったら、60kg×40で2400キ
ロカロリーのエネルギー使うとい
うように、暗算でわかるのです。
ついでに、このキロカロリーをミ
リリットルの単位に読み替える
と、脱水量もわかります。先ほど
の富士山の例ですと、2400キロカ
ロリーのエネルギーを使い、2400
ミリリットルの脱水が起こるとい
うことです。
　山岳雑誌やガイドブックなどの
出版関係者の方がおられたらぜひ
お願いしたいのですが、ガイドブ
ックの各コースにこの数値を記載
しておけば、「この数値にあなた
の体重とザック重量を足したもの
をかけたら、エネルギーと脱水が
すぐにわかります」と言えます。
ぜひこれを取り入れて頂きたいと
思っています。
　これを最初に実行してくださっ
たのが、長野県の山岳総合セン

ターと遭難対策協会です。ここに
「信州・山のグレーディング」の
表があります。縦軸が体力度の
ランク、横軸が技術度のランクで
す。前者のランク分けの方に、私
達がつくったコース定数が使われ
ています。
　いきなり体力度の高い山に行け
ば問題だということは、誰にでも
想像できます。しかし今までは、
それが明確な数値のレベルでは
わからなかったのです。しかし、
こういうグレーディング表があれ
ば、「手始めに1ランク目のコース
から行ってみよう」とか「このコー
スに行ったらかなり大変だったか
ら、次はもう１ランク低いコースに
行こう」とか、わかるわけです。
　長野県だけではなく、今年から
は新潟、山梨、静岡県でも共通し
たグレーディングが使われる予定
です。登山の「大変さ」を科学的
な数値で表し、事故防止にも役立
てたいという、私たちが目指して
きた研究が実りはじめて非常にう
れしいです。

○六甲タイムトライアル
　現状の解決策について話を続け

ます。さきほどのコース定数やグ
レーディング表を見て、それぞれ
のコースの大変さを理解すること
は大事です。しかし、自分の能力
が把握できていないと、結局は体
力に不相応な山に出かけてしまい
かねない。そこで自分の体力がど
れぐらいあるのかを、自己判定で
きるテストをつくろうと、この数
年研究してきました。
　そのきっかけとなったのは、関
西山岳ガイド協会が10年ぐらい前
から行っている「六甲タイムトラ
イアル」というイベントです。六
甲山の麓の芦屋川駅から始まる、
ロックガーデンコースというのが
あります。山頂は900メートルあま
りですが、コース中に下りの区間
もあるため、上りをすべて累積す
ると約1000メートルとなります。
コースタイムはちょうど3時間で
す。このコースを、自分の体力に
無理のない範囲でなるべく早く上
り、そのタイムを計る。
　このイベントはもう10年以上続
いています。毎年40人程度の参加
者があるので、のべ400人以上の
データがあります。そこに参加さ
れた方をさらに山でガイドした結
果、おおよそ次のような関係があ
ることを、会長の三輪文一さんが
見いだしました。
　このコースを2時間半以内で歩け
る人はAランクで、夏のバリエー
ションルートや雪山の一般ルート
でも問題なく歩ける基礎体力があ
る。3時間以内で歩ける人、つまり
標準コースタイムを切れる人はBラ
ンクで、北アルプス等の夏山縦走
ならばこなせる。3時間～3時間半
で歩ける人はCランクで、低山ハイ
キングだったら問題ないが、登山
ではトラブルが起こりやすい。3時
間半以上かかる人はDランクで、ハ
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イキングでも不安がある。
　つまり低山で登高能力のテス
トをすることで、自分がどれだけ
ハードな山をこなせるかが占える
のです。そこで六甲山だけではな
く、全国の大都市周辺の低山にこ
のようなテストコースが設置でき
たら、事故防止にも役に立つと私
は考えました。
　六甲タイムトライアルに参加さ
れる方は、ほとんどが60歳以上で
す。どんな要素がタイムを決めて
いるのかを調べてみると、年齢や
性別には関係がない。つまり、若
いから早く登れるとか女性だから
遅いということはない。また登山
経験も関係がないのです。
　何が関係するのかというと、年
間の登山日数です。一番早く歩け
るA群は、年間50日以上山に行って
いる。そういう人だったら70歳代
の人でも2時間半以内で歩けてしま
う。三輪さんに聞いたら、78歳の
方で2時間半を切れる人もいると言
っていました。普段からよく山に
出かけているかどうか、それだけ
なのです。このことから、登山の
最もよいトレーニングとは山登り
であり、それは身近な低山でも十
分可能だということがわかります。

○マッターホルントレーニング
　海外にも同じような例がありま
す。マッターホルンの麓、ツェル
マットに「マッターホルントレー
ニング」という看板があります。
マッターホルンはハードな岩山で
す。ヨーロッパのガイドと一緒に
登って、一定のスピードで歩けな
いと「君は体力的に無理だから下
りなさい」と強制的に下ろされて
しまいます。
　登っている途中でそんなことに
なるとお互いに困るので、あらか

じめこのコースで自分の基礎体力
をテストしてみてください、とい
うことで設置されたのでしょう。
ツェルマットの町からスネガとい
う展望台まで、ほぼ600メートルの
標高差を、①45分で登れたらOK、
②55分だったらまずまず、③60分
かかったらやや体力不足、と書い
てあります。
　これを1時間あたりの登高能力に
換算すると、①は810メートル、②
は663メートル、③は608メートルと
なります。メッツで言うと、①は10
メッツ強、②は8メッツ強、③は8メ
ッツ弱です。結構厳しい基準です
が、こういう厳しい岩山に登るた
めには、この程度の体力がないと
心許ないですよと、ヨーロッパのガ
イドたちは彼らの経験をもとに、数
値目標を提示しているのです。
　さきほどの六甲タイムトライア
ルや、このマッターホルントレー
ニングのような形で、日本全国の
身近な山に、このように自分で体
力テストができるコースができた
ら、事故防止に役立つでしょう。
体力を鍛えましょう、とただ言わ
れるだけでは中々腰が上がらな
い。しかし、こういう目標値があ

れば「自分もやってみようか」と
いうふうになるでしょう。今年か
ら長野県でも、美ヶ原でこのよう
なタイムトライアルをやることに
なっています。
　このようなコースがあれば、体
力チェックができるだけではな
く、トレーニングの目標にもなり
ます。たとえば1回目のタイムトラ
イアルでは目標値に届かず、体力
不足を自覚したとします。「じゃ
あ、普段のトレーニングをもっと
しっかりやって、月に1回はこの
コースでタイムトライアルをしよ
う」となります。
　このように明確な目標を持って
トレーニングをしていけば体力も
つき、タイムトライアルの成績も
だんだんよくなってきます。そし
て目標タイムが切れるようになれ
ば、「もう北アルプスに行けるく
らいの基礎体力はついたな」と自
分でわかるわけです。
　今までこういう基準がなかった
から、なんとなく自分も行けそう
だとか、人が行っているから行け
そうだ、と思って体力不相応の山
に出かけ、事故が起こっているの
です。
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○登山者向けの体力テストの開発
　このような背景をふまえて、私
の研究室でも体力テストを作成し
てきました。その結果、この表の
ような完成版ができたのでご紹介
します。「マイペース登高能力テ
スト」と書いてあるように、普段
の山行と同じようなマイペース歩
行をしたときに、1時間でどれくら
い上れるかを計るテストです。
　坂道を全力で上れば、特に中高
年の方では心臓への危険をはじ
め、身体が故障してしまう可能性
があります。ですから全力ではや
らない。きつさを感じる手前の速
さで上り続けて、1時間でどれだけ
登れるかを見るのです。
　「主観的運動強度」というの
は、運動しているときに自分が感
じるきつさをグレーディングした
もので、下界の運動処方ではよ
く使われています。この表を見る
と、「楽」と「ややきつい」の間に
「きつさを感じる手前」というと
ころがあります。これがマイペー
スに相当します。このペースで上
った時に、1時間でどれだけ登れる
かを調べるのです。
　たとえば、体重の10％のザッ
クを背負って上った場合、1時間
で350メートルを上れたら6メッツ
の体力を持っていることになりま
す。そこで「あなたの体力は6メッ
ツです。ハイキングができるぐら
いですね」となります。
　430メートル上れたら7メッツの
体力があることになるので、「あ
なたは無雪期の縦走だったら体力
的にこなせます」となります。雪
山や岩山に行きたい人であれば8
メッツの体力が必要なので、1時間
で510メートル上れることが必要で
す。

○全国に体力テストコースの設置を
　これが最後のスライドです。山
の麓に立てる看板だと思ってくだ
さい。全国各地で多くの方が親し
んでいる低山に、こういうような
テストコース、そしてトレーニン
グにも使えるコースができれば、
興味を持ってくれる人は多いでし
ょう。そして自分で体力チェック
ができるし、トレーニングの目標
にもなる。
　きょうは座長の村越先生から
「アクティブラーニング」をキー
ワードにしようと言われていま
す。これは能動的な学習という意
味です。きょうの話を聞いて「な
るほど、そうか」だけで終わって
しまったら、現状は変わらない。
この登高テストの評価表を手にし
て、自分の身近な山で試しにやっ
てみようとなれば、アクティブラ
ーニングとなります。
　そして、やってみたら目標値
には足りなかったので、日常のト
レーニングを見直し、さらには定
期的にタイムトライアルをしてみ
ようと考える。そうすればさらに
進んだアクティブラーニングとな
る。

　これまでは、アクティブラーニ
ングをしようにも何も指針があり
ませんでした。しかし、こういう
テストコースができれば目標値
もはっきりして、トレーニングに
も励みができます。その結果とし
て、長期的には事故の防止にもつ
ながっていくのではないか、とい
うのが私の考えです。
　長時間のご清聴ありがとうござ
いました。

（終了）
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シンポジウムD	 講演Ⅲ 　皆さん、こんにちは。飯田と申
します。富山県の立山の登山口
にあります博物館から来ました。
きょうは「山の自然と危険を考え
る」という非常に大きなタイトル
ですが、山にもいろいろありま
す。ちなみに東京は桜が満開です
が、私が居る立山の登山口、標高
500メートルでは、今積雪が150セ
ンチです。そこから2000メートル
登った立山の室堂の積雪は8メート
ルです。この天井ぐらいですが、
一冬で積もった積雪です。このよ
うに自然の違いによりリスクの違
いもありますが、今日は立山周辺
のことについて取り上げさせてい
ただきます。必ずしも全国の山に
当てはまらないかもしれませんが
お許しください。
　まず、東京から富山に行く飛行
機から撮った3月の立山の写真で
す。立山、剱岳がここです。除雪
の跡はアルペンルートですが、非
常に大きく弥陀ヶ原台地が延びて
います。私がいる博物館の名前に
なっている立山カルデラという地
域はその隣の大きなくぼ地です。
　今博物館では、立山の自然を次
の四つのキーワードで解説してい
ます。一つ目は「上昇する山」。急
激に隆起し続けている山という意
味です。二つ目は「氷の山」。雪
や氷に特徴がある山という意味で
す。三つ目は「火の山」。もちろん
これは火山です。御嶽山で話題に
なりましたが、立山も活きている
火山です。そして四つ目は「水の
山」。立山の水の力には凄まじい
ものがあります。この四つのキー
ワードに見られるように、立山は
狭いエリアに自然の多様性を持っ
ている特色ある山域なのです。
　皆さんのお手元にある『百万人
の山と自然　安全登山ハンドブッ

ク』の2ページ目、「知っておきた
い登山中の9つの危険」という山の
リスクのイラストがあります。立
山の四つの自然のキーワードの中
にもこれらの危険が内在している
ことをお話したいと思います。
　まず、「上昇する山」です。こ
れは昨日富山から乗った飛行機か
ら撮った写真です。立山連峰が屏
風の様にたちはだかる様子がよく
わかります。
　これはヒマラヤ山脈。実は北ア
ルプスや南アルプスは、地面の奥
深くでプレート同士がぶつかり合
いそして陸側のプレートが持ち
上がるような、ヒマラヤと同じよ
うな持ち上がり方をしてできまし
た。急激に上昇をしたため、立山
の山頂から富山湾までは直線距
離で35キロしかありません。ここ
で3000メートル持ち上がっている
わけです。「上昇する山」が起こ
すことは、高さ、それから急峻な
地形です。これが山のリスクにど
う結びつくかというと、低圧・低
温・強風などの気象要素に直接結
びついてきます。「上昇する山」
は非常に極端な気象現象を起こし
やすい、そういう山をつくってい
るということがいえます。
　 ま ず 気 圧 で す が 、地 上 は
1013hPa、1気圧です。これが、
1000メートルでは10分の9になりま
す。1500メートルだと、これはよ
く高層天気図で出てくる850hPa、
85％ぐらい。そして3000メートル
までいくと700hPaまで下がりま
す。10分の7ですね。エベレストの
ベースキャンプ付近、5500メート
ル付近まで行くと、大体半分にな
ってしまいます。気圧が半分とい
うことは酸素の分圧も同じように
半分になる、エベレストのベース
キャンプまで行くと酸素の量は地
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上の半分ということです。また、
立山の室堂2500メートルまでは交
通機関で行けますが、そこに急に
行くと、地上の4分の3しか空気が
ない、ですから室堂でも十分に高
山病になることがあるのです。
　次は気温です。皆さんはよくご
存じかと思いますが、100メート
ル上がると平均的な大気の気温は
0.6℃下がります。1000メートルで
6℃です。そうすると、3000メート
ルの山は地上と比べると、6×3＝
18で18℃違う。これは結構使えま
す。東京と立山を比べるのは無理
ですが、例えば、富山の気象官署
の値は立山の稜線の気温を予測す
るときにはそれなりに使えます。
1000メートル上がると気温が6℃下
がる、これはぜひ覚えておいて山
でいつでも使っていただきたいと
思います。
　次は風です。この図は夏と冬で
高さが増していったときの風速の
変化を示します。高いところにい
くほど風は強くなる、これは間違
いないです。ただ、気圧や気温の
ような規則性はないので予測は非
常に難しい。さらに山岳では地形
によって特に強風が吹く場所があ
ります。ですから、行く山ではど
こが風が強いのかをぜひ調べてか
ら入山していただきたい。立山で
は、別山乗越や真砂岳の鞍部が風
が強いので有名です。
　これは2012年の連休の山岳遭難
です。白馬岳周辺でたくさん遭難
が起きています。この男性6名は
お医者さんでしたが、すべて低体
温症で亡くなりました。　低体温
症を起こす三大要因というのは、
「低温」、それから「風」、そし
て「濡れ」。これが加わると急激
に低体温症になるといわれていま
す。これらの現象はどれも稜線付

近で顕著に現れます。そしてこれ
らをもたらす代表的な気象現象は
何かというと、実は温帯低気圧な
のです。温帯低気圧はしょっちゅ
う来ていますよね。我々が日常茶
飯事のように体験している温帯低
気圧が、特に低体温症をもたらす
ような気象遭難の原因になってい
るのです。温帯低気圧の発達、通
過、その後の寒気の流入が大きな
問題となります。
　これは、2009年のトムラウシの
大量遭難のとき、ガイド協会の事
故調査委員会が聞き取り調査をし
た結果です。これを見ると、早朝
避難小屋を出るかどうか迷ったの
ですが、結局出発しました。稜線
に達したときすでに強風だったの
ですが、風の息をついてそのまま
前進。広い稜線では西風が強さを
増して木道歩きで非常に難渋し、
特にハイマツの上に吹き飛ばされ
るので耐風姿勢をとった、風の息
する瞬間を狙って前進した、帰っ
てみたら全身あざだらけ、木道の
端を持って強風に耐えながら必死
に歩いた、など凄いことが記され
ています。木道の端を持ちながら
歩くというのは普通では考えられ
ないような状況ですが、それでも
前進してしまったのですね。この
周辺が非常に大きなターニングポ
イントだったと思います。さらに
行くとロックガーデンという岩が
ごつごつした広い吹きさらしの稜
線に出ますがそこでも前進してし
まいます。この辺で引き返せる限
界を超えてしまった。そして北沼
の徒渉地点付近で、寒気や濡れ、
長い待ち時間のため急激に低体温
症に陥っていきました。ターニン
グポイントをいくつも逃してしま
った。特に稜線に出たときの判断
がたいへん重要になることがよく

分かるかと思います。
　高山での気象データは少ない
のですが、この遭難では、稜線で
実際にどのぐらいの気象状況だっ
たかということが北海道大学の調
査で分かりました。行動中の気温
は、真夏の7月16日にも関わらず
6℃くらいです。最低気温は3.8℃
まで下がりました。下界の冬並で
す。平均風速、これは10分間の平
均風速ですが、秒速18メートルぐ
らいが続いていました。最大風速
は平均風速の1.5～2倍以上になりま
す。このときは秒速24メートルが
記録されています。低体温症を起
こすような状況が夏山の稜線で発
生していたということがよく分か
ります。
　きょうは「アクティブラーニン
グ」が一つのキーワードになって
いますので、山に向かわれる皆さ
んには、今何メートルぐらいの風
が吹いているかということをぜひ
分かるようにしていただきたい。
今は気象情報が本当にたくさん
出ていますし山の予報も出ていま
す。ただ、「明日の稜線の風速は
22メートルです」と聞いたとき、
それがどんな状況なのかというこ
とをぜひ分かるようにしていただ
きたい。
　これは気象庁の風速階級表で
す。風速10メートルを超えるとも
う風に向かって歩きにくくなりま
す。10メートルを超えたらもう強
い風です。15メートルを超える
と、これはトムラウシの状況です
が、風に向かって歩けない、転倒
する人も出る状況です。20メー
トルを超えてくるともう暴風です
ね。ですから、山で10メートルを
超す風速が予想されていたら、稜
線に出るときはかなり要注意とい
うことになります。20メートルに
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達するような予測が出ていたら、
これは登山を考えなければいけな
いという状況です。とにかく今何
メートルの風が吹いているのかが
肌で分かる「人間風速計」にぜひ
なっていただきたい。ちなみに、
きょうの帰りにこの建物を出たと
きに、多分ビル風で結構強い風が
吹いていると思いますので、僕は
来るときに5、6メートルの風かな
と思って来たのですが、何メート
ル吹いているかをちょっと体感し
てみてください。
　次は「氷の山」です。写真は立
山の雪の大谷「雪の壁」で、今で
は海外の方にも大変有名です。雪
の壁は一冬で積もった雪なのです
ね。今まで20年間の平均で16メー
トル。この天井までの2倍の高さの
雪が積もっている、一冬としては
世界有数の量です。世界一とつけ
たいなと思って考えたのが「世界
一の雪の回廊」です。世界一の雪
の壁というと少しですが強敵もい
るので、雪の回廊だったら間違い
ないと思います。
　立山にはさらに雪が積もるとこ
ろがあって、これは夏の雄山から
剱を見たところですが、内蔵助の
カールとか、別山、剱沢、こうい
うところには冬の間に20メートル
以上の雪がたまります。降ってく
るだけではなくて、風で飛ばされ
たり、雪崩でたまったりします。
そういうところは秋の終わりにな
っても雪が解け残り、やがて万年
雪になります。立山連峰は万年雪
が日本で一番たくさんあるところ
です。
　そういう万年雪の中に雪が押
しつぶされて氷河氷ができていま
す。その氷河氷の様子を日本で唯
一見ることができる場所が立山の
内蔵助のカールにあるので、その

映像を紹介したいと思います。
　これは10月10日ごろの内蔵助カ
ールですが、こんなにたくさん万
年雪が残っていて、所々にマンホ
ールのような20メートルの深さの
氷の縦穴が口を開けています。こ
れもリスクのうちですね。ここに
潜って調査をしたのですが、内部
は完全に氷です。雪が押し固めら
れてできた氷河氷なので、気泡が
たくさん含まれ白く見えます。ま
だ若い頃の調査なので私もだいぶ
若いですね。氷河も変わるけど、
人間もだいぶ変わります。氷体の
底には礫層が下流にせり上がっ
た構造がみられます。これは氷河
として氷が流動していなければあ
り得ない構造で、ヒマラヤの氷河
の底の景観とまったく同じもので
す。こういうものが立山に、日本
にあるのです。
　これは剱岳の三ノ窓雪渓です
が、晩秋でもこんなにたくさん残
雪が残っています。この三ノ窓雪
渓は調査によって、一冬の20～25
メートルの積雪の下に最大70メ
ートルの厚さの氷河氷があること
が分かりました。この氷のクレバ
スは30メートルぐらい続いている
のですが、内部はアイゼンの爪先
しか刺さっていない堅い氷（氷河
氷）であることがわかります。こ
ういうところに秋に行って転落し
たら、海外のクレバスの転落事故
と全く同じということになります。
　このような厚い氷体が動いてい
るかどうかが氷河かどうかのポイ
ントなのですが、高精度のGPSで
測ったら動いていました。氷体上
部の氷が1カ月で30センチぐらい
動いていたことが確実にわかった
ので、この三ノ窓雪渓は定義から
「現役の氷河」ということになり
ました。立山、剱岳周辺で今のと

ころ三つ、雄山直下の御前沢、剱
岳東面の三ノ窓、小窓の三つの万
年雪が、今まで日本にないといわ
れてきた「現存する氷河」になっ
たわけです。
　この「氷の山」については、リ
スクとしてはもちろん豪雪があり
ます。あるいは雪崩、そしてクレ
バスや雪塊の崩壊など、こういう
リスクが考えられます。それで思
い出すのが、2013年11月の真砂岳
の雪崩です。この時期としてはた
いへん大きな煙型の雪崩で、乾い
た雪の表層雪崩。発生点にはこん
なに大きな2メートルにも及ぶ破断
面ができていて、そこにもろい雪
層があったのです。すべり面から
上の雪が全部落ちてしまって、大
規模な雪崩となりました。
　近年、温暖化が進んでいるとい
われていますが、温暖化でも寒い
ときもあります。寒暖の差が大き
いと雪の中にもろい層ができやす
い傾向があるのです。もろい層が
できると、その後に多量に雪が降
ったら大規模な雪崩が発生する確
率が高くなるので、温暖化が進む
と大規模な雪崩が多くなるのでは
という説もあります。このような
危険も立山にはあるのです。
　もう一つは1989年10月の真砂岳
の遭難です。中高年登山ブーム最
初の大量遭難として当時有名にな
りました。写真は10月8日の状況で
夏山の状況です。これが1日でこう
なってしまった、冬山に変わって
しまったのですね。秋の高山とい
うのは、雨が降るか雪が降るかで
まったく違ってしまう、たいへん
怖い時期なのです。こういう雨・
雪の境界の気温領域は山岳では非
常に危険なことが起きるので細心
の注意が必要です。
　次は「火の山」です。御嶽山の
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噴火以来、火山に対する登山者の
注意が叫ばれていますが、火山の
予測はなかなか難しいのが現状で
す。ただし、登山者の火山に対す
る意識の醸成はたいへん重要なの
ではないかと思います。
　これは立山の地獄谷ですが、こ
こも近年活動が活発で、御嶽山の
ようにすぐに爆発する危険はない
といわれていますが、火山ガスの
ため今年は登山道が一部変わりま
す。これはフィリピンの火山の大
規模な火砕流の写真です。立山の
弥陀ヶ原台地を見たら、まずこう
いう光景を頭に描いていただきた
いのです。実は弥陀ヶ原は、今か
ら10万年ほど前に起きた火砕流で
できた台地です。火砕流の堆積物
は一番厚いところで500メートルも
たまっています。立山が火山であ
るということはこれでもよく分か
るわけですね。
　これは水蒸気爆発です。御嶽山
の爆発と一緒でマグマは出てこな
いのですが、地下水が熱せられ膨
張して爆発する。立山のみくりが
池を皆さんもご存じだと思います
が、みくりが池を見たら水蒸気爆
発を連想してください。これはま
さに水蒸気爆発でできた池です。
それから立山の地獄谷も水蒸気爆
発でできた谷です。しかも江戸時
代にも噴火しています。
　噴火予測自体はかなり難しいの
ですが、こういう山に行ってこう
いう地形を見たときは、「ここは
火山である」、「しかも活きている
火山である」ということを意識す
るかしないかで、何か起きたとき
の対処が全然違うと思います。そ
れをぜひお願いしたい。今、気象
庁などでも監視体制を強化してい
るので、そういう情報も集めつつ
「自分は今から火山に行くんだ」

という意識をぜひ養っていただき
たいと思います。
　最後に「水の山」です。これは
称名滝です。落差が350メートルで
日本一ですが、雪解けの季節は隣
に落差が500メートルの、これこそ
日本一のハンノキ滝ができます。
この辺の地形は水の力のすさまじ
さを物語っています。
　立山火山の火砕流で弥陀ヶ原
台地ができた後、一番最初に称名
滝ができたのは立山駅のあたりだ
といわれています。それが水の力
で、7万年程で7キロ後退したとい
われています。単純に計算すると1
年で数センチ以上後退しているこ
とになります。立山の水の力を象
徴する場所です。水の力はすばら
しい景観を作りますが、ときに災
害をもたらします。
　2010年の夏山の遭難は特徴的
で、水の事故がたいへん多かった
のです。沢の増水、土石流などに
よる山岳遭難が多発しました。他
の年も山の水の事故は後を絶ちま
せん。この気象的な要因として、
短時間雨量の増加があげられま
す。よく1時間雨量といいますが、
これは1時間で降った雨を流さずに
貯めたら何ミリメートルの深さに
なるか、という量です。気象庁の
統計で見ると、猛烈な雨といわれ
る時間雨量80ミリの雨が近年増し
ているのがよくわかります。1時間
雨量が100ミリを超すことが決して
珍しくなくなった、これは山登り
にとっては大変な脅威です。
　短時間雨量の増加により山岳で
起きる土石流という現象ですが、
これは皆さんほとんど遭われた
方はいないですよね。最近監視カ
メラの映像で見ることができるの
で、その恐ろしさをご覧いただき
たいと思います。

　これは木祖の滑川です。何の変
哲もない河原に少し濁った水が流
れていますが、突然上流に土砂の
塊が見えてきました。これが土石
流です。あっという間に10メート
ル以上の高さの土石流の頭が押し
寄せてきました。そこにはこんな
に大きな岩が含まれています。何
十メートルも上の監視カメラにぶ
つかっていますよね。こういうこ
とが一瞬にして起きてしまうので
す。しかもこの地点はそんなに雨
は降っていません。怖いですね。
　雨についても、やはり「人間雨
量計」になっていただきたい。気
象情報で雨量の予測もたくさん出
ています。ですから1時間雨量で
何ミリの雨というのはどういう雨
か、これをぜひ体で知っておいて
欲しい。まさにアクティブラーニ
ングです。例えば時間雨量が10ミ
リを超したらザーザーと降る、地
面からのはね返りで足元が濡れ
る、これは平野では十分に強い雨
ですね。10ミリでかなり強い雨に
なります。20ミリを超したら土砂
降り。30ミリ超したら激しい雨、
バケツをひっくり返すような雨で
す。30ミリの雨が降ったら、山で
は行動を考えなければいけない、
そういう雨になります。それ以上
になると、息苦しくなるようなと
んでもない雨なのですが、実際に
は80ミリ以上の雨が最近増えて
しまっているという現実がありま
す。さらに、山には雨量計がほと
んど無いので、実態が分かってい
ません。山ではもっと降っている
かもしれません。
　山に入るときは平野以上に雨
量の予報に注意を払って下さい。
「このくらいの雨が降りそうだ
から、谷に入るのはやめよう」と
か。それから入山中は人間雨量計
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になって、「これは時間雨量30ミ
リかな、ちょっとやばいから避難
しよう」とか。そういう感覚をぜ
ひ持っていただきたいと思います。
　ここでまとめます。気象が主要
因となる遭難の大半が温帯低気圧
に関係しています。また、遭難場
所の大半は稜線上です。そこで、
防寒・暴風・豪雨に対する対処法
として、装備がたいへん重要で
す。ただし、うまく使わなければ
何にもなりません。稜線に出る前
に稜線の状況を予測して対処しな
くてはいけないということになり
ます。一度稜線に出てしまうとど
うにもならなくなるような遭難の
ケースがたくさんあります。さら
に、近年、短時間雨量や強い雷が
増加している傾向があります。こ
れにより土砂災害などに遭遇する

危険も増しているのです。これも
頭に入れておいていただきたい。
　対処法です。今は山の気象の
教科書はたくさん出ています。あ
るいはスマホで、山に行っても詳
しい天気図や雲画像などを見る
ことができます。そういう情報に
関しては非常に恵まれてきていま
すが、一番大事なのは、自分がこ
れから行く山岳の様子、特に稜線
の様子などについて、山行中も自
分の頭の中で近未来のシナリオを
描く、あるいは自分がこれから行
くところの気象状況をシミュレー
ションする、そういう「意識の養
成」が気象遭難に対する総合的
な防御術として一番大事だと思い
ます。ぜひ人間気温計、人間風速
計、人間雨量計になっていただき
たいと思います。

　最後に、きょう話題にした立山
のみならず、日本の山には、先ほ
どご紹介したような世界に誇る
多様で雄大な自然があります。た
だ、そこには多様な自然の脅威も
内在しています。内在する危険を
まず知ることが重要です。そして
山行中に、内在する危険について
も頭の中に近未来のシナリオを描
く。こういう意識の醸成がまさに
山のリスクを軽減したり、防ぐ一
番の方法だと思います。
　山は自然の先生であり、また道
場であるとよく言われます。皆さ
んもぜひこういうことに気をつけ
ながら山を楽しんでいただきたい
と思います。長くなりましたが、
これで終わります。どうもありが
とうございました。

（終了）

山本正嘉

飯田　肇
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シンポジウムD 　村越　時間が17時16分というこ
とで、予定の時間まであと10分く
らいしかないですが、会場も半分
ぐらいに減りまして、残られた方
は熱心に聞いていただける方かと
思うので、若干オーバーするかも
しれませんけれども、コンパクト
に進めていきたいと思います。
　今3人の先生方、特に飯田先生
と山本先生については自然のリス
ク、それから身体にかかわるリス
クというお話をいただきました。
こうやって聞いてみますと、登山
の安全に関する課題というのは自
然科学的にはかなりはっきりして
いる。それから運動生理的な話に
ついても、きょう山本先生がしっ
かりお話をされて、ここにいらっ
しゃる方はこれを聞いて「こうい
うことに気をつけなきゃな」と、
少なくとも1週間ぐらい、あるいは
1カ月ぐらいはこういうことに注意
して山登りをされるかと思うので
すが、そうではない登山者もたく
さんいる。そう考えると、せっか
くのこういう知識、知見をどうい
うふうに伝えていくか、またどう
いうふうに一般的な登山者に身に
つけてもらうか、ここらあたりが
一つ大きな課題になるのではない
かと思います。
　3人のパネラーの方、それぞれ
聞いていただいて、「伝える」、
「獲得させる」、あるいは「しても
らう」、その辺についてのお考え
を少し伺いたいと思うので、石井
先生から順番によろしいでしょう
か。お願いいたします。
　石井　我々と一緒に山に登っ
ているガイドさんなんかが、関係
ない、つまり我々の部隊ではない
人と結構お話をされているのです
ね。そういうようなときに、「こ
ういうことはまずいですよ」とお

っしゃっている。我々は30人、40
人ぐらいの集団で歩いていますか
ら、我々がご迷惑をかけているこ
とが多いのですけれども、そうい
うときに異常にイライラされてい
る方がいらっしゃるのですね。何
かというと、帰りの電車とかバス
とかを気にされているというよう
なことがあります。そういうとき
にガイドさんが話されているのを
見ると、「無理な行程をされない
ように」というようなことをその
場でお伝えしているのです。
　どうやって広めていくかという
のは難しいのですが、ああやって
ガイドさんの様子なんかを見てみ
ますと、自分の団体でない方とも
お話をしながらやっていくという
のは、既にやられていることなの
かなと思います。そうやって無理
されて（いる方や）、特に一人で
行動されている方にはガイドさん
はよく声をかけられているなとい
うふうに私は見ているので、ああ
いう一つ一つの行動が大きいかと
思います。
　村越　重ねて質問してよろしい
ですか。先ほどのお話を伺ってい
ますと、中学2年生といったらまだ
大人でもないですし、また登山に
必ずしもすごく興味があるという
わけではない子どもたちに、本格
的な北アルプスの登山をさせる。
その中で当然身につけさせなくて
はけないこと、守らせなくてはい
けないことはかなり多いと思うの
ですが、それをきちっとされて、
事故なくやられている。何かそこ
に秘訣とか、伝達の仕方の工夫み
たいなものはあるのでしょうか。
　石井　もう中学に入ったときか
ら「中2の7月にはとんでもない大
変な思いをするんだ」ということ
を何度も何度も味わうのですね、

パネルディスカッション

座長

村越　真

パネリスト

石井弘之

山本正嘉

飯田　肇
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彼らは。例えば校長として私が話
をすることもありますし、あるい
は「海の学校」「山の学校」の実
行委員長の別の教師がいて、そこ
が話をすることもあります。です
から、事前のそういうようなこと
に関して、ありがたいことに50年
もやっている伝統のある行事です
から、自然にそういうムードとい
うのはあると思います。
　ただ先ほども申し上げたよう
に、生徒は漠然としては分かるの
ですが、でも、山で何をやっては
いけないとかやっても大丈夫だと
いう一つ一つのことは分かりませ
んので、遠足の登山のときに、ま
ずいことを見つけるたびに注意す
るのです。例えば簡単なのは、歩
き始めて暑いですから、彼らはち
ょっと上に着ていたものを脱ぐ、
脱いだものを持ったまま歩こうと
すぐするのです。それを見つけ
て、必ずその場で怒る。「必ずザ
ックにしまいなさい」「手は空け
て歩きなさい」と、その場でやる
のです。ですから、遠足のときか
らそういうのをこまめにやるとい
う習慣ですかね。それ自体はなん
となく教師集団の中にもう当たり
前のように身についてしまってい
るので、生徒に対してのそういう
注意の仕方というのは、ありがた
いことに長い伝統の中でできてし
まっているのかなというふうに思
います。
　村越　ありがとうございます。
生徒と教師が両方ともそういう長
い伝統で基礎ができているという
ことでした。では山本先生、お願
いします。
　山本　ガイドさんと話しをす
ると、多くの方は「いまの中高年
登山者は基礎体力不足です」と
言われます。しかしガイドさんが

お客さんにそれを言っても、「い
やあ、そんなことを言ったって自
分は行きたいんだ」と言うでしょ
う。
　そこで僕は、このような問題に
もっと説得力を持たせるために、
科学的なデータを用いて登山の大
変さの説明ができないかと研究を
してきました。結論としては、先
ほど僕が紹介したような看板が、
全国各地の山に立てばよいと思い
ます。
　人間というのは、ああいう目標
が示されれば、ちょっとやってみ
ようかなと思うでしょう。特に登
山者はチャレンジ精神が旺盛で
すから。今まではそういう目標値
がなかったので、「とりあえず平
地ウォーキングをしておけばいい
か」というぐらいの認識だった。
しかし、水平方向に歩く能力では
なく、垂直方向に歩く能力を評価
していくことが重要で、その具体
的な指針を広めていくことが大切
だと思います。
　もっと簡単にまとめるならば、
日本百名山に危なげなく登りたか
ったら、低山を1時間400メートル
以上のペースで、きつさを感じず
に登れなければいけない、と表
現してもよいと思います。ただし
多くの山では、ストレートに何百
メートルも上っていけるコースは
意外と少なくて、平らなところや
下りが含まれています。したがっ
て、一律に1時間400メートルと言
ってしまうと誤差も大きくなる。
　そこで、それぞれの山のコース
プロフィルに合わせ、その山をホ
ームグラウンドにしている方の意
見も取り入れて、六甲タイムトラ
イアルのようにそれぞれの山独自
のタイム基準ができたらよいと思
います。県の関係者とかガイド協

会の方がいらっしゃったら、ぜひ
やっていただけたらと思います。
　村越　ありがとうございます。
きょうはかなり具体的なデータを
示していただいたので、会場にも
し行政あるいはマスコミ関係の方
がいたら、ぜひ広めていただきた
いと思います。飯田先生、いかが
でしょうか。
　飯田　気象に関して言います
と、今、山でもスマホで平野とほ
ぼ同じように情報がとれるように
なってきたのですが、気象は気象
としてぜひ学んでいただきたい。
いい教科書もたくさんあります。
バッテリーが切れたら何もできな
いという状況だけはなしにしてい
ただきたい。そのためにも、先ほ
どからお話をしていたように自分
で感じる気象、これも併せて大事
にしていっていただきたいです。
　例えば風速20メートルの風を10
分体験したいと思っても、山に行
ってそれをやると本当に遭難をし
てしまいます。今は富山にもでき
たのですが、防災センターみたい
なところがあって、そこで風速20
メートルぐらいの風を、5分ぐらい
ですが体験できたりします。富山
の施設では雨も降ってくるのです
ね。そうすると5分でもかなり厳し
いです。ああいう疑似体験をして
おくというのも悪くないかなと。
自分のセンサーを磨くという意味
では悪くないかなと思います。
　雪については、最近、子どもさ
んたちに特にラッセルの勧めとい
うのをやっています。ラッセルは
嫌ですよね。でも、例えばすぐ近
くのちょっと高いところまでラッ
セルで子どもさんたち5人ぐらい
で行くと、非常にいい教育的効果
がある。最初は嫌でたまらないけ
ど、交代しながらいくとなんとか



107

たどり着く。達成感がものすごく
ある。協力して成し遂げる意味が
直感的にわかる。しかも一番大事
なのは、自然は自分の思い通りに
ならないということがよく分かる
のです。これは非常にいい教育効
果があると思います。振り返ると
道ができているわけですよね。そ
れこそ、「僕の前に道はない、僕
の後ろに道ができる」みたいな世
界があるわけです。雪について雪
質を細かく学んだり、雪崩の仕組
みを学ぶというのももちろん大事
です。ただ、もっと小さいころか
ら雪でラッセルをする。それで体
感的に身につけていく。リスクも
感じていく。そういうことも非常
に有効な方法ではないかと思って
おります。
　村越　ありがとうございます。
今、飯田先生がおっしゃったこと
は、先ほどの講演のときもそうで
すが、雨にしろ、風にしろ、雪に
しろ、自然の中のリスク、あるい
はその大変さを実感を伴って体
験するということは非常に重要だ
し、そこになんらかの教育効果が
あるのではないかというお話だっ
たと思います。
　そういう視点から見たときに、
石井先生がやられている登山が中
2の子どもたちにどういう自然につ
いての認識を育てているか、ある
いは子どもたちがどういうことに
気がついているか、その辺につい
てもし経験上何かありましたら少
し教えていただきたいのですが、
いかがでしょう。
　石井　直接のことに関しては、
一人ひとりの生徒は、例えば4日
間、5日間、ずっと晴れた中で歩い
て帰ってきた子もいれば土砂降り
の中を歩いた子もいますので、本
当に様々なのです。

　私がよく生徒にまとめて言うの
は、「山に登るのはおいしいもの
を食べたときと同じだよ」という
ようなことを言うのですね。おい
しいものを食べたときに、もちろ
んおいしいという気持ちがありま
すが、例えばその肉が自分の体
のどの部分になったかとか、その
野菜がどの部分になったかという
のはよく分からないのですね。で
も、登山の4泊の中で得たものとい
うのは、知らないうちに消化され
て体の一部になっていく。という
ので、登山によって得た経験とい
うのは、本当に自分が気がつかな
いところでものすごく成長に結び
ついているんだという話はします。
　ただ、一方では目の前で遭っ
た危険ですね。実際にちょっとし
た滑落事故ぐらいはありましたか
ら、そういうときになぜそれは起
こったのか、あるいはその本人も
そうですし、周りで見ていた子が
どうだったとかと。そういうなか
で、彼らはものすごく大きな勉強
をします。例えば槍沢の下りで1日
雨の中でずーっと寒い思いをしな
がら下りてきたようなときに、先
ほどありましたが100メートル登れ
ば0.6℃というのを、もちろん彼ら
は行く前に知識としては知ってい
るのですが、それを本当に味わう
のです。だんだん上高地が近づく
につれて暖かくなってくるという
のを感じますし。
　我々はそんなに学問的にやって
いるわけではないですが、そうい
う点では、そういうことを身をも
って学んでくるというのは直接で
はあります。ただ長い目では、さ
っき申し上げたように、知らない
うちに山に行ったことが彼らのも
のすごい大きな宝になっているこ
とは間違いないと思います。

　村越　ありがとうございます。
教員とか学校がきちっと枠組みを
つくるなかで、本当に危ないこと
がないなかではあるが結構ぎりぎ
りの体験をしていると、そういう
ことだったと思います。
　そろそろ時間も近づいてきまし
たので、ここでフロアのほうから
何か先生方に質問があればお受
けしたいと思いますが、いかがで
しょうか。どんなことでも結構で
す。きょうの話、直接でもいいで
すし、この分野の先生だったらこ
んなことも聞けるかなとか、そん
なことでもいいかと思います。い
かがでしょう。一番後ろの方。
　（聴講者） キムラと申します。
山本先生にお伺いしたいと思いま
す。体力のアップの点、興味深く
拝聴させていただきましたが、ト
レーニングをしていくうえでどう
しても都会の人とか怠け者とかは
長時間できないというのが現実だ
と思います。体力を上げていくと
きに、短時間に強い運動をした場
合と、弱い負荷である程度長い時
間やった場合は、メッツだけでい
うとどちらも同じということにな
ると思いますが、自分のメッツを
上に上げるためにはどちらが効果
的にいいのか。例えば1日5分ウオ
ーキングするよりも階段ダッシュ
したほうがいいとか、そういう指
標があれば教えていただきたいで
す。
　山本　トレーニングの原則で言
えば、そのあたりははっきりして
います。弱い運動を長時間やれば
大きなメッツになるかというと、
そうではありません。メッツとい
うのは運動の強さの指標なので、
弱い運動は長時間やってもやはり
低いメッツの運動にしかならない
のです。
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　自分のメッツ（体力）を上げる
ためには、今までよりも強い運動
が必要です。弱い運動をいくら長
くやっても、長時間運動の能力は
身につくけれど、ハードな運動を
やる能力はつかない。一方、短い
時間でも運動強度と高めてやれ
ば、ハードな運動をする能力は伸
びます。
　僕はこう考えたらいいと思いま
す。山に行ったらマイペースで1日
何時間かを歩きます。ですから、
弱い運動を長時間やるということ
は、山で十分達成されているわけ
です。そこで下界では、逆に、短
いけれどもハードな運動をやるの
です。
　下界で確保できる運動時間は1時
間程度と短いわけです。そこで、
その性質を逆に利用して、山を歩
く時よりも少しハードな運動をや
るのです。下界ですから、苦しけ
ればすぐやめられます。また万一
の場合でも、人が周りにいます。
できればトレーニングの場を少し
広げて、近くの低山で少しスピー
ドを上げて歩いてみると、もっと
よいでしょう。
　過負荷の原則というのがあっ
て、同じ強さの運動をやってい
たら、体力は頭打ちになってしま
い、それ以上伸びないのです。
今の自分にとって「ちょっときつ
い」と感じる運動がよく、楽な運
動をしているだけでは、現状を打
破することはできないのです。
　村越　よろしいですか。
　（聴講者） はい。
　村越　とはいえ、短いといって
も1分とか2分では駄目だと思うの
で、最低限の指標みたいなものは
あるのですか。
　山本　そうですね、本当に全
力を出すのであれば10分間でも大

丈夫です。ただ中高年の方には危
険なので、強度をもっと落とした
上で20～30分ぐらいがよいでしょ
う。種目で言うとジョギングから
軽いランニングが相当しますが、
高齢者の人には走る運動は難しい
でしょう。またアスファルトの上
で走ると膝や腰を壊す危険もあり
ます。
　そこで、坂道の速歩きがよいと
思います。あるいは階段を1階から
5階ぐらいまでやや速く上り、また
下りてくることを繰り返す。下り
では心肺が休めますから、インタ
ーバルトレーニングのようになり
ます。それを20～30分くらいやる。
　ただ，こんな単調な運動は皆さ
ん嫌でしょう？　だからなるべく
時間を捻出して、東京であれば高
尾山のような、緑に囲まれて気持
ちのよい低山に出かけて、少し速
歩きの登山をするのが一番簡単か
つ効果的な方法かと思います。
　村越　ちょっときついとおっ
しゃいますが、結構きつそうです
ね。ほかにご質問はありますか。
前の方。
　（聴講者） お三方に二つ質問をさ
せていただきたいと思います。私
自身、小学校・中学校のときは仲
間と登山し、高校・大学は単独で
登り、会社に入ってまた仲間と行
くようになりました。一つ目の質
問は単独登山について、安全のた
めに留意する点をどうお考えか、
あるいはそれ自体が危険だとい
うふうにお考えか。これが一つ目
の質問です。二つ目は、私はこの
会に「安全に人をご案内するには
どうしたらいいのか」という観点
で参加をさせていただいているの
で、一般の会社で慣れた人・慣れ
ていない人が参加するなかでの年
間の活動の組み立て方、あるいは

中長期的な活動の組み立て方につ
いての何か助言をいただければあ
りがたいです。
　村越　お三方にということです
が、どなたでも今の二つの質問に
関して何かお答えがあればお願い
します。
　山本　正論で言えば、単独登山
は確かに危ないと思います。ただ
し僕自身は好きでやっています。
人には勧めないですが個人的に
は好きです。単独のほうが緊張感
があって、身も心も引き締まる面
もあります。いちがいに単独＝危
険、パーティ＝安全というもので
もないと思います。
　「多様な人をどういうふうに」
というのは難しい質問ですが、次
のように考えてはどうでしょう。き
ょう聞いていて思ったのは、危険
を避けるためには「シミュレーシ
ョン」という言葉がキーワードに
なると思うのです。
　北京オリンピックのときにアメ
リカ選手が活躍しました。そのと
き、彼らをサポートした科学者チ
ームの総責任者が「我々の予測
から外れたことは何も起こらなか
った。だからこの結果は当たり前
だ。我々のシミュレーションの勝
利だ」と豪語していました。
　飯田先生は、山に行ったらこの
下にはマグマが燃えていることを
考えよう、とおっしゃっていまし
た。自然をいかに自分の実感とし
て把握するか、風や雨はどれぐら
いの威力があるのか、これはシミ
ュレーションとか想像力の話なん
です。僕の話でも、剱岳に行くの
ならそこで自分の身体はどんなふ
うになるのだろうかと考える。そ
して、その状況を常にイメージし
て、普段から準備をするのがトレ
ーニングなんです。
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　ご質問で、山に慣れた人、慣れ
ない人など様々な方がいるとおっ
しゃいましたが、それぞれの方に
「あなたが今年の夏に○○山に行
くとした場合、あなただったらど
ういうふうに現場での状況をイメ
ージし、それをもとにどういうふ
うなシミュレーションを考えて、
普段からトレーニングをしていき
ますか？」と個人個人に問いかけ
て、各自で考える作業をしてもら
ってはどうでしょう。
　それぞれのレベルに応じて何か
考え、答えが返ってくると思いま
す。それで足りないところがあれ
ば「ここがちょっと足りないです」
とか、「この部分の考え方はすご
くいいです」とか、各人の能力に
応じた対策を一緒に考えてあげる
ことができる。
　それでも多分、山に行けば足
りない部分も出てくるでしょう。
そこで山から帰ってきたら再び、
「どういうところが足りませんで
したか」「今後はどのように改善
しますか」と尋ねて一緒に反省を
する。
　私が勤める体育大学で、学生た
ち、つまり様々なスポーツ種目の
選手に言っていることとは、煎じ
詰めればそれだけです。ああした
方がよい、こうした方がよいと一
般論で言うだけでは、ほとんど選
手の実にはなりません。選手が自
分自身に引きつけてそれを考え、
自分ならばどうしようかと考える
ことで、はじめて自ら進歩してい
ける。
　それがまさしくアクティブラー
ニングです。そしてそのもととは、
いかに実際の山やそこでの自分の
身体の反応をイメージしたりシミ
ュレーションできるか、そういった
能力を活性化することが大事かと

思います。
　村越　お二人の先生方、どうで
しょうか。
　飯田　今山本先生に言っていた
だいたのと全く同じです。シミュ
レーション、あるいはシナリオを
描くと言いましたが、それを何遍
も何遍もやっていると、山ではそ
れが合っていたかどうかの検証を
自然にするわけです。それを繰り
返していくと、そういう能力も高
まるように思います。まさにアク
ティブラーニングですね。そうい
う上で単独登山をされれば、単独
は危ないからしてはいけないとい
う話ではなくなると思います。一
人のほうが自然をよく見られると
かいうメリットもあると思います
ので、単独行は、そういうシミュ
レーションを重ねた上でやる分に
は登山の一つの形なのかなという
ふうに思います。
　2番目のほうはなかなか難しい
のですが、外的な自然条件のほう
は人の能力にかかわりなしに平等
に襲ってくるということですね。
ですから、チームを組んだ場合は
やはり一番弱い人に合わせると
いう、よく昔から言いますけれど
も、そういう注意が特にガイドさ
んなんかには必要になってくるの
ではないでしょうか。
　村越　石井先生はどうでしょう。
　石井　私は単独は丹沢みたいな
ところしか行かないので。でも、
丹沢でも時々迷子になってすごく
ドキドキすることがあって、あれ
はいい経験だと思います。
　グループのときは、4、5人で確
か夏の北鎌尾根に行ったときに私
が一番バテてしまって、「もう休
ませてください」と私がお願いす
るような状態だったのですが、そ
ういうときにチームの中で一番弱

い人間に合わせられる程度のスケ
ジュールを立てているのかどうか
ということが重要なのかなあと思
います。
　村越　ありがとうございます。
よろしいでしょうか。
　最後に「シミュレーション」と
いう言葉が一つキーワードとして
出てきたと思います。シミュレー
ションができるということは、自
然科学の知識、あるいは自分の運
動生理についての知識、そういう
ものが必要だと。そこまでは分か
ったし、その内容についてはきょ
ういろいろと発表をいただきまし
た。では、それを学習者にどう伝
えていけば効果的に伝わるのか。
これはここにいらっしゃる皆さん
方への宿題ということにしたいと
思います。当然我々も考えていか
なければいけないことだと思いま
すが、これをどういうふうに活動
者・登山者が能動的に主体的に考
えられていくか、これがこれから
の登山を安全にしていくうえで重
要なことかと思います。以上でき
ょうの締めの言葉としたいと思い
ます。

（終了）
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三浦雄一郎ファミリー
［三浦家の究極の親子登山］

三浦雄一郎×三浦恵美里×三浦雄大
進行：近藤謙司

［オープニングトーク］
田部井淳子×今井通子
進行：近藤謙司

3月29日  Special Talk	 ホールD5

「世界における日本の山とクライミング」
「ロングトレイルと日本のフィールドの可能性」
「エベレストの登り方教えます」
「女子登山のススメ」
「安全登山と『岳』の世界」
ほか

On Stage Talk		  地上広場特設ステージ

3月28日  Special Talk	 ホールD5

トークショー
プレゼンテーションゾーンとしては、

トークショーイベントを開催。

会場はホールD5と

地上広場特設ステージ。

多様な来場者に向けた

トーク企画を展開
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2015年3月28日

三浦雄一郎ファミリー

［三浦家の究極の親子登山］
三浦雄一郎×三浦恵美里×三浦雄大

進行：近藤謙司

トークショー

「山に親しむ機会を得て、山の恩
恵に感謝する」ということが「山
の日」の大きなテーマです。三浦
雄一郎さん、恵美里さん、雄大さ
んのそれぞれに、山に親しむきっ
かけと、その恩恵としての家族の
絆について座談していただきまし
た。
　恵美里さん、雄大さん、豪太さ
んが小さい頃、雄一郎さんの仕
事は忙しく、家族が一緒に過ごす
時間は少なかったそうです。雄一
郎さんは子どもたちに学校を休ま
せ、共に登山をすることで親子の
時間を共有しました。

　エベレストのベースキャンプで
シェルパの子どもたちが両親の手
伝いをしていることを見て、いつ
か子どもたちをここへ連れてこよ
うとも考えたそうです。
　では、子どもたちは父との登山
をどのように感じていたのでしょ
うか。お二人ともつらかったと。山
登りそのものがつらかった雄大さ
ん、学校を休むことがつらかった
恵美里さん。
　雄大さんは現在、お子さんたち
と登山をしています。ご自身が子
どもの頃はつらい思いしかなかっ
た登山だけれども、親となってか
らは、登山やロッククライミングを
通して自然の厳しさを学ばせたい
と考え、お子さんたちと一緒に登
山をしているそうです。
　恵美里さんは、子どもの頃の家
族との登山が家族の絆になってい
るといいます。子どもは子どもな
りに、「大きな荷物は持てないか
ら水をくんでこよう」というよう
に、自然の中で自分たちの役割を

見いだします。それが家族の絆に
つながったということです。
　その絆を具体的にしたものの
一つとして、雄一郎さんの70歳エ
ベレスト登頂の様子を披露されま
した。豪太さんが雄一郎さんをサ
ポートして登頂し、雄大さんはベ
ースキャンプで情報収集をし、恵
美里さんは東京でサポートしまし
た。3人のお子さんがそれぞれの役
割を果たしたわけです。
　三浦ファミリーは仲がよいとい
うイメージがありますが、それは
敬三さん（雄一郎さんのお父様）
から雄一郎さんへ、そして雄一郎
さんから恵美里さん・雄大さん・
豪太さんへ、そして雄大さんの
お子さんへとつながった、まさに
「山」のDNAです。会場の参加者
の皆様には、壇上で繰り広げられ
る三浦ファミリーの「家族の絆」
をじかに味わっていただくことが
できました。

（終了）
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2015年3月29日

オープニングトーク

［田部井淳子×今井通子］
進行：近藤謙司

トークショー

二大女性登山家といわれ、一緒に
活動をする機会もある田部井淳子
さんと今井通子さんですが、お二
人の対談は一般登山者が目にする
機会は少ないということもあり、
本トークショーは多くの集客を期
待し企画いたしました。
　今井さんは、1967年女性パー
ティーとして世界初、欧州アルプ
ス・マッターホルン北壁登攀に成
功し、69年アイガー北壁、71年グ
ランジョラス北壁と、女性世界初
の欧州三大北壁完登者となりまし
た。田部井さんは、1975年に女性
だけのパーティーでエベレストに

挑戦し、世界女性初の登頂に成功
しました。
　トークショーでは、田部井さん
と今井さんにこれまでの活動につ
いての話のほかに、登山で経験し
た女性特有の苦労話を披露してい
ただきました。さらに、山に親し
む契機となった家族や教師との話
や、クライマーであるご主人との
出会いの様子にまで話題は広がり
ました。
　また、田部井さんと今井さんか
らは、現在取り組んでいる活動に
ついての紹介がありました。
　福島県三春町出身の田部井さん
は、2012年から「東北の高校生の
富士山登山」の活動を行っていま
す。被災した東北の高校生たちに
夏休みに日本一の富士山に登って
もらおうというプロジェクトです。
次の担い手となる高校生に元気に
なってもらおうという思いから始
まりました。高校生がやがて復興
の大きな力になることを夢見て、
1000人を登らせることを目標にが

んばるということでした。
　今井さんからは、シニア世代
との登山活動の話のほかに、「森
林セラピー」活動の紹介がありま
した。日本の山は森林が占める割
合が多いということから、今井さ
んは森林との付き合い方に注力
してきたそうです。「森林セラピ
ー」の活動では、シニア世代だけ
でなく、子どもたちに向けても活
動をしています。子どもたち向け
には、森林がいかに世の中に大切
かという学ぶ機会と「森林セラピ
ー」を組み合わせたものを提供し
ているということでした。
　青春時代から今もなお続く、お
二人の山への情熱が会場の参加者
に伝わるトークショーとなりまし
た。

（終了）
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地上広場特設ステージ
トークショー

 屋外に設置したステージでは、登
山家やスペシャリスト、さらにモ
デル、女優、タレント、文化人らに
よるトークショーや音楽ライブを
展開いたしました。また、出展ブ
ースとは別の形態でのＰＲ活動を
模索した結果、この特設ステージ
上では団体や企業によるＰＲ活動
も行いました。
　トークショーのテーマと出演者
については、幅広い来場者を想定
し企画いたしました。その結果、
個別には「世界における日本の山
とクライミング」「ロングトレイ
ルと日本のフィールドの可能性」
「エベレストの登り方教えます」
「女子登山のススメ」「安全登山
と『岳』の世界」と題し、各40〜
50分という時間でコンパクトなト
ークショーを展開いたしました。

出演者

石塚真一	（漫画家）
荻原次晴	（スポーツキャスター）
片山右京	 （元F1ドライバー）
KIKI	 （モデル）
小林綾子	（女優）
近藤謙司	（国際山岳ガイド）
瀬木貴将	（サンポーニャ／ケーナ奏者）
田中正人	 （アドベンチャーレーサー）
田中陽希	 （アドベンチャーレーサー）
なすび	 （俳優・タレント）
野口　健	（アルピニスト）
花谷泰広	（山岳ガイド）
平山ユージ	（フリークライマー）
四角友里	 （アウトドアスタイル・クリエーター）
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関係者・関係団体・協力者・スタッフ一覧

全国「山の日」フォーラム
主　　唱　全国「山の日」協議会
主　　催　全国「山の日」フォーラム実行委員会
　　　　　【構成団体】全国「山の日」協議会、警察庁、消防庁、文部科学省、林野庁、国土交通省観光庁、環境省、

東京都
後　　援　読売新聞社、毎日新聞社、共同通信社、NHK、朝日新聞社、日本経済新聞社、東京新聞
特別協賛　日清食品ホールディングス株式会社、味の素株式会社、岩谷産業株式会社
協　　賛　公益社団法人国土緑化推進機構、株式会社ICI石井スポーツ、株式会社好日山荘、トヨタ自動車株式会社、

日本ゴア株式会社、日本山岳救助機構合同会社、株式会社モンベル

全国「山の日」協議会　役員
会長	 谷垣禎一	 衆議院議員、公益社団法人日本山岳ガイド協会会長
副会長／会長代行	 衛藤征士郎	 衆議院議員、超党派「山の日」議員連盟会長
副会長	 安藤宏基	 日清食品ホールディングス株式会社代表取締役社長・CEO
副会長	 尾上　昇	 …公益社団法人日本山岳会評議員（前会長）、OMC株式会社代表取締役社長
副会長	 國島芳明	 岐阜県高山市長
副会長	 福田富一	 栃木県知事
副会長	 藤原忠彦	 長野県川上村長、全国町村会長
副会長	 松沢哲郎	 京都大学教授、国際霊長類学会会長、文化功労者
監事	 梶　正彦	 タタ・コンサルタンシー・サービシズ・ジャパン株式会社前会長
事務局長	 磯野剛太	 公益社団法人日本山岳ガイド協会代表理事理事長
顧問	 阿部守一	 長野県知事
顧問	 内田和也	 明治海運株式会社代表取締役社長
顧問	 漆原良夫	 衆議院議員
顧問	 岡島成行	 公益社団法人日本環境教育フォーラム理事長
顧問	 柿沢未途	 衆議院議員
顧問	 神﨑忠男	 公益社団法人日本山岳協会会長
顧問	 穀田恵二	 衆議院議員
顧問	 鈴木克昌	 衆議院議員
顧問	 成川隆顕	 公益社団法人日本山岳会評議員
顧問	 羽田雄一郎	 参議院議員
顧問	 藤井孝男	 前衆議院議員
顧問	 水嶋一雄	 日本大学教授、国際山岳年＋10代表
顧問	 船村　徹	 一般社団法人全国音楽著作権協会名誉会長、作曲家、文化功労者

全国「山の日」フォーラム実行委員会
会長	 谷垣禎一	 衆議員議員、全国「山の日」協議会会長
顧問	 衛藤征士郎	 衆議員議員、超党派「山の日」議員連盟会長、全国「山の日」協議会副会長
副会長／会長代行	 丸川珠代	 参議院議員、超党派「山の日」議員連盟幹事長
副会長	 安藤宏基	 日清食品ホールディングス株式会社代表取締役社長・CEO、
	 	 全国「山の日」協議会副会長

（2015年3月末日現在）
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監事	 成川隆顕	 公益社団法人日本山岳会評議員、全国「山の日」協議会顧問
委員	 神﨑忠男	 公益社団法人日本山岳協会会長、全国「山の日」協議会顧問
委員	 森　武昭	 公益社団法人日本山岳会会長、全国「山の日」協議会
委員	 長谷川明	 東京都環境局長
委員	 辻　義之	 警察庁生活安全局長
委員	 髙尾和彦	 消防庁次長
委員	 久保公人	 文部科学省スポーツ・青少年局長
委員	 本郷浩二	 林野庁森林整備部長
委員	 山口裕視	 国土交通省観光庁次長
委員	 塚本瑞天	 環境省自然環境局長

全国「山の日」フォーラム実行委員会　幹事会
幹事長	 磯野剛太	 公益社団法人日本山岳ガイド協会理事長、全国「山の日」協議会事務局長
幹事	 尾形好雄	 公益社団法人日本山岳協会専務理事、全国「山の日」協議会運営委員
幹事	 佐藤帯刀	 衆議員議員務台俊介事務所秘書、全国「山の日」協議会運営委員
幹事	 加茂卓也	 イワタニ・プリムス株式会社取締役、全国「山の日」協議会運営委員
幹事	 荒金善一	 公益財団法人安藤スポーツ・食文化振興財団事務局次長、
	 	 全国「山の日」協議会運営委員
幹事	 武川俊二	 公益社団法人日本山岳ガイド協会常務理事、全国「山の日」協議会事務局次長
幹事	 笹沼正一	 東京都環境局自然環境部長
幹事	 扇澤昭宏	 警察庁生活安全局地域課長
幹事	 黒川　剛	 消防庁国民保護・防災部参事官
幹事	 関　伸夫	 文部科学省スポーツ・青少年局スポーツ振興課スポーツ指導専門官
幹事	 今泉裕治	 林野庁森林整備部森林利用課山村振興・緑化推進室長
幹事	 水口幸司	 国土交通省観光庁観光地域振興部観光資源課ニューツーリズム推進官
幹事	 中尾文子	 環境省自然環境局総務課自然ふれあい推進室長

全国「山の日」フォーラム　運営事務局
事務局長　　　　　磯野剛太	 コーディネーター　青田大輔
事務局次長　　　　武川俊二	 コーディネーター　滝沢守生
事務局員　　　　　内藤　歩	 参与　　　　　　　金井博子
コーディネーター　近藤謙司	 参与　　　　　　　望月佳子
コーディネーター　石川国由	 参与　　　　　　　平井尚子
コーディネーター　藤田美晴	 参与　　　　　　　藤井一宇
コーディネーター　片岡一史	 参与　　　　　　　近田康弘
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全国「山の日」フォーラム　運営スタッフ
実行委員会事務局	 磯野剛太
統括	 片岡一史
総務	 青田大輔
広報	 金井博子
地上広場
　全体制作	 青田大輔
　施工	 荒井　隆
　ステージ／制作	 滝沢守生
　ステージ／音響	 矢野忠邦
　来場者対応	 TEAM高橋
　来場者対応／インフォメーション	 TEAM小林
　来場者対応／救護	 橋本しをり
ロビーギャラリー
　全体制作	 石川国由
　施工	 高見真吾

ホールD1
　全体制作	 滝沢守生
　ステージ／制作	 高橋利博
　ステージ／音響・照明	 福瀧智子
　ステージ／映像	 施設管理者
ホールD5
　全体制作	 手塚友惠
　ステージ／音響・照明	 施設管理者	
　ステージ／映像	 施設管理者
　来場者対応／総合案内	 望月佳子
　来場者対応／受付	 小南友紀
　来場者対応／場内外誘導	 平井尚子
　来場者対応／配布物管理	 内藤　歩

出展者

ブース出展協賛者
日清食品ホールディングス株式会社／岩谷産業株式会社
味の素株式会社／トヨタ自動車株式会社
日本山岳救助機構合同会社／株式会社好日山荘
株式会社ICI石井スポーツ／株式会社モンベル
公益社団法人国土緑化推進機構／栃木県
西条・山と水の環境機構・ひろしま「山の日」県民の集い実行委員会
八海醸造株式会社・六日町八海山スキー場
株式会社アクシーズクイン／株式会社デサント
イワタニ・プリムス株式会社／深田久弥 山の文化館
独立行政法人 国立環境研究所地球環境研究センター
株式会社山と溪谷社／株式会社ゴールドウイン
MAMMUT SPORTS GROUP JAPAN株式会社
株式会社コロンビアスポーツウエアジャパン
株式会社フェニックス／ラフマ・ミレー株式会社／川上村
日本ロングトレイル協議会／株式会社アトラストレック
公益社団法人日本山岳ガイド協会／キリン株式会社
サフィールホテルズ株式会社／雷電株式会社
富士見台エコトレッキング委員会

国際自然環境アウトドア専門学校
準天頂衛星システムサービス株式会社／山梨県／長野県
松本市／上高地観光旅館組合／北アルプス山小屋友交会
北アルプス北部山小屋組合／高山市／立山観光旅館組合
谷川岳エコツーリズム推進協議会
Berghaus Japan株式会社／株式会社finetrack
細谷火工株式会社／東京都環境局
日本費用補償少額短期保険株式会社
（旧） 「山の日」制定協議会
株式会社エクセルシア・日野興業株式会社／環境省
林野庁／独立行政法人森林総合研究所森林農地整備センター
国土交通省国土地理院
全国「山の日」フォーラムインフォメーション
株式会社総合サービス／アルパインツアーサービス株式会社
パタゴニア・インターナショナル・インク日本支社
株式会社ケイエムシー／アメアスポーツジャパン株式会社
全国「山の日」協議会／株式会社キャラバン
株式会社ダックス／株式会社カンセキWILD-1
東レ株式会社／日本ゴア株式会社
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出演者
【ホールD5 トークショー】
三浦雄一郎
三浦恵美里
三浦雄大
田部井淳子
今井通子
近藤謙司

【地上広場特設ステージ】
石塚真一（漫画「岳・みんなの山」著者）
荻原次晴（スポーツキャスター）

講演者
【ホールD5 シンポジウム】
松田 光輝 （知床ネイチャーオフィス代表）
中村 達（日本ロングトレイル協議会代表委員）
上條 敏昭（上高地町会長）
渡邊 法子（アイ・エス・ケー合同会社代表）
上山 隆浩 （岡山県西粟倉村 産業観光課長）
今井 通子（森林セラピーソサエティ前理事長）
川又 正人（岩手県盛岡市在住 林業家）

片山右京（元F1ドライバー）
KIKI（モデル）
小林綾子（女優）
近藤謙司（国際山岳ガイド）
瀬木貴将（サンポーニャ＆ケーナ奏者）
田中正人（アドベンチャーレーサー）
田中陽希（アドベンチャーレーサー）
なすび（俳優・タレント）
野口 健（アルピニスト）
花谷泰広（山岳ガイド）
平山ユージ（フリークライマー）
四角友里（アウトドアスタイル・クリエイター）

宮林 茂幸（東京農業大学教授）
宮﨑 茂男 （長野県警察本部山岳遭難救助隊長）
杉下 尚（岐阜県危機管理部防災課救助・防災対策監）
中山 義明（長野県消防防災航空隊消防隊長）
渡邉 雄二（国立登山研修所所長）
石井 弘之 （成城学園中学校高等学校校長）
山本 正嘉（鹿屋体育大学教授）
飯田 肇（富山県立山カルデラ砂防博物館学芸課長）
村越 真（静岡大学教授）

出演者・講演者一覧

全国「山の日」フォーラム　実施報告書
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